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第八十三章「迷宮都市ペルネーテ」







「ロロ、都市に入ろう」

「にゃ」

　馬型のロロディーヌに乗った俺おれは石門の下を潜くぐった。

　迷宮都市ペルネーテの地を神しん獣じゆうの足が踏ふみ入いれる。

　ついに来た。迷宮がある地。ドワーフのザガ＆ボンは元気だろうか？

　世話を頼たのんだルビアは冒ぼう険けん者しやになったのかな。

　彼かの女じよにプレゼントした魔ま竜りゆう王おうの爪つめの素材を基もとにしたロングソードは使ってくれているだろうか。使っているのなら、活かつ躍やくをしているだろう。彼女は無む詠えい唱しようで回復魔ま法ほうが使えるんだ。そのロングソードを作った友のように思うザガ＆ボンもこの都市に居るはずだ。

　ミアは名前を変えてこの都市に向かうと話していた。

　冒険者としてがんばっているのだろうか。

　そして、セーヴァから聞いた情報が確かならば都市の北側は貴族街。

　今、俺が進んでいる場所は、その丁度、ペルネーテの北側。

　だから、ここの貴族街のどこかに……エリボルの巨きよ大だいな屋や敷しきがある。

　そこが闇やみギルド【梟ふくろうの牙きば】の本ほん拠きよ地ちだ。

　しかし、急ぐことはしない。エリボルを殺すにしても知らない都市についたばかり。

　わざわざ火種にガソリンを撒まかずとも、向こうからアクションを起こしてくるだろうし、今は絡からまれた時だけ潰つぶす方向でいこうか。

　――よし、迷宮都市ペルネーテ。いざ、立ち向かわん。

　と、威い勢せい良く胸を張り、触しよく手しゆの手た綱づなを操作。

　門前の人通り激しい通りを前進。四よつ辻つじの大通りに出た。

　都市を一周レースするマラソン競技ができそうなぐらい延々とした道が左右の壁かべに沿うように湾わん曲きよくして続いている。しかし、そんな左右の道は選ばない。

　直線の整った大通りを選せん択たくする。馬の姿に近いロロディーヌの足を進めた。

　馬ば糞ふんは落ちていない。綺き麗れいな道だ。

　両側にそびえ立つような石門と高い壁が増えてくる。

　壁と門柱を飾かざるガーゴイルの造形は素す晴ばらしい出で来き栄ばえだ。

　ホルカーバムの石作り職人が拵こしらえたのかもしれないな。

　そんな石門を越こえた先の敷しき地ちは貴族の土地らしく丘おかの上に立つ屋敷は城のようにも見えた。アーカムネリス聖王国の白はく亜あの城を思い出す。背の低い囲い繞じようされた壁向こうの敷地はゴルフ場のような芝しば生ふが敷しかれて広いし丘もある。

　通りの反対側の敷地の方は今見ていた右に比べたらさすがに狭せまい。

　しかし、大きな屋敷が並ぶ。三階建てぐらいはあるだろうか。マニエリスムの様式を思わせる建築物。どちら側の土地にも王族級の方々が住んでいるのかもしれない。

　通りも豪ごう奢しやな長方形の馬車が多数行いき交かう。

　ホルカーバムの盗とう賊ぞくギルド【ベルガット】が紹しよう介かいしてくれたデュアルベル大商会の幹部組織【一角の誓ちかい】のキャネラスが乗っていた棺かん桶おけのような長細い馬車と似ていた。

　そのような馬車が、門の下を潜るのが見えた。進む速度はゆっくりだ。

　広い敷地の丘のような芝生の道を揺ゆれながら上っていく馬車。長閑のどかな雰ふん囲い気きだ。

　その一場面だけを切り取れば迷宮都市と名がつく都市の光景とは思えなかった。

　少し先を進むと、高級そうな馬車の一つがブレーキ跡あとを地面に残して曲がり角を進む。

　何を急いでいるんだろう。額に右手を当て遠くを見る。

　一いつ瞬しゆん、ピントがずれて視界に入った。右手首のアイテムボックス。

　その環わの金具を見て思い出した。そう、魔竜王の素材を売った時に得た資金がある。

　今、このアイテムボックスの中に入っている現金の全額をポンっと出せば……。

　ここの広い土地と豪ごう邸ていに高級な馬車も買えるかもしれない。

　資金を作ってくれたザガは優ゆう秀しゆうな鍛冶かじ屋やで商人だった。

　だからこそザガとボンの兄弟に感謝だ……『ありがとう』と感謝の念を心に抱だく。

　そして、『ラ・ケラーダ』のマークを胸むな元もとに作る。

　いつか会えるといいが。と、感謝の意思を込めていた腕うでを右に動かした。

　ロロディーヌに乗っている俺は、騎き士しの気分を演出するように背筋を伸のばす――。

　両手を左右に伸ばし、深呼吸をしながら貴族街を進む。

　しかし……どことなく落ち着かない。

　ここが貴族街だからだろうか……速度を出すとしよう。

　と、馬のサラブレッドを扱あつかうようにロロディーヌの横腹を優やさしく足で叩たたく。

　ロロディーヌは俺の指示を受けて走り出した。

　疾しつ風ぷうのように走り出すロロディーヌ。風が気持ちいい。しかし、速度を維い持じした状態で長い尻尾しつぽと触手の数本を俺の頭部に寄こしてきやがった――。

　尻尾で目が塞ふさがる……触手の肉球を頬ほおと顎あごに押おし当あて、微び妙みように生えていた髭ひげを剃そるように絶ぜつ妙みようにこねくり回してきやがった。そのまま顎から首の下を、こちょこちょと、くすぐってくる……黒猫ロロめ！　悪戯いたずらっ子こ――くすぐったい、ぞ！

　と、自然と笑え顔がおを作りロロディーヌを見る。が、そのロロディーヌは後頭部のたてがみしか見えない。だが、相棒と俺は特別だ。

　感覚を共有できる〈神獣止水・翔かける〉という恒こう久きゆうスキルがある。

　相棒のロロディーヌは「にゃお～」と鳴き声を上げて悪戯を止やめてくれた。

　しかし、最後に小さい触手で俺の鼻を小こ突づいてくる……まったく。

　この、平たい触手の裏側の丸い肉球がくそ可愛かわいいんだよ！

　馬のような姿になっても可愛いからな。仕方がない。

「ははッ」

　と、笑った。ロロディーヌも聞き取りづらい変な笑しよう声せいを上げていた。

　猫ねこは人族に聞こえない音で鳴く時がある。今は、馬系のロロディーヌだが……。

　そのまま肉球の感かん触しよくを味わいながら颯さつ爽そうと都市の道を駆かけていく。

　神獣の四し肢しから生えている爪が馬の蹄ひづめ音と違ちがう音を奏かなでていった。

　独特の音楽のような音を楽しみながら通りを進む。

　また四辻に辿たどりついたところで急ストップするロロディーヌ。

　前と同じく前後左右に道が続いている。この四つの道を見て……。

「僕ぼくの前に道はない僕の後ろに道は出来る」という高たか村むら光こう太た郎ろうの有名な詩を思い出しながら、このまままっすぐ大都市の道を進もうぞ！　魔ま槍そう杖づえを持つ腕を真っすぐ伸ばす――。

　と、有名な戦国武将の前まえ田だ慶けい次じになったように勇ゆう往おう邁まい進しんを意識して道を進んでいく。

　そして、かぶくことを意識しても人生を斜しやに構えても交通ルールは守る。

　そんなルールがこの都市にあるのか疑問だが……と、自分にツッコミを入れながら――。

　横断歩道を渡わたるように左右の道を確かく認にんした。

　左と右の道も……真っすぐ続いている道と同じように幅はばが広い。

　馬車も通っている。横の道も中央と大差ないなぁ……。

　獣じゆう人じんの数が増えたぐらいか。と、道の確認を終えてから、渡り鳥どりを見ていたロロディーヌの頭部を『こっちだぞ』と優しく傾かたむけて、通りを進み出す。

　ついでに、左手で、神獣ロロの可愛い後頭部を撫なでて上げた。

　すると、景色が変わってきた。立派な門構えを持った家が減る。

　代わりにゼメリング様式的雰囲気を持つ家屋と漆しつ喰くいの小屋が多くなった。

　どうやら貴族街は過ぎ去ったようだ。都市に住む方々かな。

　旅人、冒険者、商人と、都市らしい色々な人々が増えてくる。

　鋼はがねのような体の巨きよ人じんと服を着た小さいペンギンが仲良く歩いている姿を見て……思わず二度見した。どこかで見た緑りよく法ほう衣えが似合う美人と、侍さむらい風の衣い装しようが似合う女性も歩いている。

　その二人とすれ違った刀系が似合う虎とら系の獣人は強そうだ。

　人族、虎の頭部を持つ獣人、豹ひよう頭の獣人、猫頭の獣人と色々だ。ドワーフも居た。

　そして、美人エルフと人族のカップルが堂々とキスしているがな。

　――思わず、魔槍杖を消去して、平手チョップを中空に繰くり出だした。

　この辺から迷宮都市ペルネーテの中心街なのかもしれない。

　赤ちゃんを連れたご婦人が、俺のへんなポーズを見て訝いぶかしむ。

　赤ちゃんを守るように足早に去っていった。

『閣下から祝福が得られるかもしれないのに、失礼なご婦人ですね！』

　と、ヘルメさんがご立腹。気にせず……適当に進む。

　しかし、地図がないから……な。ゆったりと流れるままのペースで進んできたが……。

　ここらで道を訊たずねるとしよう……と周囲を探す。

　居た、暇ひまそうな、あの猫獣人アンムルさんに決定！　三つの目を持つ獣人さんだ。

　その猫獣人アンムルさんは、雑貨店の壁に背を預けエルフの美人さんたちが通る大通りを見つめている。

　灰色の毛で構成したふっくらしてそうな猫系の頭部は、初めて見た印象と変わらない。

　人族にはない額の位置に一つの目、普ふ通つうの人族の双そう眸ぼうの位置に二つの目を持つ。

　そして、当たり前だが人族にはない四本の腕を持つ。その猫獣人アンムルさんはモンスターの厚あつ革がわで拵えた高級鎧よろいを身に着けて鋼鉄のバックルと合う革ベルトに四つの長ちよう剣けんを差していた。腕に付いた紋もん章しよう入りの円形の盾たてといい凄すご腕うで冒ぼう険けん者しやだろう。

　四剣流とかあるのだろうか。

　凄腕戦士の雰囲気を醸かもし出している姿から【ガイアの天てん秤びん】のメンバー猫獣人アンムルの戦士デュマの姿を思い出した。彼かれの最さい期ごは覚えている。

　ミアを思い、梟の牙のジェーンと複数の兵士たちと戦い散った漢おとこ……。

　彼にミアを頼むといわれたが、ミアは離はなれてしまった。

　そのことを思うと、少し胸が痛む……。

　そして、暇そうにしている同じ種族の猫獣人アンムルさんへと、そんな思いも込めて、ある種の尊敬の意思を抱きながらロロディーヌを寄せていった。

　馬上ならず黒馬ロロの上からだ。失礼かも知れない。と思いつつ口を動かした。

「――すみません。迷宮とか冒険者ギルドの場所はどこですか？」

　獣人さんは俺の声を聞いて、上うわ目め遣づかいで反応した。

「お？　田舎いなかから来た同業者か？」

「えぇ、そうです」

「そうだろうと思ったよ。迷宮なら〝第一の円えん卓たく通り〟の中心に聳そびえ立たつ特とく徴ちよう的てきな短い塔とうのような建物がそうだ」

「短い塔ですね」

「そうだ。出入り口は見ただけで分かるだろう。布告場もあるから意外に広い。その布告場では、冒険者たちや商人の呼子、浮ふ浪ろう者も占うらない婆ばばあも居るし、楽器を吹ふいたり芸人たちが踊おどったり、即そつ興きようの演劇も行われたりしている。周囲の建物には、色々な趣しゆ旨しを目的とした宿屋と冒険者ギルドもあるぞ。さらに魔ま宝ほう地図協会も屋台の雑貨屋も食事処どころもある。まぁ、実際に見たら分かると思うが、とにかく、その近辺では本当に色々と密集しているんだ。因ちなみにここは〝第一の円卓通り〟と〝第二の円卓通り〟の北の間だな。だから真まっ直すぐ南へと進めば第一の円卓通りに出るぞ。ほら、そっちだ――」

　獣人さんは笑えみを浮うかべながら顎先をクイッと通りの先の方へと動かした。

「……見ての通り、同業者が増えているだろう？」

　獣人さんの三つの目の内の二つが通りを行き交う人々へと向けられている。

　――確かに武装した冒険者らしき様々な種族たちが行き交う。

「親切にありがとう」

「おう」

　獣人さんの声を確認して頭を下げてから進み出す。

　第一の円卓通り。空から見た時、この迷宮都市ペルネーテの外観は円形に近かった。

〝第三の円卓通り〟は、湾曲した外がい壁へきに沿った道みち幅はばの大きい円の通り。

〝第二の円卓通り〟は、さっき進んできた中ぐらいの円の通り。

〝第一の円卓通り〟は、迷宮の出入り口を円の中心点とした一番小さい円の通り。

　俺はそうした円の形に近い都市の中を縦に斬きるように進んでいる形だろう。

　ロロディーヌに速度を任せた。足をリズム良く交こう互ごに出すロロディーヌ。

　通行人を避さけていく速度が上がり出すと地面を縫ぬうように素す早ばやく駆けていく。

　すぐに目的地に到とう着ちやくした。広い円形の空間だが……。

　様々な種族がごった返して商売を繰り広ひろげている。

　というか、まさに十と重え二は十た重えの人の山だ。

　迷宮の出入り口らしき建物も確認できた。短い塔の建物だ。

　やはりここが第一の円卓通り。短い塔の周囲にある商店はどの店も繁はん盛じようしている様子。

　冒険者以外にも、住人、旅人、商人たちの姿を見かけることができた。

　それにしても中心の塔……。

　ここからだと地面に煙草たばこを突つき刺さして、その煙草の先せん端たんを巨大な刀を持った巨人が斜ななめにぶった切った感じだ。空を鋭えい角かくに区切るような建物といえばいいか……。

　地球でたとえるとカザフスタン、中東に残る遺い跡せきの塔のようだ。

　何とかのミナレット、ミナールとかだったかな。

　表面は雷らい文もんと幾き何か学がくの模様が青石で鏤ちりばめられてある。

　そんな長方形の建物を見ながら中心の広場へと足を進めた。

　ヘカトレイルと同じような光景が目に入ってくる。

　広場に布告場と書かれた大きな看板があった。

　ラッパを吹かせた数人が大声を上げて、次々と人々に知らせを読み上げている。

　――オセベリア王国の【太湖都市ルルザック】にて大規模な募ぼ兵へいを開始する。

　――冒険者たちよ！　腕に自信がある者は集まれよ。アイテムボックスに余よ裕ゆうがある冒険者は特別に編入できる。アイテムボックスがない冒険者たちは傭よう兵へい部隊に編入といった形となるが、騎き士し団だん員いんに採用される可能性もあるのだ。成果を上げれば褒ほう美びや出世は間ま違ちがいなしだぞ！

　兵隊募ぼ集しゆうか。戦争で出世を目指すのもありか？

　今度は違う布告人たちが声を上げていく。

　――城じよう塞さい都市ヘカトレイルにて周辺を荒あらしていた魔竜王が竜りゆう魔ま騎き兵へい団所属のグリフォン隊によって仕留められたそうだ。

　もうここでもニュースになるんだな。活躍した冒険者たちは省かれて紹介されているからオセベリア王国のプロパガンダを兼かねているのだろう。

　――コレンドン奴ど隷れい商しようにて、戦争奴隷が大量に入にゆう荷か。興味があれば西方第二の円卓通りにある〝コレンドン商館〟まで足をお運びください。

　――アリアの広場にて、明日から数日にかけてアリア教の巫女みこを束ねる大司教様による愛情の恵めぐみ祭まつりが開かい催さいされる。正義の神シャファを信しん仰こうする司祭とも交流が行われる予定だ。

　――放ほう浪ろうを愛する女め神がみの信仰を持つ者は向かわれよ。

　愛の女神か。パーティを組んだニコラの姿を思い出す。

　ヘカトレイルの周辺にあるペルヘカライン大回廊の依い頼らいを受けた時に一いつ緒しよに冒ぼう険けんした。

　ドワーフのイグと虎獣人ラゼールのアルベルト・チェイダーも思い出す。

　神聖教会と違う宗教。教えが放浪より美女と愛を育はぐくむ宗教だったのなら興味はあるが、違うからな。愛はラブ。ラブ、いや、有名な曲を思い出し、口ずさもうとしたが止やめた。

　――オセベリア大草原にて、石いし蹴けり大だい鳥ちようが大量発生中。ルルザック行きの街かい道どうにも出しゆつ没ぼつしている、注意されたし。

　――南の解放市場にて窃せつ盗とう事件多発。注意されたし。

　――仮面魔人ザープ、西の魔法街、南の都市郊こう外がい墓地にて目もく撃げきされた。血ち塗まみれの刀と指をみたら注意されたし。

　――ラングハード準男爵一家殺害事件の続報だ。オセベリア王国が誇ほこる【九大騎士ホワイトナイン】の女大騎士がまたもや殺害犯を捕つかまえた。これで殺人事件解決は三度目である。衛兵隊の面めん目ぼく丸つぶれの状じよう況きようだ。しかし、第二円卓通り南東の住宅街にて、三つ玉宝石の連続殺人事件が未解決のままだ。この事件も女大騎士の名推理が当たるか、期待しておこう。

　警けい鐘しようを鳴らしている。殺人事件か。大都市だ。いたるところであるだろう。

『事件がいっぱいですね』

『あぁ』

　ヘルメと念話しながら頷うなずく。

　――第三の円卓にある魔法通りに〝真理の目覚め〟という名の魔ま導どう具ぐ店てんが開店！

　――魔ま獣じゆう商会サイオンから知らせがある。魔獣〝ベイヴァ〟が新しく入荷しました。調教スキルに自信がある方、第二の円卓通り南、〝大だい闘とう技ぎ場じよう〟前の〝サイオンの店〟までお越しください。

　調教スキルがあれば、魔獣を買えたりするんだ。

　――迷宮管理局から知らせだ。百年ぶりに第十階層を踏とう破はした【青腕宝団ブルーアームジユエルズ】に対して迷宮管理局から勲くん三さん等とうの褒美が与あたえられることになった。

　迷宮管理局、百年ぶりに第十階層を踏破？　勲三等の褒美とは何だろ？

　それにしてもあの布告人たちは凄すごい。さっきから連続で大声を発している。

　喉のどとかやられそうだ。布告人の他ほかにも、足笛で甘かん美びな音色を奏でる演奏者と踊り子たちがいた。ジプシー、サーカスの演者か。お臍へそを出した衣装を身に着けた女の子たち。

　リズムの良い音楽に合わせ、身軽にシザースからバックフリックのようなダンス技わざを繰り出す。そのダンスのレベルは高い。

　隣となりではもっと高レベルの四回転ジャンプという離れ業わざを繰り出している剣けん士しが居た。

　荷馬車の周囲でジャグリングを行うエルフの姉妹。軽かる業わざ師しという印象だ。

　即興で人形劇を披ひ露ろうするご婦人方。

　言葉の才を感じる……味わい深い台詞せりふを暗あん誦しようする声は美しい。

　好こう奇き心しん溢あふれる子供たちもその劇を楽しんでいる。

　まさに、芸は道によって賢かしこし。

　しかし、少し離れると、チェベローズの香かおりを付けた娼しよう婦ふたちが冒険者や金持ちそうな男性を誘さそっている。貧ひん窮きゆうの暮らしを感じさせる屋台の店もある。

　フルーツを売る店も多い。その店に子供たちが群がっていた。

　黒くろ髪かみの女の子が物もの欲ほしそうにフルーツ売り場の前に立っている。

　即興の劇を見ていた子供たちと違う。衣服は貧相だ。そんな少年少女たちはフルーツを買わず側そばでフルーツを物色していた冒険者と商人たちに、

「買って～」

「買ってください～」

「ちょうだい～」

　と、いいながら群がっていく。そんな必死な子供たちを見ていると、ホルカーバムの定期船乗り場を訪おとずれた時の光景を思い出した。他は台座の上に立ち、

「踊る者を見よ！　衰すい退たいッ、堕だ落らく、道徳の崩ほう壊かいだッ、堕落といえば、皆みなの者よ、自分のためにいかなる形の像も造ってはならない。男、女の形も獣の形も……」

　偶ぐう像ぞう礼拝に対する警告か。神聖教会の一派かな。彼らは彼らで色々と派は閥ばつがありそうだ。

　口達者な説教を繰り返かえしている司祭。その説教を聞く聴ちよう衆しゆうたちの数は多い。

　ペルネーテはヘカトレイルより人口も多そうだ。広場も巨大だし。

　宗教を信じる人も多くなるのは当然の流れか。貧富の差も如によ実じつに表れている。

　紙切れを振ふりながら通りを歩く商人、辛しん辣らつな物言いで喧けん嘩かをしている人族も居た。

　だが、処しよ刑けい場じようのような場所はないようだ。声が煩うるさい広場から少し離れるとしよう。

　麻あさ袋ぶくろを肩かたにかけた労働者たちを見ながら少し進む。

　……季節的に、熱気あふれた焼けつくような盛夏の街か――。

　改めて〝第一の円卓通り〟である円広場を見み渡わたしていく。

　今度は建物を見ていこうか。

　最初は右側かな。円卓の名があるように……右の縁えん側がわに大小様々な店屋敷が、円の縁ふちを形作るように並ぶ。塔のような建物も数個ある。高さは均きん衡こうしている？

　パリのように都市の景観を損そこなわないためとか？

　その代わり横よこ幅はばが広い宿屋、雑貨屋、武器防具、魔導具、魔細工、食事処、等の看板を掲かかげた店が続く。〝宝と地図〟が描えがかれた看板が目立つ木造の家屋もあった。

　隣は、ビザンチン建築と似た煉れん瓦が造ぞうの三階建て。ここが冒険者ギルドか。

　周囲の木材や白石で建てられた家とは一線を画す雰囲気。厩きゆう舎しやもあり敷地も広そうだ。

　煉瓦造りだから、白色と黒色で縁ふち取どられた「冒険者ギルド」と記した看板が目立つ。

　この冒険者ギルドの建物と迷宮の塔は円卓通りの中で、一ひと際きわ、縦に突とつ出しゆつしているから分かりやすい。幸さい先さき良くギルドは見つけた。次は宿屋を探すとしよう。

　一方、反対側の迷宮の出入り口のある塔側は地面に蓙ござを敷いて、その蓙に座すわりながらフリーマーケットのように商品を売っている商人と冒険者が多い。

　看板を持った冒険者も居る。さっきの通りで猫獣人アンムルが教えてくれたように……。

　広場の周りも宿屋と酒場は幾いくつかある。たくさんあるから迷う。

　どこにしようかと選びながら、第一の円卓通りを自然と一周していた。

　円卓通りの北側の三つほどあった路地の一つを進むとしよう。

　薄うす暗ぐらい路地の先にロロディーヌの頭部を傾けた。

　触しよく手しゆ手た綱づなから相棒の気持ちが少しだけ伝わってきた気がした。

　静かな路地、湿しつ気けがある路地を進むと……。

　左側に怪あやしげなムードを持った家屋を発見した。

　玄げん関かん口ぐちは門柱と一体化している。

　金属の骨組みと煌こう々こうとしたランタンで構成した立体オブジェが目立つ。

　その灯あかりに魔ま力りよくもあった。オブジェの背後の家は全体的に丸く卵の形。

　ランタンの明るさも加わった光と影かげのアンバランス。

　それが、丸く卵のように見せているのかもしれない。

　左側の壁は満月のような形。敷地も広めだ。宿屋かな？

　月をモチーフとした宿屋なのか。

　確認しようとロロディーヌから降りた。明るい玄関口を歩く。

　黒猫ロロも定位置肩に戻もどってきた。

　可愛い黒猫ロロの体重を肩に感じながら歩く。

　宿の玄関口から蝉せみの音が聴きこえた。軒のき下したの方からだ。壁の上を見ると……大きな蝉が留まっていた。異世界の蝉か。鳴き声が……蝉せみ時雨しぐれか。

　もう夏だもんな。しばらくはこの暑さと、この蝉の音にも慣れていかないと……。

　玄関の扉とびらは朱しゆ色いろ。扉に嵌はめ込まれた形の四角い表札がある。

　表札は〝迷宮の宿り月〟と記してあった。外観通りに月をモチーフとした宿か。

　名前もそれらしい名前だ。

「ここに泊とまろう」

「にゃお」

『はい』

　相棒とヘルメの意思を確認してから、黒光りする瀟しよう洒しやな木製扉を押し開ひらく。

　中から、むあっとする酒の匂においが鼻び孔こうを刺し激げきする。客の喧けん騒そうが耳に届く。

　渡り廊ろう下か的な物はない。広々とした一階だ。

　フォルトナの宿屋より広い。中央が間切りを兼ねた上り階段。

　階段の右側は部屋か。左側は食堂。レストラン風の四角い机が十数台並ぶ。

　食堂の奥おくにステージ台のような壇だんがあった。

　壇の上で吟ぎん遊ゆう詩人がギターのような弦げん楽がつ器きを爪つま弾びいている。

　客が酒を飲み食事を口へと運ぶ。管を巻く客もいる。

　カードゲーム用の円い豪ごう華かな机もあった。

　円い机でカードゲームを興じている面子メンツを確認。

　厳いかつい顔のドワーフと軍人衣装を着た中年男の人族。

　貴族風の女性と帽ぼう子しを被かぶった口くち髭ひげを生やす人族男。

　髪かみの青い女性が、その口髭の男性に寄より添そっている。

　ポーカー風カードゲームと見た。面おも白しろそう。

　だが、宿の見学を続けよう。食堂側の右を注視。俯ふ瞰かんで見れば宿の中央の位置だろう。

　丁度、階段の下か。一階の仕切りを兼ねるように従業員用の部屋と柱がある。

　長机のカウンターが玄関近くまで延びていた。

　階段と宿の出入り口に近い部分は、出っ張り湾曲した作り。

　バーを兼ねたカウンター席だな。背の高い椅い子すも十二脚きやくほど。

　俺の立つ場所の近くまでずらりと椅子が並ぶ。椅子の形もセンスが良い。洒落しやれている。

　水差しが置かれたカウンターは階段の下のスペースを生かすように大きな棚たなも並ぶ。

　オーク材の素材で作られた思われる酒さか樽だると陶とう器き製せいの酒さか瓶びんが何段も積み重なっていた。

　酒の種類は豊富そう。ここなら酒も楽しく飲めそうな感じ。

　そんな塩あん梅ばいで……ざっと、入り口から宿の中の様子の見学を終えた。

　すると、綺麗な女性が清潔な布で手元を拭いてから近寄ってくる。

　凜りんと胸を張る女性だ。髪が蜂はち蜜みつ色。横髪を赤いヘアピンで留めていた。

　女盛りの艶なまめかしい眼まな差ざし。唇くちびるも綺麗だ。その唇が微かすかに動く。

「お客さんいらっしゃいっ！　迷宮の宿り月へようこそ！」

　威勢の良い声。笑顔もいいね。

「どうも」

　と、挨あい拶さつしてから、再び彼女を見る。瞳ひとみは茶色。鼻筋も高い。

　むっちりと盛り上がった胸元に腰こしのくびれから長い足がすらりと伸びている。

　赤いシャツがふくよかな胸に吸い付いたように貼はり付つく姿は正直、色っぽい。

　下は、紺こん色いろの端はしが折れた短いスカート。

　その上に白いエプロン。エプロンだから宿の関係者かな？

　しかし、その細身の体に魔素を纏まとっているのも驚おどろきだ。
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　それも、そんじょそこらの冒険者が霞かすむぐらいの質。強者か。

『この女性。魔力を体内でスムーズに操作しています』

　ヘルメのいう通り、普通の女性ではない。そんな、ヘルメと俺の瞬しゆん間かん的てきな観察中――。

「わたしはメル。ここの女将おかみをやってます」

　蜂蜜色の女性は女将さんだった。男おとこ勝まさりな声質だが、若くて美人女将だ。

　テンションアップ！　寝ね取とられた美人女将。美人女将の淫みだらな性活。

　やばいヤヴァイ。瞬しゆん時じに、卑ひ猥わいな言葉が頭に浮かんでしまった。

　誤ご魔ま化かそう。目元を正してから真ま面じ目めな表情を意識して、

「……冒険者です。名前はシュウヤ。部屋は空いていますか？」

　俺の言葉を聞いた女将さん。俺を舐なめるように見つめてきた。

　一瞬、目元が鋭するどくなった。が、すぐに笑顔を向けてくる。

「……空いてますよ。一階に泊まるなら一日夕食付きで大銅貨五枚。二階の大部屋なら大銅貨八枚です」

　大銅貨五枚か。さすがに高級宿より値段も手て頃ごろだ。安い。

　すぐにアイテムボックスをチェック。金貨の枚数を確認した。

　今は夏の季節の何日だ。三日目か？　すると年末までは……あ、そうだ。黒猫ロロのことも聞いておこう。

「使い魔の、この黒猫ロロも一緒に泊とまりたいんですが、大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

　黒猫ロロは肩に乗った状態。動かず「にゃ」と鳴く。

「まぁ、可愛い猫ちゃん。うちは使い魔だろうが、何でも結構。大丈夫です」

　良かった。とりあえず、年末まで金を払はらっておこう。

「それじゃ、〝これで〟二階の角部屋にお願いします。年末まで泊まれる分です」

　アイテムボックスから金貨と銀貨を合わせて女将へ手て渡わたした。

「分かりました……預かります」

　女将さんは、慌あわてて金を受け取ると、美人さん特有の客に対する笑みを浮かべて対応してから、受付代の記帳に書き込みをしていた。

　その時、食事の匂いが食堂付近から漂ただよってきた。

　黒猫ロロが早さつ速そく、鼻をクンクンと可愛く動かして反応。

　そういえば本格的な朝飯はまだだった。今、飯が食べられるか聞いてみよう。

「……メルさん、何か食べる物はない？」

　そう気軽に聞くと、メルさんはすぐに、

「カズン、今から料理を出せるかしら～」

　と、厨ちゆう房ぼうに向けて声を出してくれた。

「あぁ、出せるぞ～」

　その厨房奥おくから厳つい渋しぶい声が返ってきた。料理人かな。

「だそうです、少々お待ちを」

　親しみを感じさせる笑みを浮かべたメルさん。

　その親しみを感じた言葉に従い頷く。椅子に座り食事を待つこと数分後、

「お待たせしました。茸きのこと野菜の肉がゆ、です。最近はやりの『プルプルホーン』の卵料理には負けないつもりです。お勧すすめですよ」

　プルプルホーン。ホルカーバムで遭そう遇ぐうした移動販はん売ばい車しや風の店の名前だ。

　あの魔獣使いのシェフもこのペルネーテに来ていたのか。

　稲いな妻ずまの魔法を卵料理に繰り出す魔獣とフライパンを操あやつる料理技術は凄かった。

　美味おいしかった料理を思い出しながら、運ばれてきた料理を見る。

　木製のボウル容器に入ったシチュー。黒猫ロロの分もある。

　早速、用意してくれた匙さじでそのシチューを掬すくい口に含ふくむ――。

　温かく、うまうま。香りもいい。香こう湯ゆみたいだ。

　美味しいなと感じながら……ボウルを持ち上げる。容器は底が深い。

　たっぷりと具がシチューの中に入っているのか、中々の重さだ。いいねぇ。

　と、持っていた容器を机に置いて匙をシチューの奥へと進入させる――。

　底の方に大きく軟やわらかいジャガイモのような野菜を発見した！

　早速、匙でそのジャガイモを押しつぶす！　潰した軟らかいモノを匙で掬い口へと運んだ――ほぐれたジャガイモは軟らかい……ほくほくだ……うまし！

　匙を持つ手が自然と動く。シチューを掬い何度も口へと軟らかいイモを運ぶ。茸もある。

　骨付き肉も美味うまい！　肉とイモのハーモニー。隠かくし味あじの香こう草そうも良い……。

　ほど良いほっこりとした美味しさと親しみが心をぬくめていった。

　……ふと、異世界初のまともな食事を食べさせて貰もらった時を思い出す。

　ゴルディーバの里の情景が頭に過よぎる。

　いつも美味しい料理を作ってくれたラビさん、元気にしているかな？

　様々なことを教えてくれたアキレス師し匠しよう……。

　妹のような可愛いレファ、屈くつ強きようなラグレンも元気にしていると嬉うれしい。

　懐なつかしい訓練の日々を思い出しながらシチューを飲むように食べていく。

　食い終わると「こっちです」と、メルさんに呼ばれた。立ち上がり頷く。

　俺が食べ終わるのを待っていてくれた。

　そのまま、お手伝いの少女を連れた女将メルさんと一緒に、一階の出入り口のあったカウンター近くの階段を上る。二階は渡り廊下、右に部屋の閉まった扉が並ぶ。

　左側は手て摺すりを備えた一階の様子が見られる作り。手摺を利用しながら一階を覗のぞいて、ここから歌い手の声を聴くのもありかもな。

　と、思いながら渡り廊下を先に歩くメルさんと少女の背中を追う。

　奥の角部屋の前で二人は止まる。俺に礼をした少女が「こちらです」言葉を発しながら指差した角部屋の扉。表面に〝月が二つ描かれた〟飾りがあった。

　扉の下に洗せん濯たく物ものを入れる大きな籠かごも置いてある。

「洗濯物はここに入れてください。手伝いのイリーが持っていきますから」

「うん。わたしはイリー。ここに衣類を入れてください」

　絹を裂さくような声こわ音ね。イリーは少女。エプロン姿の給きゆう仕じさんだ。

　黒茶色の髪と目。笑顔が可愛い。だが、目に力がある。

　意外にしっかりとした印象がある少女だ。

「よろしく。イリー。その時は頼む」

「これが部屋の鍵かぎですよ。お風ふ呂ろがご入用の場合は、そこのイリーに仰おつしやってくださいな。イリーが、部屋に用意した大おお桶おけにお湯を容いれますから」







[image: ]







　その説明の後、女将のメルさんが鍵を渡してきた。大桶か。お湯なら俺おれがやる。

「お湯なら大丈夫です。俺が容れますから」

「お客さん水属性持ちなのねぇ。手間がかからなくていいわ。それじゃ、まだ仕事があるんで失礼しますよ。何かあったら〝大声〟で呼んでちょうだいな。それと『さん』付けはしないで結構ですよ」

「分かった」

　俺の了りよう承しようの言葉を聞くと、笑顔を作る美人女将。

　そのまま女将メルはイリーをこの場に残して渡り廊下を歩き一階へ戻っていく。

　しかし、大声？　下では演奏もあるし聞き取りづらいのかもな。

　と、考えながら、早速、借りた部屋へ入ろうとした、その時――。

　イリーは小さい足で、閉まろうとする扉を止めてきた。

「お客さん～？　ちょっと、良いい？」

　と、指先を悩なやましく口元に当てながら、そう呼び止めてきた。

　扉を止める動作は少女らしくない力があるが……。

「ん？　なんだ？」

　と、聞いた。

「貴方あなた、本当に冒ぼう険けん者しや？」

　何だこの子は……よく見ると、顔が大人びている？

　指に赤い指輪を嵌めていた。その指輪は濃のう密みつな魔力が詰つまっていることが分かる。

　こんな子供が高級そうな指輪か魔道具系、魔導具を持つとは……。

『閣下、この少女は全身に魔力を纏っています。幼い人族と思えません』

　精せい霊れいヘルメが忠告してくれた。この子、普通じゃないな。

「黙だまっているということは、違うのかしら？」

　ほぼ初対面の客に対してこの図ずう々ずうしさ。

「いや、冒険者だ。そもそもなんで君にそんなことを聞かれなきゃならない？」

　俺の言葉を聞いた少女イリーは綺き麗れいな顔を少し突き出す。

　小鼻をくんくんっと動かし、匂いを嗅かぐような仕草を見せてから、

「――ふうん、わかったわ。今は普通の〝お手伝いさん〟で、いてあげる」

　そんな意味深発言をする。彼かの女じよは少女らしくない笑みを浮かべたまま扉からスキップするように離れて一階へと戻っていく。何なんだ、ここの宿は。

　女将は綺麗だから良いが……怪しい言葉を発したお手伝いさんは、俺の素す性じようを知っているような素そ振ぶりだった。宿の選せん択たくを間違えたか。まぁ、でも契けい約やくはした。

　取り敢あええず部屋を確認しよう。部屋に入る。

　左奥はサイドテーブル付きの寝しん台だいが四つ。

　中央の奥はカーテン付きの出窓。出窓の左右は屋根と地続きに繋つながっていた。

　足場としての板も置いてある。直接、屋根から外に出られる作りか。

　屋根の上にすぐに上れるし黒猫ロロが喜びそう。

　二階だからこその光景も確認。しかし、少し防犯が心配になる。

　ま、風呂の時、出窓を開けて涼すずめるし屋根の上から外も見学できる。

　これはこれで見晴らしがいい。出窓の隣も床ゆかも整ったタイル系のベランダ。

　ベランダのつるつるした床ゆか板いたも排はい水すい用に角度の付いた窪くぼんだ穴もある。

　ちゃんと水を流せるような斜しや面めんだ。気に入った。

　ホルカーの高級宿より狭せまいが壁かべのデザインは洗練されている。広さも十分だ。

　そう部屋をチェックしてると……。

「にゃ、にゃ～」

　黒猫ロロだ。いつものように寝台の上で弾はずんで遊ぶ。

　鳴き声も楽しそう。四肢を寝台に突け全身がバネになったように跳ちよう躍やくを繰り返す。

　黒猫ロロなりに堅かたい弾だん力りよくを楽しんで遊んでいる。

　弾力がないお陰かげか、四肢に力が入りやすいようだな。

　そして、跳はねる遊びに飽あきた黒猫ロロさん。

　振り向むいて、俺を一度チラッと見てから自分の尻尾しつぽを追いかけるようにくるくると、その場で回り出す。寝台の枕まくら元もとで丸くなって落ち着いていた。眠ねむりたいようだ。

　目を瞑つぶろうとして片方の前足を伸のばして、爪つめをゆっくりと出して、その爪を仕し舞まっていく自然な仕草がとても可愛らしい。何気ない猫の様子だが、幸せを感じた。

　眠る黒猫ロロの姿を絵に描くように眺ながめていく……。

　このまま、この宿屋をベースにしようかな。

　変なお手伝いさんだったけど、気にしなきゃいい。決めた。ここにしよう。

　後は、冒険者らしくギルドに向かうか。どんな依頼があるのか興味がある。

　魔ま法ほう書しよが売ってそうな魔道具店も探そう。

　そして、ここは新しい都市だ。路地裏散歩道も楽しむとしようか。

　そう、ケセラセラの精神で。







第八十四章「お試しパーティ」







「ロロはまだ寝ねているか。俺はギルドへ向かうが」

「――ンン」

　黒猫ロロは『わたしもいくにゃ』というように、喉声を鳴らす。

　丸まった体勢からむくっと顔を上げた。そして、牙きばを見せるように口を開けて、

「にゃ、にゃぉぉん」

　と、長めに鳴くと、素早く立ち上がり寝台から降りた。

　俺の足に、小さい頭部を寄せて擦すり当ててくる。

　……可愛かわいい。柔やわらかい内腹を堪たん能のうしちゃる！

　ふさふさというか、ほこほこした感覚をたっぷりと体感してやろう。

　と、ある種の邪じや悪あくさを持つようなニヤニヤを意識しながら――。

　手を黒猫ロロへと伸ばす。だがしかし――黒猫ロロはそんな俺の気持ちを察知――人を馬ば鹿かにするような喉声を鳴らしながら、するりと、華か麗れいに、俺の手を避けた。

　そのまま床を走って部屋から飛び出していった。気まぐれな猫ねこめ。

　黒猫ロロのふりふりしている後ろ姿を追おい掛かけるように、二階の廊下に出た。

　その黒猫ロロは、幅はばの狭い手摺の上に乗っていた。

「器用だな……」

「ンン」

　黒猫ロロは鼻歌でも歌うような喉声を発しつつ、手摺の上を器用にトコトコと歩きながら端へと向かう。そのまま尻しりを手摺につけて、一階へと滑すべり降おりていった。

『ふふ』

　ヘルメの楽しいという思念は伝わってきたが、黒猫ロロのお尻は大丈夫か？

　楽しそうなヘルメは、特に指し摘てきをしてこない。

　宿の玄関の前に移動した黒猫ロロ。

　閉まっている扉を見上げて、ちょこんとした姿勢で待っていた黒猫ロロさんだ。

　俺も階段を下りていった。待っていた黒猫ロロに近付くと、黒猫ロロは後あと脚あしを伸ばしてすらりとした上半身を伸ばし立ち、両前足を玄関口の扉に当てていた。

　そして、扉ここを〝あけてあけて〟と爪とぎでも行うように両前足を上下に忙せわしなく動かしていく。

「はは、可愛い。だが、ロロ、扉に爪つめ痕あとを作っちゃだめだぞ――」

　黒猫ロロへ向けて注意しながら、玄げん関かん扉とびらを開けて外に出る。

「ン、にゃ」

　そのままランプの明かりが目立つ宿の敷しき地ちを外に出る。路地の先を走る黒猫ロロは馬と獅し子しに似た神しん獣じゆうの姿へと一いつ瞬しゆんで変身。前より馬に近い姿だ。

「ンン、にゃ」

　声は変わらず、『ここに乗れニャ』という感じの鳴き声だ。

　相棒の神獣様に従おう。黒馬ロロディーヌの上に跨またがった。

　触しよく手しゆの手た綱づなを片手で握にぎる。素早く路地を抜ぬけて第一の円卓通りへ進む。

　すぐに冒険者ギルド前に到着した。

「ロロ、ありがと」

　馬のロロディーヌにお礼をいいながら地面に降りた。

　そのまま黒い毛並みの首元を撫なでていく。

　気持ちよさそうに首元を震ふるわせた黒馬ロロディーヌ。

　そして、瞬またたく間まに、馬に近い幻げん想そう的てきな姿から小さい黒猫姿へと戻る――と黒猫ロロはお返しのつもりなのか、俺の足へ小さい頭部を擦こすりつけてきた。

　脛すねから可愛い小さい頭の感かん触しよくを得ながらギルドの外観を確かく認にん。

　ギルドの入り口は、木製の両扉。左右に開いた状態。

　ヘカトレイルの冒険者ギルドに足を踏ふみ入いれた時も広がっていた。

　多数の冒険者が行いき交かっている。この様子だと中も混こみ合あっていそうだ。

　混雑は嫌いやだな。と思いながら黒猫ロロを連れてギルドの扉を潜くぐる。

　ギルドの中は巨きよ大だいホールを彷ほう彿ふつさせる。広い。

　依頼紙を貼ったボードが一列に並ぶ。広いが予想通りに混んでいた。

　毎度おなじみの光景だ。冒険者たちがボードの前で悩みながら依頼を選んでいる。

　木札を取って受付へ歩いている動線も変わらない。

　ざわざわ、がやがや、と喧騒が激しい。

　どんな依頼があるのかと……わくわくしながらボードを先に見ていく。

　意外なことにモンスター討とう伐ばつの依頼と同じぐらいの数でパーティ申しん請せいやメンバー募集に関する依頼の内容を記した紙が多かった。

　大おお柄がら種族の盾たて使い募集、後衛の魔ま術じゆつ師し系募集、中衛の器用な戦士募集、ヒーラー大だい募ぼ集しゆう、鍵開け、罠わな解除ができるスキル持ちの方を募集、芸人募集。此方こちら、前衛の三人戦士です。パーティを組みませんか、魔ま法ほう使つかい募集、等、こんな依頼ばかり。

　それらの依頼の紙を食い入るように見ている多数の冒険者たち。

　すぐ隣も、魔法使い系と思われる長なが杖づえを持つ女性が居た。

　間近で見ているせいか、彼女の双そう眸ぼうは大きく見える。

　大きな双眸は、薄うす蒼あおい虹こう彩さいを持つ綺麗な瞳だ。美しい。

　耳はエルフより短いが、エルフ系統と分かる。細長い耳だ。

　サイドの金きん髪ぱつをバックに流し、ルーズに纏めながら逆サイドに流した右側の髪と一緒にヘアバンドカチユーシヤで留めてあった。

　じっと、その綺麗な女性を見ていると、目が合ってしまう。

「あのぅ、何か？」

　訝いぶかしむ蒼あお目めの女性。うひゃ……見み惚ほれていた。とはいえないので、適当に誤魔化す。

「あ、いえ、こういう依頼は一いつ杯ぱいあるんですね。初めて迷めい宮きゆう都市に来たものですから……」

　すると、蒼目の女性は一瞬目を光らせる。微び笑しようを浮うかべて小さい唇が動く。

「そう。初めてなんですね、貴方も迷宮に挑ちよう戦せんをするつもりなんですか？」

　勿もち論ろん、挑いどむつもりだ。敬語を意識して、

「えぇ、はい。そのつもりです」

「そうですか。もう〝初心の酒場〟でパーティやクラン、仲間は見つけたのでしょうか？」

　初心者が集まる酒場があるのか。名前的に某ぼう国こく民みん的てきＲＰＧに出てくる酒場のような感じだ。ありきたりの返事をしておこう。

「……いえ、個人ソロと一匹ぴきでがんばろうかなっと……」

　女性は俺の言葉を聞くと蒼い瞳を輝かがやかせる。少し斜しや視しがあるが可愛い。

　その特とく徴ちよう的てきな蒼あお瞳ひとみで俺の全身を舐め回まわすように見つめては、独り頷いて納なつ得とくしていた。

　そして、肩に飛び乗っていた黒猫ロロと俺の全身を、もう一度、真しん剣けんな眼差しで見つめ直してくる。彼女は勇気を絞しぼり出だすような顔付きに変化。

　蒼い瞳から炎ほのおを灯ともすように……というか本当に灯って見えた気がした。

　小さい唇が開くと、綺麗な声が生まれ出る。

「そうですか。なら、一回だけ、一度だけ、〝試し〟にわたしとパーティを組みませんか？」

　パーティ。試しの部分を強調していたが、綺麗な蒼目の金髪女性からのお誘いだ。

　しかし、一瞬、前に騙だまされたクナのことを思い出す。

　でも、良いや。騙すより騙されろの精神で。

　迷宮のことは知らないことも多い。そして、綺麗な女性だ。

　一度パーティを組んでから、その善よし悪あしを判断すればいい。との考えから、

「……いいですよ。一回だけ試しで。しかし、俺は迷宮に関して知らないことも多いです。大丈夫ですか？」

「勿論。わぁ～やった！　本当にわたしと組んでくれるのね？」

　蒼い瞳の女性は本当に嬉しそうだ。頬ほおを緩ゆるめて、華はなやかな態度に変わった。

　えっと、そんな喜ぶことなのか？

　すると、周囲の冒険者たちが、何処どことなく乾かわいた視線を向けてくる。

　気にせずに、女性の態度に応じて、軽い口調に戻そうか。名前も教えておこう。

「そうだよ。俺の名はシュウヤ・カガリ。シュウヤとでも呼んでくれ。冒険者ランクはＣランク、それでこいつは相棒、使い魔まの黒猫ロロディーヌ、ロロだ」

「にゃ」

　肩で休んでいる黒猫ロロも挨拶をする。

「わたしも名乗っておくわ！　名はレベッカ。冒険者ランクＣよ。シュウヤにロロちゃん。よろしくね！」

　レベッカか。元気のある声と笑え顔がおがとても可愛らしい。金髪も素す晴ばらしい。

「……レベッカ。よろしく頼たのむ」

「ンン、にゃお」

「うん？　ふふ、カワイイ猫ちゃんね。それで、わたしは炎が大得意。属性は炎、風、を持っているわ。見た目通り、魔法使い系の戦せん闘とう職しよくだけど、シュウヤは？」

「俺は魔ま法ほう戦士とでも思ってくれ」

　レベッカは納得するように頷く。

「へぇ、戦士だとは思ってたけど、使い魔を持っているし、やはり魔法も使えるのね」

「……前衛も中衛もそれなりに動けると思う」

「うん。前衛は任せるわ。それじゃ、迷宮の一階層なら〝バルバロイの使者〟も来ないし、二人でも大丈夫だから、早速、行ってみる？」

　その〝バルバロイの使者〟とやらが分からない。

　だが、会話はスムーズだ。敬語からいきなりフランクな会話になっていた。

　しかし、迷宮へ行く前に魔道具店を調べたいんだよな。

　話の流れも大丈夫そうだし……ついでだ。聞くか。

「ちょっと待った。その迷宮に行く前に、見てみたいとこがあるんだけど、いいかな？」

　そんな俺の言葉に、

「……な、なに？」

　レベッカは少し動どう揺ようしたそぶりを見せる。あれ、失敗したかな？

　何で動揺したのか分からない。が、買い物のことを話す。

「さっきもいった通り迷宮都市に来たばっかりなんだよね。宿はもう決めたけど、これからの準備のために魔道具店を見てみたいなぁ。と」

　それを聞いたレベッカは安心した顔つきに戻る。

「うん。なら、試しに簡単な依い頼らいだけを先に選びましょう。そして、魔道具店なら、わたしが案内してあげる！」

「おぉ、良いのか？」

「勿論よ。わたしにとっては、本当に久々のパーティメンバーだからね。協力するわ」

「ありがと。それじゃ、先に依頼を見ようか」

「そうね。ＣかＤランクを選びましょ」

　改めて、依頼のボードを二人で見ていく。

　モンスター討伐などは迷宮だけでなく【ペルネーテ大草原】に出現するモンスター類も多い。俺とレベッカは迷宮に関するモンスターに絞り討とう伐ばつ依い頼らいを探していく。

　迷宮の討伐依頼はＣランク以上ばかり。

　二階層から出現の多い銀牙鬼ヴオルク通つう称しよう、銀ヴォルクの全身素材。

　三階層以降に出現する金糸恐竜ゴールドタイラントの全身素材。

　これも三階層か。猛牛蜘蛛タイタンスパイダーの全身素材。

　他ほかにも色々とモンスターの名前が書かれた依頼の紙がある。

　しかし、馴な染じみのあるゴブリンやオークといった名前の依頼がない。

　そういった依頼はペルネーテ大草原の方にあった。

　迷めい宮きゆう依い頼らいの中で一番多いのは、魔石収集の依頼。

　依頼紙と別の専用ボードには、魔石買い取り表が羅ら列れつするように記された大きな紙も貼られてある。小、中、大、極大、と大きいほど魔石の買い取り値段が跳ね上あがっていた。

　色や形で細かく種類があるようだ。Ｄランクの依頼は小魔石五個の収集がある。

　ＣやＢと冒険者ランクが高くなると、魔石の大きさと収集数も求められるようだ。

　他の依頼は、用心棒、護衛、等の依頼が多い。レベッカに聞くか。

「……レベッカ、ちょっといいか？」

「うん？」

「迷宮のモンスター討伐依頼の中に、一いつ般ぱん的てきにあるようなゴブリン退治が見当たらない。何処どこかに貼ってあるのかもしれないが……しかし、迷宮外のオセベリア大平原関連の依頼には、普ふ通つうにゴブリン討伐依頼の記き載さいがある。これは何故なぜなんだ？」

　その言葉を聞いたレベッカは少し鼻で笑う。

「それは〝魔石〟が重要だからよ。ゴブリンやオークの討伐が、迷宮の依頼の中になかった事というか、少ない事を疑問に思ったんでしょ？」

　ビンゴ。レベッカの対応から、ここでは当たり前なことのようだ。

　少し恥はずかしい。ま、聞くは一時の恥はじ、聞かぬは一生の恥と言うし。

「その通り」

「勿論、迷宮も多数というより無数なゴブリンやオークたちが出現する。だけど迷宮内でモンスターを倒たおせば〝必ず〟その体内の強さに応じた〝魔石〟を持っているのよ。逆に迷宮の外だと魔石を持っていることは少ないの。だからこそ直接ゴブリンを討伐する依頼は、迷宮の外の方が多いってわけ」

「そういうことか」

「うん。そのペルネーテ大草原とかグリフォン丘おかとかラド峠とうげ近辺のゴブリン討伐の理由は特別なアイテムを隠し持もつとか、単に通行の邪じや魔まだったり、コロニーを形成して人族の女性を誘ゆう拐かいしたりと、その理由は様々だけどね。迷宮の中でも、それは同じだけど、迷宮だと魔石を落すから倒す機会もおのずと多くなるということなんだ」

　迷宮なら必ず魔石を出すのか。

「理解した」

「うん。〝魔石は色々な素材〟の基もとにもなる必ひつ需じゆ品ひん。因ちなみに大きい魔石は魔ま晶しよう石せきといわれることが多いけど、大魔石とか、極大魔石と呼ぶこともある」

　魔晶石か、化石燃料みたいな感じかも。アキレス師匠が話してたような気もする。

「いやぁ、すまんね、基本的なことを聞いちゃって」

　ぽりぽり、と頭を掻かく。でも色々と教えてくれる良い子だな。

「ううん、別にいいわよ。初めてなんだし、それじゃシュウヤのランクはＣだけど、ここ、初めてだから、バルバロイが出現しない安全階層ビギナーでも、こなせる依頼にしましょうか」

　彼女は綺麗な細い指で、依頼の紙を差し、トントンとボードを叩たたく。

　そのまま、そのボード下にある小口から木札を取っていた。

　Ｃの依頼だ。迷宮管理局か。





　依い頼らい主ぬし：迷宮管理局

　依頼内容：Ｃランク小魔石。品質問わず〝二十個〟

　応おう募ぼ期間：無期限

　討とう伐ばつ対象：なし

　生息地域：迷宮第一層～

　報ほう酬しゆう：銀貨十枚

　討とう伐ばつ証しよう拠こ：魔石

　注意事じ項こう：各種、モンスター。

　備考：なし






　魔石に関する依頼主は迷宮管理局の方が商会よりも多いようだ。

「いいよ。それを受けよう」

「因みに、この魔石依頼は複数重ねて受けられないからね？　一回の依頼で一回のみ。モンスター討伐依頼は複数受けられるけど」

「へぇ、覚えとく」

　レベッカと俺はその木札を持って受付に向かう。受付でカードと木札を提出。

　レベッカはすんなりと手続きを済ませた。

　受うけ付つけ嬢じようは俺の冒険者カードを銀色の鉋かんなのような大工道具で削けずる？

　いや、スキャンしていた。魔道具なのだろう。情報を読み取っている。初めてか？

　迷宮都市の独自の物か？

「……シュウヤ・カガリ様。迷宮は初めてですよね？」

「はい。そうです」

　初めてかどうか分かるらしい。

「国から一枚の銀貨が徴ちよう収しゆうされますが、宜よろしいですか？」

　ここの冒険者ギルドは国が直接管理しているのか？　税金かな？

「分かった」

　簡潔に了承の返事。アイテムボックスから銀貨を取り出し銀貨を払う。

「それでは、この迷宮都市ペルネーテにおける冒険者ギルドのルールを説明します」

　レベッカの方を見ると、黙って頷うなずいてる。〝待つから受けときなさい〟ってことかな。

「――はい」

　このギルドでは、銀行や貸金庫のようなシステムがあった。

　パーティでは〝メッセージボックス〟が利用可能とのこと。〝クラン〟であれば無料。

　貸金庫も一つ利用できると聞いた。ヘカトレイルの冒険者ギルドも同じ機能があった。

　ただし、そのクランを作る際の値段が高い。金貨が百枚必要。

　そして、迷宮内のトラブルと依頼主の騒そう動どうが起きても基本、ギルド側はノータッチ。

　この辺りは、ヘカトレイルと同じ。受付嬢の説明は続く。

「貴族との争いや、闇やみギルド、殺人、モンスターの擦り付け、等などの事象が起きてもギルド側は、例外を除き、一いつ切さいの関かかわりを持ちません」

　理り不ふ尽じん行こう為いがあった場合は〝迷宮管理局の兵士へご連れん絡らくしてください〟と、笑えみを浮かべた表情で説明を受けた。暗あん黙もくの了りよう解かいというか。

　ま、純じゆん粋すいな力や権力が物をいうのはどこも変わらない。

　そうして、手続きはすんなりと終わった。

　他の都市と同様にギルドが用意した水すい晶しようを備えた台座に指を当てると、すぐに依頼が受理される。俺とレベッカはギルドを後にした。

　隣となりを歩く金髪の彼女に魔法書のことを聞いてみよう。

「レベッカ、魔法書を売っているような店で、何か、お勧めの店はあるのかな」

　俺の言葉を聞いたレベッカ。

　撫で肩がたを揺ゆらし軽く跳躍しながら「ある――」と喋しやべりながら振ふり返かえる。

　愛あい嬌きようのある笑顔だ。しかし、今、スカートが風でめくれ上がったぞ。

「わたしの戦闘職業は魔法使い系よ？」

　と、語るレベッカは、白魚のような指たちが握る長杖を持ち上げて、

「だから、まかせなさいって――」

　杖をタクトにように軽く振ってポーズを取るレベッカさん。

　自信ありげに語る。

「おう。任せよう」

「うん。任された！」

　微笑ほほえみが可愛い。先せん端たんに小さい赤宝石が付いていた。その長杖をバトンを扱あつかうように掌てのひらでくるりと回す、レベッカ。天てん真しん爛らん漫まんな陽気さを持った美少女。

　明るくて楽天的で笑顔も良い。

「かなりの頻ひん度どで通っているところがあるから、そこへ向かうわ」

『閣下、この女とパーティを組まれるのですね』

　ヘルメがくるくる回りながら視界に登場してきた。

『あぁ、試しにな』

『そうですか。お気づきだと思われますが、魔ま力りよく操作の技術が高い。優ゆう秀しゆうな魔法使いといえましょう。ただし、持っている杖はあまり性能はよくないようです』

『精霊から見ても優秀なら、レベッカは優すぐれているんだな』

『はい。良きメンバーかと思われます。パーティではなく閣下の部下へ推すい薦せんします』

『部下か、気が早い、もう消えていいぞ』

『はいッ』

　瞬しゆん間かん的てきにヘルメと脳内の念話を展開しながらも、少し先を歩く金髪のレベッカを見る。

　レベッカの身長は百五十ぐらいかな。

　蒼色のシャツと肩かたから黒色のポンチョのようなケープを羽織っている。

　振り返って花が咲さいたような笑顔を見せるレベッカさん。

　綺麗な花ブローチが膨ふくらみのない胸むな元もとにある。

　そのブローチはケープの襟えり元もとと銀チェーンで繋がってお洒落しやれだった。

　腰こしも同じ銀の幅はば広ひろなチェーン付きの黒帯ベルト。

　彼女の細い腰をベルトが悩ましく締しめている。

　そのベルトと繋がる小さい黒色のポシェットも可愛い。

　色いろ違ちがいの人形が入ってそうな小物入れも装着していた。

　そして、赤色布のスリットが入った腰にぴったり巻かれたミニスカート。

　丈たけの短いスカートだから太ふと股ももが見えていた。

　だが、スパッツのようなズロースの下着で覆おおわれている。

　男としてドキッとさせられる生の太股は残念ながら、少しだけしか見えない。

　足は可愛らしい黒色の靴くつ下した。

　そして、いかにも魔法使いが履はくような先端が尖とがってる厚底靴ぐつを履いていた。

　確かに、魔法使い系だ。ヘルメの指摘通り体内の魔力操作もスムーズ。

　細い手で器用にくるくると回して長杖を掲かかげていた。

　その長杖の先端に嵌はまっている赤宝石から僅わずかな魔力を感じる。

「……何？　視線が怪あやしいのだけど？」

「すまん。その長杖からして、魔法使いなんだな。と」

「変なの、魔法使いなんだから〝杖〟を持つのは当たり前じゃない」

　ふふっとした明るい笑顔は素す敵てきだ。

「それはそうだが」

「うん！　ということで、このまま左上の方に向かうわよ」

　桃もも色いろの籠こ手てから覗く白魚の指たちと杖が方向を指す。

「左上か」

「そう。第三の円えん卓たく通りから第二の円卓通りの先にある。通称〝魔法通り〟と呼ばれている場所」

「分かった。行こう」

「レッツゴー！」

　元気満面のレベッカに案内される形で歩いていく。

　黒猫ロロに乗った方が速いと思ったが、その黒猫ロロは動かず。

　俺の肩で待機。休んでいる。まぁいい。

　綺麗な女性とのデートも良い……。

「笑った顔が爽さわやかだけど……この辺りでは珍めずらしい顔ね。平たい？　整ってはいるけど」

　そう俺を評したレベッカ。頭部を注視してくる。アジア系は珍しいようだ。

　まぁ、ヘカトレイルとホルカーバムも黒くろ髪かみは少なかった。アジア系は少ないんだろうな。

　ユイはレフテン王国のファダイクで出会ったし、東方の国のサーマリア王国出身だ。

「もう、何をじっと見てるのよ……ちょっと気持ち悪いわよ？」

「別にニヤついたって、いいだろう？」

　ちょっと動揺した俺を見たレベッカ。彼女は、目元を綻ほころばせながら、

「ふふ、それもそうね。ところで！　Ｃランクの冒険者と話をしていたけど、この迷宮都市に来る前って、シュウヤは、どこで冒険者の活動をしていたの？」

　首を少し傾かたむけて質問してくるレベッカ。エルフより少し短い耳が可愛い。

　金色の髪かみが揺れている。

「旅をしながらだな。ついこの間まで、魔鋼都市ホルカーバムで活動していたんだ。その前は城じよう塞さい都市ヘカトレイルだ。懐なつかしい壁が高い都市だったな」

「ホルカーバムからヘカトレイルかぁ。そんな東で活動していたのねぇ。わたしは生まれてから〝ここ〟しか知らないの。ずっと、ペルネーテここで、生きていたんだ……」

　レベッカは都市の建物を眺めながら語る。何かの想おもいが感じられた。

「それじゃ、それなりに迷宮は経験して稼かせいだりしている？」

「それが……」

　レベッカは若じやつ干かん、話し辛づらそうに顔をしかめて伏ふせた。

　ん？　何か変なこといったか？　彼女は少し先を歩いていく。

「どうした？」

「ううん。わたし、迷宮に沢たく山さん潜もぐったけど、あまり稼いでいないから……」

「なんで、稼げていないんだ？」

　少し先を歩いていたレベッカ。

　俺の問いに肩をビクッと揺らして立ち止まる。

　間をあけて振り返ってきた。レベッカは神しん妙みような面おも持もちを浮かべている？

　少し窺うかがうような感じだ。

「どうした。そんな表情を浮かべて、喋りたくないなら話さなくてもいいぞ」

「魔法の腕うでには自信があるの。魔法学院の秀しゆう才さいたちよりもね……」

「ん？　話が見えないが……」

「ううん。あぁ、もう、いっちゃうか。わたし、ハーフエルフなの……」

　ハーフか。耳の形状からしてそうだろうと思ったけど。

「それがどうかしたか？」

「え？　えっと、だから、パーティ組めてもすぐに外されることが多いの。エルフと人族の子というだけでね。他の人族から縁えん起ぎが悪いといわれることもあるし。最初は、そんなの気にしないでパーティを自由に組めていたんだけど……実際に迷宮へと潜る度たびに、わたしが入ったパーティのメンバーが罠に掛かって死んでしまったり、モンスターに殺されてしまったり……と、その都度、パーティは半はん壊かいして……」

　運がない？　美人なのに幸さちが薄うすい女なのか。

「そんなことを繰くり返している間に、ついた渾あだ名なは〝疫やく病びよう神がみ〟。ハーフエルフというだけで、あまり良い顔されないのに、こんな噂うわさがついたせいで、わたしはあまりパーティを組めなくなったという訳」

　ハーフエルフは差別を受けやすいのか。

　ヘカトレイルとかホルカーバムとは少し違ちがう？　レベッカは話を続けた。

「シュウヤのように何も知らない人とはパーティを組めても、わたしの噂を聞いたメンバーは露ろ骨こつに嫌がることが多くて。折せつ角かく組めて冒ぼう険けんを一いつ緒しよにした人族とエルフたちと助け合っても、絆きずなを感じても日が経たつとね……自然と空気が悪くなってパーティが解散、なんてことは日にち常じよう茶さ飯はん事じなんだ」

「だが、知り合いは居るだろう？」

「学院の友だちは優秀でお金も余よ裕ゆうがある子だったから、違う地域に旅立った。文武両道のカテジナ・キノミヤ。そして、もう一人は……パーティを組んでいた子も迷宮ではなく、事故にあって死んじゃったの」

「……気の毒に」

「うん。そして、『もう、あんたとは組みたくないから来ないでくれ』って、言葉が胸に刺ささってあまりパーティを組まなくなった」

　そんなことが……疫病神と聞いて、忌いみ子と自じ称しようしていたルビアのことを思い出す。

　あの子は大だい丈じよう夫ぶだろうか。しかし差別は、どの世界、どの街にもある。

　その時、レベッカの杖を握る細い手に力が入るが見えた。金色の眉まゆ根ねを寄せる。漠ばくとした金色の眉まゆ毛げと瞳ひとみから彼かの女じよが胸に秘ひめる愁うれいは、十分に感じ取れた。

　彼女は悲しみを抑おさえて勇気を出して話しているんだろう。

　少し切なさを感じた……安心させてやるか。

　彼女の天真爛漫さの裏に、こういった事情もあるのかな。

「……レベッカ、なんで、俺おれにそんなことを話した？」

「今はお試しで組んでくれているけど、何いずれ、わたしの噂話を聞く事になると思ったから……先にわたしから話をしておきたかったの。迷宮は一度に十人までで挑めるからね。シュウヤが他のメンバーを募ぼ集しゆうする時に、印象を悪くするのも嫌だから」

　正直な子だ。

「そっか」

「だから、わたしとのパーティを断りたかったら、お試しを止やめて、今すぐ断ってくれても構わない。あ、他にも嫌な二つ名付きの冒ぼう険けん者しやはたくさん居るから気にしないでよ？　今はちゃんと魔道具店の案内をしてあげるから……」

　随ずい分ぶんとマイナス思考。しかし、俺の方こそ、レベッカに迷めい惑わくが掛かるかもしれない。

　なんせ闇ギルドと喧けん嘩か中だ。梟ふくろうの牙は俺と関わった人物を調べる可能性がある。

　だが、警けい戒かいしてばかりでは交流もできなくなってしまうからな。

　と、考えている今も掌しよう握あく察さつで警戒をしている。

　俺の索さく敵てきの範はん囲いでは尾び行こうしている気配は感じられない。

　ま、いざとなったらエリボルの屋や敷しきを探して頭を潰つぶせばいいだろう。

「そんなことはまったく気にしない。俺もパーティを組みにくい理由はあるからな。だから、さっさと店に案内してくれ」

　レベッカは俺の言葉を聞くと、パッと晴れやかな女の子らしい明るい表情を浮かべる。

　だが、はっとした表情に切きり替かえて、口を尖らせながら、

「……本当？」

　と、疑問形で聞いてきた。

「そうだよ。正直に話して欲ほしいのか？」

「うん」

　彼女もパーティを組むのに色々考えてから告白してくれたからな。

　俺もスケベな本音をいっちゃうか。

「よし、なら腹を割って話してやろう――」

　と、腕を広げた。

「え、う、うん」

　レベッカは少しびびったように身を退ひく。俺は構わず、

「他のメンバーとか、今は何も考えてない。何度もいうが、ここの迷宮は初だ。さらにこうやって店に案内してくれている人物を嫌きらうことはない。そもそも俺にとって種族とか肌はだの色とか、本当にどうでもいい。問題はレベッカが〝女〟だってことだ。男だったら最初の誘さそいの話すら膨らませず、その場で終しゆう了りようだったと思う。自分でいうのも何だが、女は好きだからな。んで、単にレベッカが可愛いからパーティを組んだ。それだけだったりする」

「……え、え!?　もうッ何をいってるの――」

　レベッカはその場で、タコのように顔が赤く茹ゆで上がってしまう。

　大切な商売道具である長杖を地面に落とし、両手で顔を隠かくす仕草を繰り返す。

「深い意味はないぞ？　本音だ。で、レベッカ、杖を落としているが……」

「――あ、うん」

　レベッカは頬が赤くなっているのを誤ご魔ま化かすように杖を拾うと、俺を一度、熱を帯びた双眸で見つめてから、

「ストレート過ぎて調子が狂くるっちゃう……でも、ありがと……」

　レベッカは頬をぽりぽりと掻いて照れた仕草をすると、そんな風に礼をいってから、

「ふふ、さ、頬を紅あかくしたシュウヤ！　道はこっちの方だからね。行くわよー」

　俺は頬が朱しゆに染まっていたらしい。

　レベッカは金髪を揺らしながらプイッと振り向むいて背中を晒さらす。

　彼女はそのままスキップするように先を歩き出した。

　背はい嚢のうとポンチョ系は短い。長杖を細い両手と小さい背中に挟はさんで持つと、足を止めて、振り向く。唇くちびるに微笑を漂ただよわせる。

　細い唇。繊せん細さいそうな頬の動きだが、肉感のありそうな唇は魅み力りよく的てきに見えた。

　風に揺れる金髪も凄すごく綺き麗れいだな。ハーフエルフと聞いたが……。

　不思議と彼女から種としての品の良さを感じさせた。







第八十五章「魔法通りと過去の思い出」







「もうすぐよ。ここの路地を北に出て、第二円卓通りから先が魔法通りと呼ばれるわ」

　レベッカに案内され、その魔法通りに到とう着ちやく。俯ふ瞰かんして見たらペルネーテの北西辺りかな。

「おぉ、ここが魔法通りか！」

　思わず声が高まった。青白い光を発している広告の看板があちこちにある。

　近未来のネオン街。

　と、まではいかないが白と青のコントラストはどこか冷たい印象を抱いだかせる。

「青白い光を発している杖を握る印は魔法ギルドの看板」

　レベッカが教えてくれた建物は二階建て。

　そんな特徴的な店てん舗ぽの外観と看板が立ち並ぶ。他の通りにない光景だな。

　他の都市でもこの光景は見たことがない。

　といっても、俺が知る都市はヘカトレイルとホルカーバムの二つだけだが。

　ユイと出会ったレフテン王国の王都ファダイクも大都市だったが……。

　俺の通った場所は廃すたれたところが多かった。

　すると、電灯らしき小しよう塔とうが並ぶ場所に出る。

　塔が、街路樹のように通りに並ぶ。塔は見たことがある。

「こりゃ……」

　蛾がや羽虫が群がりそうな青白い光。

　電灯のような塔は歩行者用の道を確保するように通り沿いに並び立つ。

　奥おくまで続く道は、本当に近未来の都市に来たように感じた。

『近くで見ると不思議な光ですね』

　確かに……ヘルメもこんな間近でこの光を見たことがなかったようだ。

　黒猫ロロも久々に見る光に興味が湧わいたのか、「ンン、にゃお」と鳴いて、肩から降りると淡あわい光を発している塔へ近付いていく。猫ねこパンチかな。

「どうしたの？」

　レベッカが落ち着かない相棒の動きを見て、不思議に思ったのか聞いてきた。

「光を灯す塔が不思議だなと」

「あーこれね。魔ま塔とうの一種。モンスターを近寄らせない効果があるの。因みに、これが存在するということは魔法ギルドの関係者が近くに居るという証しよう拠こなのよ」

　レベッカは説明してくれた。

　黒猫ロロはレベッカの話を聞かずに「にゃにゃにゃ～」と鳴きながら、魔塔の周りをぐるぐると回っている。尻尾しつぽを立たせて楽しそうだ。

　猫パンチは繰り出していない。

　俺はレベッカの説明に納得していた。

　そう〝魔ま霧きりの渦うず森もり〟でも同じような魔塔があった。

　ゾル・ギュスターブの家前に設置してあった結界を思い出す。

「この塔にはギルド特有の〝何か〟があると」

「うん。迷宮から出る魔石と魔ま法ほう陣じんによる結界魔法らしいけど、その〝何か〟は、秘ひ匿とくされているわ」

「レベッカはその魔法ギルドとやらに所属している？」

「ううん。所属できないし、したくもないわね」

　彼女はそのタイミングで、ハーフエルフらしい耳を魅みせる。

「所属する人材も魔法学院を首席で卒業するような高ランクな戦闘職業、魔力、精神、を持つ者が求められるし。正直、色々な魔法の研究はしてみたいと思うけど、その分、様々な条件と規則が厳しいからね。わたしは所属したくないわ」

　強力な魔法が使える。魔法ギルドは制約が多いようだ。

　その魔法ギルドだが……ふと、ユイと一緒に過ごした時を思い出した。

　エルンスト魔法大学教授パブラマンティ賢けん者じや著〝魔法基本大全〟。

　武器になりそうなぐらい分厚い事典だった。

　その事典には魔法ギルドを含ふくめて魔法に関して詳くわしく載のっていた。

　レベッカはロロディーヌの尻尾を追いかけ始めていく。

　この魔法街という場所と、今のレベッカの魔法ギルドの会話から……。

　ユイとの思い出を重ねて、事典の内容を思い出していく。

　あの事典を読んだのは、彼女と一緒に過ごした頃ころだよな。

　眼光紙背に徹てつして読んでやろうと意気込んで読んだ事典の内容がフラッシュバックするように浮うかんでくる。事典の頁ページは、ざらざらしている感かん触しよくだったな。

　最初の項こう目もくは確か……。
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　魔ま法ほう使つかいには〝一定の素養〟が求められる。

　魔力を扱う素質があれば、すぐにでも戦闘職業の魔法使いに成れるだろう。

　そして、晴れて魔法使いになった者たちへ告げておく。魔法使いは大いなる魔法世界の土台となる物なのだと。日々の修しゆ行ぎよう。様々な体験の蓄ちく積せきが、魔法使いとして職を得た努力が、そなたらに更さらなる飛ひ躍やくを齎もたらすだろうと。更に魔法書を読めば魔ま導どう士し、魔導使い、魔ま法ほう剣けん士し、奇き術じゆつ士し、魔ま僧そう使い、学がく匠しよう見習い、等の戦闘職業へと発展する。これは本人の能力、資質、経験、他の身に付けていた戦闘職業が融ゆう合ごうしたりと、様々に分ぶん岐きするのだ。戦闘職業の数は膨ぼう大だいで無限なのだ。分からない者は先生に聞きなさい。要するに、修行を続けていけば、その修行に関係のある戦闘職業が発展しやすいというように覚えれば良いのじゃ。これは正に職の神レフォト様のご寵ちよう愛あいを感じさせる事こと柄がらだろう。
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　懐かしい事典だ。この時のユイの姿は今も覚えている。

　事典の頁を捲めくった指の感覚を思い出し……。
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　例えば、魔導士系だと更に研けん鑽さんして魔ま術じゆつ師し見習いを目指すことになる。一般的に魔術師見習いは優秀な魔術師の弟で子しにあたる存在だ。勿もち論ろん、才能や能力があれば、魔ま具ぐや魔導具を用いずとも見習いなどを通とおり越こし、直接に〝魔術師〟系に成る場合もあるだろう。（才能のある生徒の中では直接、魔術師系になる場合が多い）魔術師見習いの上が魔導、魔ま術じゆつ、魔法を学びとった者として評される〝魔術師〟となり、三級魔術師となる。ここで説明するのは魔術師という戦闘職業のみだが、個人により魔術師という名では無く、賢けん魔ま師し、魔錬武師という戦闘職業になる場合もあることを記しておく。

　主に、魔術師には級がある。

　三級が下位魔術師。

　二級が中位魔術師。

　一級が上位魔術師。

　一級クラスの魔術師はその多くが王族に雇やとわれるか騎き士し団だん及および参さん謀ぼうや宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しになるだろう。（中には変わり者もいるのであくまで標準的な話じゃ）そんな魔術師より上の職が大魔術師アークメイジや大たい賢けん者じやとなる。しかし、大魔術師アークメイジの強大な魔力は王おう侯こう貴族にとって脅きよう威いとみなされる。魔法の力を持つが故ゆえ、王侯貴族たちによって謀ぼう殺さつされた魔術師も数多くいる。権力を持つ大貴族が、その大魔術師と成れば王に代わる簒さん奪だつ者しやにも成り得る存在となるからだ。そんな権力の暴走を防ぐ為ために設立された機関を【魔術総武会】という。魔術総武会は広く各地にまたがる魔法ギルドを運営をしている優秀な魔術師たちの集まりでもある。しかし、残念ながら一枚岩といった集団ではない。各地域、各国家ごとに魔法ギルドの指針が違うのが現実だ。魔術師が故の自由さなのかプライドなのか、分からないが……中には、国家に所属し貴族という枠わくの中で野望に満ちた生活をする者も存在する。優れた冒険者となって各地を放ほう浪ろうしている魔術師たちも数多く存在するだろう。だから魔術総武会の名目は、王や権力者に対する盾たてになっているかは、甚はなはだ疑問なのだ。
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　あの時、見習いから魔術師と宮廷魔術師を含めて知った。魔術総武会組織もかな。

　すると、相棒ことロロディーヌがレベッカに向けて猫パンチを繰り出だしていた。

　レベッカは魔法使いなのに「何よー！　ちょっとくらい触さわってもいいでしょー」と、興奮しながら人差し指を伸のばす。相棒はそれを見て、

「ン、にゃ」

　と、鳴いてから、レベッカの白魚のような指に小鼻を付けて上げた。

「わぁ、優やさしいーロロちゃん！」

　と、触ろうとしたレベッカだったが、また相棒に逃にげられている。

　そのタイミングで、魔塔の光を見つめた――魔法基本大全の解説部分を思い出す。
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　次に覚えておくべきことは、魔法書のことだ。

　魔法書を読み理解すると魔法を覚える。その読んでいた魔法書は一いつ瞬しゆんで崩くずれ去さり塵ちりのようにあっさりと消えて無くなるであろう。これは魔法を扱う者なら誰だれでも知っている事である。だが、誰しもが魔法書を読めば魔法を覚えられるわけでない。

　魔法を覚えるのには、本人の魔力、精神力が求められるのだ。

　魔力と精神力が高いのであれば高度な魔法書を読み解くことが出来る。

　魔法を〝理解〟できるであろう。〝理解〟できぬ魔法書も時にはあるのだが……これはまた別の話だ。そんな魔法書を作るには、ある程度の資金と〝サークル・オブ・エルンスト〟で審しん査さを通り、サークルで認められた〝製せい錬れん魔ま師し系〟のみが製作することを認められている。（認められるといっても精製における専用スキルが必ひつ須すな上に多大な魔力を消費する。なので、自おのずと数は少ないのじゃが……これにより魔法利権が発生して貴族の力が問題視されている）スクロールの方は特に作る方で、これといった制約はない。

　それと消えない魔法書も存在するが、それは正しくは、魔法を覚える書ではなく〝使う魔造書〟の筈はずだ。（魔造書、所謂いわゆる……禁書の類たぐいは、神聖教会がうるさいのでここでは書けない。すまんの）魔法書は基本、長持ちするが、紙質の劣れつ化かに加えて書物その物が魔力に反応を示さなくなる場合がある。魔力に反応しなくなった書物は読んでも魔法は覚えられず、書物も消えない。ただの書物となるのだ。魔力に反応しなくなるのは、主に古い魔法書に多い。しかし、その古い魔法書についてだが……。

〝古代の魔法書〟の場合は話が違ってくる。

　遥はるか古いにしえの時代から残る魔法書は魔力も失われずに確かに現存し、今もこの世の何処どこかに存在しているのだ。一見すると古い書物にしか見えない。だから厄やつ介かいなのだが……。

　もし、その古代の魔法書を手に入れた者が〝全すべてを解かい析せきし理解〟できたのならば、その覚えた〝古代魔法〟の価値は計り知れないものとなろう。

（注：理解した奴やつはエルンスト大学パブラマンティに連絡をくれ）

　こうした古代の魔法書は古代遺い跡せきなどで見つかる可能性がある。

　仮に発見し本物と分かれば、莫ばく大だいな金となるだろう。（因みに、書いてるわしも欲しいぐらいじゃ。注：古代の魔法書を見つけたらエルンスト大学パブラマンティに連絡を）古代の魔法書の選別は難しく何の変鉄もない魔法具店に〝希まれ〟に売っていることもある。
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　パブラマンティという人物からの注ちゆう釈しやくが多かったな。

　彼かれは古代の魔法書が欲しいようだ。

　次の事典の内容で思い出したのは……。

〝言語と紋もん章しようとの違い〟と紋章魔法の〝効率的な魔法陣構築〟についてだ。

　アキレス師し匠しようから聞いていたし、俺は古代魔法を覚えているが、おさらいしとくか。

　まだ、レベッカとロロディーヌは遊んでいるし。
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　言語魔法とは、精せい霊れいや神に祈いのりを捧ささげて、詠えい唱しようを行う魔法のことを指す。

　下位魔法は、初級、中級、上級、の三種に分類。

　上位魔法は、烈級、王級、皇級、神級、の四種に分類される。

　下位魔法は威い力りよくも魔力消費も少なく詠唱文も短い。上位魔法は複数の属性精霊の力を合わせたり複数の神への祈りを捧げたりする場合があるので、詠唱は長くなり魔力消費も多くなる。詠唱文の文体は何れも似たようなモノになるが神やその眷けん族ぞくの系統により様々に変化するだろう。これは次元界から漏もれ出でる未知の現象力を利用とか、神の魔法力〝式識〟の息い吹ぶきを利用している為とか、云いわれているが定かではない。

　一方、紋章魔法とは上位も下位も無い。

　紋章魔法は自分の魔力を指先に集中し、魔法円を描えがくことから始まる。魔法円の中に、魔法文字や記号などの複雑な式を打ち込み魔法陣を完成させることにより、初めて〝紋章魔法〟となるのだ。その分、難易度が高く直接世界の〝理ことわり〟を利用するために威力も大きい魔法を形成できる。一部では〝自由な魔法〟といわれているのが〝紋章魔法〟なのだ。

（自由と言われるのは、古代魔法も紋章魔法と関わりがあるからなのじゃが……）

　複雑な式を魔法陣に直接打ち込むことにより自由度が増す分、技術的には難しく発動に至るまで陣を構築するのにもタイムラグが生じる。イメージする思考の柔じゆう軟なん性せいや魔法陣を維い持じする為の精神力も求められるので、魔力消費も莫大な物となる。

　だが、一度発動さえすれば、簡略化できる筈だ。

　後は本人の才能によるところが大きいだろう。もし、紋章魔法を使いこなせば、言語魔法を超こえる強力な魔法と化す。言語魔法は自分の声、魔力を糧かてに自然界の魔素と精霊や神に力を借りる形で魔法を生成するが、紋章魔法は自身の魔力と魔法陣の構築精度や周囲の魔素を取り込んで行う魔法なのだ。その結果、紋章魔法は難しい。

　予あらかじめ、魔法印字により魔法陣を用意しておけば手間が省ける方法もある。

　だが、これは〝エンチャント付ふ与よ魔ま法ほう〟に関わる話。なので省略させてもらう。

　言語魔法とは違い、直接〝理〟に干かん渉しようするのが紋章魔法なのだ。

　これを純じゆん粋すい魔ま法ほうの理派と云われ、精霊を愛する精霊術師派と、神を愛する神聖術派とで三みつ巴どもえの派は閥ばつ争いが存在する。

（神派は神派で、無数にあるからな……全く、下らない話だ。わしはどちらの派閥でもないからな？　これを読む学生たちは変な影えい響きようを受けずにいて貰もらいたいものじゃ）

　言語も紋章も結局は自分自身の成長によって、初めて意味のある魔法となるものだ。地道に修行を重ねるのが最善の道であることは明確である。

　但ただし、これはあくまでも一いつ般ぱん論ろん。スキル、精霊、神々、魔道具の要因によって成長具合や魔法の発動も変化を遂とげることがあることを覚えておくのが良いだろう。
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　確か、そこからの事典の内容は理解できなかった。

　二十四次元界から簡略魔法因数モデルの引き出し方。

　ブレーン界との干渉と魔ま力りよく溜だまりの衝しよう突とつ。

　とか、天文学的な概がい要ようまで続くので、まるでチンプンカンプン。

　多分、魔法使い系の専門的なスキルを獲かく得とくしないと理解ができないんだろうな。

　そして、その時、ふと、レベッカが体勢を屈かがめて、居合のようなポーズを取る。

　ユイの姿と重なった。事典を読んだ時の思い出が脳のう裏りに過よぎる。
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『一度読んだ魔法書は消えるのか……』

『さっきから、長いことぶつぶつ言って、その分厚い本そんな楽しいの？』

　この時、ユイは珍しく、事典に興味が出たんだ。

『楽しいぞ。見るか？』

『少し……』

　彼女の傍そばにいき、今読んでいた分厚い本を見せてあげた。

『む、難しすぎる。おま、シュウヤは、槍やり使いでなくて、魔法使いを目指すのか？』

　ユイ。この時、初めて名前を呼んでくれたんだ。嬉うれしかったな。

『目指すってより単純に興味あるんだ。学問に王道なしって言葉があるように、すぐに覚えられなくても、それなりの知識は得たい。たとえ覚えられなくても見てはおきたいんだ』

　と、偉えらそうに語っていたっけ。

『学問に王道？　……聞いたこと無いが、貪どん欲よくなのだな』

　ジト目で語る、ユイの表情は面おも白しろかった。

『ユイだって、剣けんの腕が上がるなら、少しは頑がん張ばるだろう？』

『頑張るけれど……』

『それと同じようなもんだよ。それに、ユイは剣けん術じゆつだって相当な腕だ。鍛たん錬れんを頑張ったんだろうし』

『……わたしの場合は幼い頃から訓練をして……剣を覚えただけ』

　あの時、ユイの瞳は、一いつ瞬しゆん沈しずんで見えたな。

　……辛つらかったのかな？

『……そうか。済まない』

『何故なぜ、謝あやまる？』

『辛い過去を思い出させてしまったかなと……』

『……はは、想像力豊かで、ほんと〝おかしな男〟』

　……ユイの目を見て、むかついたことを思い出す。レベッカが杖つえを使ってロロディーヌとじゃれ始めていたが、気にせず、ユイのことを思い出す。

『想像力豊かで悪かったな！』

　笑うユイの体をまさぐってやったんだ。

『ななっ、そんな揉もみしだくな、あぁんっ』

　そう、あの時だ。おっぱい聖人が、爆誕した。

『あはは、どうだ～馬ば鹿かにすると、もっと凄いおっぱい〝ぱふぱふ〟の刑けいに処するぞ』

『ひぃ、あぅ、悪かった……』

『ふむ。よろしい。許してあげよう』

『ふふ』

　ユイの可愛かわいい笑え顔がおを思い出す。

「その笑顔は良いいな。可愛い」

「ばか、真顔で言うな……あっちいけっ」

「あ～へいへい」




　ユイの幻げん影えいが見えた気がした。彼女はお父さんを助けられると良いが。
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「シュウヤ、さっきからロロちゃんがわたしを弄もてあそぶんだけど！」

　と、息を切らしているレベッカさん。

　過去の思い出は綺麗さっぱりと消えていた。

　そこで、魔法ギルドのことを再び尋たずねる。

「なぁ、そんなことより、魔法ギルドのことだが、冒険者ギルドと違って所属するのに条件が必要なんだな」

「――シュウヤは魔法が使えるのに知らなかったの？」

　レベッカは、そう疑問げに聞くと、両りよう膝ひざを折り体勢を屈めた。

　相棒のロロディーヌが、レベッカの膝に小さい頭を寄せていたからだ。

　不満そうな言葉をちゃんと相棒は聞いていたらしい。

　レベッカは微笑ほほえむと、優しい黒猫ロロの小さい頭をナデナデと撫なでてあげていた。

「そうだよ。知らなかった。ヘカトレイルに魔法ギルドはないし、ホルカーバムじゃ魔道具店も数える程度で、あまり探しもしなかった」

「ふーん。まぁ、旅をしてきたのだから当然か。国によって魔法ギルドに所属することによって国外へと出ることが禁じられることもあるからね。ギルドの高度魔ま法ほうを秘匿したり、戦争に利用するためなんでしょうけど」

　国外に出ることが禁止かよ。

「それは嫌いやだなぁ。仮に魔法ギルドに所属したら、今もオセベリア王国は国外に出るのを禁止しているのかな」

「現時点で禁止はない。でも帝てい国こくとの戦争が激しかった頃は国外に出ることは禁止されていた。そして、まだ帝国と戦争は続いているから戦争が激しくなった場合、また、国外に出ることが禁止される可能性は高いはず

「魔法ギルドか。自由がないなら俺もご遠えん慮りよしたいな」

　レベッカは立ち上がり、俺を見て笑う。

「シュウヤは冒険者でしょ？　魔法ギルドに入らなきゃ大丈夫よ。それじゃ、目的の店があそこにあるから、そろそろ中へ入らない？」

　レベッカは頭部を横に傾かたむけながら、そう聞いてきた。その仕草がいちいち可愛い。

「あぁ、行こう」

「ロロちゃんも行くよ～」

「にゃあ」

　黒猫ロロは猫らしく背筋を伸ばしてからレベッカの後をついていく。

　彼女はすぐに足を止めた。ここの店か。

　店の外観は〝特とく殊しゆ〟の一言。レベッカは特殊な外観の店を紹しよう介かいするように手を伸ばす。

「ここよ。わたしがお勧すすめする店。クリシュナ魔道具店。未知の魔導具店、穴場の魔法具店とか、色々といわれている」

　レベッカの説明を聞きながら白色の太い骨柱を凝ぎよう視しした。

　幅はば広ひろな骨が螺ら旋せん状じように延びた骨柱だ。赤色の傘のような屋根を支えている。

　そこから視線を下げ正面を確かく認にんした。両りよう扉とびらの縁ふち枠わくと表面の図形マークを凝視。

　このマーク、白色の螺旋状の柱をモチーフにしているようだ。

　レベッカの足あし下もとに居た黒猫ロロ。

　紅色の虹こう彩さいと黒瞳は、不思議そうに螺旋した白骨が織りなす建材を見ていた。

　すると、黒猫ロロはレベッカの足下から離はなれた。

　白い巨きよ大だいな骨の柱に興味を抱いたらしい。近寄っていく。

　そして、右足をぽんっと、その柱へ当てて爪つめは立てずに肉球を押おし付つけたり、尻尾を絡からませたり、匂においを嗅かいだりと、猫の匂い付けな作業と微び妙みように違う行動を繰り返かえす。

　魔法の匂いでも独自に嗅いでいるような不思議な行動だ。

「……実に面白い」

　俺は店を見上ながら小さく呟つぶやく。

「えっ？」

　レベッカが俺の呟き声に疑問の顔を向ける。

「何でもない。魔道具や魔法書を見てみたい。ロロ、匂いを嗅いでないで、中へ入るぞ」

「にゃ」

「変なシュウヤに、変なロロちゃんね。こっちよ」

　扉を開け、レベッカと共に店の中へ入っていく。

　店内に入ると、いきなりの不思議空間が出で迎むかえた。

　床ゆか、天てん井じよう、内ない壁へき、柱、飾かざり梁はり、その何れもが幾き何か学がく模様入りの石材と古びた木材で構成されている。中世、近代時代の古ぼけた文化のようだが、現代にもありそうな感じだ。トリックアート的で何ともいえない。商品も見たことがない物ばかり。
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　最初に気になったアイテムはマネキンに飾られた帽ぼう子し。

　帽子の鍔つばの上で蝋ろう人にん形ぎようのような角が生えた小人が、沢たく山さん、蠢うごめいて働いている？

　両足と鍔が繋つながっている小人は踊おどっているようにも見えた。

　頭部と手が鍔と繋がっている小人は死んだように見えるが……。

　肩かたに居る黒猫ロロはその動いてる角小人を夢中になって見ている。

　小人の中に、禿はげた親父おやじ風が居た。

　親父風の小人さんは、パントマイムの動作を繰くり返していく。

『不思議な帽子ですね。小人さんですが、一つ一つから濃のう密みつな魔ま力りよくを持ち、精霊の気配を感じます』

　ヘルメが視界に現れ説明してくれた。

「ロロ、反応しちゃだめだぞ」

「にゃ」

　レベッカは俺と黒猫の反応を見て、少し笑っていたが、黙だまって見ていてくれた。

　店内を進む。また、不思議な物が視界に入る。それはインバネスの魔法のコート。

　藍あい色いろでシックだが、襟えりから背中にかけて付いた孔く雀じやくの羽のような白い爪が気色悪かった。

　根本が繋がったノコギリ状の刃はを持つ白い爪は、一本、一本、不気味に動いている。

「これ触っても大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん。売り物だから気を付けてね」

「あぁ」

　興味を持ったから、その藍色コートの内側を持ち、布を捲る。

　裏地は銀色の魔法文字がびっしりと書き込まれてあった。

　魔力もかなり込められているようだ。凄い防具だ。

「そのコート、傷を受けても自動修復されるらしい。秘術系のカウンターマジックである《正義の反銀剣シヤフアソード》も備わっているとか、帽子と共に迷めい宮きゆう産よ」

　魔察眼で確認してると、レベッカが説明してくれた。

「詳しいな」

「ここの店には何度か、通っているからね」

「そっか。コートが売れてないのは見た目のせいかな？」

「うん、たぶん。木札に書かれた通り値段も高いし。不気味な見た目な上に、首が逆に危なくなるほどの白骨の爪の量……防具としては致ち命めい的てきだから売れないんでしょうね」

「なるほど」

　確かに不気味だ。そこで、隣となりにあった商品へ視線を移す。これも奇き抜ばつな物だ。

　黒色の狼おおかみとは！　熊くまの剛ごう毛もうにも見えた。着れば暖かそうなコート。肩から腕うでの部分にかけて狼と熊の頭部があり、その頭部は生きているように口が動いている。

　眼球と口の動きが特にリアルだ。まさか、本当に生きているのか？

　と、疑問に思いながら頭の部分を触ろうと近付く。

　急に狼熊の口が急に動いた――。

　顎あごの上下に生えた鋭するどい牙きばが激しく歯と歯を削けずるように縦に交差した。

　カチカチカチと威い嚇かくするような音を響ひびかせる。

　その不気味な音には黒猫ロロも驚おどろいていた。

「これ、生きているのか！」

「シャァ――」

　黒猫ロロは警告するように毛を逆立て威嚇。前足と後あと脚あしの爪が伸びた。

　触しよく手しゆも少し伸びる。カチカチと動く牙へと、今にも飛びかかる勢いだ。

　足の爪に力が入っているのを、ザガ＆ボン製の特殊な外がい套とうごしにひしひしと感じ取る。

「ロロ、大丈夫。落ち着け、これは商品だ」

　黒猫ロロをなだめると大人しくなる。

　ゆったりと肩から背中側に寄より掛かかってきた。

「驚いたでしょう！　その装備品に近付いた人、皆みな、同じように吃驚びつくりしているの！」

　茶ちや目めっ気けたっぷりなレベッカだ。楽しそうに笑っていた。

　知っていて、俺おれたちの反応を見ていたな？

　舌をチョロッと可愛く出している仕草が、また可愛い。

『閣下、お仲間に推すい薦せんしましたが撤てつ回かいします。偉い大だいな閣下を馬鹿に……今も可愛いですが、小こ悪あく魔まのような表情を浮かべている！　生意気です。お尻しりに氷槍を――』

『いや、それはダメだ』

『……はい』

　冗じよう談だんだと思うが、Ｓの面が強まったヘルメに念話で注意した。

　そのまま気にせず店の奥へ進む。

　次の売り物は、変わった瓶びん。

　瓶の表面に魔法の印のようなデザインが目立つ。

　しかし、上下が逆さまのような感じだが、蓋ふたの部位がアナログ時計っぽい。

　鋼鉄製の鍵かぎのような部品が、奇き妙みように……幾いく重えにも重なっている。

　ルービックキューブ風、ウニの棘とげのようなモノが集まったロボットのようにも見えたが……とにかく、不可思議な機械めいた物だった。ドワーフが作った？

「レベッカ、これは何だろう」

「さぁ、古代ドワーフが残した品にも見えるけど、迷宮の宝箱から出た物かな？　それとも大陸を巡めぐる冒ぼう険けん者しやが売った物か……分からない」

「そっか」

　アキレス師匠たちと過ごしたゴルディーバの里にも古代ドワーフが残した特別な炉ろと神具台があった。この瓶も表面の一部が葉脈のような模様となっているから、やはり古代ドワーフが残した物なのかな。

　レベッカも不思議そうな表情を浮かべていた。そんな彼かの女じよと目が合うと頷うなずく。

　店を一いつ緒しよに進んだ。今度はトリックアート風の品物が気になった。

　バルコニーに飾られてあるような迷めい路ろのようなジグザグな彫ちよう刻こく。その隣に、迷宮の一部の床らしきタイル。そのタイルに眼球が嵌はまっている。

　魔ま眼がんのような力を発している眼球だ……恐きよう怖ふを抱いた。

　眼球の怖こわい商品。タイルだから床に設置して使うような罠わな用のアイテムかな？

　怖いし、見なかったことにしよう。

　店を進むと、ビーカーが展示してあった。

　ビーカーの中に入った青色に近い半はん透とう明めいの液体。

　液体は、少しだけ小刻み震ふるえている。

　何だろう……と、近付いて観察。

「リアルなスライム？」

　そんな俺の何気ない感想の言葉を聞いていたのか、スライムが反応。

　ビーカーの中に溜たまっていたスライムのような、青色に近い半透明の液体がうねり蠢く。

　液体は不自然に盛り上がると、突とつ如じよ、俺の顔、そっくりな頭部と成った。

「!?　俺の顔だ」

　液体は形態模写をするように、驚いている顔、怒おこった顔、笑った顔、悲しむ顔、と様々な顔に変形して新しい表情を作っていく。青白い液体はさらなる変化を起こす。

　にょろりと眼球と似た二つのモノが出現。口も現れた。その口が動く。

「……オ前、フシギナ、マ力ヲ、感ジル」

　黒猫ロロも驚きよう愕がく。紅色の虹彩を埋うめるように黒くろ瞳ひとみが広がった。

　そして、ビーカーへと前足を出して、猫パンチをしようとしている。

「ロロ、ダメだぞ？」

　軽く注意した。黒猫ロロは両耳を凹へこませた。伏ふせている姿は可愛いが、青白い液体にちょっかいを出したそうに、見み据すえた。

「言葉を話している？　青いモノが反応しているところなんて、初めて見た」

　レベッカも驚いていた。ビーカーと俺の姿を交こう互ごに見ている。

『閣下、これは、名もなき水の眷族。濃のう度どの濃こい水精霊の一部分と思われます』

　ほぉ。ヘルメのことを感じたのかな。

『これが水精霊の一部？　ヘルメと似た種族ということ？』

『難しいです。〝はい〟と〝いいえ〟の二に者しや択たく一いつでは、応こたえられません。精霊は様々な形質を持って無数に存在します。この小さい精霊は、その一部でしかない。そして、何らかの手段を用いて魔と混じり固定化しています。助けて上げたいのですが、今のわたしの力では、無理のようです』

　ヘルメも混乱しているようだ。精霊かモンスターか、いまひとつ分からない。

　レベッカの方を見ながら、

「普ふ通つうはこんな反応はない？」

「うん」

「なら、俺に反応したのかな」

　と、俺は、その不思議な青白い液体が入ったビーカーを凝視しながら、

「オマエは何だ？」

　と、尋ねた。

「……セイレイ、マ、デアリ、水デモ、アルモノダ」

　そのまんまだ。

『ヘルメが伝えてきた通りだ』

『はい。長らくこの入れ物に固定化されているのでしょう……』

　ただのビーカーに見えるけど魔道具？　ヘルメには悪いが……。

『ヘルメ、悪いが買う気はない。ほっとくぞ？』

『はい』

「不思議な精霊のスライム。何かを語っているが、何だろう？」

　顎を傾け、レベッカへと疑ぎ問もん符ふを送る。

「答えを求められても……」

　彼女も微妙な表情を浮かべていた。

「……だな。奥おくへ行こうか」

「……そうね」

　ビーカーのもとから離れると、青白いモノは形が崩れ元の液体に戻もどった。

　本当に摩ま訶か不ふ思し議ぎな店だ。レベッカと一緒に店内で売っている不思議な商品群をチェックしながら他ほかの客たちの物色を邪じや魔ましないように受付前まで進む。

　周囲の客層は魔術師ばかり。この雰ふん囲い気きからして、知る人ぞ知る隠かくれた名店なのかもしれない。ハンバーガーショップのメニューがあるような位置に絵画が並んで飾られていた。

　その絵画は重じゆう厚こうさを持ったモンスターたちの絵画。どのモンスターの絵画も鮮せん明めいな写真のように描かれてある。見事な作品ばかりだ。その作品群を見ていく。

　一つ目は、骸がい骨こつ系戦士。肋ろつ骨こつに肉が僅わずかに付く長ちよう剣けんや盾を持ち構えている姿。

　二つ目は、頭ず巾きん付きの擦すれた灰色外套を着込む朧おぼろげな細長い胴どう体たいを持ち、一つ目の骸骨系戦士と違ちがって浮いている。胴体から生えた青白い右手には刃は先さきがギザギザの長剣を握にぎる。

　反対の薄うす汚よごれた左手にはランタンを持つ姿だ。

　三つ目は、鬼おにのような顔の絵。分厚い胴体に幾いくつもの長剣が突つき刺ささっている。

　両りよう腕うでの先は鋭えい利りな刃は物ものでばっさりと切断されている。切断面から覗のぞかせる骨と肉は生々しい。が、その切断された両腕の先に、浮いた状態で、血濡ぬれた切断したであろう元々の両腕の先が存在していた。しかも、血濡れた血が、普通じゃない。不自然に血から力を得ているような腕と化していた。その腕は黒光りする長剣を持っている。

　四つ目は、首の周りに黒色の環わがある狼の姿。

　他にも色々なモンスターの絵画が並ぶ。

　しかし、絵が収められていない額がく縁ぶちも飾られていた。

　大小様々、ゴシック調、無む垢く、黒や茶色のぶつぶつの突とつ起き物ぶつが付いた硬かたそうな額縁。

　鋼鉄製と思われる額縁もある。ん？　よく見たら、ぶつぶつは飾りではないのか？

　額縁をグリップで固定しやすいように手形の凹みになっているのか……。

　この絵画たちは持ち運べるように工く夫ふうされているらしい。

　よく見たら、額縁の四方に取手のような部位もある。

　肩に掛けられるぐらいの皮かわ紐ひもベルトもぶら下がっていた。

　だが〝絵〟が、どうして、ここに売られているんだろう。

　レベッカに聞いてみよう。

「……あれは？」

「魔ま法ほう絵師専用の装備品よ」

「魔法絵師？」

「そう。魔法使い系でも希少な戦せん闘とう職業といわれている職業。特殊な魔道具の額縁の中へ、自分のスキルを使いモンスターを封ふうじ込め、その封じ込めたモンスターと契けい約やくし使し役えきが可能となる。特とく殊しゆ戦せん闘とう職しよく。珍めずらしい部類だとは思うけど、意外に多いのかもしれない」

　レベッカは詳くわしかった。因ちなみに、俺の戦闘職業は魔ま槍そう闇やみ士し。

　ギルドカードには槍やり武ぶ奏そうと書いてある。

「特殊戦闘職業か」

「うん。わたしが知る範はん囲いでは、主に魔法絵師系は魔ま霊れい絵師、蒼そう炎えん絵師に分けられる。また、その戦闘職を持つ方々が使う額縁にも種類があって、モンスターを封じ込めるだけじゃない、特別な額縁もあるわ。そして、その魔法絵師の戦闘職だけど……獲得して身に付けたとしても、自分でも魔法絵師としての意味が理解できない。よく解わからない戦闘職変なモノもあるの」

　彼女は語ご尾びのタイミングで、ややトーンを下げた。『わたしって残念だわ……』と、いったニュアンスで語っていた。自分と関係することを意味しているのだろうか。

　戦闘職業はアキレス師匠も説明してくれたな……。

『それと、お前さんが覚えたスキルの〈刺突〉だが、スキルを覚えるとは、才能と運があるということだ。戦闘職業がクラスアップしても、スキルを覚えられない者も存在する。シュウヤのように職業を得ると同時に取得する場合もあり、自身の成長や遺伝の関係で突如覚えたりする場合もある。経験の積み重ねや教えを受けて初めて意味が分かるスキルもある。その辺りは千せん差さ万ばん別べつで個人差が出るのだ』

　と、アキレス師匠は語っていた。だから、魔法絵師を得たとしても意味が分からないこともあるんだろうと推測。

「へぇ……そんなのまであるのか」

「何方どなたかは知りませんが〝そんなの〟とは心外ですねぇ」

　俺が発した言葉に反応した客がいた。

　受付の横で、俺と同じように絵を見ていた客の一人。

　話はなし掛けてきた男の見た目は、魔法使いのよう。しかし、大おお柄がらで戦士のような体たい躯くだ。

　黒色のとんがり帽子をかぶっている。金色大目玉の刺し繍しゆうが目立つ帽子だ。

　上着は、金色と赤あか斑まだら模様のツインチュニック。

　肩から羽織っている黒マントの方も金色の刺繍で魔法文字が縫ぬわれている。

　下半身はラメ調黒くろ革かわの長ズボン。靴くつも黒色と金色が目立つラメ革ブーツを履はいていた。

　ラメ系の革か皮のままか不明の特殊な生き地じが太い足にビッシリと張り付いているから筋肉質と分かる。上級貴族のような出いで立たちだ。絡まれるのは嫌だ。先に謝っておこう。

「気を悪くしたのなら謝ります。悪かったですね。〝そんなの〟と話をしまして」

　皮肉っぽく謝る。

「ご丁てい寧ねいに謝って頂きましたので、こちらといた――おっと失礼、帽子を脱ぬぎますね」

　片手で取った帽子を胸むな元もとに置いて、お辞じ儀ぎをしてきた。所作は紳しん士し。

　長い金きん髪ぱつの中分け気味の髪かみ型がた。そんな髪かみを揺ゆらしながら頭を上げた彼の瞳の色は綺き麗れいな青。だが、頭部は、牛とハンプティ・ダンプティが合わさった丸顔だ。

　鼻筋が横に伸のびていた。揉み上あげが、とぐろを巻いている。

　失礼だが、特とく徴ちよう的てきな顔とマッチしている髪型といえた。

「何分、わたしたちのような〝魔法絵師〟を生なり業わいとしていると、偏へん見けんな目で見られがちなモノですから。魔法絵師は〝モンスター〟を使役して自らは戦わない、卑ひ怯きよう者ものといわれる始末でしてね。まぁ、その通りなことがほとんどなんですがね――フフフ」

　牛顔男はロン毛が目に掛かったのを手で掻かき上げる、髪を直す仕草を行った。

　キザ男っぽい所作だが、顔が顔だけに似合わねぇ。

　牛顔男は満足げに微笑んで相好を崩す。

「はぁ……そうなんですか」

　レベッカの方を見て、どうなんだこの人は？

　と、必死にアイコンタクトを向けるが、彼女は俺の視線を受けても知らんぷり。

　スルーを決め込むようだ。ニコッとウィンク。笑顔を返してきた。意訳すると、

〝怪あやしいからアンタに任せる～、ごめんねぇ〟という感じだろうか。

　レベッカめ……すると、

「……あまり実感がないようですね？　では――」

　牛顔男は俺が視線を逸そらし上の空の雰囲気が気に食わなかったのか自じ慢まんげな表情を作りながら内側のマントを広げていた。ヘンタイか!?

　いや、違った。そのマントの内側から〝魔法絵師〟の証しよう拠この絵画が出現した。

　驚きだ。あのマント、アイテムボックス付きかよ。

　あんな魔法のマントがあるのか。内側にアイテムボックスとか便利そう。

　牛顔男は鋼鉄製の額縁を軽々と片手で持ちながら、俺に見せつけてくる。

　重そうな額縁を軽々と持つ彼は、口角を歪ゆがめた。それは不気味な物ものの怪けが奇妙な笑い顔を作ったように見える。そのタラコの形をした太い唇くちびるを動く。

「どうですか？　神しん韻いん縹ひよう渺びようたる名作でしょう？」

　大おお袈げ裟さないい方だが、絵はリアルだ。しかし、本当にモンスターの絵と契約をしているのか？　威い風ふう堂どう々どうとした甲こう殻かくな鎧よろいを身に着けた三つの頭首を持つ犬系のモンスターの絵。

　地じ獄ごくの番犬というイメージ。肩でじっと沈ちん黙もくを守っていた黒猫ロロが、俺の肩をポンッと叩たたく。そして、

「ン、にゃぁ」

　あれは『なんだにゃ？』といったニュアンスで鳴く。

　牛と似たような顔を持つ人物と、その彼が持っている絵画に興味を持ったようだ。

　紅色の虹彩に宿る黒色の瞳を輝かがやかせるように細めて、興味深そうに絵を見つめていた。

　牛顔男は、

「おっ……」

　と、声を漏らして、金髪を揺らしながら一いつ瞬しゆん、表情を醜みにくく崩くずす。

　豹ひよう変へんした。双そう眸ぼうが急に鋭く……獲え物ものを追うような目に……。

　背中に寒気がくるほどの底冷えするような視線だ。思わず魔ま察さつ眼がんで確認する。

　彼は双眸と絵画へとほぼ同時に魔力を溜めていた。黒猫ロロへの凝視は続く。

　牛顔男は黒猫ロロの何かを探さぐっている？

　黒猫ロロも牛顔男の鷲わし鼻ばなを見つめていた。

　そこに、ヘルメが視界に登場した。

『わたしに気付いていないようですが……目に魔力を溜める動き、絵画を囲う魔道具、魔力の制せい御ぎよも中々です。優ゆう秀しゆうな魔法使い系なのでしょう』

　そうらしいな。

「……絵画、素す晴ばらしいですね」

　牛顔男の視線を黒猫ロロから、俺へ呼び寄せるように声を出す。

「……はい。ありがとう。自慢の使役モンスターです」

　牛顔男は無難に言葉を返してくる。だが、その視線は怪しかった。

　俺と黒猫ロロとレベッカに興味を持ったようだ。ジロジロと観察を続けてくる。

「強そうなモンスターですね」

　と、質問を返す。

「強いですよ。それと――貴方は見たところ、魔ま法ほう戦士か〝何か〟ですかな？」

　俺に〝何か〟と意味があるように尋ねてきた。

　目に魔力を留とどめていることを暗に指しているのか？　ま、適当に応じよう。

「似たような〝何か〟ですが、何か？」

　俺と牛の視線が交ざり合い、どことなく剣けん呑のんな雰囲気を作る。

　間が空いたが、先に牛顔男が折れるように話を切きり替かえてきた。

「……お嬢じようさんの護衛の方かなと」

「違う。わたしは護衛を持つ〝お嬢さん〟でもないし、そんな歳としじゃないわ。案内してあげただけ」

　レベッカが反応してくれた。

「おぉ、そうでしたか――これは失礼を」

　牛顔男は頭を下げてからキザな言葉を重ねる。

「わたしはてっきり護衛の方と、勘かん違ちがいをしていたようです」

「いや、別にいいさ。いざとなれば護衛みたいなことはするだろうし」

　と、いったら、レベッカは頬ほおを少し赤くしていた。

「これは、これは。紳士な方でしたか。おっと、まだ、名乗っていませんでしたね。わたしの名前はバーナビー・ゼ・クロイツ。これでも冒険者でもあるのです。是ぜ非ひ、これを機会に、お見知りおきを」

　冒険者であり、貴族か？　と思いながら……。

　杓しやく子し定じよう規ぎだと思うが、まぁ、俺なりに丁寧な言葉を意識して、

「はい。バーナビー様ですね。俺の名前はシュウヤ・カガリといいます」

「そうですか。シュウヤさんですね。〝覚えておきましょう〟」

　ん、俺より黒猫ロロを凝視してきた。

　金髪の牛顔男はデカ鼻を擦こすりながら、

「では、そろそろ失礼しますよ」

　そう述べると片手を帽子の端はしに当て華か麗れいにお辞儀を繰り出だしてきた。

　所作がさまになっている。最後にマントを翻ひるがえしてから出口へと歩いていく。

　彼かれの踵かかとからコツコツとタップ音が鳴っていた。

「はぁ、変なのに絡まれた」

　バーナビー・ゼ・クロイツか、牛のような顔。それでいて派手な衣い装しようを着こむ魔法絵師。

　覚えておこう。あの顔は忘れたくても忘れないか。

「そんなことより、ほら、こっちの棚たなにも色々あるわよ」

「そうだな」

　レベッカは魔ま法ほう瓶びんが置いてある棚を指している。

　クナの店に売っていたロレントの筒つつが棚に陳ちん列れつされていた。

　表面はゴツゴツした岩石でできた魔法瓶。既すでに持っているから必要なし。

　幻げん惑わく香こうと似た物と魔力回復薬のリリウムポーションもある。

「霊れい魔ま鉱こうの粉末にルーン結けつ晶しようもあるし、ほら、高いけど隣には結界を作れる魔石もある。こっちにはスクロールの素もとになる羊皮紙が纏まとまってるわ」

　色々あるが、肝かん心じんの魔法書はどこだろう。

「魔法書はどこ？」

「あ、魔法書が目当てよね。なら受付で店長を呼べば在庫を出してくれるはず」

「了りよう解かい。魔法書が欲ほしいから呼ぶよ」

　レベッカは頷く。受付前には誰だれもいないが、奥に、たれぎぬの帳とばりが見えた。

　その隔へだてた店の奥に向かって、少し、声を強めに呼んでみる。

「すみませ～ん。魔法書を見たいのですが！」

　店員を呼ぶため、大きな声を出す。

「にゃ～」

　黒猫ロロは耳を凹ませて『びっくりにゃ』といった感じの反応を示す。

　すると、暖簾のれんのような紺こん色いろの帳が揺れる。

　その帳を、皺しわが目立つ手で優やさしく払はらいながら店主と見られる老人が姿を現した。

　年老いた店主は、ゆったりとした動きで、歩み寄ってくる。







第八十六章「魔法書を買う」







　店主の老人は、

「魔法書ぞい、ぞぞいのぞいっ、フンピー」

　わけのわからない言葉を口ずさみながら歩いてきた。

　老人の顎から尾お長なが鳥どりの尾おのような白しら鬚ひげが生えている。

　皺と年輪も目立つ。好こう好こう爺やとは違う。確かな経験を積み重ねてきた老ろう獪かいな雰囲気を醸かもし出す仙せん人にん爺じじいだ。魔法使いなんだろうけど、ある種の拳けん法ぽう家かにも見える。

「……聞こえたぞい。魔法書は言語か紋もん章しようか？　とりあえず、初級、中級、上級、烈級、とあるが、ま、あるだけ全属性を持ってくるぞい、フンピー」

　オオジシギの鳥のように嗄しわがれた変声で話す店主の爺じいさんは、品物を取りに奥へと戻る。暫しばらくしてから障しよう屏へい具ぐの布製の帳が動いた。

　その奥から荷物を抱かかえた爺さんが机のような台まで戻ってくる。

　荷物を机の上に置くと、枯かれ枝えだのような細い手で、机の上に魔法書を並べていく。

「ほれ、これが一通りの魔法書じゃぞい」

「ンン、にゃにゃ」

　黒猫ロロが鳴きながら台の上に乗ってしまった。台に置かれた魔法書に興味を抱いだいたらしい。小さい鼻び孔こうを広げて窄すぼめての、小鼻をくんくんと動かしている。

　一いつ生しよう懸けん命めいに可愛かわいく書物の匂いを嗅いでいた。書物の匂いではなくこの店に住む猫ねこの縄なわ張ばりチェックを兼かねているのかもしれない。

　仙人のような店主は匂いを嗅ぐ黒猫の姿を見ても微び動どうだにせず。

　そして、優しい目で、

「おっと、おまえさん、この書は商品じゃぞい？　傷つけんようにな」

　と、黒猫ロロへ向けて話しかけていた。

「にゃお」

　黒猫ロロは一鳴きの返事。足を揃そろえてスフィンクスの人形のような姿勢となる。

　大人しく台上に並べられていく書物の様子を眺ながめていた。

　老主人は可愛らしい黒猫の姿を見て微笑む。

　そのまま細い手を大人しくなった黒猫ロロの頭へ伸ばし、皺が目立つ手の甲こうを俺に見せながら数回、優しく撫でていた。黒猫ロロはお返しにゴロゴロと喉のどを鳴らし、ぺろぺろと老人店主の掌てのひらを舐なめていく。

「ひゃひゃっ……フンピッピーっ、可愛いぞい」

　店主は鳥のような変声で笑いながら黒猫ロロから俺に視線を移す。

「ではの――」

　と、喋しやべり、机の上に魔法書の名前を述べながら順に並べ直していく。

　初級：無属性の光球ライトボール

　初級：火属性の火球フアイヤーボール

　初級：火属性の炎針フレアニードル

　上級：火属性の炎熱波エンフアルヒート

　烈級：火属性の火炎連撃フレイムガトリング

　烈級：火属性の業火連槍フレアランサード

　王級：火属性の爆炎竜脈メギド・ザ・ライン

　初級：水属性の氷弾フリーズバレツト

　初級：水属性の氷刃フリーズソード

　中級：水属性の氷矢フリーズアロー

　中級：水属性の水浄化ピユリフアイウオーター

　上級：水属性の水癒ウオーター・キユア

　上級：水属性の連氷蛇矢フリーズ・スネークアロー

　烈級：水属性の氷竜列フリーズ・ドラゴネス

　初級：風属性の風刃エアカツター

　初級：風属性の風槌エアハンマー

　初級：土属性の岩礫グランドバーン

　中級：土属性の岩土硬化ハードスキン

　並べられたのは言語魔法の書だった。

「――これが言語の魔法書ぞい。次は紋もん章しよう魔ま法ほうじゃぞい」

　次に紋章魔法書が並べられていく。

　火属性の火耐性レジストフアイヤー

　火属性の焔大剣フアインブレイド

　火属性の烈火爆裂ブレイジングボム

　火属性の炎円壁柱エンフアル・ノア

　水属性の水壁陣ウオーター・ウオールハーツ

　水属性の水耐性レジスト・ウオーター

　水属性の凍刃乱網フリーズ・スプラツシユ

　風属性の風斬流陣エアフレイン

　風属性の暴走嵐群エアスタンピート

　雷かみなり属性の雷撃柱ボルトライトニング

　土属性の岩山槌グリツドランシヤー

「さて、全部並べてやったぞい。どれにするのじゃぞい？」

　沢山、あるなぁ。水系の言語魔法と紋章魔法を全部買うとして、幾ら掛かるのだろう。

「……初級：水属性の氷弾フリーズバレツトは幾らぐらいですか？」

「金貨二十八枚、フンピーッ！」

　何なんだフンピーとは……しかし、初級でその値段なのか。結構高い。次は、この魔法の値を聞くか。

「では、中級：水属性氷矢フリーズアロー、上級：水属性の水癒ウオーター・キユア、上級：水属性の連氷蛇矢フリーズ・スネークアロー、烈級：水属性の氷竜列フリーズ・ドラゴネスは幾らですか？」

　店の主人は白はく皙せきの顎あご鬚ひげを触さわりながら、魔法書を指差していく。

「中級：水属性氷矢フリーズアローは金貨七十五枚じゃぞい、上級：水属性の水癒ウオーター・キユアは、金貨百八十枚、上級：水属性の連氷蛇矢フリーズ・スネークアローは金貨百五十枚、烈級：氷竜列フリーズ・ドラゴネスは白金貨五十枚」

　ひぇぇ、やはり高い。

「そうですか。ちょっと計算します」

　この際だ、全部買うか。

「売っている水属性の魔法書。その、すべてを買おうと思います。幾らですか？」

「ちょっ」

「フンピーッ、なんじゃと？」

　レベッカと店主は目を見張り驚いている。

「紋章魔法はどれも白金貨十枚以上が当たり前なんだけど……シュウヤはそんな大金を持ってるの？」

「あるぞ――」

　アイテムボックスから一枚の大白金貨を取り出した。

「大白金貨だ。これで大半は買えるだろ？」

　大白金貨を受付に置く。

「――すごッ、わたし初めてみたよ。その金貨……本当に流通しているのね……でも、金貨も驚きだけど魔法を全部覚えられる気でいる、あなたにも驚きよ。シュウヤの戦闘職業は魔法戦士系と聞いていたけど、もしかして高位魔ま術じゆつ師し級なの？」

　俺の戦闘職業は〝魔槍闇士〟。古代魔法も覚えたし、魔法使いよりは上だと判断できる。

　それが高位魔術師級の判断か？　は、できないが。

「そうかもしれない。だから、魔法は覚えられると思う」

「そ、そうなのね……仮にそうだとしても不自然だけど……」

　レベッカは引いてしまった。顔がひきつっている。

「本当に覚えられるのか、ぞい？」

　店主も疑っているようだ。青い虹こう彩さいがキラリと光る。その光った双眸で俺の全身を観察してきた。双眸に魔ま力りよくが斑に溜まっていくと、目元の周りの皺が増えたようにも見えた。

「……そうです」

　この仙人風の店主は特とく殊しゆな魔察眼系の観察ができるらしい。

　俺は意思表示として魔力を全身に纏わせる。

「――ふぉふぉふぉ。まさにフンピッピーじゃぞい！　ただの若わか僧ぞうと思っておったが、とんでもないの、よしぞいッ。その〝一枚〟で水属性の魔法書を全部売ってやろうぞい」

　店主は俺の魔力を確かく認にんしたのか、納なつ得とくしてくれたようだ。

「おぉ、ラッキー」

　喜びながらレベッカを見るが、彼女は微び妙みような顔を浮うかべていた。

「店主はそれで大だい丈じよう夫ぶなの？」

　彼女は店主の太っ腹な発言が気になったようだ。

「大丈夫じゃぞい、むしろ黒字黒字。その大白金貨とは、一種のステータスにもなるしの、それに紋章魔法はここ最近ずっと売れていないのじゃぞい、売れ線は言語魔法だからの」

　紋章は売れてないにしても〝それなり〟な値段だと思うが。

　白金貨五十枚以上は安くしてもらったのかもな。

「そういうこと……」

　レベッカは小さく呟つぶやく。だが、その目は並べられた魔法書を悔くやしそうに見つめていた。

　レベッカは魔法が本職だ。それなりに優秀な戦闘職なのだろう。

　そんな彼女の前でいきなり魔法書を大人買い、不味まずかったか……。

「買った水属性の魔法書をここに残していくぞい。ここで覚えていくなら読んでおけ」

　顎に白鬚を生やす老人店主は、大白金貨と残った魔法書を纏めると荷物を抱えフンピーを連続で呟きながら、店の奥へ持ち運んでいく。

「レベッカ、今〝これ〟を覚えちゃうから、少し待ってて」

「はいはい。本当に覚える気なのね。待っているわよ……」

　レベッカはイジケたように顔を少し背そむけて喋っている。気まずいけど、覚えちゃおっと。

　言語魔法の魔法書を手に取った。

『すべての魔法書から魔力を感じます』

　ヘルメの指し摘てき通りだ。

　魔察眼でも掌しよう握あく察さつでも、しっかりと魔法書からは魔力を感じられた。

　初級：水属性の氷弾フリーズバレツトの魔法書を読んでいく。

　読み終え、理解すると……手に持っていた魔法書の羊皮紙は朽くちて塵ちりとなる。

　あっさりと氷弾フリーズバレツトを覚えた。

　ずっと前に覚えた闇やみの魔法書の時と同じだ。詠えい唱しようも自然とインプット。

　俺は水神様と縁えんのあるスキルがあるからな。水系に限ってだけ、詠唱は要いらない。

　意識して念じれば無詠唱で使用可能。魔ま竜りゆう王おうの蒼あお眼めもある。威い力りよくも倍々だと期待できる。

　へへ、どんどん覚えていこう。次々と他の魔法書を手に取り、読み終えていく。

　買った言語魔法と紋章魔法を苦労もなく覚えることができた。

『閣下、おめでとうございます。これで遠えん距きよ離りからの攻こう撃げきも豊富になりましたね』

『そうだな。どんな感じに使えるか迷めい宮きゆうで試ためすとしよう』

『はい』

　俺おれは頷きながらレベッカの方へ顔を向けた。

「お待たせ」

「ふん、呆あきれた。精神力の受容力が高いのね。水属性だけとはいえ本当に買った魔法を全部覚えちゃうし……烈級もすんなりと読んで理解して……覚えていた。魔力総量も魔術師級か、それ以上なのは、まず、間ま違ちがいないわ」

　レベッカは若じやつ干かん睨にらみを利きかせてくる。機き嫌げんが悪い……。

「どうだろう。そうかも知れないな」

「……」

　ヤヴェ、口が滑すべった。謙けん遜そんは毒だ。癖くせなんだよな。レベッカは黙だまったまま……だ。

「にゃ」

　黒猫ロロは買い物が終わったと分かると、俺の肩かたに飛び乗ってきた。

「外に出ようか」

「そうね」

　黒猫ロロを肩に乗せ、機嫌が悪いレベッカと一緒に、摩訶不思議なクリシュナ魔ま導どう具ぐ店の扉とびらを引いて外へ出る。魔法通りを歩きながらレベッカの顔色を窺うかがった。

　彼女は金色の眉まゆの間を微かすかに曇くもらせてのオコな状態だ。フォローしておこう……。

「レベッカ、気を悪くしたのなら謝あやまる」

「そりゃ機嫌も悪くなるわよ。前衛とか話していた癖に、不意打ちを喰くらった気分！　わたしが目標にしていた……烈級の魔法書もさ、お菓か子しを買うように買っちゃってさ……それでいて〝すんなり〟と魔法も覚えて、すました顔を浮かべているしぃ～？　そのアイテムボックスといい、あの大白金貨といい、シュウヤは、裕ゆう福ふくな大貴族の魔法高等教育を受けた次男とか三男かしら？」

　俺が大貴族？　笑っちゃう。

「いや、貴族出身じゃない」

「ふ～ん」

　ま、信じられないのは当たり前か。

　だが、レベッカが誤解する前に、ちゃんと厳しい表情を意識して説明をしておこう。

「俺はここから遠い山やま奥おくの田舎いなか出身。そして、槍が大好きな冒ぼう険けん者しやだ。それで、あの金貨は冒険者として〝ちゃんとした依い頼らい〟で稼かせいだ金だぞ。あまり失礼なことはいわないでくれないか」

「そう……なのね。ごめんなさい」

　レベッカは俺の厳しい顔付きを見て、ハッとした顔になる。

　少し間を空けてからバツが悪そうに謝ってきた。

　彼かの女じよは素す直なお過ぎて、ストレートにものごとを話す傾けい向こうがあるようだ。

「分かってくれたならいい。俺も無ぶ粋すいな真似まねをしてしまった」

　彼女が怒おこるのも分かる。俺は謝るように笑え顔がおを浮かべていた。

「うん。でも、シュウヤは水属性持ちなのね」

「おう。レベッカは火が得意なんだっけ？」

「そう。他に風が使える。〝札〟も何十枚とある。貧びん乏ぼうだから、これはあまり使いたくないけどね」

　札？　レベッカは腰こしベルトに付いた紐ひも付つきの纏められた羊皮紙を見せる。その羊皮紙には魔法文字で魔ま法ほう陣じんが描かかれてあった。

　あぁ、そういうことか。スクロールを札と呼ぶらしい。

「なるほど、俺は魔法も使えるが、基本はこれがメイン武器だ――」

　そう話をしながら右手に魔ま槍そう杖づえを召しよう喚かん。

　レベッカは俺の右手を見て驚おどろいた表情を浮かべる。

「あぅ……ハルバード系なのね」

「他にも〝色々〟とできるが、ま、前衛だろう、槍使いがメインだ」

「ンンン、にゃ」

「色々ね……」

　レベッカが訝いぶかしむ目を向けている最中に黒猫ロロも素す早ばやく地面に降りる。

　そして、自らの力を示すつもりなのか。

　黒猫から中型の胴体の幅はばを持った凜り々りしい黒くろ豹ひようの姿へと変身した。

　首筋から六つの触しよく手しゆを伸ばす黒豹ロロディーヌ。宙に漂ただよう六つの触手の先せん端たんから、しゃかしゃかとした音を立てるように骨剣の出し入れを行った。

「――ロロちゃん!?　なにこれ、すごい……」

　黒豹のロロディーヌは頭部を上向かせて、

「にゃぁぁん」

　と、どや顔を浮かべて崖がけ上うえから叫さけぶようなポーズを示した。黒くろ天鵞絨びろうどのような立派な黒毛を持つ獣けものの姿だが、そのアピールは可愛い。

「驚かせたかな。まぁ、こんな感じだから前衛は心配しないでいいぞ」

「あ、うん。わ、わたしもがんばるわ……」

　黒豹ロロは瞬しゆん時じに姿を収縮する。小さい黒猫の姿に戻ると、少し自信をなくしたような喋り方かたをしているレベッカの足へと、小さい頭部を擦すり付つけていた。

　黒猫ロロなりに慰なぐさめているつもりらしい。

「もう、ロロちゃんってばッ、可愛すぎるぅ～」

　レベッカは堪たまらずに足あし下もとに居た黒猫ロロを捕つかまえて抱だき締しめていた。

　黒猫ロロの柔やわらかい内腹に彼女は顔を埋うめた。毛のふさふさを堪たん能のうしていく。

　あぁ～ついに味わってしまったか……あのルーズスキンという猫が持つ内腹の柔らかさと、毛のなんともいえない感かん触しよくを一度でも味わうと、もう帰ってこられなくなるのに……。

　黒猫ロロは、レベッカからスリスリとした頬の攻撃を腹に受けても……。

『しょうがにゃいにゃ～』と、いうように、じっと我が慢まんしていた。

　小さい黒猫ロロのことを抱っこしているレベッカの姿は微笑ほほえましい。

　そして、彼女は小こ柄がらだからか……その姿は、大きいぬいぐるみが、子こ猫ねこを抱っこしているようにも見えた。微笑ましい。または、黒猫ロロが逆に抱かせてあげているという感じか。暫くして黒猫ロロはレベッカの頬スリスリ攻撃に飽あきたのか、猫らしく柔らかな動きで身を捻ひねる。

　彼女から離はなれた黒猫ロロは、地面の上を素早く跳はねる機動を魅みせる。

　俺の腕うでを伝いながら、肩の上に戻ってきた。

「あぁ～ん、行っちゃった……」

　レベッカの視線は相棒へまっしぐら状態だが、少しエロい。




「はは、またいつか抱き締めさせてくれるさ」

　と、レベッカに答えている間にも、俺の頬をぺろぺろと舐めてくる黒猫ロロ。

「そう？　なら期待しとく。でも、ロロちゃん可愛すぎでしょう～。いいなぁ。可愛い使い魔がいて！」

　またまたジト目で俺と黒猫ロロを見るレベッカさん。

　少しその視線が怖こわい。とはいえず。

「……自慢の相棒だからな」

「いいな～いいな～」

　彼女は首を左右に振ふり、小さい黒猫の姿を見ながら話している。

「迷宮へ行くんだろ？」

「あッ、うん。そうね。行きましょ」

　特殊ロロ効果で、すっかり機嫌を治してくれたレベッカ。

　この都市の中心地帯である第一の円えん卓たく通りに戻もどってきた。

　迷宮の出入り口がある短い塔とうのような建物へと向けて歩いていく。

　と、布告人の声が響ひびいてきた。

　――クラン【紅くれない蜂ばち】とクラン【銀ぎん真しん珠じゆ】の集団失しつ踪そう事件の続報だ。なんと両者クランは迷宮深部内で争いを起こしていたようだ。その争いの唯ゆい一いつの生き残りである女エルフが実は争いの張本人らしい。この女は近々公開処しよ刑けいが決まるとのこと！

　事件か。捜そう査さ機関はあるだろうし私立探たん偵ていさんとか居るのかな。

　俺も異世界探偵事務所をがんばるか？　と、冗じよう談だんは口にしない。

　可愛らしいレベッカを見ながら、無難に、

「……暑いし、人が多い」

「もう夏の季節だし、暑さはこれからが本番よ？　それに、ここは迷宮前の一等地、露ろ店てん屋台も豊富で人が集まるからね。しょうがないわ」

　確かに、いわれた通り屋台は豊富だ。最初に来た時も思ったが、本当に多種多様。

　色々と迷宮に役に立つだろうアイテム類も売られている。

　すると、移動販はん売ばい式の馬車が視界に入った。

　あれはホルカーバムで見かけた移動式販売の馬車だ。速い。

　お客さんらしい冒険者がその馬車を追おい掛かけていった。

　……チュリンパという名前の可愛い魔ま獣じゆうも一瞬だけ見えた。

　雷かみなり魔ま法ほうを料理に当てた魔獣。あの雷魔法が隠かくし味あじなんだろうか。

　そして、メルとのやりとりで分かっていたが、やはり、『プルプルホーン』の店もこの都市に来ていた。オムレツは美味うまかったなぁ。

　――そこに、目玉焼きが自然と焼けるぐらいの太陽の日差しが射し込む。

　こんな暑い時でも……冒険者たちのアピール声や売り子の声が周りに響いていた。

　――俺を雇やとえば、迷宮都市で新たな伝説が築ける！　幻まぼろしの四島を発見した大だい海かい賊ぞくマジマーン隊！　その二番隊長だった五月雨さみだれマームとは俺のことよ！

　彼は本当に強いらしい。

　曲芸でもするように、幅はば広ひろな剣身の両手剣を扱あつかう。クレイモアか？

　その両手剣を、左右両手に持ち振り回まわしては跳ちよう躍やくを繰くり返かえす。

　さらに、両足でも長ちよう剣けんを扱っていた。色々な方が居る。

　――第二層経験済みで、簡易アイテムボックス持ちの戦士だ。荷運びでもいい。壁代わりに使ってくれ、誰か雇わないか？

　――俺を雇えば三階層の水すい晶しようへ行ける。泉エリアへ直行できるぞ。

　――ウォークライを持つ盾たて持ちだ。誰か雇ってくれ。

　――幻の薬クロユリがついに発売だ。霊れい光こうの主あるじであるアンズ・カロライナ様が開発してくれた薬であ～る。この幻の薬クロユリを飲み続ければ秘薬を超こえる治ち癒ゆ効果が得られるのだ！　不治の病が消えると言われているのであ～る。

　……怪しい商人が変な薬を売っている。

　見た目は丸薬だが、本当に万まん金きん丹たん、的なアイテムなのだろうか。

　その内実は、まさに、鼻くそ丸めて万金丹と予想できる。

　――砂さ漠ばく地方に向かう隊商の方、俺を雇え！　この特別な鷲わし弓ゆみを扱える冒険者はそうはいないぜぇ。

　――第一層と第二層の地図を売るよ～。

　――迷宮第二階層の罠わなを幾いくつか明記した地図を売ります。

　――迷宮第一階層地図の完全版を売るよ～。

　――地図は地図でも、レベル四の魔宝地図を売ります。迷宮第三層死し沼ぬまの位置にあると解わかっている鑑かん定てい済みの地図なので、宝を掘ほり当あてるだけですよ～。

　レベッカは何も指摘してこない。地図は迷わないためにも重要だと思うし聞いてみるか。

「地図とか買った方が良いいかな」

「ううん。今は必要ないわ。重要だけどね。第一階層なら、わたしも地図を持ってるし〝ある程度〟なら覚えているから平気。だからシュウヤは買う必要はない。でも、シュウヤが次回以降も潜もぐるつもりなら、買うのも良いと思う。でも、今回のようにわたしのようなパーティメンバーが居れば、地図はいらないわ、深い場所に挑いどむ場合も地図は色々とあるから、もう少し経験を積んでからでも遅おそくはないと思う」

〝先せん輩ぱいぶり〟をアピールしながらレベッカは歩いていく。

「それもそうだな。いつか買うかもしれない」

　方眼紙的な物があれば、地図作りとかも捗はかどるんだけど。

　そんな紙なんてある訳もなく。自動マッピング機能があればなぁ。

　一応ロープにもなる革かわ紐ひもが胸ベルトの中に入っているから、迷いそうになったらそれを使えば良いと思うけど。そこに――。

「ファングボアの串くし焼やきいかがですか～」

　と、食欲をそそる匂においと共に売り子の声が響く。

　肉かぁ……腹が減っていたら食いたいが。

　今は暑い。アイスや冷たいジュースの方が欲しい。

　今の季節ならそういうモノを売れば儲もうかりそうなのに……。

　――見ていきな、ハードランド製武器防具があるよ～。

　周りを見ても、冷たいジュース類を売っている人はいないようだ。

　商機がここに眠ねむっているともいえる。

　――蜂はち蜜みつ水すい、売っているぜぇ、迷宮産の黒い甘かん露ろ水すいには負けるが、味は保証する。大銅貨二十枚でどうだァ。

　こけそうになった。冷たいジュース売ってからの商会立ち上げ、異世界立身伝の夢は一瞬で散った。そう都合良くはいかない。

　――薬草は要りませんか～。

　おっ？　か細い声だ。他ほかのおやじたちの声とは違ちがう。

　少女の声か？　その声の主を見つけた。ん？　目が白い？　この女の子、盲もう目もくか？

　少女は二重の瞼まぶたで、真っ白な瞳ひとみ。まだ幼いが、可愛らしい整った顔立ちだ。

　小さい手で健けな気げに大きい籠かごを持ち、籠の中には薬草の束が大量に嵩かさ張ばっている。

　盲目の薬売り少女か。

　可哀かわい想そうだから薬草を買うか。童話に登場するマッチ売りの少女を連想してしまう。

「レベッカ、ちょい待った」

「うん？」

　先を歩くレベッカを止めて、その少女のところへと足を向ける。

「やぁ、薬草を一つ貰もらうよ」

「はい！　一つ、五小銅貨です」

　お、そんな酷ひどい盲目ではないんだ。元気良い声で、俺の動きを白目が追っている。

「釣つりはいい」

　アイテムボックスから大銅貨を取り出して交こう換かん。

「あっ、こんなに……お客さん――ありがとう」

　少女は大銅貨を握にぎり締めて、その硬こう貨かを確かめるように触っていく。

　俺は彼女から薬草を受け取った。

　その盲目の少女に返事をせず、レベッカが待つ隣となりにそそくさと移動。

「薬草を買ったの？」

「まぁね」

「そっか。まぁ回復手段の準備は整えておかないとね」

　他にも屋台の店があったが、俺とレベッカは立ち寄らず迷宮の出入り口へと向かう。

　横よこ幅はばの広い出入り口に到とう着ちやくした。両側に衛兵が二人立っている。

　この建物を俯ふ瞰かんして見れば円形だろう。

　しかし、俺たちの位置からは長方形の建物にしか見えない。

　そして、俺は両側に立つ衛兵を見ながら、

「あそこの兵士たちは？」

　と、レベッカに聞いていた。

「迷宮管理局の役人の兵たちよ。迷宮都市ペルネーテに常じよう駐ちゆうしているオセベリア王国軍の衛兵隊でもある。一応、迷宮内や外の犯罪を見張る部署」

「なら安全だな」

「そうね。地上のこの辺はね……」

「どうして？」

「衛兵が迷宮の中に入ることはあまりないの。迷宮内は罠があるしモンスターが大量に徘はい徊かいしているからね。基本は冒険者同士で解決することが暗あん黙もくの了解ってこと。だから、迷宮内ですれ違う冒険者は用心した方がいい。裁判とかの争いになる場合もあるけど、そうなったら貴族とのコネが、もっとも役に立つ」

　暗黙の了解ね……自分の身は自分で守れか。レベッカとそんな会話をしていると、出入り口から、ぞろぞろと多た士し済せい々せいたる冒険者メンバーが現れた。

　全員が装備や服の一部に青色に光る物を身に付けている。

「――あっ、あれは、六大トップクラン……」

「お？　六大？」

「そう。今出てきたグループ。この迷宮都市ペルネーテで有名な六つのトップクランたちの一つ【青腕宝団ブルーアームジユエルズ】のメンバーたち。丁度、迷宮帰りだったようね」

「トップクラン、十人ぐらいか？」

　ブルーアームジュエルズ。青腕宝団か。

　迷宮初心者の俺だが……。

　その服装や装備から判断するに、バランスの良いメンバーと推測できた。

　長剣に盾と重じゆう厚こうな鎧よろいを装備している戦士。

　杖つえを持つオーソドックスなローブ姿の魔ま法ほう使つかい。

　短たん剣けんを腰に差す身軽な皮鎧の女盗とう賊ぞく。

　杖を持ち神官法ほう衣えを着る僧そう侶りよ。

　背中に大きい四角い額がく縁ぶちのような物を背負う。大おお柄がらな魔法使い。

　他にも槍を持つ女軽戦士。弓を持つ戦士も居る。

　あの槍を持つ女性、綺き麗れいだな。盗賊系の女も美人だ。

　二人とも、大暑の夏という感じにフサワシイ水着的な衣装を着ている。

　肌はだを露ろ出しゆつしているが……良く観察すると、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうの類たぐいか、魔ま闘とう術じゆつか、その判断はできないが、肌の表面を薄うすく覆おおう濃のう密みつな魔力で構成した防ぼう御ぎよ層そうが構築されていた。

　一見だと気付かないと思うが、凄すさまじい防具と分かる水着系の服だ。

「……迷宮へ一度に潜れる人数が十人。【青腕宝団】のメンバーは三つぐらいのグループに分かれて活動しているとか……迷宮内の合流はいくらでも可能だから人数が多いほど有利。彼かれらは百年ぶりに迷宮の第十階層を突とつ破ぱし、第十一階層に突とつ入にゆうしたという情報が、この迷宮都市内を駆かけ巡めぐったわ」

　前に聞いたな。わざわざ市民たちへ知らせるのだから、ビッグニュースなのだろう。

「広場でそんな感じの情報を叫んで教えてる人が居たな」

「布告場の人ね。英えい雄ゆうムブラン率いるクラン【青竜団ブルードラゴン】以来となる第十階層突破は、百年ぶりという快挙。名実共に【白髭同胞団ホワイトブラザーフツド】を抜ぬいて、迷宮で一番のクランでしょうね」

　レベッカの瞳には、青腕宝団のメンバーたちが映る。

　表情にも憧あこがれの気持ちがハッキリと表れていた。周りの冒険者たちも口々に称しよう賛さんや憧れの言葉を発している。しかし、嫉しつ妬と、妬ねたみの耳みみ障ざわりな言葉も聞こえてくる。

　その中でも、女の槍やり戦士と女盗賊系は人気があるようだ。

　卑ひ猥わいな言葉を口々に叫ぶ野や郎ろう共が多い。

　毀き誉よ褒ほう貶へん。この世界にセクハラという言葉はないらしい。

　レベッカの方を見ると、セクハラの言葉を気にしてないようだ。

　あっけらかんとした表情を浮かべている。青腕の集団は賑にぎわいながら去った。

「わたしたちも行こっか」

「了りよう解かい」

　彼女は冒険者カードを兵士に見せて中へ入る。

　俺もそれに倣ならいカードを見せて建物の中へと足を踏ふみ入いれた。

　内部の天てん井じようは吹ふき抜けのホールのよう。正八角の円形。

　灰色タイルと似たような、あまり見たことのない素材の壁に囲まれた広い空間だ。

　中央の四方に太い柱が四つ天を支えるように立っていた。

　その四本柱を線で結ぶと四角形だ。中心に大きい六角柱状の水晶が積み重なっている。

　何面体もありそうな水晶たちを支える根本の大岩は、大柄の力士に見える。

　そんな水晶に冒険者たちが集まる。その集まった全員は、水晶の表面に掌を当てた。

　触ふれていた。すると、その水晶を囲んでいた一人の冒険者が「――二層」と喋った瞬しゆん間かん、その言葉を発した彼と仲間の冒険者たちが姿を消した。

「消えた。ワープしたのか」

　あの水晶は原子を直接移す機能があるのか。

　それとも、物体を再構築？　だとしたら怖いが、気にしちゃだめだ。

「うん。あの水晶に触れながら階層をいうと、二階層以降の水晶の塊かたまりがある部屋へランダムに飛ばされるわ。一いつ緒しよに水晶へと触れている人たちも同時に飛ばされるの」

「二階とかでも良いの？」

　俺は単純なことを聞く。

「うん。ある程度のニュアンスが変わっても、大丈夫」

　そっか。行ったことがない階層は指定通りにワープするんだろうか。

「進んだことのない階層にも行けるのか？」

「一人では無理。水晶に一緒に触れているメンバーが行ったことのある階層なら、何処どこでも行けるけどね。それと一階層だけなら〝飛べ〟や〝ワープ〟の言葉に反応して、迷宮一階層の水晶がある部屋へランダムに飛ばされるから」

　へぇ、簡単に飛べるんだ。

「先を知る仲間がいれば、自力で行ったことがなくても行けるのか」

「うん。行ける。飛ぶ先ワープ先の階層は同じでランダムだけど、最初が駄だ目めでも何回か飛ぶのを繰り返せば目的の水晶へワープできるし、さっき、広間で冒険者たちの誘さそい文句の中に、それらしき事をアピールしていた人も居たでしょ」

　レベッカは綺麗な蒼あおい瞳で、俺の目を捉とらえながら聞いてきた。

　広場には多数の冒険者がいたからなぁ。

「……そういえば、それらしきことをいっていたような」

「そっ、ま、今はわたしたちもコレに触って、さっさと迷宮の内部へ飛ぶわよ」

「おう」

　俺は水晶に触れた。レベッカも水晶の塊に指を当てる。

　彼女が〝飛ぶ〟と、喋った瞬間――視界がぶれる。だが、一いつ瞬しゆんで視界は元通り。

　無事にワープしたようだ。飛ばされた場所は飛ぶ前と同じような八角形の空間。

　意外に明るい。天井の高さは二十メートル前後？　部屋の四方にアーチ状の出入り口がある。

　先に通路が続いているようだ。四方の天井や壁から眩まぶしい光が発せられている。

　魔法陣の形をした幾き何か学がく模様の光源が壁にあった。そんな光源が照らす八角部屋の中心に、俺たちが触っている水晶の塊が聳そびえ立たっている。

「今日は、ここか……」

　レベッカは短く呟く。転送してきた部屋の周りを見回していた。彼女はやはり何回も潜っているのだろう。見知った感じベテラン顔だ。落ち着いた表情を浮かべて触れていた水晶から手を離すと、長杖を胸前に持っていきながら歩き出す。







第八十七章「レベッカの実力」







「転送直後にモンスターに襲おそわれたりすることはある？」

　レベッカの金きん髪ぱつを視線に捉えながら、そんなことを聞いていた。

「ある。けど、この水晶の塊がある部屋からモンスターが出現したという報告は今まで一度も聞いたことがない。でもね、モンスターキラーは別」

「モンスターキラー？」

「悪意のある人物がモンスターを大量に引き連れながら逃にげてきて、違う冒険者に擦なすり付けること」

「そりゃ嫌いやだな」

「えぇ、パーティならいざ知らず、個人で活動してる冒険者には恐きよう怖ふそのモノよ……」

　レベッカは顔が青ざめていた。経験があるようだ。

「でも、そういうことをする冒険者は、真ま面じ目めな冒険者たちによって、いつか吊つるし上あげを食うだろ？」

「そうだと良いのだけど、でも、あまり聞いたことがない。モンスターキラーは深い階層に潜れる程ほどの冒険者たちでも、引き起こしてしまうことがあるから」

　ビデオカメラがある訳でもないし、ここじゃ難しいか。

「それじゃ被ひ害がい者しやは堪たまらんな。転移した直後とかだと、もっと嫌だ」

「うん。危険だけど、その場合は水晶に触れていればすぐに転移して逃げられるからね、転移直後のモンスターキラーの被ひ害がいはあまりないの。問題は水晶から遠く離れて、通路から繋つながるモンスター部屋で起きた場合よ……悪意に満ちた行動を取る〈隠身ハイド〉を超える隠いん蔽ぺいスキル持ちの〝屑くず冒ぼう険けん者しや〟は何処にでも居るから……気を付けないと。迷宮では何が起こるか分からない」

　蒼い目を尖とがらせるように真しん剣けんな顔付きで説明してくれた。

　警告をしてくれた。嫌な話でもあるが、少し心がほっこりする。

　レベッカは良い奴やつだ。ペルネーテの迷宮は初めてだし。

　俺には、この出会いは幸さい先さきが良いかもしれない。

「……そうなると、少しレベッカも話していたが、悪意がなくてもモンスターから逃げただけで、モンスターキラーになる確率は高くなるな」

「うん。六、七、八、九階層のワープ先が特にその事故が多いと聞く。悪意がなくモンスターの集団から逃げ続けて、結局はモンスターの大軍を作ることになってしまうクランたちも多いとか」

「……覚えとこう」

　そう話しながら周りを見ていく。床ゆかや壁かべの素材は大きな石か。

　それが隙すき間まなく敷しき詰つめられ空間を形成しているようだ。

　コンクリートやブロック材にも見え、人工的な空間かな。

　いかにも迷宮という感じはする。上方向に続くアーチ形の入り口を潜くぐる。

　レベッカは歩いていく。通路の幅は十メートル以上はありそう。十分な広さだ。

「……暴走湧きスタンピードの事も教えとく。時々だけど、モンスターが大量に通路、部屋、空間から出現し続ける場合の事を指すの」

「うへ、そんな現象もあるのか」

「ま、暴走湧きスタンピードは滅めつ多たにないから大丈夫」

　レベッカは笑顔で語る。

「さ、こっちの通路へ進むわ。階段があるから、そこを下りたらモンスターと戦っている冒険者たちが居ると思う」

「了解」

　彼女が話をしたように下へと続く階段があった。

　階段の横幅は同じ。軽快なリズムで階段を下りていくと、薄うす暗ぐらくなり寒くなる。

「温度は下がったけど、迷宮は明るさは保たれている？」

「そう。気温差があり、こういう短い階段があちこちにあるけど、基本は壁や天井が明るいから照明は要らないわ。でも、特とく殊しゆな部屋、空間、罠、通路があるし、寒気を催もよおすほどの真っ暗な場合もあるから身を温める暖具、光源の用意は必要」

　説明を聞いていると、本当に低い気温が肌を刺さす。

　だが、この寒さが未知のダンジョンに潜っていると、実感させてくれる。

　ワクワクと共に、武む者しや震ぶるいだ。鳥とり肌はだも立つ。たぎる想おもいを胸に抱いだきながら階段を下りると、また部屋に出た。あれ？　不思議だが風を感じて急に暖かくなった。

　それに魔素の気配だ――獣を発見。牙きばを生やす大おお鼠ねずみ、三匹びきの群れが居た。

　まだ、こっちには気付いていない。このモンスターが居る部屋は四角形。

　上と右に奥おくへ続く通路がある。部屋の印象は灰色の石いし畳だたみだから殺風景。

「――いたいた。一階層の雑魚ざこモンスター。大鼠ザンビツシユよ」

　モンスターの姿に気付いたレベッカは語る。

　細い腕が動いた。桃もも色いろ系の籠こ手てが美しい。

　先端に小さい赤宝石が付いた長杖を胸前に掲かかげ持つ。

　その杖を構えて、横目の視線で標的を捉えながら笑えみを浮うかべると、口を動かす。

「――わたしがさっさと狩かっちゃうわね」

　鈴すずのような声が響く。

「火ひ精せい霊れいイルネスよ。我わが魔ま力りよくを糧かてに炎ほのおの精霊たる礎いしずえの力を示し、炎玉を現したまえ――」

　彼女は言語魔ま法ほうの詠えい唱しようを開始していた。言葉と魔力が紡つむぎ合う。

　黒猫ロロと一緒にレベッカの言語魔法を観察。

　魔ま察さつ眼がんで魔力の動きを追う。レベッカの魔力操作は速い。

　魔法に自信があると話していた通りだ。魔力操作がスムーズな感じは分かってはいたが……実際に魔法を発動している現場だと一味違う。

『閣下、彼女は特筆すべき魔力の使い手です。火精霊が嬉うれしそうに集まっていきますよ。詠唱は下級と思われますが、普ふ通つうとは〝明らかに〟違う、美しい炎玉ができていきます』

　そうなのか。その精霊とやらは一いつ切さい、俺には見えない。

　常とこ闇やみの水精霊ヘルメは見えているらしい。

　そして、レベッカは貧乏だが、内実は魔ま術じゆつ師し級を超こえた魔力操作の腕を持つようだ。

　詠唱の韻いん律りつと魔力が重なるように消えて炎へ昇しよう華か。

　炎玉が大きく形成された。一つの大きな火球ができあがる。

　レベッカは厳しい表情だ。

「《火球フアイヤーボール》」

　と、魔法名を唱えて、それを放っていた。

　練り上げられた火球が唸うなりを上げて飛ひ翔しようしていく。

　火球は大鼠の群れと衝しよう突とつ――中心の大鼠はもろに火球を喰らう。

　一瞬で黒くろ焦こげになりながら身体からだが吹き飛とび四散していた。

　火球の勢いは収まらず迷めい宮きゆうの床にぶつかり擦り減りながら炎は扇おうぎ状じように広がる。

　周りの大鼠に炎が燃え移った。大鼠の身体は炎に抱かれて沈ちん黙もく。

　少々、オーバーキルの威い力りよくだ。

　魔石は、と思ったら四散した死し骸がいに付着している小さな魔石が見えた。

　レベッカは燃えかすの死骸から魔石を素早く回収している。

　燃えても魔石は残っているもんなのか？

　ま、たまたまだろうけど、火と接せつ触しよくして爆ばく発はつとかしないようだ。

「幸先良く、小さい魔石三つゲットね」

「火球で一発か、やるじゃん」

　レベッカは機き嫌げんよく、魔石を袋ふくろへ仕し舞まっていく。

「うん。序じよ盤ばんに出現する大鼠ザンビツシユなら〝先制攻こう撃げき〟さえできれば、わたしの魔法で反はん撃げきさせずに倒たおせるわ。でも、少しでも先に進むと、モンスターの種類が増えて出現する数が多くなるから前衛がいないとキツくなるの。シュウヤなら魔法もあるから、わたしと一緒に先制攻撃すれば、反撃させずに倒せそうだけどね」

「そうだな。魔法も試ためすつもりだが、俺おれとロロは基本〝前衛〟だ。次は俺たちが〝前に出て〟先制する。気配察知も任せてくれ」

「うん。どんなものか期待しとく」

　レベッカは先輩気分なのか、ふふんと、鼻歌を歌う。

　左、右と二つに分かれた通路の内、右の通路をレベッカは選せん択たく。

　杖をくるくると回しているレベッカ。一階層はやはり余よ裕ゆうのようだ。

　通路を歩いていると、また、魔素の反応がある。

　小さい魔素が複数。同じ鼠だな。

『閣下、レベッカに負けません！　わたしが魔法で一いつ掃そうしてみせますッ』

　左目に棲すむヘルメさんだ。貢こう献けんしたい想いは理解している。そのヘルメは独特なポーズヘルメ立ちを取りながら小さい手を鼠たちへ伸のばしていた。

『いや、俺がやる。ヘルメは見ててね』

『はい……』

　ヘルメは残念そうに視界から消える。同時に、俺は右手に魔ま槍そう杖づえを出現させた。

「レベッカ、前方に敵だ。大鼠ザンビツシユだと思う。俺とロロで突っ込む」

「うん。後ろで見てる」

　レベッカに前衛の技わざを少し見せてやろう。ということで走る――。

　黒猫ロロも肩かたから離れ、俺の先を走った。

　走りながら、ムクムクッと猫ねこから中形の幅を持った黒豹へと変身してゆく。

　大きなストライドフォームで走る姿はいつみても綺麗だ。

　魔素の反応があった位置に大鼠ザンビツシユを確かく認にん。五匹の群れだ。

　手前の大鼠ザンビツシユが俺に気付く。が、構わない。

　右上から左下へと魔槍杖を振り下げた――。

　その狙ねらいを付けた大鼠を紅べに斧おの刃ばが捉えた。歯ごたえもなく紅斧刃は大鼠を通とおり抜ける。

　大鼠を斜ななめに分断――。その断面は黒色に炭化した。

　肉につ塊かいの死骸から小さい魔石が零こぼれ落おちる。右に居た黒猫ロロは骨ほね剣けんで大鼠を突つき刺し、簡単にひねり倒していた。その内腹を見せた死骸を、さらに転がすようなアイスホッケー的な遊びを始めてしまう。そんな黒猫ロロの遊ぶ姿を見て、笑みを意識してしまうが――左に残っている大鼠へ狙う。

　振り下おろした魔槍杖の持ち手を逆手に変えながらの変則ゴルフスイング――。

　テニスでいえばバックハンドでドライブ回転を起こすように揮ふるった魔槍杖を、その狙った大鼠の頭部へとぶつけた。擦るように衝突した竜りゆう魔ま石せきの表面に大鼠の脳のう漿しようが大量にこびりつく。まだ、だ――左後方の二匹。そんな魔槍杖にこびりついた血ち糊のりなぞ関係ない！

　と、勢いを乗せる形で掬すくい上げた血濡ぬれた魔槍杖の回転を利用した――。

　前ぜん傾けい姿勢を生かすように、昔、有名だったサッカー選手のジダンのような横回転マルセイユルーレツトを行いながら、その回転力を加えた魔槍杖を迅じん速そくに振り下げる――。

　紅斧刃が大鼠の頭ず蓋がいを潰つぶすように裂さくと、迷宮の床と激しく衝突した。

　紅色の強きよう烈れつな斧おのの刃はは床の中に深くめり込んでいる。

　同時に炎を纏まとった衝しよう撃げき波はがその紅色の斧の刃から発生していた。

　紅斧刃に付着した血ち飛沫しぶきがじゅあじゅあと蒸発音を立てていく。

　地面を裂く紅斧刃と、燃え盛る炎と血飛沫の悲鳴が加わった異常な蒸発音が耳じ朶だを叩たたく。

　――その直後、魔ま竜りゆう王おうの姿が脳のう裏りに浮かぶ。そう、魔竜王の紅べに鶏冠とさかだ。

　昔、俺が繰り出だした古代魔法をあっさりと両断せしめた魔竜王の紅鶏冠は強烈だった。

　その思い出を消すように一いつ旦たん、魔槍杖バルドークを右手から消失させた。

　次はラストだ――。大鼠の下もとへ走り寄りながら蹴けりを敢かん行こう！

　インステップキックの魔ま脚きやくで大鼠の腹底を捉える。

　その腹ごと掬い上げるように思いっきり蹴り上げた――。

　ドガァンッと鈍にぶい音が響く。大鼠の内腹がひしゃげた。

　大鼠こと、巨きよ大だいな鼠は俺の頭上近くに舞まい上がってきた。

　内腹が凹へこんで芋いも幹がらのような血管の筋が飛び散っていく。

　凹んだ中心は魔竜王で作られた甲こうの痕あとがしっかりと残った。大鼠は空中でブシュッと潰れた異音を立て圧死。潰れた死骸が地面に落ちていく。

「す、すご」

　一連の動作を見ていたレベッカは驚おどろきの顔を浮かべていた。

　蒼い瞳を散大させている。そんなことは構わずに魔石を回収。

　しかし、頭蓋が潰れて内部にあった魔石も潰れていた。

　真っ黒い色合いの炭化状態に……あちゃぁ、一個潰しちゃった。

　呆ほうけ顔のレベッカにそのことを謝あやまろう。

「レベッカ、済まん、魔石を一個潰しちゃった」

「え？　あ、まぁ、そうなるわよね。でも、そんなことはどうでも良いわ。一流処どころはそういうこともあると、聞いたことあるし」

「そか。なら良かった。この調子で倒せれば、依い頼らい分ぶんの魔石は楽に集まりそうだな」

　俺の問いにレベッカは目をぱちくりさせて答えた。

「そ、それもそうね。正直、シュウヤがこれほどの戦士だと思わなかった。何ならもっと難しい依い頼らいを選んどけば良かったわ……」

「まぁ、いいじゃん。依頼受けてなくても、魔石の買い取りはしてくれるんだろ？」

「それはそうだけど、沢たく山さんの依頼を受けた方が依頼達成数が増えるじゃない。でも、この際だからＣ級クラスのモンスターが出る〝レアモンスター部屋〟に挑ちよう戦せんしてみる？」

　おぉ、いかにも迷宮らしい部屋名。

「レアモンスター部屋？」

「うん。レアモンスター部屋に到とう達たつする前にも、モンスターが湧わく部屋を幾つか通り過ぎなきゃいけないけど、各階層ごとに幾つか固有な強いモンスターが出現する特別な部屋があるの。その強いモンスターを倒すと〝宝箱〟が出現する時があるんだけど、その宝箱の中にレアなアイテムが入っている可能性があるのよ」

　でました。迷宮の定番。宝箱。

「おぉ～良いね。そのレアアイテムとは、どんなアイテムが出るんだ？」

「例えば、アクセサリ系ね。見た目は一見普通でも、鑑定したら驚きの品とかよくあるわ」

　鑑定か。そういうスキル欲ほしいかも。

「へぇ、高級なアイテムの場合もあると？」

「うん。でも、所しよ詮せんは一階だから、それに見合った代しろ物ものしかでない。でもね、その部屋を巡って、冒ぼう険けん者しや同士で争いも起きたりしているの、だから部屋に向かうなら用心しないとね。大たい概がいはパーティ同士、順番を守って安全に狩りを行うけど」

　争いね。得意だ、そういう展開。

「なるほど。俺は良いぞ。レベッカがいいなら挑戦してみたいな」

「……分かった。それじゃ行きましょ。このまま右の通路を進んだ先。広場のような部屋を三つ過ぎた、その次の部屋がレアモンスター部屋だから」

　ちゃんと道順を覚えてるらしい。レベッカはこの迷宮へ何回も通ってるだけはある。

「この辺の地図は頭に入っているんだな？」

「うん。自じ慢まんじゃないけどある程度は、〝ここに〟詰まってるわ」

　彼かの女じよは微び笑しようを浮かべながら細い白魚の指を使い、自身の頭を軽く叩いている。

「さすがだ、レベッカ〝先輩〟」

　俺の軽いジョークにレベッカは、はにかむ。

「ありがと！　ここは一階層の三番目のエリア。一階層は十個以上の水すい晶しようが鎮ちん座ざしている部屋が確認されているんだけど、一～三番目に飛ばされる事が多いの。わたしが覚えてるのは、この三番目ぐらいまで。四番目以降は地図とか迷わないための道具が必要。〈地図制作者ラビリンスマツパー〉とか、優すぐれたスキルを持っていたら楽なんだけど」

　一番から三番の迷めい路ろのような地図をちゃんと頭に詰め込んであるのか？

　中々凄すごいと思うが。それと、地図を作るスキル持ちの存在か。

　普通なら是ぜ非ひとも仲間に欲しい人材の一人といえるだろう。だが、俺の場合は鏡がある。

　そして、血があれば迷宮の中を永久的に潜り続けることは可能。だから、地図がなくても時間が掛かかると思うが、沸ふつ騎き士し、ヘルメ、ロロだけでも十分に奥へと進んでいけそうだ。

　ま、別段に迷宮に強いこだわりはないからそんなことはしない。

　槍やりの実力、武術が上がるならば興味を抱くが……と考えながら口を動かした。

「……地図のスキル持ちの人材は、そうそう余ってないよな？」

「うん。大たい抵ていは大手クランに所属してるわ」

「なるほど」

　そんな会話を続けながらも、通路内は同じように大鼠ザンビツシユが湧いてくる。

　雑魚モンスターを倒し続けて魔石を回収しながら通路を進む。

　最初の部屋らしき広場が見えてきた。アーチの形をした入り口から部屋の様子を確認。

　そこは大鼠ザンビツシユと違う小さい人型モンスターが多数湧いていた。全部で八匹居る。

「あれは〝ブウンデル〟地下に住む小型ゴブリン系よ。集団で現れるの」

「ゴブリン系……あいつらの知覚範はん囲いは狭せまいのかな？」

　俺の問いにレベッカはフッと軽く鼻で笑ってから答えた。

「相手は小型ゴブリン系よ？　そんな大層なモンスターじゃないわ。動きは素す早ばやいけど、普通は部屋に入らなきゃ気付かれない。小型は視界も狭いしあまり賢かしこくないわ。大鼠ザンビツシユより素早いから危険だけど」

「了解。それじゃ先制攻撃は俺にやらせてくれ。覚えた魔法を試す」

「覚えた、ね……優ゆう秀しゆうな魔法使いさん！　頼たのむわよ！」

　レベッカは皮肉で俺を魔法使いと呼ぶ。彼女は少し機嫌が悪くなったが、構わない。

　俺が覚えた魔法は以下の通り。

　言語魔法は……。

　初級：水属性の氷弾フリーズブレツト

　初級：水属性の氷刃フリーズソード

　中級：水属性の氷矢フリーズアロー

　中級：水属性の水浄化ピユリフアイウオーター

　上級：水属性の水癒ウオーター・キユア

　上級：水属性の連氷蛇矢フリーズスネークアロー

　烈級：水属性の氷竜列フリーズドラゴネス

　紋もん章しよう魔ま法ほうは、

　水属性の水壁陣ウオーター・ウオールハーツ

　水属性の水耐性レジストウオーター

　水属性の凍刃乱網フリーズスプラツシユ

　この中で一番強力な魔法なのが……。

　言語魔法の氷竜列フリーズドラゴネス

　紋章魔法の凍刃乱網フリーズスプラツシユ

　この二つ。まずは氷竜列フリーズドラゴネスを試すことにする。

『閣下の魔法が見られるのですね』

　ヘルメが視界の右上に泳ぎながら現れた。なんで平泳ぎでパンツ的なモノを見せながら泳いでいる？　とは念話せず、俺は魔法のスキルを説明していく。

『……そうだ。俺は恒こう久きゆうスキル〈水の即そく仗じよう〉がある。水系魔法だけだが、無詠唱や紋もん章しようの簡略化が可能だ。だから、念じれば一瞬で発動するはず』

『はい。ここは魔素も濃密ですし、閣下の魔ま法ほう威い力りよくが、増加すると予想できます』

　それは楽しみだ。

『よし、魔法を試しに部屋の中へ入る』

『はい』

　ヘルメは視界から消えた。そこでレベッカを見る。

「何よ、魔法を撃うったらいいじゃないッ」

　可愛かわいい唇くちびるを尖らせるレベッカさん。彼女へ向けて笑え顔がおで応こたえた。頷うなずいてから、

「ロロもここで怒おこりん坊ぼうのお嬢じようさんを頼む」

「にゃんお」

　黒猫ロロの鳴き声を確認してから、ブウンデルが屯たむろしている部屋の中心部へ歩いていく。レベッカの「何が、おこりんぼうよ！」といった声が聞こえたが――。

　ぷんぷんさんは無視だ。ブウンデルという名の小型のゴブリンたちを見る。

　彼らは近寄ってくる俺という戦士の存在に気付くと、それぞれ奇き声せいを上げ始めた――。

　ここだ。右みぎ腕うでを振ふり上げるポーズをしてから魔法を発動させる。

　――《氷竜列フリーズドラゴネス》。

　その刹せつ那な、部屋の温度が急激に下がる――。

　腕うで先さきから部屋の中央部に掛けて〝龍りゆう頭とう〟を象かたどった列氷が発生した。

　氷龍りゆうのような頭部。口を拡ひろげた状態で上うわ顎あごと下顎が出現。その顎の内部には無数の氷で形成した鋭するどい牙が生はえ揃そろっている。頭の後部からは尾おひれが発生した。

　鋭そうな牙を見せる氷龍の頭部は空間を食べるように宙を突き進すすむ――。

　急激な温度変化によって空間ごと身が研とぎ澄すまされるような感覚も得た。

　そして、氷龍の上顎と下顎から生えた先せん端たんが鋭い氷ひよう歯し牙がたちがブウンデルにがぶりと喰くらい付く――ブウンデルを呑のみ込むように、氷龍の頭部は床と激しく激げき突とつした。

　衝突した中心からダイヤモンドダストのような霧きり吹雪ふぶきが周囲に発生――。

　氷龍の魔法に喰われ巻き込まれたブウンデルたちは見る影かげもなく身体が凍こおりつく。

　氷ひよう礫れきが混ざった嵐あらしのような冷風を受けて凍ったブウンデルたちは一瞬で崩ほう壊かい。

　俺が撃っといてなんだが……すげぇな。

　……部屋の中心部に、その魔法威力を物語る列氷の丘おかが誕生していた。

『……凄まじい。言葉もありません。さすがは閣下の魔法ですね』

『ヘルメは持ち上げるねぇ。調子に乗ってしまいそうだから、あまり誉ほめなくていいぞ？』

　ヘルメはデフォルメ姿で、ペコリとお辞じ儀ぎしてきた。

『はっ、すみません』

『いや、そこまで強くいってるわけじゃないから、気にするな』

『はい』

　小さい姿のヘルメは俺の視界から消える。しかし、この魔法、烈級と称しようするだけはあった。見た目も威力も申し分ない。効果範囲も広い。魔力もそれなりに消費している。

　だが、これぐらいなら数十発の連発は可能。

「――シュウヤッ、あなた、今、詠唱は？」

　レベッカは必死な形相を浮かべながら走りよってくる。黒猫ロロも走ってきた。

「ない。無詠唱だよ」

　と、平然と答えた。

「え!?　本当に一体、何者なのよ！　今の魔法は王級規模に見えたけど、あの特殊そうなハルバードを媒ばい介かいにしてるかと思いきや、何も持たずに王級規模の魔法を打ち出すし……それも無詠唱。神に選ばれし者の特殊スキル持ちとか……もう、本当、呆あきれることに疲つかれてきた……シュウヤは十天邪じや像ぞうの近辺に出現するといわれる未知のモンスターとかも、普通に殺やり合えそう……バルバロイの使者も倒せちゃうかもしれない」

　そのバルバロイとは何だろう？　十天邪像も気にはなるが。

　この反応からして……変に目立つから最初は無難な魔法を使うだけにするかな？

　レベッカがいうように、魔槍杖の竜魔石を媒介したように見せかけた方が良いか。

　実際に魔槍杖の後方部位の竜魔石からは隠し剣氷の爪が発射可能だし。

　それか魔竜王の蒼あお眼めを掲げるとか。無詠唱を使うとしたら、ちびちびと初級魔法の範囲に留とどめとくか。ま、それも最初だけかな。変に隠かくすのも俺らしくない。だが、

「……済まない。次からは気を付ける」

　と、パーティを組んでくれた魔ま法ほう使つかいさんに謝った。

「いや、いいのよ……実力だし。でも、ちょっと、自信無くす」

　しまったな。自尊心に傷をつけちゃった。フォローしておかねば……。

「俺はレベッカのように強力な火属性は使えない。火属性が必要な時は任せる」

　黒猫ロロが強力な火か炎えんブレスを使えることは黙だまっていた。

「う、うん。それもそうね。任されるけど……」

「集団戦は、魔法使いが鍵かぎだと思うし、火や風は重要だからな」

「ま、まぁね、分かっているじゃない」

　さりげなくレベッカの機嫌を取る。

　適当に相あい槌づちを行う。そして、死骸を埋うめている氷は紅斧刃で溶とかした。

　氷を溶かし壊こわしながら魔ま石せきの回収を急ぐ。

　レベッカは腰こしベルトにあった小型のハンマーを使い氷を削けずっていた。

　黒猫ロロもブレスを吐はかずに、触しよく手しゆ骨剣で氷を削り回収を手伝ってくれた。

　まぁ、あの神しん獣じゆうの火炎の規模は大きいからな……使いどころは限られるか。

　しかし、氷竜列フリーズドラゴネスは強力過ぎた。

　まだちょっと肌はだ寒さむい中、すべての魔石を回収。魔石の形は様々。

　菱ひし形がたから人形っぽい物まで複数ある。

「回収したわね。奥へ行きましょ」

「おう」

　黒猫ロロとレベッカと一緒に通路から部屋を抜ぬけていく。

　通路や部屋に湧く雑魚モンスターをすべて倒して魔石を回収。

　依頼分の魔石は簡単に集まった。余分に三十個を超こえる魔石も手に入れることができた。

「魔石は十分」

「あぁ、次潜もぐる時に参考にする」

「その方がいい。でもシュウヤの場合、一層二層より、三層でも余裕で活かつ躍やくできると思う。沢たく山さん稼かせげるし他ほかの人がシュウヤの実力を見ればパーティに引ひっ張ぱり凧だこになるかもね」

「引っ張り凧……嬉しいかもしれないが、それはそれで大変そうだ。そのレベッカがいう三層だが、階層は深くなるごとにモンスターは強くなるんだろ？」

「そう。一階層の奥から、強くなっていく」

「なるほど」

　今度は三階くらいまで、ソロで目指してみるのもありか？

「さ、止まってないで、目的のモンスター部屋はこの奥。この通路を進むわ」

「了りよう解かい」

　レベッカが誘ゆう導どうしているので迷わないで済む。順調に奥へ進んでいった。

　一階だから罠わなの心配もあまりしなくていいようだ。

「ここの先に広間があるんだけど、その先にあるのが〝レアモンスター部屋〟よ」

　もうすぐ到とう着ちやくか。







第八十八章「スロザの古魔術屋アンティーク」







「ここに入ると広間よ」

「了解、行こうか」

　広間に入っていくと、休きゆう憩けい中と思われる冒険者パーティがいた。

「……おい？　あいつ、疫やく病びよう神がみのレベッカじゃねぇか？」

「珍めずらしいな。個人で活動する奴が、新しい者を連れてパーティを組んでやがる」

　何だこいつら……。

「おぃおぃ、レア狩りにきたのかよ。一気に滅め入いるぜぇ。アイツ顔は良いんだがなぁ、迷宮内で会えば死者を出すといわれている……あの木車の死神、死車のエヴァと同類だろ？　運気が下がって宝箱が出にくくなっちまうぞ」

　蔑さげすむ視線を向けてレベッカのことを中傷してやがる。

〝木車の死神〟は知らないが、美人の悪口をいわれたままじゃ、しゃくだ。

　屑くずには屑の対応をしよう。悪口を平気な面つらで喋しやべる屑くず野や郎ろうめが。

「――シュウヤ、いいの」

　ありゃ？　レベッカは一歩前に出た俺の腕を掴つかんで行動を止めた。

「あんなこといわれて平気なのか？」

「自由にいわせとけばいい」

　本人がそういうつもりなら仕方ないか。

「そうか、それじゃ無視してモンスター部屋に入ろう」

「うん」

　ふざけた冒険者パーティは無視だ。部屋に向かう。

「――ちょっと待てよ。挨あい拶さつもしねぇで、何、割り込もうとしてるんだ？」

　無視していた冒険者の一人が走り寄って来た。立たち塞ふさがるようだ。

　大おお柄がらで屈くつ強きようそうな戦士。革かわ服ふくの上下にクロースアーマー系の胸むね鎧よろいだ。

　腰に手斧ハンドアツクスを差している。

「……お前らは休んでいたように見えたからな……」

　目を細めながら俺は話す。

「ケッ、俺らは少し休憩していただけだ。他を当たりな」

　大柄の男は、足あし下もとに汚きたならしい唾つばを吐いてから俺のことを睨にらむと、腕を泳がせてくる。

　気にせずに、

「それじゃ、一回待たせてもらう」

　俺の言葉を聞くと、大柄な男はニヤニヤと顔を歪ゆがめては馬ば鹿かにしきった表情を浮かべ、太い唇を動かした。

「へへヘァ～、そいつは駄だ目めだなァ。次も、そのまた次も、俺たちの番だ」

　胴どう間ま声ごえでそんなことを喋ってきた。ふざけた表情を浮かべやがって……。

「なんだそりゃ。お前はジャイアンなのか？」

「ジャイアント？　コイツ何いってんだ？」

　そりゃ俺が知る有名な猫型ロボットの話をしても分からないよな。

　欲張りな態度が板についていたので、つい口が滑すべった。

「あなたたちにそんな独どく占せんする権利はないわよ？」

　レベッカも反論している。

「ふははは、迷宮で権利を乞こうのか。お前は馬鹿か。この人数を見ろよ。俺たちに歯向かう気なのか。ここは俺らパーティ青凧盾の団ブルーカイトが占せん拠きよしているんだ。この部屋に入るつもりなら、俺らが力ずく、いや、〝殺して〟でも排はい除じよするぞ」

　力ずくで殺してもか。八人に対して、こっちは二人と一匹。

　人数が多いから、彼かれらは調子に乗っている。

　だが、俺を脅おどすとは愚ぐの骨頂。レベッカの件といい、後こう悔かいさせてやろう。

「レベッカ、この場合こいつらを殺っても問題はないのか？」

「何怖こわいこといってんの！　問題あるわよ。殺した場合、だれかに見られて衛兵隊にでも密告されたら捕つかまって裁判になるわ。ここは一階で目立つし、向こうは人数が多い。役人にコネがあったら裁判で有利になるのは向こう側よ……ここは退きましょう」

　彼女は我が慢まんしているようだが、中傷を受けたまま黙ってる気はない。

　納なつ得とくいかねぇな……だからといって一人でも殺せば全員を殺らなきゃだめか。

　魔察眼で確認していく。この中心の大柄の男以外は魔闘術も大したことがない。

　全員十秒も掛からず処分可能だろう。

　だが、別に殺人が楽しいわけではない。殺さずに痛め付ける方向でいくか。

　間ま違ちがって殺しちゃったらその時はその時だ。

　抑おさえているレベッカには悪いが、多少は脅しを兼かねて……。

「……全員殺れば目もく撃げき者しやは消えるよな？」

「何だと？」

　大柄の男は俺の言葉に驚く。

「ちょっと、シュウヤ」

　レベッカも不安そうに腕を引っ張ってくる。

「おぃおぃ、俺らと殺り合う気なのか？」

　話を聞いていた大柄の男と同じ冒険者パーティのメンバーがぞろぞろと、大柄の男の周りに集まってきた。腕を掴むレベッカの顔を見つめて、

「まぁ、ここは俺に任せろ。レベッカは後ろに下がって見てな。ロロ、殺さずに行くぞ」

「う、うん」

「にゃ」

　彼女が退いたことを確認。即そく座ざに動く。

　相手に武器を構える暇ひまを与あたえるつもりはない。

　――魔脚で間合いを詰めた俺は、大柄の男の足を石いし突づき側がわで軽く薙なぎ払はらう。

「――ぬあっ」

　大柄の男は足に竜魔石の一いち撃げきを喰らい、その足が横にひしゃげる。

　痛そうな声を発して転げた。さらに薙ぎ払いの動作である回転運動を止めず前方へ移動しながら女戦士へ回転足あし払ばらいを喰らわせる。

「きゃっ――」

　女は勢い良く地面に転てん倒とう。床を噛かむように頭を打つと気絶した。

　黒猫ロロも黒くろ豹ひようサイズへ姿を大きくする。

　首回りから伸ばした六本の触手を冒険者たちの足へ絡からませていた。

　そのまま彼らを宙高く持ち上げ振り回まわし遊んでいく。

「――なんだこりゃぁ」

「離はなせぇぇ」

「ひぃぃぃ」

　足に絡まった触手によって、宙にぶら下がり遊ばれている冒険者たち。

　まだ、彼らは強気な態度だ。しかし、煩うるさい悲鳴だ。脅してやろう。

「――お前ら、ぴーちくぱーちく煩いんだよ！　黙らねぇと、首を飛ばすぞ？」

　俺は宙にぶら下がっている冒険者たちへと、凄みを意識して声こわ高だかに恫どう喝かつした。

　多少は効いたらしく、冒険者たちは口を一文字に閉じて、黙る。

　ぶら下がってる一人に話しかけた。

「このまま、お前ら全員の首を刎はねることもできるが、何か、話すことはあるか？」

「ま、まってくれ。殺さないでくだしゃい……」

　吊つるされた男は怯おびえたのか、尿にようを漏もらし自分の胸や顔を小便で濡らしていた。

「……ここから素す直なおに退くなら見み逃のがしてやってもいい」

「ほ、ほんとうですか？」

「あぁ」

「ひ、退きますッ、退きますから、お願いします」

「――お前たちも、それでいいな？」

「「はいぃぃ」」

　逆さま状態の冒険者たちは了りよう承しようの返事を出している。

「よし、ロロ、放してやれ」

　冒険者たちは触手から解放される。頭から地面に落ちていた。

「お前ら、そこで気を失ってる奴やつと、足を怪我けがしてる奴を連れていけよ」

「は、はい」

　地面から起き上がった冒険者たちは、そそくさと俺に対して頭を下げてから怪我を負った大柄の男と気を失った女の介かい抱ほうをしていく。

「お前たちに忠告しておく。今後、レベッカのことを誹ひ謗ぼう中傷した奴を見かけたら、それ相応の痛みを味わって貰もらう。気を付けて生活を送るように」

「……」

　皆みな、なま乾がわきのセメントのような表情を浮うかべた。

「――返事はどうしたんだ？」

「「はっ、はいぃぃ――」」

　レベッカが見守る中、悲鳴に似た情けない声を出して逃にげていく冒険者たち。

「……魔法がなくても呆れるほど強い……」

　レベッカはそう呟つぶやいてから、俺の視線に気付くと微笑ほほえんでくる。

「ふふ、Ｃランクとは思えない実力ね。でも、そんな強さより、わたしのために怒ってくれたことが……凄く、嬉しかった……ありがとう」

　レベッカは愛あい嬌きようがこぼれるような笑顔を作りながら礼をいってくる。

　頬ほおも少しだけ朱しゆ色いろに染めている。だが、あの行動はレベッカのためというよりも俺が我慢できなかっただけだ。男としての意地と沽こ券けんもある。謝っておこう。

「はは、当然だ。と、カッコつけたいところだが、勘かん違ちがいしないでくれ。あいつらは俺にも脅しを加えてきただろう？　実力が伴ともなってない者が下手な脅しをしたらどうなるかを、身をもって教えてやったんだよ。それよりもレベッカは気持ちを抑えていたのに、俺が我慢できなくて済まなかった」

　彼女はかぶりを振って答える。

「そ、そんなことない。謝らないでよ。わたしは嬉うれしかったし、久しぶりにスカッとしたんだから！」

「なら良かった。しかし、一時的なパーティとはいえ俺の身勝手な振る舞いでレベッカに迷めい惑わくをかけてしまったことに変わりない……」

　素直な気持ちを話す。レベッカは眉まゆをピクッと動かしていた。

「そんなこといわないで。わたしは〝嬉しかった〟と、いってるじゃない……」

　だんたんと声が小さくなった。まだらに頬を紅あかく染めて伏ふし目めがちになる。

　少しまずったな。気まずくなるのも嫌いやだ。少し笑えみを含ふくみながら、

「そうだな。しかし、あいつらの顔を見たか？」

　と、話す。

「――うんっ、おかしかった、図ずう体たいに似合わず、オシッコを漏らしていたし、ふふっ」

　レベッカは金きん髪ぱつを揺ゆらしながら顔を上げる。パッとした笑みが顔中に広がった。

　顔は赤くなったままだが、その蒼あおい瞳ひとみはしっかりと俺を捉とらえていた。

　純じゆん粋すいな希望に溢あふれた蒼い眼まな差ざし。

「……というか、顔が少し赤いぞ？」

「――えぇ？　さ、そんなことより、すぐそこのレアモンスター部屋へ入るわよ」

　レベッカは赤く染まった頬を隠すように、プイッと横へ顔を逸そらし誤ご魔ま化かした。

　はは、可愛げがある行動をしちゃって。

　だがそんなことは告げずに、モンスター部屋のことを聞いておく。

「……それで、その部屋に出るモンスターは、どんなのなんだ？」

「えっと、中型ゴブリン。ゴブリンソルジャーと呼ばれている。長ちよう剣けんのような棍こん棒ぼう武器を持ち、銅製の大鎧を身に着けているゴブリンよ。倒せば、中型の魔石が心臓の位置から手に入る。あと、前にも話していたようにこの部屋で倒すと宝箱が出現する場合があるの」

　ゴブリンソルジャー、戦士系か。

「へぇ、それじゃ、俺とロロが前衛で、一撃、二撃、加えてから一旦退いたとこに、レベッカの魔ま法ほうで止とどめ。という感じでやるか？」

「う、うん。分かった」

　レベッカはどこか、遠えん慮りよがちに答えている。

「どうした？」

「ううん。シュウヤとロロちゃんでも余裕だと思ったから……」

「確かに倒せるだろう。だが、戦い方は、いかようにも変化する。今はパーティなんだ。臨機応変に戦うさ。レベッカの魔法も頼たよりにしている。だから、ま、最初はそんな隊列感じで、ということだ。何しろ、このペルネーテの迷めい宮きゆうは初。よろしく頼むぜ、可愛い魔法使いさん」

「ンン、にゃ」

　黒猫ロロも『了解したニャ』的に鳴く。俺おれの言葉と黒猫ロロの挨拶を受けたレベッカは大きく頷く。そして、長なが杖づえを持ち上げて、

「分かった！　詠えい唱しようのタイミングは任せて」

　と、宣言。そこに、ヘルメが視界に登場。

『閣下、わたしは……』

『ヘルメは見ててね。見学だ』

『はい……』

　小さい姿のヘルメは肩を落としガッカリした。

『済まんな』

『大だい丈じよう夫ぶです。閣下のご勇姿をしっかりと見て、心に刻みます。そして、活力を得て、新しいポーズを開発したいです』

　ヘルメは腰を捻ひねる。見たことのない新しい独特なポーズを作っていた。

　お尻しりが見事にぷるるるんと揺れている。新しいヘルメ立ちだ。

『そ、そうか、ところで、精せい霊れいの目を借りるかもしれない』

『はい』

　そこでヘルメとの念話を終えた。

「……それじゃ、入ろうか」

〈鎖くさり〉もなし。純粋な強襲前衛アサルトバンガードをこなしますか。

　師し匠しようから譲ゆずり受うけた槍の技術を、もっと高みへと持っていくためにも――。

　槍を磨みがく――。魔ま槍そう杖づえバルドークを携たずさえ決意を胸に抱いだく。

　片手でラ・ケラーダを意識した。

　レアモンスター部屋へと足を踏ふみ入いれる。入り口で観察を開始した。

　四よ隅すみが壁かべだ。中央の床ゆかは窪くぼんでいる。そこにゴブリンが居い座すわっていた。

　大柄の体形といえる。胴どう体たいの幅はばも厚い。ゴブリンらしい彫ほりの深い歪いびつな形相だ。

　真緑の皮ひ膚ふは青白い血管が多数浮き出でている。

　首は銅製のアヴェンテイルを装着。銅の糸を繋つなぎ合あわせたような大鎧を身に着けていた。

　右手は長剣と棍棒が合体した武器を持つ。

　切っ先は長剣。だが、剣けん身しんは歪にボコボコとした鉄の突とつ起き物ぶつが付着した武器。

　棍こん棒ぼう長ちよう剣けんを持っている。一応はそれらしい雰ふん囲い気きだ。

　ゴブリンにしては強そうに見えた。すると、俺たちが侵しん入にゆうしてきたことが分かっているらしく……注目していたそのゴブリンが「ガァァァァ」と、叫さけび声ごえを上げて襲おそい掛かってきた。中型ゴブリンの身長は俺と同じぐらい。動きは迫はく力りよくある声と違ちがい、遅おそい。

　棍棒のような特とく殊しゆな長剣を振り上あげながらの前進だ。猪ちよ突とつ猛もう進しんさはある。頭は悪そう。

「レベッカ、ロロ、来るぞ！」

「遅いから楽！」

「にゃ」

　レベッカは詠唱を開始。黒猫ロロは突とつ進しんしてきた中型ゴブリンの太い足へカウンター気味に触手骨剣を突つき刺さす。そして、触手をゴブリンの膝ひざに絡めていた。

　中型ゴブリンの動きが止まる。前のめりに転びそうになった。

　その絶好の間を逃のがさない！　仕し掛かける――速度的に魔脚は必要ない。

　が、魔脚を用いる――靴くつ底ぞこで地面を捉え蹴った。

「うぉぉぉ――」

　と、声を上げながら前ぜん傾けい姿勢の敏びん活かつな動作で吶とつ喊かん――。

　黒猫ロロの位置を瞬しゆん時じに越こえた俺。

　中型ゴブリンとの間合いを、瞬またたく間まに詰つめた。棍棒を持つ右腕を狙ねらう。

　体幹の軸じくを生かすように腰を捻る。魔槍杖を握にぎる右腕に回転力が伝わった。

　螺ら旋せんの力が伝わった魔槍杖バルドーク――。

　螺旋した紅べに矛ほこ〈刺突〉がゴブリンの太い右腕を貫つらぬく――。

　腕の肉を貫く感かん触しよくを味わう気はない――。

　一気に、そのゴブリンの右腕を引き千切るように横へと魔槍杖を揮ふるう――。

　横へと俄にわかに移動する魔槍杖に付ふ随ずいする紅べに斧おの刃ばがゴブリンの脇わき腹ばらを捉えた。

　紅斧刃が衝しよう突とつしたゴブリンの脇腹部位から、ごりごりと音が散る。同時に、ゴブリンの脇わき鎧よろい部分を大きく裂さいた。紅斧刃は、一いつ瞬しゆんで、芸術作品のような金属の乱雑な切れ目をゴブリンの脇わきに作り上げる。その引き裂かれた鎧の切れ目から勢い良く鮮せん血けつが迸ほとばしった。

　腕を失い横腹を切きり裂かれた中型ゴブリンは血を撒まき散ちらしながら、

「グギャァァ」

　と、叫び声を発していた。

　そんな弱り目に祟たたり目状態である中型ゴブリンにさらなる不幸が訪おとずれる。

　太足に黒猫ロロの首元から伸のびた黒触手たちが絡まった。

　そのまま棒ぼう倒たおしが攻こう撃げきを受けたように、床へ勢い良く転てん倒とうする中型ゴブリン。

　地面を転がりながら引き千切られた腕を押おさえて悶もだえ苦しむ。

　さらなる追つい撃げきのタイミング！　だが俺と相棒は敢あえて、その場から散るように離れる。

　俺は右に移り黒猫ロロは左へ退いた。

「――レベッカッ、魔法だ！」

　俺たちの後衛であるレベッカに、そう伝える。

　しかし、その俺の言葉を打ち消すように火球魔法が撃ち放たれていた。

　ゴォッとした音を立てた火球が地面に転がる中型ゴブリンの頭部へと向かう。

　ゴブリンの頭ず蓋がいに火球は直ちよく撃げき――。

　飴あめが溶けるように頭部が燃ねん焼しようする。瞬く間に頭部を抱く炎ほのおは、全身へと燃え広がった。

「ウボォァァ」

　断だん末まつ魔まの悲鳴が空むなしく消えていく。ゴブリンは動かなくなる。

　黒く変色した金属製の鎧と内臓の一部が燃えずに残っていた。

　焼けたカスの死し骸がい。一回り大きい魔石が床に転がっていくが――急な魔素の反応。

　新手か？　と思ったら、突とつ然ぜんにパンッと音を立て宝箱が出現した。

「――やったぁッ！　こんな早く倒たおせるなんて、しかも、宝箱よ。すごいすごい！」

　魔石と宝箱を見て、両足を跳はね上げて喜ぶレベッカ。

「宝箱が出現したな……」

　まるで、ゲームのようだ。リアルな木製の箱がそこにある。

「一階層のレアモンスター部屋だから〝木製〟の宝箱かぁ。でも、久々の当たりだから嬉しいなぁ。一階層だから罠もないし。開けてみるわね」

〝木製〟の宝箱。彼かの女じよの口調だと他にも宝箱の種類はあるようだ。

　レベッカは木製の宝箱の上あげ蓋ぶたを持ち上げて開けた。中身は小さい腕うで輪わのみ……。

「わぁ、鋼鉄製の腕輪よ」

　この宝箱の大きさからして、もっとどっさりと盛られた金貨の姿を……。

　期待したんだが……少しガッカリしたとは口に出さなかった。

「……腕輪か、どんな性能なんだろ」

　レベッカは拾った腕輪を綺き麗れいな蒼あお目めに引き寄せる。

　小さい環わを覗のぞき込みながら凝ぎよう視ししていた。

　その必死さが可愛らしい。俺も彼女が見ている腕輪を魔ま察さつ眼がんで確かく認にん。

　腕輪からは魔ま力りよくが感じられた。

『微び量りようながら、魔力を感じます』

　ヘルメも同じだ。

「……分からない。だから、円えん卓たく通りの鑑かん定てい屋やを兼ねた【スロザの古魔術屋】というアンティーク系の店に持っていくわ。そこの店主の鑑定スキルは凄すごいのよ。迷宮都市で数少ないマジックアイテムに鑑かん定てい証しようが付けられる人物なの！　裏では大商会とのコネクションを複数持つとか、影の支配者とか、色々な噂うわさを持つ店主なんだから」

「へぇ……」

　鑑定スキル。ということは、人とかも鑑定できるのだろうか。

「それじゃ魔石を回収して部屋を出ましょう。部屋の外に出ないと、次が湧わかないし」

「部屋の外に出たら、また、すぐに復活というか、湧くのか？」

「すぐの場合もある。ランダムに湧くの」

　ランダム、いきなり湧くこともあるのか。

「なるほど」

　落ちている魔石を回収して外に出た。もう違うパーティが広間に集まっている。

　混こんできた。さすがに宝箱が出る部屋だ。

　仕方ないと考えながらレベッカに視線を向けた。

　そのレベッカも俺と同じ気持ちだったようだ。周囲を見てから頷くと、

「依い頼らいは達成しているし帰ろっか。誰だれもいなかったら、ここで連続で狩かりをするのもいいと思ったけどね。見ての通り第一層だから混むし」

「了解、そうしよう」

　俺たちはお互たがいに笑顔を作り頷く。レアモンスター部屋の前にあった広間を退出した。

　進んできた通路や部屋を戻もどっていく際、パーティや個人で狩りをする冒ぼう険けん者しやたちとすれ違った。その一部の冒険者から彼女へと向けられる視線は厳しいモノが多かった。

　見知った冒険者も居るようで、レベッカに挨拶している女性冒険者たちも居るが……。

　そのほとんどがレベッカに対しての態度がぎこちない冒険者ばかり。

　しかし、レベッカは気にせずに笑顔を振りまく。

　ウキウキしながらステップを踏んで歩いていた。

　今回の宝箱の出現が本当に嬉しいらしい。

　しかし、周りからイジメのような態度を受けても、本人は深く気にしていないようだ。

　実は芯しんの強い女性なのかもしれない。

　そんな冒険者たちとすれ違う帰りの通路内も、迷宮は迷宮だ。

　進んできた時と変わらず遭そう遇ぐうするモンスターたち。そのすべてを倒していく。

　魔石はいつの間にか四十個程ほどにもなった。

　そうして、中央に水すい晶しようの塊かたまりが鎮ちん座ざする八角の部屋に戻ってきた。

「帰る時も変わらない。この水晶のようなクリスタルに直ちよく接せつ触さわるか、触ふれている仲間の身体からだを触りながら〝帰き還かん〟か〝帰る〟と言葉を発したら地上へ飛ぶように戻れるから、さぁ、触って」

「おう」

「ンン、にゃ」

　黒猫ロロは定位置肩に乗っている。

　俺はレベッカの隣となりに立って水晶系クリスタルの塊へと腕を伸ばす。

　掌てのひらを宝石のような塊にも見える水晶系クリスタルの表面に当てた。冷たい表面だ。

「――帰還」

　レベッカがそう発した瞬しゆん間かん、地上に戻ってきた。

　目の前にクリスタルが映る。迷宮の根幹となる水晶の塊だ。

　八角形の内ない壁へきの模様も確認した。最初と同じ地上の建物。

「ギルドに行く前に鑑定してもらう。スロザの古魔術屋アンティークはこっちよ」

「あぁ、だが、ギルドで鑑定とかしてくれないのか？」

「してくれるけど、専門家の方がいい。鑑定スキルにも差があるのよ？　ギルドにケチをつけるわけじゃないけど〝個人の店〟を持てるだけの理由はあるんだから」

　そんなことも知らないの？　と、いった風な顔を向けてくるレベッカは、衛兵が守る出入り口から、さっさと外へ出ていく。

「シュウヤ～早く来なさい。店は近いからね」

「おう、今行く」

　壁の向こうからレベッカの声が聞こえてきた。

　俺も衛兵が守る迷宮の出入り口から外へ出る。

　レベッカは両りよう腕うでの関節部と背中の間に通した長杖ごと壁に寄より添そう形で待っていた。

　魔法使いらしい可愛かわいい体勢。バトンを扱あつかう体操選手にも見える。レベッカは笑え顔がおを向けてくると、スキップして先を歩く。そんな彼女を追いかけた。レベッカの隣に移動して、デート気分を感じつつ、円卓通りを一いつ緒しよに歩いていく。

　すると、甘あまい香かおりが漂ただよう。匂においの元は……フルーツを売っている店からだ。

「にゃ～」

　肩かたで休んでいたロロディーヌが四し肢しを立たせて反応した。前足から地面にサッと降りて先をトコトコと歩いていく。

「ロロちゃんも甘い物好きなのね！　鑑定の店の前に寄り道決定！」

　と、元気よく喋しやべったレベッカさん。

　嬉しそうな口調で鼻歌を歌いながら黒猫ロロを追いかけていく。

「ロロちゃん、そのうしろ姿は反則よ！　ふさふさのお尻ちゃんが可愛すぎる！」

　興奮したレベッカだ。

『閣下、レベッカがお尻ちゃんを褒ほめています！　やはり優ゆう秀しゆうですね。火の精霊ちゃんが好むわけです。目のつけどころが素す晴ばらしい』

　ヘルメの場合は精せい霊れい云うん々ぬんの前に、お尻ちゃんが重要だろう。とは念話でツッコミは入れなかった。売っていたフルーツの見た目は先が尖とがったマンゴー系だろうか。

「いらっしゃい！　今朝、港から直じかに仕入れたサウススターだよ。西方の帝てい国こくでかなりの人気商品。鰻うなぎと一緒で、すぐに売り切れになるお勧すすめの品だ！　そこのニホン風、黒くろ髪かみのイケメン兄さん買っていきな！　種ごと食べられるサウススターはマーガット商会しか卸おろしてないからね！」

　おきゃん気質かたぎのきっぷのいい女商人。

　南の星？　しかし、俺を見て「ニホン」風と言わなかったか？　ニホンって、まさかな。そのことは指し摘てきせず表面に星のマークがあるフルーツを見ていった。どれも美味おいしそう。

　とりあえず、三つ分のサウススターを買った。

「ありがとう。わたしの分まで……」

「当たり前だ」

　と、無難に言葉を述べた。俺の傍そばに来たレベッカと見つめ合う。と、

「にゃッにゃ～ん」

　肩の上ってきた黒猫ロロが鳴く。同時に前足でポンポンと肩を叩たたき『皮を剥むけにゃ』とお豆形の触手で指示を出してきた。

「お前は殿との様さまか？」

「にゃ～」

　再び、俺の肩をポンポンと肉球で叩いてくる黒猫ロロさん。殿様らしい。

「ふふ、楽しそうなロロちゃんとシュウヤ！」

　幸せそうな笑みを浮かべているレベッカの方こそ、とは言わず。

　黙ってサウススターの皮を剥いていく。

　マンゴー系の平たい黄色と紫むらさき色いろの皮だ。その皮の中身はココアの色合い。

　どういうこと？　腐くさってないよな……。

　と、一瞬、不安にレベッカを見るが……。

　彼女は目を瞑つぶって、口をあーんしていた。

「おい、口へと直に入れて欲ほしいのか？」

　そう聞いたらレベッカは、キリッと表情を強めて、
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「もう、そんなこと聞かないと分からないの？」

　と、口を尖らせて聞いてきた。まぁ、レベッカは美人だから、俺は嬉しいが。

　再び口を開けて目を瞑った彼女に向けて……。

　と、その小さい唇くちびるを奪うばい、キスでもしてやろうか。とか邪よこしまなことを考えたが……。

　ひとまずはココア色の身を、先っちょからレベッカの口に入れてあげた。

　ぱくっと、先が少し尖った身を齧かじったレベッカ。唇が魅み力りよく的てきだ。

　ふふっと、笑みを浮かべてから、もぐもぐと口を動かす。

　そのまま、ごくっと、喉のどごしが良さげな音を立て、フルーツの身を飲み込んでから、

「……美味しい……」

　と、ほっぺに手を当てながら呟く。微笑んでいた。

　見た目通り、サウススターというフルーツは美味うまいようだ。

「へぇ、それじゃ、俺も」

　と、レベッカが食べかけだったサウススターの身を齧る。

　お？　さくっと、あれ、軟やわらかい。

「……最初はさくっとした食感だったが、だんだん軟らかくなるんだな」

「うん」

　……美味しい。噛むたびに口の中で弾だん力りよくが増すような不思議な身だ。

　甘あま味みも増していくような……あれ、種からまた別の、仄ほのかな甘さを感じた。

　その甘味は、不思議と雪が溶とけるように消えていく。

「どう？　美味しいでしょ！」

「うん、美味しい――」

　と、答えたところで黒猫ロロにサウススターを奪われた。

　触しよく手しゆの骨剣の先せん端たんを器用にサウススターに突き刺した黒猫ロロさんだ。

　その触手を収しゆう斂れんさせて、目の前に引き寄せたサウススターの身に噛み付ついた。

　そのまま、むしゃむしゃと勢い良く食べていく。

「ふふ、ロロちゃん、まだ二つあるんだから、そんなに急がなくても大丈夫よ」

「……にゃ～」

　素す早ばやくサウススターを丸ごと一個食べてしまう黒猫ロロ。

　その表情は満足げだ。まぁ、分かる。美味しかったからな。

　俺はレベッカのために、再び、サウススターの皮を剥いてあげた。

「……ありがと、わたしが剥くのに」

「いいよ、手が汚よごれるだろう」

「うん」

　頬を真っ赤に染めているレベッカ。

　彼女は、俺の唇を見つめてから恥はずかしそうに視線を逸らしていた。

　なんか彼女さんと一緒に歩いている気分だ……嬉しいかも。

　すると、レベッカは、再び、あーんと小さい口を開けてくる。

　一瞬、小さい鼻の孔あなにツッコミを兼ねてサウススターを入れてやろうか、と悪戯いたずらを思いついたが、止やめた。普ふ通つうに期待しているレベッカのお望み通りに……。

　その口の中へとサウススターの身を入れてあげた。

　また、もぐもぐと食べるレベッカ。

　本当に楽しそうだ。その様子は実に可愛らしい。

　そうして、レベッカとロロと一緒に、楽しみつつサウススターを食べていった。

　しかし、さっきは間接キス風にサウススターを食べちゃったが……。

　レベッカは、そのことを指摘してこない。

　ひとまず俺とレベッカは円卓通りでデートをしながら、一周、二周と街を歩く。

「それで、目的の店は……」

「うん、実は、すぐそこなの」

　レベッカが指差したところは本当に近い場所にあった。

　迷宮の出入り口の右。円卓通りの右上辺りだろうか。

　円卓通りをゆっくり歩いて二周はしたと思う。

　彼女が指摘した店は何回か通り過ぎていた。

　ということはレベッカもフルーツを楽しみながらこのデートを楽しんだのかな。

　だとしたら嬉しい。そのレベッカが示す場所、鍛冶かじ屋やと雑貨屋に挟はさまれた狭せまい店。

　狭いが、店の外観はアンティークと名乗るだけはある。

　煉れん瓦がと鋼材を使った壁はセンスを感じるし、小さい星が三つ付く冠かんむりの形をしたレリーフも飾かざられてあった。三ツ星レストラン風の意味がありそう。違うかもだが。

「シュウヤ、美味しいフルーツをありがとう。それで、肝かん心じんの鑑定の店はこっちだからね」

　レベッカは、また礼を述べると、扉とびらの前に移動。

　ドアノッカーは触らず、赤茶色の木製扉を押し開ひらく。

　カランカランとドアベルの音が鳴る。

　扉の内側はブラケットで真しん鍮ちゆう製の鈴すずが付いていた。

「――いらっしゃい。スロザの古魔術アンテイーク屋にようこそ」

　店主の渋しぶい声が響ひびく。俺たちは開いた扉から地続きの階段を下りていく。

　店は地下に続く縦に長い造りだ。

　右手にカフェのようなカウンターバーがある。

　そのカウンターの奥おくに、片かた眼鏡めがねバンドを頭部に備えた店主が存在感を示していた。

「――店主、これの鑑定をして欲しいの」

　レベッカは早口で喋りながら、カウンターに走っていく。

　背が小さいからか、手を伸ばす仕草が子供に見えるレベッカ。

　鋼鉄製の腕輪を店主に渡わたしていた。

「ほぅ、腕輪ですか。少々、お待ちを……」

　店主の頭部は、若じやつ干かん禿はげている。髪かみ型がた自体は、白しら髪ががポツポツと生えた五分刈がり。

　禿げだが、渋カッコいい。

　ビルや空港でテロリストと戦った、あの映画の有名ハリウッド俳優と似ている。

　渋い店主は頭部に掛かけていた片眼鏡を下ろすと、片目にそれを装着していた。

　手に預かった鉄の腕輪を片眼鏡へ近付ける。

　覗き出した瞬間。店主が自身の魔力を操作した。

　スムーズな魔力操作だ。一瞬で、手て練だれの風格を感じさせるほど。

　全身から集められた魔力が片目から片眼鏡へ運ばれると、眼鏡の表面に亀き裂れつのような青白い跡あとが走る。その直後、魔力を得た片眼鏡の先端が伸びる。

　見た目は歪な暗視スコープのような片眼鏡へ変化。

　ズームアップするように眼鏡の先端がさらに細くなった。

　その狭せばまった先端から、小さい緑色の魔力光が発生していく。

　レーザーポインタのような小さい緑光は、腕輪をスキャンするように小刻みに揺れながら動いていった。この店主、鑑定スキルがあるとレベッカは話をしていた。

　時計職人のような鑑定の作業……。

　内実はスキルを駆く使しした膨ぼう大だいな処理を脳で行っているのかもしれない。

　……さて、店主が鑑定を行っている、その間に……。

　店内を見回しておこうか……まずは長い受付台であるカウンターの天てん井じようを注視。

　冬虫夏草かな。漢方薬のような干し野菜が吊り下さがっている。

　店主の背後は、検品済みマークが貼はられた珈琲コーヒー豆まめを潰つぶすような木製の機械か魔ま道どう具ぐと思われる物が置いてあった。確かに……ここは珈琲専門のカフェのような雰囲気もある。

　だが、アイテムは多種多様だ。

　まずは獣じゆう人じんを象かたどったマスク、重じゆう厚こうそうな表紙の本、本に貼られた小さい紙に〝子こ守もり歌うたの死ノ神〟と記されている。白い宝石が輝かがやくネックレス、眩まばゆい青光を放つブレスレット、神こう々ごうしい旗、魔法書と思われる書物、スクロールの束、和弓、鏃やじりが黄色い矢束、柄えに赤い魔宝石が埋うめ込まれてある歪な形の反そった赤ナイフ、先端に骸がい骨こつの彫ちよう刻こくが施ほどこされている巨きよ大だいメイス、パイルバンカー系の拳こぶし武器、金具が重なった鍵かぎ杖づえ、紙に〝トムハザーの手秘杖〟と記してある。手しゆ裏り剣けん風の円形武器、緑色に輝く刀、防具だと思われる生きた眼球が付いている不思議な盾たて、雷らい文もん模様の魔法札、紺こん碧ぺき水すい晶しよう、鉱物、金きん塊かい、銀ぎん塊かい、インゴット、粉末状のきらきらしたもの、黒々とした枝、緑の炎を灯ともす油、等など、まだまだ多数の見たことのない珍ちん品ぴんから高級そうな魔道具その他ほか、商品がびっしり陳ちん列れつされていた。

　検品済みと記された木札が貼ってある品物が多い。

　様々なマジックアイテムを目に留めていると、店主が反応。

　鑑定した鉄の腕輪を眺ながめながら渋い表情のまま口を開く。

「このアイテムは物理防御弱上昇ブレツシユアツプと魔法威力弱上昇メイジアツプの効果が望める魔法が掛かってます。普通のマジックアイテムですが、〝鉄魔の腕輪〟という名が付いていますね」

「凄い。ユニーク級じゃないけど、一階の〝木箱〟から二つの魔法効果が付くマジックアイテムが手に入るなんて」

　レベッカは店主が鑑定している腕輪を覗くように身を乗り出していた。

「ほぅ、この品を一階の木箱からですか。それは運に恵めぐまれましたね」

「うんッ、そうみたい。こういう品は普通……地下二階層辺りから出現する〝鉄箱〟クラスの宝箱から出るものだと思うし」

　鉄箱？　やはり宝箱にも種類があるんだな。

「確かにそうですね。ではこれを」

　店主は静かに同意しながら、鑑定した魔法の腕輪を返していた。

　レベッカは対照的に蒼い目を輝かせて、腕輪を受け取っている。

「うん、ありがと。ふふ、やっと……わたしにも運が巡めぐってきたようね――」

　腕輪を掲かかげて店主に自じ慢まんするように語るレベッカさん。嬉しそうな惚ほうけた顔を浮かべている。すぐに気を取り直すと、蒼目を細くし店主をジロッと睨にらみながら喋りだした。

「店主！　今度は鉄箱、銀箱どころじゃない憧あこがれの〝金箱〟を狙うわよ。そこからレアアイテム、ユニークアイテムのレベルを超こえて、伝説レジエンド級、ううん、神話ミソロジー級のマジックアイテムをゲットしてみせるわ」

　レベッカはテンションの高い口調で話す。だが、店主は至って冷静に見ているだけ。

「ですか。それはいつになることやら……それでは、鑑定の代金、大銅貨五枚を頂きます」

　店主はスルースキルが高い。一言多い気がするが冷静な態度だ。

　渋い親父おやじ的な雰囲気を醸かもし出だし、静かに代金を請せい求きゆうしてきた。

　しかも、鑑かん定てい料りようが安いときたもんだ。モノによって値段が変わるのかな？

「はい。大銅貨五枚」

　レベッカは店主のあくまで冷静な態度に、興きよう醒ざめした表情を浮かべてお金を払はらっていた。

「でも、店主の〝鑑定〟はいつも早くて便利よね」

　レベッカの誉ほめ言葉に店主はピクッと眉を動かして反応。

　あれほど渋かった店主の表情が一転した。

　皺しわを寄せて嬉しそうな……親父顔だが、どこか愛嬌ある表情を浮かべている。

　鑑定に使った片眼鏡を触りながら、頬をほころばせて話し始めた。







第八十九章「闇社会の争いと運命の人？」







「アイテムを鑑定する特殊スキル。そして、この特別な〝片眼鏡〟もありますからね。マジックアイテムの鑑定なら、特に、自信があります」

「ふふ、相変わらず、自信満々の顔ね？」

「はい。この迷宮都市で〝三ツ星の鑑定証〟を発行できる数少ない店の一つなのですから」

　店主は顎あごを突き出して自慢げに語る。あの片眼鏡も特別な魔道具か。

　レベッカは店主の態度の変化に驚おどろいたのか、少し身を退きながらも、すぐに、

「そうね！　いつか、その〝鑑定証〟が付いちゃうぐらいのお宝を手に入れてみせるから」

　と、店主に応こたえるように元気よく喋る。

「はい。それでは、その腕輪の買い取りを致いたしますか？」

「ううん。まだ、売るか決めてないの、後でこの店にくるかもしれないし、ギルドで買い取りをして貰もらうかもしれない」

「分かりました」

　俺は店主の持つ鑑定スキルの方が気になった。人を鑑定できるのかどうか。

　ステータスとか能力表記を見られたりするのだろうか。

　スキルが存在する世の中だ。きっと見られちゃったりするんだろう……。

　気になるので質問するかな。レベッカの前に出て、

「――店主、その鑑定スキルについて聞きたいことがあるのですが」

「はい。なんでしょうか？」

「そのスキルは〝人を鑑定〟できますか？」

　店主は薄うす毛げの白はく眉びをピクリと動かしてから見つめてきた。

　あの眉が微び妙みように動くのは店主の癖くせか。

「〝わたしには〟無理ですね」

〝わたしには〟か。やっぱり、ずっと前に師匠が話していた通り……。

　人を鑑定できる人物が居るのか。

「それは〝できる人〟が存在する。ということですか？」

「はい。確証はありませんが……」

「できれば、その方の名前を教えてください」

「その人の名は運命占うらない師しカザネ。マダム・カザネと呼ばれています。運命神アシュラーを信しん仰こうしている【アシュラー教団】を代表者する方らしいです」

　運命占師カザネ。その名前からイメージすると、銀座のママ？　占うらない師しだけに新宿の母とか婆ばあさん的な占い師なんだろうか。そして、運命神アシュラーを信しん奉ぽうする教団か。

　もしかして、教団だから教祖様とかじゃないだろうな？

　新興宗教的なノリだったら嫌いやな予感がするけど……。

「質問ばかりですいませんが、そのマダム・カザネさんには、どこに行けば会えますか？」

「〝賭と博ばく街〟に行けば会えますよ。第二から第三円卓通りの東南側にある〝賭博街〟の一角にカザネさんの『アシュラーの導き、カザネの占い館やかた』という小さい店があります」

「なるほど。ありがとうございます」

「あ、〝賭博街〟にいらっしゃるのでしたら、一部の地域には、ご注意を。ごろつき、薬物中毒者も多いですし……なにより、今は闇ギルド同士の争いが激しくなっているらしいですから危険ですよ」

「――ちょっとシュウヤ。〝賭博街〟なんて近寄っちゃ駄だ目めよ？　店主の言う通り、いつもなにかしらの争いがあるし、殺し合いなんて毎日起きている危険な場所なんだからっ」

　店主の忠告に続いて、レベッカも必死な表情を浮うかべて止めてきた。

　ごろつきに薬物や闇ギルドか。絡からまれるのは、ごめんこうむりたい……。

　しかし、気になるな。後で一人になったら行ってみるか。

「……まぁ、覚えておくよ。忠告ありがと」

「覚えておく？　理解してないようね。一見、綺麗な酒場や店屋や敷しきがあっても、歓かん楽らく街がいから続く娼館街やスラムと隣となり合わせな地区なんだから本当に危険なのよ？」

「はいはい、分かったから、それじゃ外に行くか？　店主。情報をありがとうございました。また、ここに来ます」

「いえいえ。またのお越しを」

　俺は店主へ丁てい寧ねいに挨あい拶さつをしてから、店の外に出る。

「あ、うん。シュウヤ待ってよ。――店主、またね」

　レベッカも少し遅おくれて店から出てきた。彼女は、まだ忠告し足りなさそうな表情を浮かべているから、先に話題を提供する。

「それじゃ、その鑑定して貰った腕輪でも確認しながら、ギルドに戻って魔石を提出しようか？」

「あ、うん。それもそうね。行きましょ」

「にゃ」

　肩で暇ひまそうにしてる黒猫ロロも納なつ得とくしたように声を出す。

　そのまま、第一の円卓通りを歩き冒険者ギルドへ向かった。

　レベッカは鑑定して貰った魔ま法ほうの腕輪を食い入るように見つめながら、角度を変えてはまた環をじっくりと眺めるのを繰くり返かえしている。笑えみも浮かべているけど、そんなに嬉うれしいのかな。まるで、子供が良い玩具おもちやを手に入れて嬉しがっているような表情だ。レベッカはそのまま俺おれに視線を合わせてきた。

　蒼あおい瞳ひとみを輝かせて……俺に訴うつたえかけてくるかのような可愛い視線だ。

「……良いいよ。やるよ。それが欲しいんだろ？」

「えぇ、でも、パーティとして分けないと……」

「必要ない。綺麗なレベッカには似合う」

「え、本当にいいの？　フルーツのことといい、シュウヤは優やさしい……」

　レベッカは嬉しそうな表情を浮かべて反応した。

「良いよ。レベッカは〝玩具〟でも得たような表情だし」

　彼女は俺の軽口を聞くと、ぷくっと可愛らしく頬ほおを膨ふくらませる。

「玩具ですって？　失礼しちゃうわねッ、もうシュウヤがこの腕輪を欲しいといってもあげないんだからッ――」

　ぷぃッと、頭部を逸そらす仕草も可愛いレベッカ。そして、横眼で俺たちを見て、

「……この魔法の腕輪、売れば金貨十～十五枚ぐらいするんだから、ふーんだ」

　と、語るレベッカさん。その態度からして図星だったようだ。

　ま、腕輪なんていらないし、レベッカにあげるつもりに変わりはない。

　でも、金貨十五枚とは、結構な値段だ。

「……それ、そんな値段がつくのか。一階で距きよ離りも近い場所からそういう品が出るなら、あの部屋が混むのは当たり前か」

「うん。宝箱は一階のあの部屋から必ず出る訳じゃないけどね。店主も話していたけど、今回は運が良かった。腕輪宝物は木箱から出るアイテムの中でも良い方だと思う」

　運か。俺の運の数値は高い方なのかも知れない。ま、たまたま、だろうけど。

「一階から出現した宝箱から同じような宝は出たことがないんだろ？」

「そうね」

「ということは、俺とロロって、幸運を呼び寄せるナイスな男とイカス猫ねこ？」

「え～自分でいっちゃう？　シュウヤはともかく、ロロちゃんなら分かるけど！」

　笑ったレベッカはウィンクしながら俺の肩に座すわっている黒猫ロロへ頭部を向けて、

「――ね、幸運な可愛い猫ちゃん！」

　と、話しかけていた。猫だけに、招まねき猫？

　すると、「ンン、にゃお――」と黒猫ロロは鳴いてレベッカに返事をする。

　そして、カメレオンの舌のような触手をレベッカの方へと伸ばした。

　その触手は、レベッカが持っていた魔法の腕輪に絡む。腕輪を奪ってしまった。

「ンンン――」

　得意げに腕輪を奪った黒猫ロロさん。

　触手を上方へ伸ばして、その触手の先っぽに腕輪を嵌はめ込む。

　そして、『この腕輪はわたしのモノにゃ～』といわんばかりの顔付きを浮かべた。

　イタズラ心満まん載さいの、ドヤ顔だ。

「ああぁ、ロロちゃんひどいいいい」

「ン、にゃお」

　レベッカが取り返そうと黒猫ロロに近付く。しかし、黒猫ロロは素早い。

　腕輪を触手に嵌めたまま俺の肩からピョンと跳ねて地面に着地――。

　脱だつ兎とのごとく逃にげていく。

「あはは、まさに猫ねこ糞ばばだ。ロロ、素早い」

　思わず、笑ってしまう。

「むかつくーー、シュウヤがロロちゃんにやらせたんでしょ！　シュウヤのばかぁぁ」

　レベッカは俺の笑う姿を見て、怒おこりながらも黒猫ロロを追いかけていく。

　そんな調子でふざけながら、冒険者ギルドの前に到とう着ちやく。

　冒険者ギルドの建物の前で黒猫ロロはわざとレベッカに捕つかまってあげていた。

　触手の先に嵌めてあった腕輪は没ぼつ収しゆうされている。

　レベッカはイタズラされたお返しといわんばかりに黒猫ロロのお腹なかへと顔を埋うずめていた。

　やはり、あの柔らかい感かん触しよくの虜とりこになっていたか……。

「うふぅ、柔らかいわぁ～」

　レベッカは口調も変だ。マタタビを与あたえた猫かという顔色。

　気持ちは分かる。黒猫ロロのお腹はこれでもか、というぐらいに柔らかいし……可愛いさに溢あふれているからな……ピンク色の乳ち首くびちゃんも可愛いし。

　レベッカは細い顎先で、バイオリンでも弾ひくように頭部を動かし続けていく。

　すると、

「ン、にゃにゃ」

　と、鳴きながら、黒猫ロロはしなやかな肢し体たいを捻ひねる。

　さすがに飽あきたか。黒猫ロロはレベッカから離はなれた。

　すぐに俺の肩に戻ってくるかと思ったが、戻らない。俺の足あし下もとで止まった。

　人形のように四肢を揃そろえて、尻尾しつぽを器用にその足先に格納して座っている。

「何だ？　レベッカのようなマタタビはないぞ」

「何で、わたしがマタタビなのよ！」

　とレベッカが声を出すと「ンンン、にゃ～」と鳴いた黒猫ロロ。俺の肩上から背中側に回り、頭ず巾きんの中へと潜もぐっていく。眠ねむくなったのか。

　そして、レベッカは黒猫ロロが離れたせいだろうか。

　いかにも寂さびしそうな表情を浮かべて見つめてくる。

「レベッカ、そんな残念そうな顔を俺に向けても、ロロはこのままだぞ」

「う、うん。分かってる。ささ、ギルドはこっちよ、中へ入りましょ」

　彼女は取とり繕つくろいながらも、強がって先を歩く。

「あぁ」

　そのまま冒険者ギルドの中へ入った。受付前は珍めずらしく空すいている。

　受付台の上に、回収してきた魔石とカードを提出した。

「依頼の魔石、それにゴブリンソルジャーが出す中型の魔石ですね。少々お待ちを……」

「はい」

　受うけ付つけ嬢じようは魔石を見てすぐモンスターの名前を述べた。

　魔石の形は、菱ひし形がたを含ふくめて様々とあるが、色といい造形はわずかに倒たおしたモンスターと似る？　似たような魔石が多い気がする。そう思ったところで、受付嬢が戻ってくる。

「……お待たせしました。これがお二人の報ほう酬しゆうとなります。カードをどうぞ」

　魔石収集依頼、余分な魔石二十個を含めての、銀貨が沢たく山さん入った報ほう酬しゆう袋ぶくろを得た。

　報酬とカードを受け取った俺とレベッカは受付台から踵きびすを返す。

　そして、袋を彼かの女じよに見せながら、

「報酬を分けようか」

「ううん。わたしは、この腕うで輪わを貰ったでしょう？　その銀貨は全部、シュウヤの物よ」

「良いのか？」

　と、袋を持ちながら聞いていた。

「はぁ……お人ひと好よしね。今、わたしのが得をしている立場なんだけど？　本来なら、この魔ま法ほう腕うで輪わを売り、金貨にして報酬を分け合うのがパーティの基本よ？　今後は気をつけなさい。貴方あなたの優しさを見ようとせず金のために利用して価値がなくなったら捨てようとする屑くずな輩やからはごまんと居るでしょうからね。シュウヤは初めてだからしょうがないけど」

　ギルド内を歩きながら説教ぎみに語るレベッカ先せん輩ぱい。

　そういうことを教えてくれるレベッカもお人好しだと思うが。

　余計なことは告げなかった。レベッカはカードを細い腰こしに巻かれた小袋の中へ仕し舞まっている。アイテムボックスは持っていないようだ。

　仕舞い終わるのを待ってから話しかける。

「レベッカ、これからどうする？」

「わたしは一いつ旦たん、家に帰ろうかな。シュウヤは？」

　そうか。レベッカは宿じゃなく家。この都市で生活をしているんだった。

「俺は少し都市の見学をしながら宿へ帰る」

　レベッカは頭を傾かたむけ、一いつ瞬しゆん考える素そ振ぶりをして話しかけてくる。

「……そう。なら……お試ためしのパーティはここまでね」

「そうだな」

「うん。また今度組めたら嬉しいわ」

　レベッカは後あと腐くされのないサバサバした対応だ。

　今度、ギルドで彼女の姿を見かけたら話しかけてみるか。

「また今度頼たのむよ」

　レベッカは俺の言葉を聞くと、一瞬、泣きそうな表情を浮かべた。

「……分かった。じゃあね」

　と、どこか硬かたい人形のような笑顔を作ってから、ギルドを出ていった。

　少し寂しい気もするが、冒ぼう険けん者しやとはこんなものなのだろう。デートは楽しかったが。

　さて、宿に戻もどる前に、さっき聞いた占い師の店に行こう。

　東南側の〝賭博街〟。禿げ店主からは闇ギルドの争いがあると忠告を受けたが……。

　危ない火の粉は打うち払う自信がある。神しん獣じゆうも居るし。

　その神獣さんこと、黒猫ロロはまだ頭巾の中で寝ねているが……。

　アイテムボックスの中へと報酬をしまいながら、第一の円えん卓たく通りを歩いて出発。

　東南方向を目指す。太陽が陰かげってきた――夕ゆう闇やみか。ま、夜になろうと構わない。

　第二円卓通りを歩く。大通りを抜ぬけて路地を進んでいった。

　暗がりだし、方角がいまいち分からない。屋上から方角を確かく認にんしようか。

　夜風と月の明るさを感じながら速度を出して進むとしよう。

　夜景が作るペルネーテを楽しむか！

　と、考えてから素早く建物の上部へと〈鎖くさり〉を射出――。

　その斜ななめ上うえに伸のびた〈鎖〉を屋根の端はしに引っ掻かけてからロープでも引っ張るようにぐいぐいと〈鎖〉を手元に引き寄せる。よし、〈鎖〉の強度を確認した。

　これで屋根から〈鎖〉が外れて、見事にコケながら壁かべにドカンといったような展開にはならないだろう。まあ、そうなったらそうなったで体を張った芸人さんのようで笑えるかもしれないが。

　だが、これはバラエティじゃない。現実なんだ。

　いくら不死身でも痛いもんは痛いんだからな。

　ラぺリングを実行しながら左手首の中へと収斂させる。

　リズム良く窓の縁ふちと横壁を蹴けり屋根に上がった。

　手首の鎖の因子マークの中に〈鎖〉を引ひき戻す速度を調節しながらアンカー代わりとなっている〈鎖〉を確認した。突つっ張ぱった〈鎖〉。屋根の端に引っ掛かった〈鎖〉の先端が、その屋根の溝みぞから外れなかったことを再確認した。

　その〈鎖〉を手首ごと消し去るように消去させながら周囲と空を確認していく――。

　遠くまで続く叢むら雲くも――曇くもり空ぞらの切れ間から斜しや陽ようが覗のぞく。

　綺き麗れいな夕日だ。もうそろそろ夜か。

　何気ない綺麗な夕焼けだが……改めて異世界の黄昏たそがれなDuskダスクを噛かみ締しめる。

　さて、夕日が作るペルネーテの景観も素晴らしいが……。

　東南方向を目指そうか――。

　パルクール風の身体移動術を使うように、障害物を上手うまく利用して屋上を駆かけていく。

　すると、掌しよう握あく察さつに反応があった。しかも、複数の魔素反応だ。

　背後と側面から迫せまってくる。ここは屋根の上だ。

　移動速度もそれなりに出している。

　明らかに、この俺を追う追つい跡せき術じゆつは素人しろうとの動きじゃない。

　少しずつ速度を落とす。来るなら来い。わざとかち合ってやろう。そのタイミングで、

『ヘルメ、液体となって隠かくれろ。俺を追ってきた奴やつ等らが襲おそってきたら逆に奇き襲しゆうするんだ』

『はい』

　即そく座ざに、水状態のヘルメが左目から放物線を描えがいて出る。

　屋根の上に不自然な水みず溜たまりが誕生した。その水溜まりとなった精せい霊れいヘルメは、俺の指示通り、スライムのように蠢うごめきながら屋根の上をスイスイと移動していく。

　そして、夕闇の明かりが、屋根の上から消えようとしていた時――。

　魔素の反応が近寄ってきた。側面の暗がりから、黒装束を身に着けた見知らぬ者が現れた。その黒装束の後ろから大おお柄がらの毛むくじゃらな獣人も遅れて現れる。

「反応があったから追いかけたが……お前、闇ギルドどこの者だ？」

　随ずい分ぶんと、がらがら声だな。この痩そう躯くな野や郎ろう、口元が闇のベールで隠れている。

　忍にん者じやのような奴やつで渋い。風ふう魔ま小こ太た郎ろう、服はつ部とり半はん蔵ぞう、猿さる飛とび佐さ助すけ、百もも地ち三さん太夫だゆう、加か藤とう段だん蔵ぞう、様々な忍者たちの名前が脳のう裏りに浮かぶ。鋭するどい赤目に口元を黒色の薄うす布ぬので隠しているから表情が分からない。

「……おい、モラビ、屋根上を利用する奴は素人じゃねぇ。こいつは縄なわ張ばりに侵しん入にゆうしてきた怪あやしい奴だから、俺らで殺やっちまおうぜ」

　毛むくじゃらの大柄な男が俺を脅おどしながら忍者男の前に出る。こいつは前に見たことがある典型的な獣人系の種族。肩かたに太い幅はばの刀を担かついでいる。まさに牛刀だ。

「そりゃそうだが、ピーリ、お前は黙だまってろ。俺が調べているんだ」

「あァ？　おめぇは、いつから俺に命令できる立場になったんだァ？」

「うるせぇ。また癇かん癪しやくかよ。これだからセンシバル族は嫌なんだよ」

「ふ、ふざけんなっ、いつもそうやって、俺を馬ば鹿かにしやがって、このモヤシ野郎が！」

　なんだ、なんだ。いきなり仲間内で喧けん嘩かですか？　水状態のヘルメはその間にも音を立てず喧嘩を始めた男たちの足下へと移動していく。

「ンン、にゃ」

『わたしも動くニャ』的な感じに黒猫ロロもヘルメにならう。俺の肩から降りて、大型の黒くろ豹ひようの姿へと大きく変身していく。

「あ――黒猫が、黒い獣に、だと？　……まさかな？」

「んん？　おいおいマジか。獣だ。モラビ、こいつは槍やりを持っていないが、もしかして、総長やセーヴァが話していた奴か？」

　この二人……俺たちのことを知っているような口くち振ぶり。

　その時、もう一つ、二つ、背後に感じた魔素の気配が近付いてきた。

「おやおや、【梟ふくろうの牙きば】の闇のモラビを追いかけたつもりでしたが、見知らぬ方もいますね？」

　新しく現れたのは短い銀ぎん髪ぱつを持つ中年の男。

　首を通すタイプの古びた神官系の衣ころもを着ている。所々に染しみや擦すり切れがあり、今にもバラバラに破れ散りそうな、やたら使い込んだ感じの衣だ。

　胸の一部に黄色十字のシンボルが僅わずかに確認できる。

　その格好から推察するに、ヘスリファートの神官か騎き士しだと判断できた。

「――てめぇは〝狂きよう騎き士し〟か……ピーリ、俺はあいつとは相あい性しようが悪い。相手を頼たのむぞ」

　モラビとピーリは闇ギルドの梟の牙か。忍者姿のモラビは左右の腕うでを背中へ伸ばす。

　背中に装着していた剣けんを取り出していた。ん、あれ、剣ではない、短たん鎌がまか？

　モラビは背中から掴つかんだ黒色の鎌の感触を得るためか、左右の手に持つ短い鎌を掌てのひらの上で転がすようにくるくると器用に回してから、独特な構えを取る。

　鎌の武術に自信があるように、演武を見せつけてくる。

　さらに、両手に持っていた鎌の柄つか頭がしらを、胸前で一つに合わせた。

　と、鎌の両りよう端たんにあった柄同士がカチャッと音を立てながら繋つながった。

　一本の長い棒。穂ほ先さきに鎌の刃はを備えた槍となる。あの武器、まだ仕し掛かけがありそうだ。

　ギミック付きの武器か。鎌かま槍やり流とかあるのだろうか。

「……モヤシなモラビの指示に従うのはしゃくだが、しょうがねぇな。狂騎士さんよ、お前の相手は俺様がしてやろう」

　大柄な毛むくじゃらマンこと、ピーリは肩に担いだ牛刀に手をかけながら、狂騎士に歩いて近寄っていく。

「牛刀ピーリが相手ですか？」

　にたにたと薄うす気き味み悪わるく笑う狂騎士が語った時――。

　路地から感じていた魔素が屋根の上に来たことが分かった。

　その二つの魔素の正体は、違ちがう闇ギルドか？　と視線を向けるが、

「あぁ、見つけました！　やはり〈光韻〉は間ま違ちがっていなかった！　わたしの運命の人！」

　え？　闇ギルドじゃない。その瞬しゆん間かん、新手の出現に警けい戒かいしたモラビとピーリは間合いを取る。その警戒ぶりからして、新手の実力は高そうだ。

「ミラ様、先に行き過ぎです。ここは宗教街と違います！　闇ギルドの勢力が強い地域なのですから！　というか、闇ギルドのメンバーらしき者共が居る……ん？」

　あれ、どこかで見た覚えがある二人組だ。俺を指さしている美人さん。

　横長の綺麗な蒼い双そう眸ぼう。目め尻じりの刺青いれずみ。右下の黶ほくろ。あぁ、ミラだ。ミラ・フレイギス！

　教皇庁の遺い跡せき発はつ掘くつ局のお偉えらいさんの女性だ。

　胸むな元もとに備わる法ほう衣え防護服と一体化したような衣装も変わらない。

　どうして、ここに？　ペルヘカラインの迷めい宮きゆう探たん索さくは中断したのかな。

「シュウヤ様、また会えました……しかし、リュクス、この方々たちは……」

　ミラの目尻にある螺ら旋せんマークが光を帯びている。

「ミラ様……御お下さがりください！　今すぐ、わたしの後ろに！」

「……リュクス、そんなに警戒する相手なのですか？」

　ミラはリュクスの言葉に従い、リュクスの背後に移動している。

　そのリュクスはミラを守るように二剣を胸元に構えていた。

　二振ふりの剣身はシミター系。反った作りの剣身から、ゆらゆらと蠢く露つゆ霜じもの魔ま力りよくを発している。その露霜から、蛍ほたる火びのような光を周囲に飛ばしていた。

　魔ま剣けんに見えるが、光剣の類たぐいなのか？

　そんな一いつ対ついの剣を両手に持つリュクスだが、前と違う軽装戦士系の衣装を着込んでいる。

　今の色合いは黒を帯びているし、前に遭そう遇ぐうした時は、紺こん色いろの法衣だったはず。

「……はい、あの男が身に着けている防護服。擦れてますが、第二級対たい魔ま霊れい装そう装備レンザルクです。確実に八課のアイテム。魔族殲滅機関デイスオルテのメンバーだと推測できます」

「え……この遥はるか南方の地にまで、ついに追手が……」

　ミラはリュクスが言った狂騎士を見て、そんな言葉を漏もらすが、狂騎士は追手なのか？

「……驚きですね。わたしの目的は〝闇のモラビ〟を狩かることだったのですが……」

　狂騎士はそう喋しやべりながら腕に魔力を集めている。

　それも当然か、俺以外にも闇ギルドのモラビとピーリの二人。

　そして、今登場したミラとリュクスという敵対しそうな存在が居るのだから。

　その狂騎士が、

「まさか魔族殲滅機関デイスオルテを知る者たちとは。しかも、その法衣……教皇庁の局長クラスの方でしょうか」

「リュクス、わたしたちを知らないようですよ」

「……追手ではないようですが……オカシイですね」

「それはこっちの言葉ですよ。宗都ヘスリファに住まわれているような教皇庁の方々が、わざわざ、この南マハハイムまで越えつ境きようとは……あ、遺跡発掘局ならばあり得ますね……と、なると、枢機卿カーデイナルの権力争いに敗れた人でしょうか。左さ遷せんを受けた方でしたか……」

「うるせぇんだよ！　よそ見するんじゃねぇよ！　狂騎士共が！」

　牛刀ピーリが、そう叫さけぶ。そして、肩に当てていた牛刀の背を持ち上げると、

「この俺の牛刀で、皆みんなまとめて挽ひき肉にくにしてやる――」

　牛刀を構えた状態で前進してくる。大柄に似合わない動きの質。

　――狂騎士の頭部へと、太い刃を振り下おろすピーリ。

　狂騎士は、その素す早ばやい斬きり落としを予想していたようにバックステップを行う――。

　牛刀の斬撃を鼻先で躱かわし、さらに一歩、二歩と後退しながら、次々とピーリが振るい落おとす牛刀を、全すべて予見しているように素早く避さけ続けていた。

　そんなピーリの牛刀の斬撃によって屋根の板が弾はじけとぶ。

　斬撃を避けて躱すたび屋根に亀裂と穴が誕生していった。

「……おい、お前、女はともかく、武器を見せずに、余所よそ見みかよ？　余よ裕ゆうこいてんじゃねぇぞッ！」

　闇のモラビが威い勢せい良く叫ぶ。鎌の刃を持つ槍で、俺に攻こう撃げきをしようとするが、

「――んなっ!?」

「シュウヤ様！」

　ミラの声が響ひびくが無視。闇のモラビは動けなかった。

　モラビの両足に、二つの液体状の手が絡みついている。

　水溜まりとなった常とこ闇やみの水精霊ヘルメの手だ。

　モラビは、手にした鎌の刃を持つ棒の端で、屋根ごと突き刺さすように、その水溜まりを突き刺した。だが、水状態のヘルメには物理攻撃は効かない。

　チャンス――前ぜん傾けい姿勢で突とつ進しん――右手に魔ま槍そう杖づえを出現させる。

　動けないモラビと間合いを詰つめる。そこから、彼かれの胸に向けて〈刺突〉を撃うち放った。

　モラビは俺の槍やり技わざに反応――屋根に突き刺した己おのれの武器から両手を離す。

　そして素早く腰から、魔法文字が輝く〝闇色の布〟を取り出して、放った。

　闇の布は風ふ呂ろ敷しきが広がるように、前方向から斜めに急拡大――。

　俺の魔槍杖ごと紅べに矛ほこの〈刺突〉を闇の布が包む。〈刺突〉の衝しよう撃げきは闇の布に殺された。

　しかし、その包んだ闇の布ごと紅べに斧おの刃ばが切きり裂さく――。

　魔槍杖の紅矛は闇色の布の風呂敷を突き抜け、モラビの胸に直進した。

「――ぐぉっ」

　魔槍杖の紅矛が勢い良くモラビの胸に突き刺さる。

　だが、威い力りよくはかなり減退されていた。モラビの傷は浅い。

　俄にわかに、即そつ興きようの速蹴りトレースキツクをモラビの顔面へと繰り出した。

　アーゼンのブーツ底が、モラビの顔面を捉とらえる。

　蹴った衝撃によりモラビを押おさえていたヘルメの手が離れた。

　仰のけ反ぞるように後方へ吹ふっ飛とぶモラビ――。

　そのまま、身体からだをすり減らすように、屋根の上から転げ落ちて地面へ落下していく。

　一方、牛刀ピーリと狂騎士の戦いも別の屋根に移っている。

「――追いかけるぞ」

「にゃ」「はいッ」

　黒猫ロロとヘルメと共に、モラビが転がり落ちた場所に向かう。

「あ、シュウヤ様！　リュクス、行きますよ――」

「はい」

　ミラとリュクスも付いてくるようだ。

　軒のきから飛び降りて地面に立った。モラビが落ちたところでは、闇色の靄もやが発生している。

　俺たちが近付くと、ゆらりと闇の靄が揺ゆれた。

　闇の靄の中から、モラビが血の滴したたる腹を手で押さえながら現れる。

「……グハッ、クホ、グソ、クソが！　闇の念鋼布を用いた障しよう壁へきを、いとも簡単に撃ち抜きやがって……しかし、その〝豪ごう勢せいな斧おの槍やり〟と風槍流の所作は、やはり……お前がホルカーバムの支部を……あそこの梟の牙を潰つぶした槍使いだな？」

　モラビは頭巾が剥はがれて、右頬を晒さらしていた。

　そこにあった〝蹴り痕あと〟はエグイ傷となっている。

　だが、腹の傷は円状には広がっていない。

　紅矛は刺さったようだが……紅斧刃が風呂敷を切り裂いただけか。

　やはり〈刺突〉の威力は、あの闇色の風呂敷のような防ぼう御ぎよ系マジックアイテムに吸収されたようだ。

「……そうだとして、それがどうかしたか？」

　俺は平然と語る。

「――グッ、やはりそうか。お前は俺が殺って――」

　モラビが喋っている途と中ちゆう、口を隠していた闇色ベールが切り裂かれ血が舞まった。

　黒豹ロロの触しよく手しゆ骨剣だ。モラビの喉のどを貫つらぬき、何回も顔を刺し貫いている。さらに、ヘルメの放った氷槍の群れが、モラビの胴どう体たいに幾いくつも突き刺さっていた。

　倒したか？

「――フハハッ」

　モラビの嗤わらい声だ。生きていた。

　氷槍と触手骨剣が突き刺さったモラビは闇の靄となって消失。

　その直後、モラビは闇の靄から分身を発生させながら、片手に出現させていた手しゆ裏り剣けんの先せん端たんを持つ鎖を俺に向けて伸ばしてきた。同時、闇の靄は消失する。変わった技わざだ。

　そして、目の前に迫る手裏剣の刃やいば。魔槍杖バルドークで弾くか。と思ったところで、

「出ます――」

　リュクスの声だ。ミラから離れたリュクスが俺の前に直進。

　光ひかり輝かがやく片方の剣を振り抜いて、鎖と繋がった手裏剣の刃を弾いてくれた。

　体勢を屈かがめながら振るった剣を鞘さやに仕舞うリュクス。彼女は機動の回転を続けつつ、二剣の構えを取りながら、腰から下半身にかけて凄すさまじい練度の魔力操作を行う。

　そして、魔ま脚きやく系けいの動きから「氷夜斬り――」と言葉を漏らしながらシミター系の魔剣を振るい、モラビの胴体を横一いつ閃せんに処した。迅じん速そくな剣けん技ぎだ。

　その斬撃は一瞬にして、忍者服の胴どうを分断したかに見えた。しかし、斬られたモラビは嗤いながら消失。

　分身だった。

「……チッ、切り札を消しやがって――」

　そう叫びつつ、モラビは持っていた武器の一部を変形させた。

「ありがとう――」

　俺はリュクスに礼をいいながら前進――。

「こさせるかよ！」

　俺の動きを見たモラビ――手裏剣の刃を伸ばしてきた。

「にゃご！」

　黒猫ロロの触手骨剣が、その遠えん距きよ離り攻こう撃げきを弾いてくれた。

　だが、モラビは壁かべ際ぎわに移動しながら、違う手裏剣を放ってくる。

　鎖が繋がっていない純じゆん粋すいな〈投とう擲てき〉。

「――閣下」

　その手裏剣の遠距離攻撃は、ヘルメの氷槍が相そう殺さいしてくれた。

「チッ」

　舌打つモラビは忍者のように壁を横走る。そして、その壁を蹴って、宙を舞うような側転機動から、闇やみ色いろの刃が出た風呂敷を無数に放ってきた。

　海面から出た鮫さめの背びれのような刃を複数持った風呂敷――。

　その風呂敷は、不可解に、不自然に、意識をもった影かげのように、中空にドフンと奇き怪かいな音を立て広がった――俺は即座に〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉を放つ――。

　迫った風呂敷は二つの光槍が貫いた。しかし、モラビは、

「――まじかよ、光とは聞いてねぇ！」

　と、叫びながら、反対側の横壁に移動し、〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉を避けていた。モラビは素早い――。

　そして、今は、魔力の波は紋もんを手から放出して壁に張り付いている。

　……凄すごい。まさに、ザ・ニンジャな静止術。すると、鋼はがねのような視線を向けてきたモラビは、その壁を蹴って、再び、三角飛びを行う――。

「う、動けません」

「こんな黒い布ごときに負けません！　シュウヤさんは、やはり、わたしの運命……」

「にゃおーー」

「ロロ様！　それは食べちゃ……あぁ食べてしまった！」

　と、風呂敷の布によって動きが封ふうじられた皆の声が響く。刃の部分はロロが触手で粉ふん砕さいしていたようだが、傷を負ったリュクスとミラ。

　黒猫ロロとヘルメは大だい丈じよう夫ぶだろう。

　ミラはすぐに回復魔法が込められた何かのアイテムを使用したようだ。

　皆の動きを止めたモラビの風呂敷か。警戒したモラビは宙を跳とぶ軌き道どうを維い持じ。

　そのモラビは、懐ふところから、闇色の魔力を纏まとう短刀を取り出す。

　それを〈投擲〉してきた――。

　俺は右手と左手に魔槍杖を持もち替かえながらの風槍流『枝崩くずれ』で、飛び道具に対たい抗こう――。

　左右に振った魔槍杖で闇色の魔力を纏う短刀を弾く。

　魔ま法ほう戦せんもあり、だが――いい加減、近きん距きよ離りから槍を、紅の――斧おのの――刃をぶち当てたい――だから、間合いを詰めさせて貰もらうとしようか――。

　俄かに、回転軌道から直角に動きを変える。そのままモラビに向けて直進した。

　モラビは飛ひ翔しようする力でもあるのか、中空の位置から、俺の動きを見て、

「くんな！　素早い独楽こま野や郎ろうめ！」

　そう叫ぶと、背中に戻していた片手から鎌の刃を持つあの武器を取り出す。

　そして、開かい脚きやく前転の機動を取りながら両手に持った長い棒状の武器をそのまま振り下ろしてきた。視界に迫る闇色に光る鎌の刃――俺は、再び風槍流の『枝崩れ』を用いる。

　右手に持ち替えた魔槍杖を持ち上げ、紅斧刃を、その闇の鎌の刃に当てがう。

　闇の魔力が包む鎌の刃を斜め下したへと受け流すことに成功――。

　そのまま右手に握にぎる魔槍杖一本の動き『風研とぎ』へと移行――自然なモーションからの〈刺突〉を、モラビの腹に繰り出だした。

　モラビの胴体に風穴が空くかと思った直後――モラビは身体を横にズラす。

　器用に俺の魔槍杖の紅矛〈刺突〉を避けてきた。

　横に移動したモラビは反はん撃げきしてくる。

　鎌の穂先を持つ槍を斜め下から掬すくい上あげるように鎌の刃を振るってきた。

　――舐なめて貰っては困る。槍使いに、それは悪手だろう。

　即座に風槍流『案山子かかし引き』を行いながら横回転――。

　爪つま先さき半回転の技術を使いながら槍の鎌の刃を寸前で避ける。と、同時に首後ろに通していた魔槍杖を移し変えながら自らも跳ちよう躍やくした――そう、身体を昇しよう竜りゆうのように前部に押し出しながら――魔槍杖も斜め上の軌道で振るい上げる。

　当然、烈れつ火かを纏ったような紅斧刃も空間を裂くように急きゆう上じよう昇しよう――。

　紅斧刃はモラビの臀でん部ぶを捉える。モラビは言葉を発する間もなく、その場で身体が真っ二つ。左右それぞれが肉につ塊かいとなって絶命した。

　俺は、モラビの裂かれた死し骸がいが分かれていくのを、背後から感覚だけで理解しながら魔槍杖を振るいつつ着地した。そして、両手を広げる――文字通り雨となって降ふり掛かかってきたモラビの血ち飛沫しぶきを、全身に取り込んだ。
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「――見事な槍技です！」

　血の惨さん劇げきの光景を見ているはずのミラだったが、そのことに関してはスルー。

　ミラの、俺の槍を褒ほめる言葉が響いた直後――。

　古びた神官衣を着る狂騎士が屋根上から着地してきた。

「――おやおや……あの闇のモラビを倒すとは、貴方たちは何者ですか？」

　それはこっちの台詞せりふだっての。この狂騎士、毛むくじゃらの強そうな牛刀ピーリをもう倒したらしい。狂騎士はその手に、血が滴る〝特とく殊しゆな長ちよう剣けん〟と分かるモノを握っていた。

「そういう貴方こそ、何者なんですか？　狂騎士と呼ばれていたようですけど」

　狂騎士はその言葉に、じっと俺おれの顔を見み据すえる。

「……元は、その方々と同じ宗教国家ヘスリファートの関係者だった者。教皇庁八課の直属部隊、魔族殲滅機関デイスオルテに所属していた所以ゆえんで、そのような名が付いたのでしょう。まあこう見えても、可愛かわいげのある教会騎士の範はん疇ちゆうに入る者ですよ」

　丁てい寧ねいに説明してくれた。やはり、その格好からして教会騎士だった男か。

　もう一度、顔を確認した。銀髪の短たん髪ぱつにギラついた青目。

　片方の白はく眉びに斜めの傷がある、太い鼻び梁りようにも切り傷があった。

　渋しぶい奴だが、この男も何処どこかの闇ギルドの一員なのか。

「その教会騎士さんが、何で闇ギルドに？」

「教皇庁から追放を受けたのですよ。任務に忠実だったわたしをね。まったく、ふざけた話です。常つね日ひ頃ごろから聖なる仕事に励はげんでいたというのに」

　なるほど。教会から追放されるような仕事をしていたと。

　その残ざん虐ぎやくな仕事について、大体、想像がつく……。

「追放か、それでペルネーテにね」

「えぇ、砂さ漠ばくを越こえ、魔まを滅めつする殺さつ戮りくの旅の末に辿たどりついた、この楽園たる地ペルネーテには、他ほかにも〝教会崩れ〟は多くいたのですよ。わたしはその仲間たちが作り上げていた闇ギルド【夕闇の目】に拾われたのです」

　教会崩れ、ようするにゴロツキだろう？

「教会崩れ、か。人数は多いのか？」

「そんなことより、貴方と使い魔の黒き獣けものに女性たち……ん、貴女あなたが持つ、その一対ついの剣は、ハーミクルスの双そう剣けんでしょうか」

　ハーミクルス？　〝狂騎士〟と呼ばれた男はミラではなく、リュクスと彼女が持つ双剣を見て、尋たずねていた。

　リュクスは、指し摘てきを受けたシミターの双剣の切っ先をクロスさせながら、

「……この双剣を知っているのか」

　と、聞くと、リュクスの持つ双剣の切っ先から放たれている蛍火のような光が強まった。

「……知っていますとも、まさか、本当に、あの女剣けん士しなのですか？　通つう称しよう、暗魔剣師ソール。ソール・イヴェマルタ……どうして、一桁エリートの貴女が……」

　狂騎士はそう呟つぶやいて動どう揺ようを示す。リュクスは、もう一つ名前があるのか。

「過去の名を知る者。わたしが知る一桁エリートの中に、お前は居なかったが……」

「わたしは二桁けたでしたから、ね。ま、一桁エリートに上がれない理由もたくさんあったからこそ、今があるのですが……」

　にたにたと嗤いながら語る狂騎士。

「……二桁の地位に居ながら教皇庁に追放を受けた者か。この地方に居るとはな」

　リュクスがそう呟くと、双剣の構えを変えた。

「……魔族殲滅機関デイスオルテの癖くせに、極きわめて珍しい古い魔ま界かいの神。力を失ったとはいえ教皇庁で禁きん忌きと目される魔ま神じんの力を使う貴女にこそ、その言葉を捧ささげますよ」

　狂騎士はそう語った後、睨にらみを強めて、沈ちん黙もく。そして、視線を巡めぐらせていく。

「一桁エリートには、他にもスラウテルを信しん奉ぽうしている奴も居たぞ？」

　そう語ったリュクスを睨む狂騎士は、俺と女性形に戻った常闇の水精霊ヘルメ、黒豹姿のロロディーヌを順じゆん繰ぐりに、訝いぶかしむように見つめてきた。

　さらに自らの腰に装着していた魔道具を触さわり出す。

　狂騎士が触っている魔道具の形、前に見たことがある。

　思い出した……聖王国から魔ま境きようの大森林へと向かう時だ。

　俺を追ってきた教会騎士たちが持っていた魔道具と同じアイテムか。

　狂騎士は、その触っている魔道具の反応を見た途と端たん、目を見開いて指の動きを止めた。

　眉まゆが怪しくピクリピクリと動くと、突とつ然ぜん、腹を押さえて、

「ぬはははは」

　と、嗤う。ところが、頭部を傾けながら眉み間けんに指を当て、急に笑いを止めた。

　……オカシナ奴だ。再び、俺たちを凝ぎよう視ししてくる狂騎士。睨みを強めてきた。

　急に冷めたような表情を浮うかべている。しかし今度は、不敵な笑えみを作るように唇くちびるの端を持ち上げた。いちいち、表情筋が忙いそがしい奴だ。

「……この反応。吃驚びつくり仰ぎよ天うてんですよ！」

「何がだ？」

　と、狂騎士に尋ねた。

「お前たちが、あの闇のモラビと同様に〝魔族〟の出身だったとはなッ」

　また、俺を魔族呼ばわりか。やはりあの魔道具、俺を追おい掛けてきたクルードを含めた騎士たちが持っていたのと同じアイテムか……。

　魔族というより、濃こい闇属性に反応しているだけのようだが。

「……魔族？　勘かん違ちがいするな。俺はあらゆる意味で違う種族だ」

「いやはや、屑な魔族がッ、人の姿と言葉を操あやつり……〝洗脳〟ですか？」

　はぁ、人の話を聞いてないし……。

「モラビは討うてませんでした。しかし、代わりの標的がこんなすぐ近くに見付かるとは僥ぎよう倖こうです。光神と光の精霊は、やはり、わたしを見ておいでなのだ。そして、そこの女剣士……一桁エリートだった者も、神がわたしに与あたえた使命。『直じかに罰ばつせよ』という神の偉い大だいなるご意思なのでしょう」

「……くだらん戯たわ言ごとを、よくしゃべる奴だ」

　リュクスがそう呟く。まったくもって同意だ。

「はっ、呆あきれる言葉ですね。使命を帯びた言葉の神聖さを理解できないとは。仮にも、光に属していた者の言葉とは思えません。ま、それも当然ですね。洗脳を受けているようですから。しかし、一桁エリートだった者が魔族に操られるとは……しかも、まだのうのうと、生をまっとうしている……教皇庁も地に落ちたモノですね」

「――それはありえません！　〈光韻〉が証明してます。救世主探たん索さく任務のことは、貴方も知っているでしょう？」

「はぁ？　新聖書の読みすぎですよ。さすがは左遷を受けた、頭が、お花畑のお人のようだ。エデンの果実でも探しているのですか？　プハハッ――」

「――死ね」

　ミラへの中傷を聞いたリュクスは、切れた。先んじて動き、一瞬で双剣を振るい抜けていた。が、狂騎士は身体をぶらすように半身の姿勢を維持した状態で左に避けている。

　しかし、リュクスの剣撃を完全に避けることはできなかったらしく、左ひだり頬ほおの一部が裂けている。一筋の血飛沫が飛び散った。

「――チッ、魔に感化した一桁エリートの癖に、剣筋は衰おとろえていないのか！」

　狂騎士は声を荒あららげながらも、光を帯びた葉を頬に張り付ける。

　瞬しゆん時じに、その裂けた傷は塞ふさがった。

「……いや、だから、俺は魔族じゃないぞ？」

「煩うるさい、屑の魔族がァ――お前、お前を〝カテゴリーＢ〟の魔族と認にん定ていする！」

　何だ？　急に俺を指さして、カテゴリーＢだと？　狂騎士は武器を構えた。

「わたしは魔族を逃のがさない。魔に連なる者よ、光神ルロディス様の名のもとで裁きを受けるがよい！　世に蔓延はびこる魔の種は抹まつ殺さつせねばならないのであるッ！」

　自分の血を見て、興奮したのかな？

「薬でもキメたか？　目がイってるぞ？　頭、大丈夫か？」

「ふはははは、無む駄だだ。無駄なのだよ、魔族ども！』

　狂騎士の剣けん先さきに魔力が集中する。

「わたしに洗脳は効かない！　魔族の雑魚ざこ魔ま法ほうでは、わたしの霊れい装そうを破れまいて！」

　ヤヴァイ、ヤヴァイぞ。しゃべりは面おも白しろいが、頭のネジが飛んで光の国へ逝いっている。

「今、ここに、魔族殲滅機関デイスオルテの名の下もと、異い端たん審しん問もんを始めるッ！　魔を滅するのだ！　滅、滅、滅、滅、滅、滅、滅、滅、滅、滅ッ、フヒャヒャヒャヒャー」

　狂騎士は鷹おう揚ように語り、嗤い、豹ひよう変へん。目が血走り、青筋を顔に幾つも浮かべている。

　血が滴る長剣を左右に勢いよく振るいながら、俺ではなく、リュクスに向けて前進。

　血を飛ばしながら、その長剣を振るい落とす。

　リュクスは回転しながら狂騎士の素早い剣けん刃はを華か麗れいに避けていく。

　彼かの女じよが反撃ができないほどの剣筋を魅みせる狂騎士。

　狂くるっていると思えない剣の腕うで前まえだ。ヘルメがリュクスのフォローに動く。

　氷ひよう礫れきを超こえた氷槍を狂騎士に放つ――。

　だが、狂騎士はなんなく魔力を帯びた剣で氷槍を払はらいながら、リュクスを追っていた。

　黒豹ロロも触手骨剣を繰くり出す――。

　だが、狂騎士は触しよく手しゆ攻こう撃げきを予知しているように、避けていく。

「――リュクス！　その男は危険です。頭がイかれてます！」

　ミラの警告の声の効果か分からないが、狂騎士は華麗にターン。

　あの踵かかとを軸じくにした回かい避ひ術じゆつのレベルも高い……と思っていたら、俺にも襲いかかってきた。

「おい――異い端たんとか止やめてくれ、因ちなみに俺は闇ギルドでもない。只ただの冒ぼう険けん者しやだ――」

　そう喋りながら、魔ま察さつ眼がんを用いた観察を続けた。

　狂騎士の袈け裟さ斬きり軌道の刃を鼻先で避ける。俺の言葉に反応を示さない狂騎士。

　こいつ狂ったように見せているだけで、フェイクか？

　体内魔素の流動はごくスムーズだ。

　長剣を握る右手と両足に魔力が集中していた。そして、魔力が溜たまっているかのように長剣も普ふ通つうじゃない。魔力を内包した刀身の刃が二重になった特殊なモノ。

　リュクスと同系統か？　いや、質はこっちの方が高いかもしれない。

　切っ先が二重に分ぶん裂れつしたマジックウェポンを確実な動きで振るってくる――。

　刃から不気味な振しん動どう音おんを響かせながら、俺の首から胴体を狙ねらった刀とう剣けんの振り落としから上げ斬りの連続攻撃を――俺は片足の爪先を軸とし、半身をその場に残すような――ゆるやかな横回転機動の回かい避ひ技わざで――その素早い連続剣技を避けていく。

　狂騎士が振るう剣筋を確かく認にんしながら――。

　再び、振り下げられた剣を、回転して避ける――。

　再度、下から斜め上に向かう狂騎士の剣。俺の顎あごを引き裂くような、その剣刃を――俺は頭部と背中を反らすようにして避けた――。

　だが、いい加減に鬱うつ陶とうしい――。

　魔槍杖バルドークを左から力を込めて振るい、二つの剣を打ち返した。

　狂騎士は長剣が弾はじかれると目を見開く。彼はバックステップで距きよ離りを取る。

「――この回避技……わたしが認にん識しきを誤るとは、カテゴリーＢではないですね。カテゴリーＡに該がい当とうする上級悪あく魔ま系ですか？」

　先さき程ほどの狂ったような気味の悪い調子は何処どこに行った？

　至って冷静にそんな言葉を語る狂騎士さんの、刃のような鋭い視線は、どんよりと粘ねん着ちやく性せいを感じさせる薄気味悪い視線へと変化した。

　そして、ヘルメと黒猫ロロはいつでも攻撃できる態勢だったが……。

　俺が相手の剣筋を見て楽しんでいるのを分かっているのか、攻撃に加わってこなかった。だが、それは俺の勘違いで、単にタイミングを計っているだけかもしれないから、

「ヘルメとロロ。臨機応変といこうか。だが、こいつは俺がやるから、今は、見といて」

　と、指示を出す。

「おやおや、随分と余裕ですねぇ――ゴフォッ!?」

「ギオォォ！」

　んお？　突然な獣けもののような咆ほう哮こうが屋根上から轟とどろく。

　丸い黒くろ塊かたまりが凄い勢いで狂騎士の脇わき腹ばらに当たり、彼は身体を横にねじったように回転させながら、あっという間に吹き飛んでいた。

　そして、ドシンッと重そうな音と共に降り立ったのは、牛刀ピーリ。

　生きていたらしい。全身の毛を血色に染めながらの再登場。

　狂騎士に衝しよう突とつさせた黒塊は、こいつの飛び道具か？　何かスキルでも使ったようだ。

「グオォォオゥッ！　狂騎士ィィィッ」

　ピーリは怒いかり狂い叫ぶ。

　そのまま狂騎士が吹き飛んだ路地の先へと、ドタドタ重そうな足取りで走っていった。

　そして、暗がりでも分かるほどの、大きな血の足あし跡あとがその場に残る。

　さっき、大おお柄がら獣じゆう人じんのピーリは、俺のことを完全に無視していた。

　センシバルという種族名らしいが、あいつこそ狂きよう獣じゆうかもしれない。

　その狂獣めいたピーリが持つ牛刀が怪しく煌きらめいているのを確認。

　狂騎士はあのピーリを怒おこらせる〝何か〟をしたようだな。

　ま、狂きようだけに狂同士。

　あの〝毛むくじゃらマン〟に任せよう。魔槍杖を消去した。

　武器を仕し舞まうと、ミラが、

「シュウヤさん！」

　と澄すんだ声を上げて、駆かけ寄よってきた。彼女の目尻のマークが強く輝いている。

「よ、ミラ。このペルネーテに来ていたんだな」

「はい、ペルヘカラインの探索は一時中断です。宝玉システマに付ふ随ずいする残照を追いかけましたが……あの先の迷めい宮きゆうは予想外に深く……オークの中隊と続けて遭遇したり、アイテムボックスの食料も不安になりかけてきたところで、〝不ふ浄じようなる邪じや悪あくノ書〟が降りかかり、巨きよ大だい地底竜りゆうにも追われてしまい……仲間たちに犠ぎ牲せい者しやが……」

　ミラは泣き始めてしまった。だから、二人だけなのか。

「わたしたちは助かりましたが……備えた荷に棚だなさえも失い……」

　そう語るリュクス。目元の彫ほりが深く鼻が高い美人だが、彼女の表情も暗い。

　だとすると、あの場に居たリュクス以外の紺色の法衣を着た方々は……。

　すると、

「――シュウヤさんは風槍流の技術を基本としているようですね」

　リュクスはミラを見かねて、話題を変えてきた。俺も乗ろう。

「はい。師し匠しようのお陰かげもあります。しかし、リュクスさんも見事な剣けん術じゆつです」

　釣つり目のリュクスは微笑ほほえむ。少し頬が朱しゆ色いろに染まった。

　ミラと同じく美人さんだけによいね。彼女の黒茶の瞳ひとみをじっと見つめていたくなる。

　彼女と視線が合うと、視線を泳がせるリュクス。そして、

「……ですが、狂きよう騎き士しを仕留めることができなかった……」

「ま、乱戦でしたから。そして、今の戦いでも明らかですが、ここは闇ギルド同士の争いが多い地域と聞きました。何故なぜ、貴女方はこのような場所に」

　ま、これは俺自身もいえたことだが、そう丁寧に聞いてみた。

「……それは、わたしのせいです。リュクスに無理をいって、〈光韻〉の反応を示す方向に導いて貰いました」

「その、〈光韻〉とは……目尻の？」

「はい、シュウヤさん――」

　その瞬間、ミラが俺に抱だき着ついてきた。小さな歯は軋ぎしりが聞こえる。そして、小声で、

「運命の人……」

「……俺が運命の人？」

　そう尋ねつつも、一ひと際きわミラを抱きしめる力を強める俺であった。

「……あぅ、シュウヤ様……」

　しかし、柔やわらかくて良いね。そう、ミラの胸は大きい。

　緑の法衣の下にブラジャー系のインナーを着てるな……。

　そのことを外がい套とうごしだが、一いつ瞬しゆんで把は握あくした。

　だが、気づくとリュクスの目が冷たく細められている。ここは紳しん士し的てき態度を貫こう。

　ミラの両りよう肩かたを優やさしく抱き、彼女の身体を離はなした。

　その間にミラは、赤く充じゆう血けつしたような双眸を向けて、

「……そうです。〈光韻〉の反応が示す相手が、わたしの運命の人。子供の頃ころ、夢の中に光神ルロディス様のような光玉が現れたのです。その夢で『〈光韻〉に反応する者。光授を持つ者、ソナタの追うべき存在なり』と、お告げがありました。これこそ、救世主伝説に関かかわることに違ちがいないと……」
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　……へぇ。確かに俺は〈光の授印〉を胸に持つ……光授とは名前が似ているが……。

　ま、この際だ、はっきりといっておく。

「救世主？　それは違うな。さっきも見ていたように、血を扱あつかうヴァンパイアの力もある。さっき、狂騎士が語っていたように魔族の力も持つ」

「……はい。見ていました。でも、光の技も見ました」

「それはそうだが……」

　派は閥ばつやミラの気質もあるとは思う。だが、リュクスの扱っていた双剣と力を見ると、神聖教会も闇を排はいするばかりではないということか。

　ミラは頷うなずきながら、俺を見る。希望に溢あふれた目付きだ。

「まぁ、そうだな。光と闇。両方の力を持つ。だが、何度もいうように、ミラの語る救世主じゃないからな」

　そう、それは絶対に違う。

「シュウヤ様……」

　そこでリュクスはため息を吐つく。そして、

「教皇庁では〝光神教徒アビリムの伝説〟、〝アビリム遺い跡せき〟の方が有名ですからね。ミラ様の救世主探しも一いつ端たんはお仕し舞まいですよ？」

「え、リュクスまで……」

「ミラ様。この巨大都市でシュウヤ様と会えたのです。今回はこれで良しとしましょう」







第九十章「運うん命めい占うらない師しカザネ」







「ミラ様、司教の手紙はちゃんとありますか？」

　司教の手紙があるようだ。リュクスの言葉に、ゆるやかに金きん髪ぱつを揺らし頷いたミラは、

「あります。ヘカトレイルの教会から預かった手紙ですから」

　腰こしのポシェットを触りながら答えている。黒くろ髪かみのリュクスは頷く。

「では、ミラ様。宗教街に向かいましょう」

「しかし、この都市は広い。シュウヤ様のようには、いきそうもないですね」

　ミラは寂さびしげに俺を見ながら、そう語る。

「巨大都市ですからね。宗教街も広大……仕方がないです」

「……では、シュウヤ様、名残なごり惜おしいですが、またの機会に……」

　ミラは目め尻じりの〈光韻〉を指で触る。すると、強かった光は弱まった。

「了りよう解かいした。またなミラとリュクス」

「はい」

「では、ミラ様。とりあえず、闘とう技ぎ場じようがある方に向かいましょう」

　リュクスとミラは頷き合うと、去っていく。

　んじゃ、俺も、このまま賭と博ばく街がいの中へと向かうか。

「黒猫ロロ、ヘルメ、賭博街を探索だ」

「にゃ」

「はいッ」

　遠巻きは野や次じ馬うまだらけとなっているのも都合が良い。

　俺たちはその野次馬の中へ突とつ入にゆうし、人の間を縫ぬうように走はしり抜ぬける。

　路地の陰に入り、そこで足を止めた。

　壁かべに背を預けながらヘルメには左目に戻もどってもらう。

　念のため〈隠身ハイド〉を発動。

　黒猫ロロも俺の肩かたに戻ってきた。

　人ひと混ごみの陰を利用しながら夜の闇に紛まぎれていく。そんな状態で賭博街を歩き回った。

　綺き麗れいな酒場、娼しよう婦ふ館かん、宿屋前で、手にランタンを持つ金持ち風のビロード服を着込む女衒ぜげんの婆ばあさんが娼婦を引き連れているかと思ったら、反対側では汚きたならしい薄うす着ぎを着た浮ふ浪ろう者が屯たむろする廃はい墟きよも点在した。ここは富者と貧者が居合わせる街なんだと認識。

　賭博街の名前通り……路上の至るところで、賭かけ事ごとが行われている。

　平幕の六張りぐらいはあるテント会場では大規模な拳けん闘とう大会があり、腕うで相撲ずもう、カードゲーム、じゃんけん、将しよう棋ぎのような駒こまと盤ばんのゲームも行われていた。

　ゴルディーバの里でアキレス師匠によく駒を作らされたな。木工のスキルは得られなかったが、器用さは上がったと思う。だが、一角に、見たことのない薬も売られている。

　飴あめ玉だまのような色合いでカラフルな大小様々な粒つぶたち。

　一見、菓か子しに見えるが……ドラッグの類たぐいか。

　大小様々な飴あめのようモノは、駄だ菓が子しを売るように四角い箱に無造作に置かれてある。

　四角い箱が置かれた側そばには麻ま薬やく商人らしき男と、用心棒らしき面つら構がまえの悪い者たちが見回りを兼かねて周囲を窺うかがっていた。

　そんな薬が売られている現場では、麻薬中毒者ジヤンキーらしき者たちが多数群がっていた。ヘカトレイルの城じよう壁へき内の下町にあったような風ふ情ぜいある印象とは正反対だ。

　魔界との繋つながりを感じさせるぐらいに雰ふん囲い気きが悪い……。

　何年も締しめ切った牢ろう獄ごくのような陰いん湿しつな空気が流れていると感じさせる通りだった。

　あくまでも想像だが、ここにある負の感情を餌えさ場ばにしている魔界の神に連なる眷けん属ぞくがいるのかもしれない……俺は我が慢まんしながらもアシュラーの導き、カザネの占うらない館やかたを探し歩く。

　看板を探すこと数時間、賭博街の中を放ほう浪ろうした。

　探すのに飽あきた黒猫ロロは背中に垂れる外がい套とう頭ず巾きんの中で寝ね息いきを立てている。

　もう夜だ。しかし、周囲はまだ明るい。光源があちこちにあるからだ。

　その光源はドラム缶かんと似た火ひ鉢ばちの土ど瓶びん。

　どうやら、この辺りの風物詩ともいえる光景のようだ。

　賭博街のあちこちにある。そんな土瓶の火を囲い何か食い物でも焼いているのか、浮浪者たちで賑にぎわっている。そして、そんな浮浪者たちの間を歩きながら、看板を探す。

　ふと、路地の一角が気になった。土ど瓶びん炊だきよりも明るい。魔ま法ほうの光源が沢たく山さん浮ういていた。

　そこでは浮浪者だけでなく一いつ般ぱんの人々も集まっているようだ。

　さっきのような不快さはない。興味が出た。

　その人だまりへ足を運ぶ。そこは鼠ねずみレース場だった。

　伸のびた長方形のレーン板に六つ枠わく板いたが設けられ、その枠の中に入った鼠たちがレーン板の奥おくに置かれた餌えさに向かって真まっ直すぐ走るという単純な作りのレースだった。

　そんな賭けレース場の周りは小こ綺ぎ麗れいな施し設せつが整っている。

　テラスカフェのような雰囲気。複数の机と椅い子すもあった。

　そこで酒や食事を楽しむ人々は、賭け事に使われる鼠の売買も行われていた。

　立ち聞きを含ふくめて実際に話を聞いていく。すると、ここだけの話ではなく……。

　各都市に鼠レース場と、その地域ごとに鼠の血統を管理した専門の飼育業者が存在しているようだ。調教者や金を持ったオーナーの存在も居るようだ。

　小型の鼠以外にも、大おお柄がら魔ま獣じゆうと人の乗り手が必要な巨大レースもあるようだ。

　そのレースも専門の商会が複数あるとか。

　賭け事で儲もうけを得ている闇のグループも存在しているらしい。

　競馬のように奥が深い話もあった。

　ここのレースでは、鼠たちと、その関係者たちにとっても絶対に負けられない戦いがあるようだ。感心しながら聞き込みを続いていった。

　続いて、布ぬの帽ぼう子しをかぶり燕えん尾び服ふくを着こなしている渋めのおっさんに話しかけてみた。

「アシュラーの導き、カザネの占い館の場所を知らないですか」

　と、聞いたら、帽子をかぶった渋い男は独特の笑みを浮かべて教えてくれた。

「それなら、すぐそこだよ。昔はよく木簡占いを出してくれていたんだがな。ほら、あの魔法の明かりがある両りよう替がえ屋やと換かん金きん所じよの隣となりにある、白くて〝小さな建物〟だ」

　隣かよ。あ、本当だ。鼠レースの換金所の隣に白い小さい建物がある。

「本当だ。ありがとう」

　帽子を被かぶるおっさんに軽く礼をいってからその店に向かう。

　土つち壁かべに挟はさまれる形で白壁の家がある。一つの扉とびらがあった。

　扉の真ん中にある目のマークが目立つ。その目の周りに、占いの店としての意味があるような神秘さを持った宗教的な飾かざりもある。これが表札か？　店の規模は本当に小さい。

　看板もない白壁だけのロマネスク風の建物。横よこ幅はばも狭せまくシンプル過ぎる。

　予あらかじめ、この店だといわれないと分からなかったかも……。

　換金所に並ぶ人々はこのシンプル過ぎる白い外観の店に見向きもしてない。

　占いでレースの予想とかやってないのかね？

　ま、さっきの人も話をしていたが、今はもう占いをやっていないようだ。

　肝かん心じんの扉に上部にある目のマークは、一ドル札にもある有名な〝プロビデンスの目〟。

　扉に蝶ちよう番つがいも取っ手もない。若じやつ干かんの膨ふくらみのある宗教を意味するような飾りがあるだけだ。

　仕方がないから扉の、この目のマークを……人差し指の表面でなぞってみた。

　表面はざらりとした金属の感かん触しよく。まさか、これが呼よび鈴りんじゃないよな？

　と、目のマークをさりげなく軽く押おしてみる。ポチッとな――。

　その瞬しゆん間かん、目のマークが光り、木製扉の表面に規則正しく亀き裂れつが入っていく。

　亀裂は煉れん瓦がブロックが組み合わさったように見える。

　刹せつ那な、ブロックが離れていった。

　さらに、ブロックは木組みパズルが自動的に解体するように、一つ、一つの部位となって分かれながら無数に分裂。一瞬、天てん心しんのような動きを見せたと思ったら、今度は、扉の枠の中へと収納されていった――凄い。摩ま訶か不ふ思し議ぎな扉だ。

　白い建物の扉の部分だけが、くり貫ぬかれたようになくなった。

　消失した扉の先は濃のう緑りよく色しよくの狭い廊ろう下かだった。

　通路か……ここからでは暗いから奥が見えない。

　少し勇気を出して、その廊下へと、足を踏ふみ入いれた。

　その途端、明るい灰色が生まれた。続いて緑光も発生した。灰と緑の炎ほのおは合わさった。

　――驚おどろく。それは蝋ろう燭そくの灯あかりだった。両側の壁の上に、真しん鍮ちゆう製せいの蝋燭台がある。

　ゆらゆらとした灰と緑の炎の動きに何かの生命を感じた。

　そんな明るい灰緑の炎が、廊下ごと俺を照らしてくる。

　入ってきた俺の魔ま力りよくに反応する魔ま術じゆつでも仕込まれているのだろうか。

　一歩、足を動かすと、また、自然と生命を感じる不思議な灰緑色の火が灯ともった。

　埋うずみ火びにも見えた灰色と緑色の炎から、何かの暖かさと冷たい神かみ在あり月づきの季節を感じた刹那――廊下の先から、不気味な怪かい物ぶつが、ごうんごうんと深呼吸するような音が響ひびく。と、同時に今さっき感じたような生暖かい風が吹ふく。

　続いて冷たい風に変わる。それは恐きよう怖ふを感じさせる。

　そんな風が俺の頬を優しく、そよりと、撫なでてきた。

　ぶるりと背筋が凍こおる夏のホラー物が、俺の脳のう裏りを過よぎる、が……廊下を進む。

　自然と双そう眸ぼうが血走っているかもしれない、俺は何かに促うながされるようにゆっくりと歩く。

　すると、俺の歩ほ幅はばに合わせたかのように壁の蝋燭が点灯していく。

　センサーでもあるのかよ……凝こった作りだ。

　そのまま壁か建物の中から微かすかに聞こえる不気味な深呼吸の音を身に感じながら……。

　時間が長く感じながらも……廊下の突つき当あたりに無事に移動できた。

　そこには、二つの大きな黒と赤の扉がある。

　扉に……文字。俺のエクストラスキル〈翻ほん訳やく即そく是ぜ〉があるから……。

　え？　嘘うそだろ……日本語が彫られてあった。

　黒扉の表面は『これを読める貴方あなた、地球出身の日本人ですね。この扉の取手を右に三回、左に五回、回して、最後に押し込んでください』と日本語が記されている。

　慎しん重ちような奴やつならここで引き返す。だが、そんなつまらないことはしない。

　書かれてある通り、黒扉の取手を動かしていく。取手を指示通りに動かした瞬間――。

　黒扉は長方形や四角形の小さい煉瓦ブロックに変化。

　最初と同じような動きかと思ったら、今度は素す直なおに上下左右の外そと枠わくの中へとブロックは自動的に収納していった。

　ブロックが消えた先は緑光と緑色のカーテンが包むこぢんまりとした部屋だ。

　中央に一段高くなっている壇だんがある。

　その壇の上に黒光りする重じゆう厚こうな机と椅子がセットで置かれてあった。

　緑光が射さす奥の椅子に〝老ろう婆ば〟が座すわって待っていた。

　あの婆さんが日本人か！　その婆さんの目の前の机には、大きな琴ことのような魔力を備えた楽器がある。他にも、タロットカードとメトロームのような物もあるようだ。

　ザ・占いの部屋。という部屋の印象だ。占いといえば水すい晶しよう球だが……見当たらない。

『閣下、ここは魔素が濃く、何らかの結界の作用、魔術、魔法、特殊な儀ぎ式しき、分かりませんが……とにかく、狭間ヴエイルが薄うすまった中間のような場だと思われます。神々の影えい響きよう力りよくが増した状態といえます。気を付けてください』

　俺の左目に宿る、常とこ闇やみの水みず精せい霊れいヘルメがそう忠告してくれた。

『忠告ありがと、だが、俺は何があろうと平気だ』

『分かりました。あの婆ばばあに、ご威い光こうという教育を施ほどこすのですね。わたしも、ほくほくとした、お尻しりの教育を――』
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　ヘルメは、また変なことを伝えてこようとしたから、

『――いや、そんなことはどうでもいい、単純に興味があるだけだ』

　と、少し怒ったニュアンスの思念を伝えた。

『はいッ』

　ヘルメと念話をしながら、部屋に入らず待機していると、

「さぁ、入ってくださいな」

　部屋で待つ怪あやしい老婆が話しかけてきた。声質は優しそうな印象。

　勾まが玉たま飾かざりが沢たく山さんついた風変わりな帽子をかぶる老婆。

　年輪を重ねてきた皺しわがある。そして、穏おだやかな笑え顔がおを見せている。

　独特の巫女みこ風の衣い装しようを身に着けて、小さい玉たま串ぐしと似ている棒を持っていた。

　棒は榊さかきの枝系。しかし先せん端たんは紙というか、金赤の小さい玉たちが付着している。

　まぁ、魔力を帯びているからマジックアイテムの類たぐいだろう。

　この老婆、占い師しより巫女さん系なのか……菩ぼ薩さつのような顔を持つ。

「では、失礼します」

　躊躇ためらいがちに足を踏み入れる。

　机の近くまで進む。向こう側に座る老婆と机を挟んで立った状態で対面した。

「緊きん張ちようなさらずに、そこの席に座ってください」

「はい……」

　老婆に促される形で、椅子に座った。罠わなはない。

　ここで椅子の脚あしが折れてコケたら、面白いが、それはなかった。

　そんなコケた姿を想像したことがバレたのか、老婆は、怪け訝げんそうに俺を見る。

　そして、豊ほう麗れい線せんが目立つ皺が動く。

「……わたしの名はムーサ・アロマン。この世界の本名。ですが、転生者よ。前世の名は風かざ音ね丸まる子こ。この都市に来てからは〝カザネ〟と名乗ってます。それから暫しばらくの時が経たつわ。しかし驚きね」

　カザネ婆さんは、この世界で、ムーサ・アロマンという名前で生まれて来たんだ。

　しかし、日本語か。久しぶりだ。『俺も驚きだよ』とは言わず、疑問で返す。

「……驚きですか？」

　俺の素そ朴ぼくな疑問を聞いたカザネ婆さん。手に持つ玉串を机に置いて、口を開く。

「驚いたわよ。何の対策もなしに、あの廊下を歩いて、あの黒扉を開けられる貴方という転生者が現れたこと……そして、百年の間、転生者を待ってはいたけれど、〝今〟この時に現れるなんて……」

　随ずい分ぶんと長く待っていたんだな。それにしてもこのカザネ婆さん。

　というか老婆だけど、百年待ったというわりに……若いな。

　とても百歳さいを過ぎてるようには見えないぞ？　せいぜい六十歳と少しぐらいな感じだ。

　黒色の瞳には生き生きとした活力が感じられるし、魔力が宿っていた。

　全身からも虹にじ色いろの魔力が立ちのぼり、波のようにうねっている。

　基本的な魔ま闘とう術じゆつ系の技術はマスターしているようだ。

　そう勝手に、魔闘術の系統と判断したが……実はまったく違う魔ま法ほう技術の系統かも知れない。その魔力のことはいわずに、とりあえず見た目を褒ほめておく。

「……百年ですか。それにしては若く見えますね」

「ふふ、お世辞は結構よ。カガリ・シュウヤさん」

　ぬお？　俺おれの名前だ。まだ名乗っていないのに当ててきた。

　このカザネ婆さん、笑みを浮かべながら、しれっと俺を鑑かん定ていしていたらしい。

「本当に〝人〟を鑑定できるんですね」

「あら、わたしのスキルを誰だれかに聞いたのかしら？」

「はい」

「そう……でも、カガリさんはどういうわけか、あまり〝見えない〟〔槍やり武術レベルXVIII〕〔魔技レベルIX〕これぐらいしか分からない。どういうことかしら、まさか〝実〟と……」

　実？　老婆は首を傾かしげている。見えない数字があるようだ。鑑定も完全ではないのか。

　しかし、〔槍武術レベルXVIII〕〔魔技レベルIX〕とやらは俺のステータスの一部らしい。

　面白い。俺が知る能力値とは違うようだ。

「……さぁ。俺に聞かれても分からないです」

　しかし、能力が見たくて会いに来たが、まさか転生者だったとはな。非常に興味がある。

「先ほどカザネさんは百年と仰おつしやっていましたが、その間に転生者と会っていないのですか」

　これは大事なことだ。他ほかの転生者のことが分かるかも知れない。

「そうよ。会っていない。正確にいえば会えていないと、いった方がいいかしら。西の【ラドフォード帝てい国こく】、【フロルセイル七王国】、遠い北西の【ゼルビア皇国】、東の【フジク連れん邦ぽう】。そして、遠い【グルトン帝国】では、『特別な召しよう喚かんが行われている』と風の噂うわさで聞いた事があるぐらいかしらね。この世界は無限のように広く星と連なる神々があり果てがない。百年を超えて生きていても知らないこと聞いてないことが沢山あるのよ……とにかく、この都市では百年以上目立つ活動をしているけれど転生者と会わなかった。そして、廊下を無事に歩いて、黒扉を素直に開けて、堂々と現れたのは貴方だけね」

　転生者は少ないのか。召喚や前世の記き憶おくを持った者たちは召喚もされずポンポンと生まれてくるわけじゃない？　だが、必ずしも転生者が冒険者を目指すことはないはずだ。

　前世の経験を生かした職業についているかもしれない。仮に冒険者となっていたとしても迷宮や塔とうといった冒険者が集まりそうな代しろ物ものは他の土地にもごまんとあるからな。

　そして、扉に記した日本語を警けい戒かいして『入らない』と決めた慎重な転生者もいたかもしれない。というか普通はそうする。その辺を踏まえて聞いてみようか。

「……では、カザネさん以外に転生者はいないと？」

　黙だまりと、間を空けた、俺の問いにカザネ婆さんは頭を軽く左右に振ふってから口を開く。

「いえ、百二十年前には居たわ。わたしを含めて、たった〝三人〟だけね」

　居たのか、過去形だけど……その三人は共通点とかあるのか？

「その転生者たちは前世からの共通点とか、あったりするんですか？」

「少なからずある。全員が微び妙みように歴史が違う現代日本から転生した点ね。そして、幼い時に病気や頭を打った衝しよう撃げきで〝日本人としての記憶〟を突然に思い出している。共通しているのは、それぐらいかしら、この世界セラでの生まれや育ちは皆みんな、バラバラだったことも共通点かしら、といっても、三人だけのことですからね。そして、わたしが知らないだけで、転生、転移の可能性はあるでしょう」

　へぇ、生まれはバラバラか、前世の繋がりはとくに関係がないと。

　三人の共通点は共に歴史の違う日本出身であり幼い時に何らかの事故で日本人だった頃の記憶を思い出したりしただけか。『パラレル世界』、『エヴェレットの多世界解かい釈しやく』、『シュレーディンガーの猫ねこ』といった考えが脳裏に過る。

　俺のようなキャクターメイキングをした転生者ではないようだ。

「シュウヤさんも、その喋しやべり方かたからすると、前世は大関東圏、東日本の方かしら？」

　大関東圏？　関東地方のことか？　ま、ここは話を合わせておいた方が良さそうだ。

「そうですね」

「それじゃ、わたしたちと同じように、この世界セラに生まれてから日本人としての記憶を？」

「そうなります」

「なるほど……」

　カザネ婆は昔を思い出しているのか、視線を外し遠くを見ていた。

「でも、百二十年前ですか？　そのバラバラに育った転生者たちと良く出会えましたね？」

「えぇ、そうね。だけど出会った理由を聞けば、貴方も日本人だったのなら……分かるはず。理由を聞きますか？」

　そりゃ、興味あるさ。聞いとこう。

「はい。差さし支つかえなければ」

「では、お話をしましょう。わたしはその当時、この南マハハイム地方で活動する冒険者の一人だったのです。そして、ある噂を耳にしました。南の荒あれた大海の先に未知のアーゼン朝の異文明と、サーマリア王国の東の海を越こえた先に群島諸国があると。そこの島に、とても珍めずらしい物があると……」

　アーゼン朝なら聞いたことがある。

　ヘカトレイルの女侯こう爵しやくシャルドネの晩ばん餐さん会かいの際に、フリュード冒ぼう険けん卿きようから話を聞いた。

「アーゼン朝の文明を探検した有名なフリュード冒険卿の話なら知ってますよ」

「王都でもヘカトレイルでも有名のようね。東の、群島諸国についてはどうかしら」

「あまり、聞いたことはないですね」

「東の島国よ？　珍しい物がある。それを聞いて、ピンとこないかしら」

　日本国。日いずる国か。

「日本ですか」

「そう。すぐに日本の事をイメージしたの。日本が恋こいしかったのもある。勿もち論ろん、アーゼン朝にも興味はありました。しかし、日本、島国への想おもいは捨てることはできなかった。群島諸国に向かうことにしたのです。因みに興味のあった南の大海は、結局のところ行きませんでした。装備も海洋を渡わたる知識もないですからね。当時はフリュード卿のような偉い大だいな存在は居ませんし、大だい海かい賊ぞくたちも勢力が目まぐるしく変わる時期でしたからね」

　なるほど納なつ得とくだ。東にある群島と聞けば、いかにも島国の日本を連想する。

「東も魚人海賊やら色々な問題はありましたが、何とか、貿易で繋がりを持った、その群島諸国の中で一番大きな島に上陸することに成功しました。その島のある街の宿に泊とまり、島の調査を開始したのです。そして、調査のために泊まっていた、その宿で、たまたま知り合ったのが転生者の二人でした。その二人も、わたしと同じ冒険者。二人共に珍しい物、ようするに日本の事を調べていたのです」

　珍しい物か、やっぱり食材かな。米とか予想。そのことを、

「食材だったら米でしょうか。しかし、それ以来、ずっと一いつ緒しよに？」

　カザネ婆はその米という言葉に反応したのか、口調が柔らかくなってきた。

「えぇ、そうよ。その調査した島で〝スメ〟という名前、日本でいう〝梅〟と似た食材を発見したの。本当はシュウヤさんが仰ったように、米が欲ほしかったのです。しかし、その島にはなかった。因みにそのスメという食材をこの大陸に最初に持ち込み伝えたのは、わたしたちだったりするのよ？」

　メリッサがそんなことを話していた。スープの高級料理に入っていた食材。

　だとしたら、凄すごい。歴史に名を刻むような偉大な冒険者だったのか、カザネ婆。

「それから十年程ほど、三人で様々な冒ぼう険けんをしたわ。東の群島国家は魚人や人族の戦乱が起きて危険だから調査は断念したけど、北マハハイムのゴルディクス大だい砂さ漠ばくを越えて、宗教国家を過ぎ、ロロリッザ王国で巨きよ人じん狩がり、東マハハイムでは、東のレリック地方の聖せい獣じゆう狩がりや、虎獣人ラゼールたちの故郷、戦乱に溢れたフジク連邦と狂きよう人じん六つ腕うでを擁ようするグルトン帝国……との戦い」

「宗教国家を越えて巨人狩りとは驚きです」

　アキレス師匠たちが住むマハハイム山脈を越えたゴルディクス大砂漠の北。

　宗教国家ヘスリファートの地方も旅をしたんだ。この婆さん。

　ルビアが昔住んでいたベルトザムの村、俺とヘルメと縁えんが深いフォルトナの街。

　ゴッデスの森もあった。

　そして、北マハハイムの東側は、魔ま境きようの大森林があり、桃もも色いろ髪かみが綺麗なアウローラ姫ひめが住むアーカムネリス聖せい王国もある。

「ゴルディクス大砂漠は険しかった。ロロリッザの巨きよ人じんは強かったわよ」

「そうなのですね、ヘスリファートの領域なら行ったことがあります」

「大砂漠を越えたってことね。普ふ通つうに渡ったとしたら冒ぼう険けん者しやと旅人としての技術は保証されたようなもの。ただ、シュウヤさんが普通じゃない大砂漠の越え方をしたのなら……」

　カザネ婆さん、怖こわい声になってるがな。俺は沈ちん黙もくした。

「ふふ。沈黙は金なりを意識しているのかしら。ま、わたしの話を続けるわね」

「はい」

「今、わたしたちが居る南マハハイムの各地も巡めぐりました……遥はるか昔にベファリッツ大だい帝てい国こくが建設したとされるエルフの皇都へ繋がると云いわれている古いにしえエルフの大回廊……」

「ベファリッツ大帝国なら、今は、魔境の大森林と化した……」

「はい、ここからですと、マハハイム山脈のゴルディクス大砂漠を越えた、北東側にある大森林。大密林と呼ぶ場合もありますが。そして、地下は、山脈を越えつ境きようせずとも、南マハハイム側からでも行けるのですよ」

「南からですか？」

　ここから北東だと、エルフの領域テラメイ王国がある地域のはず。

「地下の入り口は、ハイム川の上流です。レフテン王国側の北側、レリック地方の東までは行きません。テラメイ王国がある森林地帯も重なってますから、要注意ですね」

「なるほど……」

　ゴルディーバの里がある場所から、東方の山脈地帯かな。

「その地下を探たん索さくして冒険したんですよ。しかし、途と方ほうもない……広大な地下。その上層では、オークの大隊と未知のモンスターとの戦争に巻き込まれまして……非常に苦労した末に……撤てつ収しゆうしました」

　カザネ婆は過去を思い出しながら語る。俺は感心しながら頷く。

「ここからは共通語マハハイム語で話すわね。そして、この迷宮都市ペルネーテに流れ着いてからは、ずっとこの都市で活動していたの……」

　カザネ婆が、そこで何故か懐なつかしい日本語で話さなくなった。

　俺的には〈翻訳即是〉があるので、ずっと理解できているけど。

「すると、百年の間、ここに？」

「そう。百年。この都市でも様々なことがあったわ。英えい雄ゆうムブラン・クレノールが率いる冒険者クランと共に迷宮に挑いどんだのは懐かしい思い出。わたしたちはその時の迷めい宮きゆう探たん索さくで稼かせぎに成功して一財産を得ることができた。ムブランは転生者のわたしたちよりも強かった……でも、五年ぐらい時が過ぎた時かしら、仲間、恋こい人びとだった転生者たちと別れることになってしまったの」

　ムブラン・クレノール？　その名前、どっかで聞いた。

　まぁいいや、それより迷宮の稼ぎとは、どれくらいの物なんだろうか。

「稼ぎとは、何か凄いアイテムでも発見したのですか？」

「ええ、巨きよ大だい金きん塊かいは序の口として、四層のレベル五、高価格帯の魔宝地図を数十枚、魔ま水すい晶しよう大時計のマジックアイテムだけでなく……十邪じや像ぞうの遺跡でもなく、十階層の部屋が連なる場所で隠かくし部屋を守っていた未知なる守護者級を倒たおしたら、今までみたことのない虹色宝箱が出現したの、その宝箱の中に〝実〟と〝秘薬〟が入っていた」

　十邪像？　虹色宝箱とな、初耳。それと、魔水晶大時計か。

　機械とは違う時計？　この世界じゃ貴重だろう。

　アナログ時計ならもう誰かが発明していても、おかしくはないと思うが。

〝実〟はよく分からない。〝秘薬〟なら想像できる。

　カザネ婆の見た目からして、もしかして、若返りの薬とか？

「……秘薬ですか？」

「そう、若返りの秘薬グレナドソーマ。人魚の血肉よりも人の寿じゆ命みようを伸ばす効果が高い秘薬の一つ」

　やはりそうか。

「なるほど、実とは？」

「気になる？」

　なんだ？　もったいぶって。

「気になりますね」

「ふふ、実は、わたしたちに馴な染じみが深いアイテム名……名前は、次元裂さきの転生実」

　ぬお。それは確かに……。

「そのアイテム、実はフルーツ的な？」

「ええ、大きさ的にパイナップルぐらいかしら、丸形で表面に雷らい文もん模様が入っていたわ」

「その転生実とやらを使ったのですか？」

「いえ、名前が怖くてわたしは何もしなかった。それに貴方と同じようにアシュラー神に関わるわたしの力スキルを用いても、名前しか分からなかった代物……不気味すぎる。でも、スギサキとリンコは違った……」

　転生者たちと喧けん嘩かでもしたのかな。野や暮ぼだが聞いておくか。

「失礼ですが、仲間だった転生者とは長年一緒に行動し迷めい宮きゆうに挑んでいたのですよね？　どうして別れたんですか？」

　カザネ婆は顔に翳かげりを見せながら、

「……あまり話したくなかったのだけど。日本の方だから話すわね……何処どこにでもあるような、男女の縺もつれ。結局は、わたしが振られスギサキと別れた。そうした縺れの後、すぐにスギサキはリンコと仲良く抱だき合あっていたのを見て、わたしは嫉しつ妬としたの。悔くやしかったのもある。だから大喧嘩となったわ。……あの二人、前々からわたしに隠れてやっていた、ということよ。まぁ、今いま更さらね、それはまぁ、許せないけど男のことだから諦あきらめもつく……けど」

　二人の女と一人の男か。ハーレムにはならず。

　同じ島国の日本出身とはいえ、微妙に歴史が違う世界の日本人同士だからな。

　気が合わなかったのか。

「けど？」

　俺は話を促した。

「次元裂きの転生実を、勝手に売ってしまったことが許せなかった。わたしの力が及およばない未知なる物を、ましてや、次元裂きなんて名前がある物を……アイテムを使い、この次元が裂けて宇宙が崩ほう壊かいしてしまったら？　わたしたちは消えてしまうかもしれない。それなのに、スギサキとリンコは金を得るためと、自らの欲望のために、西のラドフォード帝国の象神都市に巣くう有名な闇やみギルドへ売ってしまった」

　マジか。







第九十一章「盲目なる血祭を歩む混沌なる槍使い」







「金のために世界を滅ほろぼすかもしれない物を売ったのか……そのアイテムは何処に？」

　カザネの瞳ひとみを捉とらえながら、聞く。

「勿論、わたしは追おい掛かけましたよ。その次元裂きの転生実を。しかし闇ギルドに接せつ触しよくした時にはもう……【フロルセイル七王国】の大豪商へ売られた後でした。そして、違ちがう闇ギルドに強ごう奪だつされ、大商人の手に渡ってしまうなど……完全に見失った。さすがにわたしのスキルを用いてもすべての生命体を探すことはできませんからね。ですが、今にして思えば、その経験と人脈があるから今の地位があるのだけど……そして、肝心の、次元裂きの転生実も、ただの転生者を呼び出す物だったのでしょう。今もこうして世界は存続しているのですからね。よくよく考えれば宝箱の中に入っている物が呪のろいならいざ知らず、世界を壊こわすことなどあり得ない。まさに、『針を以もつて地を刺さす』の諺ことわざの通り。わたしは自分の能力を過信しすぎていたのでしょう……」

　興奮ぎみに語ったカザネは途と中ちゆうで日本語風の言葉が混じっていた。

　しかし、転生者を呼び出す物か、確かに、その方が可能性は高い。

　俺が呼び出された原因かもしれないが、まぁカザネの語る方が説得力はある。

「それで売うり払はらった二人は？」

「二人は【フォートレス】とかいう探検団クランに入ると息巻いて、この都市から離はなれていったわ。それ以来会ってはいない。百年以上、音おと沙さ汰たがないわね……秘薬持ちな二人だから、まだわたしと同じように生きているとは思うのだけど」

　なるほど、やはり、秘薬とは寿命を延ばす代物らしい。それにフォートレス。

　そのフレーズ、探検団クラン、どっかで……あぁ、思い出した。

　アイテムボックスの中に元々あった。あの断章に書かれてあった冒険手記。

　えっと、まさか……その転生者な二人はあの断章に書かれていたメンバーだったということか？　だったらもう、巨人たちに喰くわれて死んでいるな……南な無む。

「……ん？　何か知っていそうな顔ね？」

　うへ、このカザネ婆。端たん倪げいすべからざる女じゃなく、婆だな。

　俺の表情を見て、心情を当ててきやがった。実は心が読めるとか？

「……いや、どっかで似たようなクラン名を聞いたことがあるだけですよ……」

　少し目を細めながら言ってみた。

「そう？　ふふ、あ、そんな顔をしないでちょうだい。いくらエクストラスキルの〝アシュラーの系けい譜ふ〟持ちのわたしでも、さすがに〝心〟までは読めないわ。でも、そういうスキルも複数存在するのは知っていますけどね？　スキルがなくても表情筋で感情は読み取れますし……ふふ」

　でました。はい。エクストラスキル。

〝アシュラーの系譜〟は俺がキャラメイクするときに幾いくつか羅ら列れつし、ピックアップした中に、そんな名前があったのを覚えている。〝アシュラーの系譜〟が鑑定系スキル？

　俺がそのスキルを取得していたら、果たして、どうなっていただろうか……。

　まったく違う展開となっていただろう。

　百五十六から七手に増えたおっぱい研究会の知識を生かし、おっぱい教を作り、おっぱい神を崇あがめる宗教を興おこして、エロ教祖とか？

　城じよう塞さい都市ヘカトレイル、聖王国の近辺に転生していたら……いや、自らをくだらないエロな気持ちで誤ご魔ま化かすような妄もう想そうをしたところで仕方がない。

　……あの苦しい孤こ独どくな毎日。不死身だからこそ、辛つらい日々だった。

　転生する前は資産があって余よ裕ゆうな生活だったから余計に辛かった。

　しかし、あんな辛い地下生活があったから……相棒ロロとの出会いもあったんだ。

　そして、師し匠しように助けられて槍と出会い、温かいゴルディーバの家族に囲まれた生活を経験し、様々な出会いと別れを経験した相棒との旅があるからこそ……今の俺がある。

　カザネの物語を聞いて少し感化されてしまった。

　それに、心を読むようなスキルか。

　しかも複数……前にアキレス師匠が少し話をしていたけど、やはりそういった特とく殊しゆスキルはあるんだな。エロイことが相手の心に伝わるのは少し怖いが、面おも白しろそうではある。

　その能力者と会ってみたい。

「……そう、ですか？　その〝アシュラーの系譜〟で人物を鑑定できると？」

「運命神アシュラーの御お力ちからよ。見る者の運命をステータス表示させて〝観みる〟ことができる。だからこそ、カガリさん。貴方は異質な混沌なる存在なの」

　異質な混沌なる存在か。えぇ、どうせ、そうだろうと思っているよ。

「異質ですか？　それはどういう……」

「貴方の情報はあまり見えない上に情報量が少ない。百年前に別れた転生者たちでさえ、リスクを伴ともないますが、はっきりとすべてを観ることができた。ですが、貴方とさっきお話をした特別な実は……」

「正確に見られなかったと」

「はい。強しいて言うなら、貴方は因果をねじ曲げて〝突とつ然ぜん〟に、この世界に誕生した。という感じかしら？」

　突然に、ね。まぁ、その通りなんだけど。

「だから、俺は異質で混沌という訳ですか？」

「ええ、そうよ。気を悪くしたなら、ごめんなさいね。わたしは長年に亘わたり人を見続けてきたけれど、運命神アシュラーの力が通じないなんて、知的生命体では、カガリさん。貴方が〝初めて〟のことだから」

　神の力が通じないか。そもそも、この世界に来た時も普通ではなかった。

　前世の記憶を持っていることはカザネと同じだが、変な椅い子すに座りキャラメイクを行い誕生した俺だからな。転生、転移どれとも違うといえるし正しいともいえる。

　まさに異質、光と闇、聖と魔が混じった光魔。

　善悪、正せい邪じやが蠢うごめいている混沌カオス。

　この世界の神様も混乱するだろうよ。

「……なるほど。別に気を悪くしたわけじゃないです」

　カザネ婆は俺の言葉を聞くと、優やさしげに微笑ほほえむ。

「ふふ、よかった。それではそろそろ占うらないを始めますか？　わたしが長年に亘り研究を続けてきたホロスコープを用いた占せん星せい術じゆつがあります」

　ホロスコープ？　占星術ねぇ……この惑わく星せいで地球と同じような占いを研究してたのか？

「ホロスコープ？　それは何かしらの魔ま法ほうと関係はあるのですか？」

「はい。地球とは違い、月が二つあり、獣帯ゾデイアツクの星座はまったく異なりますけどね。しかし、この星から見える夜空にも星々は無数に存在し星座があります。まだまだ、研究の域を出ませんけど、独自なチャート作りもしていますし、僅わずかですが、その星座群に、この星に実在する神々の力と結び付きがあるのを発見しました。他にもエレメントを用いた占いも実じつ践せんしていますのよ」

　カザネ婆は流りゆう暢ちように語りながら、俺を見定めるように細目を見開いていた。

　その見開いた黒色の瞳に緑色の光が反射して俺の姿が映っている。

　……不思議な雰ふん囲い気きだ。まさに占い師というムードを醸かもし出だしていた。

『閣下、この老婆はわたしの存在も感じ取っているようです』

　そうか。ありえそうな感じだ。

『ヘルメは見守ってて』

『はい』

　占いといっても、この世界は何があるか不明だ。

　そして、俺の興味は鑑定スキルのみ。占いには興味ないので止よしとこ。

「今は止しときます」

　俺は断った。

「そう……、なら、なんでここに来たのかしら？」

　カザネ婆の表情が、若じやつ干かん、ひきつる。

　機き嫌げんが悪くなったみたいだから、素直に話をしておこうか。

「それは人物鑑定の事象がどういうことなのか。単純に〝好こう奇き心しん〟からここに来ただけです。とあるアイテム鑑かん定てい士しに〝ここ〟なら、その可能性があるといわれたのでね」

「……そういうことですか」

「はい。まさか転生者がいるとは……ましてや百二十年前にも、他に転生者がいたとは知りませんでした」

　俺がその話を終えた直後――カザネ婆の背後から魔素の揺ゆらぎを感知。

　しかも、複数。咄とつ嗟さに視線を、そのカザネ婆の背後へ向ける。

　緑の空間にしか見えないが……。

「――カガリさん？　〝好奇心は猫を殺す〟という言葉は聞いたことがなくて？」

　思わず背筋が寒くなった。

　俺の視線を遮さえぎるように、カザネ婆は凄みを出して日本語諺で語っている。

　猫を殺すとは、この婆ばあさん、俺の背中、外がい套とう頭ず巾きんの中で寝ねてる黒猫のことを見み抜ぬいてそんなことを語ったのか？

　それとも単純に、自分の背後に誰かが居ることを探さぐられたくない？

　カザネ婆の背後にあった反応はもう消えている。一いつ瞬しゆんの揺らぎを感知しただけだから、もう感じない……気になったが……魔素が溢あふれすぎてここの空間じゃ掌しよう握あく察さつがあまり機能しないからしょうがない。これは初めてのことだ。

　ヘルメの忠告通り、ここは特殊な空間なのだろう。だが俺にはもう一つの索さく敵てきがある。

　ヴァンパイア系の〈分泌吸の匂手フエロモンズタツチ〉だ。

　これは〈魔技〉技術の範はん疇ちゆうである掌握察とは違う。〈スキル〉専門の索さく敵てき技わざだ。

　だからスキルを使用すれば……カザネの背後やこの周囲に潜ひそむ奴やつ等らを完全に暴あばける。

　だが……このスキルは使わない方が良いだろう。

　また何処どこかでヴァンパイアと勘かん違ちがいされてしまうと困るからな。

　ん、勘違いではないのか。俺はヴァンパイア系なのは変わらんし。

　と、考えが、脱だつ線せんした。

　ま、ここで開き直って使うのもアリだが、この人らは敵か味方かも分からんし、俺が現時点で知らない方が良いこともあるだろう。今、ここで使うべきじゃないと判断。

　そんな自分の内情を顔に出さないことを意識しながら、

「……はは、諺の一種でしょ？　雑学が好きなんでね、聞いたことはありますよ」

　誤魔化すように視線をあちらこちらへと向けて、頭をポリポリと掻かきながら無難にざっくばらんに答えておいた。俺の言葉を聞いたカザネ婆は、何処となく、ホッとしたような表情を浮うかべる。

「……そうですよね。では、先ほどは断られましたけど、やっぱり占いをやりましょうか」

　まったく、強ごう引いんだな。と、少し恐きよう縮しゆくした笑えみを意識した。

　職しよく業ぎよう柄がらか分からんが、この婆さんはやけに占いを勧すすめてくる。

　カザネ婆さんは、口くち端はしを上げて、不気味な笑顔を作る。

　独特な黒くろ真しん珠じゆと似ている瞳は、机に置かれたタロットカードへと向けられている。

　カードで占うのか。と、ぬおぁっ、なんだこりゃ……。

　魔ま力りよくがこんなに……カードの表面に赤黒い太陽のような環わと駱ラク駝ダ色の髑髏されこうべが繊せん細さいな筆使いで描えがかれてある。

　絵の表面からは魔力の波は紋もんがハッキリと帯状の線となり渦うず巻まいているのが見えた。

　禍まが々まがしい程の濃のう密みつな魔力。こんな魔力を発してるのに、今の今まで気付かないとは……。

　刹せつ那な、視界にヘルメが登場した。そのヘルメはきょろきょろしながら、

『閣下、この特異な空間、故ゆえ、わたしも分かりませんでした。何らかの武器である可能性が高いです』

　だろうな。ヘルメの助言もあるし、悪い予感がするので重ねて、拒きよ否ひしておく。

「占いは必要ないです」

「そう、ですか？」

　カザネ婆ばばあはわざとらしく疑問風に語りながらタロットカードの隣となりに置いてあったメトロノームのような卵と似た丸い骸がい骨こつ魔ま道どう具ぐの上に掌てのひらを置く。

　魔道具を起動した。琴ことの龍りゆう角かくと雲角に伸のばされた絃げんにも手をかける。

　メトロノームのコツ、コツ、コツ、コツ、といった骨の針が左右に揺れて時を刻む動きに合わせて……絃を綺き麗れいな爪つめで弾ひき、独特な音色を発していく。

　絃を支えている柱が高低の音程を生んでいた。

　綺麗な爪で弾かれるたびに絃が怪しく黒色に光を帯びて、龍の舌に取り付けられているランタンが怪しく黄色に光る。そして、黒色に変化。黄と黒の点てん滅めつを繰くり返かえす。

　琴の音色がメトロノーム音を消した。不思議な魔力の波音も響ひびく。

『――こ、これは精神波？　でも、レジストしているので弾はじいています』

　ヘルメのいう通り、目の前がパチパチパチと火花が散る感覚を受ける。

　微かすかにガラスの粉をまいたような光の粒つぶが目の前に見えた。

　その粉めいた粒たちを、振り払うように念じたら――。

　パンッと、ラップ現象が起きて静かになった。

『……凄い。簡単に弾いてしまいました。閣下、反はん撃げきならお任せを、婆の生意気な尻しりへ教育を施ほどこし、氷漬づけ、いや、生ぬるい、杭くいによる――』

『――いや、見てて』

『はい』

　弾いたようだが、さっきのが精神波？

　カザネ婆め、俺を魅み了りようか、取り込もうとしたな。椅子から立ち上がり、

「……俺はこれで帰ります」

　無表情で、カザネ婆に話す。もう止やんだけど、コツコツ音と琴の音色の魔力波みたいな精神波は、不思議とずっと聞いていたくなる程に引き込まれる魅み力りよくがあった。

　そのカザネ婆さんは、絶句。

　青ざめた表情を浮かべては、瞬まばたきを繰り返し、引ひき攣つり、手を震ふるわせている。

「……そ、そうですか。残念です。では、出口はあちらですよ」

　魔法が弾かれたのが予想外だったのか？

　彼かの女じよの鑑定、絶対的な神に関するエクストラスキルでさえ、そのほとんどを弾いた。

　所しよ詮せんは人の範疇、普通の魔法、スキルが俺に通用する訳がない。

　そして、これは、俺に対する魔ま法ほう攻こう撃げきを仕し掛かけてきたのと同じ。

　友好的に話しながらの騙だまし討うち。よって、婆をぶち殺すか？

　だが、女らしくまどろっこしい、魅了、洗脳的に俺を取り込もうとしたということは、敵対をしたくない彼女なりの行動の表れともいえる。

　ま、初回だ。すぐに精神魔法を止めて後こう悔かいしているような表情を浮かべているし、世界が違うとはいえ、同郷の日本人。今回だけ見み逃のがしてやろう。

「……では〝また〟」

　そう語ご尾びを強調し、踵きびすを返す。後ろにあった扉とびらを開け廊ろう下かへ出た。

　入ってきた時と同じく、緑の蝋ろう燭そくが点灯。

　そんな灯あかりを消すように、素す早ばやく足を動かし外へ出ることができた。
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　シュウヤが外に出たことを確かく認にんした老ろう婆ばのカザネ。

　目を細めて、部屋の出入り口を見ながら、

「彼かれが転生者だとは……」

　と、おずおずと呟つぶやいた瞬しゆん間かん、背後から緑色のカーテンが揺れ動うごく。

　そこから、ぞろぞろと白仮面を被かぶる黒装束姿の集団が現れた。

　頭部に被る仮面の形は、どれも狐きつねを象かたどり、色は白い。

　眉み間けんの位置に赤い印があるシンプルな物。

　老婆カザネを崇すう拝はいするように、皆、一いつ斉せいに片かた膝ひざをつき頭を下げていた。

　先頭に立つ人物が頭部を上げる。その人物は仮面を被っていなかった。

　アジア風の女性と分かる顔立ち。仮面と同じく、眉間に丸い赤点が印しるしてある。

　その女が立ち上がり老婆カザネに近付いていく。

「御お母かあ様さま、あの男が前もって仰っていた〝盲目なる血祭り〟を歩む〝混沌なる槍使い〟なのですか？」

　動どう揺ようが隠せないカザネ婆。椅子に座すわりながら自分を母と呼ぶ女を見た。

「えぇ、ミライ。そのようです。〈予知〉の通りでした。〝盲目〟とは、わたしの〈アシュラーの系譜〉が僅かしか通用しないという啓けい示じだったのでしょう。ですが、その相手がまさか転生者とは……」

　老婆カザネは悩なやむように同じ言葉を繰り返す。

　年ねん齢れいに相応ふさわしい難しい顔を浮かべて、ミライと呼んだ女から顔を背そむけた。

「御母様？　その転生者とは、わたしの父、スギサキ・リョウと関係があるのでしょうか？」

　ミライは老婆の背けた視線を呼ぶように問う。

「それはないわ。キースが本名だけど、そのスギサキと別れたのは百年も前だもの……」

「ですよね……」

　ミライは小声で呟き、顔に翳りを見せた。カザネ婆はその沈しずむミライの顔をキツく見る。

「ミライ？　前にも話をしましたが……」

「はい……」

「しかし、敢あえていいます。〝過去に拘こだわるのは止めろ〟と、あなたの父であるスギサキは、今、来た方と同じ転生者という名の〝枠わく組ぐみ〟ではありますが、まったくの無関係です」

「そうなのですか？」

　ミライは細い眉まゆ尻じりを下げながら聞いていた。

「ええ。そうです」

「分かりました。すみません」

「良いのです。しかし予知をした〝盲目なる血祭りを歩む、混沌なる槍やり使い〟が現実にわたしの前に現れました。やはりこれは〝凶きよう事じ〟が始まった証しよう拠ことなります」

「では【八頭輝き】の〝アドリアンヌ〟様へ？」

「そうなります。しかし、護衛やオークションの守りのために報告をするにしても、もっと情報を集めなければなりません……彼は〝混沌なる槍使い〟としか分かっていない」

「はい」

「ですから、ミライ。仕事をしてもらいます。〝盲目〟とはわたしの力が通じないという事。次の〝血祭り〟という言葉の鍵キーとなる〝混沌なる槍使い〟であるシュウヤ・カガリを追いかけて調べなさい」

　カザネ婆はそう話しながらミライと呼ばれた女へ視線を強める。

「承知」

　眉間に赤印が目立つミライは、素す直なおに了りよう承しよう。胸に手を当て、崇拝するように頭を下げた。

「ですが、気を付けるのですよ？　あの方は〔槍武術レベルXVIII〕この値あたいは、わたしの想像を超こえた値……今まで生きていて、あんな値があるのを初めて知りました。まさに神を凌りよう駕がする値といえます……この地上で、最強の槍使いといえるでしょう」

「はい。わたしも驚おどろきました。御母様に見て貰もらったわたしの〔短たん剣けん術じゆつレベルVI〕では到とう底ていかなう相手ではないですね……それに御母様が、かなり前におっしゃっていた闘とう技ぎで活かつ躍やくしている神王位の一部、他ほかの上位者たちのレベルを遥かに超えている」

　カザネ婆はミライの言葉に神しん妙みように頷うなずく。

「〔魔ま技ぎレベルIX〕という未知なる技術も、魔ま術じゆつ師しが持つ〔魔ま法ほう技術〕〔魔ま導どう技術〕〔魔力操作〕〔呪技〕〔召しよう喚かん術じゆつ〕〔紋もん章しよう技術〕〔古代魔法〕を超えた技術体系だとしたら……大魔術師を超える魔力、精神力を持つ方と推定できます。それに、この魔ま素そが豊富な狭間ヴエイルが緩ゆるい結界部屋で、貴女あなたたちの存在に気付いていたようですからね、尋じん常じようではないです、急きゆう遽きよ、取とり繕つくろいましたが……」

　そのカザネの言葉にざわつく仮面を被る者たち。ミライも当然の如ごとく驚いていた。

「え、本当ですか!?　完全に気配は殺していたはずなのに、わたしたちのことに気付いていた？　なんという気配察知能力……」

　カザネ婆は頷き、ミライに同調しながら話し出す。

「あの方は飄ひよう々ひようとした態度だったけれど、あの目の奥おくには〝何か〟別の物を感じられた。わたしの〝魔ま導どう札ふだ〟、〝邪じや琴こと〟、〝魔精音波〟にも、一目、見るなりその魔法の種類に気付いて対処してきた。教団のために〝洗脳〟を試みたのですがね……精神力も相当に鍛きたえてあるようで、あっさりと弾かれ看破してきた。恐おそるべき相手」

「御母様が……恐れる相手。この絶対的に有利な場所で失敗をするということは……」

「武術だけではない」

　カザネの言葉に頷くミライ。

「はい、そこまでの〝精神力〟と〝観察眼〟を持つ相手なのですね。注意して近付きます」

　ミライの語る言葉の節々から、緊きん張ちようが伝わっていく。

　彼女は生なま唾つばをゴクリと飲み込んでいた。

「……えぇ、あの混沌なる槍使いを怒おこらせては、絶対に駄だ目めです……わたしは洗脳を試みた途中で、激しく後悔しました……幸い、彼は怒っている様子ではなかったので、事なきをえましたが……もし、怒っていたのなら、わたしはこの都市から離れ、ずっと遠く、象神都市よりも、もっと遠くへ逃にげます」

「御母様……」

　ミライもカザネの様子を見て、顔色を悪くしていく。

「ミライ、貴女はアシュラー教団の〝戦せん狐こ〟のリーダーです。ですので、あまり心配はしていませんが……しっかりと、シュウヤ・カガリの監かん視しを頼たのみましたよ。彼以外の組織なら自由にしても構いませんが、彼個人に対する敵対行動＝死と考えなさい。あくまでも監視、もしくは接触し、彼と新たな縁を作るのです」

「はいッ」

「では、お行きなさい」

　カザネの言葉が響くと、仮面の集団は消えていく。
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　俺おれは占い婆の館やかたから無事に外に出ることができた。

　入ってきた時の廊下で吹ふき付つけてきた恐きよう怖ふを感じる風は感じなかった。

　だが、何か、気持ち悪さを感じるから、早歩きを意識した。

　……ここを出れば賭と博ばく街がいの範はん囲い外がいだろう。

　さすがに大通りは明るい。魔法の明かりがあちこちにある。

　明るい通りを歩いて北西から北へ戻もどり、第二円えん卓たく通りに出た。

　もうすぐ第一円卓だ。そんな時、背後から俺を付けている気配があった。

　集団の魔素か。またかよ……梟ふくろうの牙きばだろうか。違う闇ギルドか？

　フランの盗とう賊ぞくギルドか？　さっきの教団絡がらみか？

　この際だ。相手が男か女か分かるし……。

〈分泌吸の匂手フエロモンズタツチ〉を使ってしまうか。

　と、考えながら円卓通りの北西。その路地へと進む。

『閣下、さきほど、別の言語でお話しされていましたが……』

　ヘルメが視界に現れた。

『あぁ、日本語だ。特殊な言語と思えばいい、あの婆さんは転生者。魂たましいの元は別次元にあった者といえばいいか』

『面めん妖ようなッ、次元を裂くというアイテムといい、神をも超える方がッ』

　変なポーズを取りながら驚くリアクションを取るヘルメさん。

『俺も似たようなもんだ』

『……では、やはり、閣下は神なのですか？』

『違う。俺は俺。梵ぼん我が一いち如によ、光魔ルシヴァルであり、ただの女好きな男だ』

『……閣下、女好きは理解できますが、難しい考えを伝えられても理解できません』

『ようするに、神じゃない。あの婆も神じゃない。ただ、鑑かん定ていスキルはアシュラー神直属の最上位鑑定なのは間ま違ちがいないだろう。この世で一、二を争う鑑定スキルかもしれない』

『なるほど、優ゆう秀しゆうなスキルを持つ婆だから、見逃したのですね。あの婆を部下にするつもりですか？』

『熟女好きスキルに目覚めたらあるかもしれ……おぃ、何をいわせるつもりだっ』

『……閣下が勝手に……』

『すまん、ふざけて、ボケてみただけだ。さすがに、婆さんを部下には、な。そもそも、今の俺は冒ぼう険けん者しやだぞ』

『はい』

　背中で寝ていた黒猫ロロがモゾモゾと動き出す。黒猫ロロが起きた。

「ンン、にゃぁ」

　黒猫ロロは鳴きながら頭ず巾きんの中から肩かたへ移る。

　そこからジャンプ。地面に降り立った。

『ふぁぁ、よ～く寝たにゃ』というように両前足を伸ばして背せ伸のびしている。

「ロロ、もうすぐ宿屋だ。この辺を自由に遊んできてもいいぞ？」

「にゃ？　にゃ」

　黒猫ロロはそう鳴いて、一回、振ふり向むく。小鼻から出している鼻息が荒あらそうに見えた。俺が顎あご先さきでクイッと『遊んでこい』とメッセージを込めると、黒猫ロロは頷くように双そう眸ぼうの瞼まぶたを一回閉じてくれた。そして、「ンンン」と、喉のど声ごえを発した黒猫ロロは翻ひるがえす。黒い天鵞絨びろうどのような毛を自じ慢まんするように颯さつ爽そうと、宿屋の方へ走っていく。

「この近所に猫ねこの仲間が居たりして……」

　と、自然と笑みを意識しながら宿屋へ向かう。

　背後にあった気配は放っておく。

　迷宮の宿り月と木き彫ぼりプレートに書かれた宿の扉を開けた。

　すると、綺麗な歌声が耳に響く。透すき通とおるような音色に誘さそわれ自然と食堂へ向かった。

　小さい壇だんのステージの上に立っていたのは金きん髪ぱつエルフ。

　へぇ、エルフの歌い手か。食堂の客は金髪の歌い手を見つめ、美しい歌声に聞き入っている。カードゲームを行う人たちも、ゲームに集中が出来ないのか、ちらほらとエルフの歌い手へ視線を運んでいた。前に演奏していた吟ぎん遊ゆう詩人の男はいない。

　クビになったのかな。確かに、この女エルフの歌声の方が凄すごい。断然に良い。

　歌詞は霧きりが濃こい朝方に大きな泉の畔あぜで大おお鹿しかと小こ鹿じかが出会い恋こいをする話だった。

　何か、直接、心に響く感じ。音色が聴ちよう覚かくを通り直じかに大脳を癒いやしてくれる。

　美人さん。美しい鎖さ骨こつが映はえた胸むな元もとが広い。

　だが、声だろう。本当に素す晴ばらしい声だ。まるで、歌姫デイーバだ。

　歌い手のエルフさんか。アクセサリーも綺麗だなぁ。

　ん、あの首に巻き付いたような首輪の青い宝石……光っている？

　魔法の杖つえの先せん端たんにあるような魔宝石だろうか？　即そく座ざに魔察眼で首元を確認――。

　首の魔力を魔法石に集めている？

　いや、魔力を内包しながら、歌声に反応しているのか。

　波紋のような魔力を周りに発している。

『閣下、この歌声自体が魔力です。魔法の一種かもしれません』

　ほぉ、精せい霊れいのヘルメがそういうなら、そうなのだろう。

『害はないよな？』

『はい。妖よう精せいの歌声のようです。気持ちが安らぎます。気持ち良いです』

　うむ。地声でも魔法クラスだと思う。だが、魔法の歌声とは驚きだ。

　冒険者たちを歌で癒やす？　宿のサービスかねぇ。

　歌の魔法は十分……効果があるだろう。

　前世でも、周波数の違いで癒やし効果、または不快な効果とか、あったらしいからな。

　終しまいにはアポカリプスサウンドだっけか？

　オカルト的な話もあったのを覚えている。

　……しばらく、その歌声魔法に包まれていた。素晴らしいショーが終わる。

　食事でも頼もうかと席に座ろうとした時、カードゲームをしていた客に声をかけられた。

「お久ひさし振ぶりです。覚えていますか」

「ふん、久し振りねぇ？　槍使い」

　話しかけてきた中年親父おやじは長なが帽ぼう子しを被った状態だ。

　何か強いこだわりでもあるのかな。窪くぼんだ眼がん窩かから覗のぞかせる黒茶の瞳は鋭するどい。

　そして、トレードマーク的な口くち髭ひげを持つ。帽子といいお似合いだ。

　隣は青あお髪かみの女か。しかし、あの口髭……覚えがあるぞ。あ、思い出した。

　ヘカトレイルで俺を誘ってきた闇ギルドの奴等だ。

　俺は無難に笑みを意識して、

「……えぇ、思い出しました。ヘカトレイルでお会いした方ですよね？」

　と、応こたえていく。

「嬉うれしいですね。覚えていてくれましたか！　そして、槍使い。貴方あなたの〝お噂うわさ〟は聞きき及んでいますよ」

　噂ねぇ……魔ま竜りゆう王おう退治やホルカーバムの件かな？

「そういわれてもね」

「まぁ、そう仰おつしやいますな。ここは〝旧友〟との再会でも祝して、椅子に座り食事でもしながら話し合いませんか？」
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「パパのいう通りに座りなさいっ」

　何が、旧友だよ。ニヤついてるけど、カールした口髭がダンディ過ぎて微び妙みような顔だ。

　でも、ま、戦うわけじゃないし、いいか。

「そうですね。〝旧友〟として話しましょうか」

　誘いに乗ってみた。

「あら、槍使いも乗り気なのね、意外」

　口の悪い女の方も居たな。この女の名前は正直、忘れていたが。

　顔と髪が非常に綺麗だから印象に残っている。

　確か、鈴すずの音が鳴る……青い特殊な長ちよう剣けんを扱あつかっていた。魔ま剣けんだろう。

　俺はダンディな髭の方と青髪の女性に向けて、

「それで貴方たちは〝何故なぜ〟この都市でしかもこの宿にいるんです？」

　核かく心しんめいたことをいきなり聞いてみる。

「紆う余よ曲きよく折せつありましてね……」

「そうよ。大変だったんだから」

　へぇ、色々とダンディな濃い物語があったようだ。

　ま、飯でも食べながら話を聞くか。







第九十二章「旧友ごっこの真実」







　口髭が目立つ男は食事を口へ運び世間話を繰り返す。

　隣に座る青髪の女は机に置かれた食事には手をつけない。

　半眼な眼まな差ざしで俺を睨にらんでいる状態だ。冷たい印象だ。

　この女、なんでそんなにイライラしている？

　ヒステリックな女の怖こわい視線は避さけよう……。

　癖くせになる生しよう姜が系けいの味がついたモヤシ風の野菜料理を食べながら美味を堪たん能のう。

　そんな料理を口にしながら、ダンディな方と話をしていった。

　しかし、そろそろ世間話は仕し舞まいだ。早く本題に入って欲ほしいもんだ。先にいっとくか。

「なぁ、そろそろ、この都市に居る理由を話してくれてもいいんじゃないか？」

　俺は不ふ機き嫌げん気味に言い放つ。

「そうですね。まずは、わたしの名前を名乗っておきましょう」

　それもそうか。渾あだ名なは聞いた覚えがあるが、本名はまだ知らない。

「わたしは、ポルセン・ヴァルマスクと申します」

　ヴァルマスク……怪あやしいフレーズ、どっかで聞いた覚えがあるぞ。

　まぁ、後々、思い出すだろ……。

　ポルセンは頭を下げたままだ。そのさり気ない所作は紳しん士し染じみている。

「パパが名乗ったなら、わたしも名乗らなきゃね。わたしはアンジェ・エーグバイン。言っとくけど、この間のようにパパの面子メンツを潰つぶしたら、ただじゃおかないんだから」

　キャンキャン吠ほえている。だが、その声質はトテモカワイイ。

　俺はいつの間にか、この〝パパ〟とやらの面子を潰したことになっていたらしい。

　だから、この女は俺を睨んでいるのか。

　姓せいもエーグバインだし、本当の親子じゃないようだが……さて。

「……それじゃ、俺も名乗っておく。シュウヤ・カガリ。気軽にシュウヤと呼んでくれ」

「分かりました。シュウヤさんですね。では、この都市に来た理由を最初から順を追ってお話しいたします。ヘカトレイルでシュウヤさんと出会ってから間もなくのことです。もう知っていると思いますが、わたし共は【宵よい闇やみの鈴】という闇ギルドに所属していました。ですが、今はもう……わたしとアンジェの二人だけに……こうなってしまったのも【白はく鯨げいの血ち長なが耳みみ】との抗こう争そう結果なのです」

　戦争で人員を減らしたのか。

「そうよ。住んでいたとこも燃えちゃったし……」

「アンジェ？　今は〝わたし〟が説明をしている」

　連れの青髪女はポルセンに冷たく注意され、泣きそうな表情を浮かべた。

「パパ……わかった」

　このアンジェとかいう女。パパとポルセンのことを呼んでいるが……姓が違ちがう。

　勝手にこの女が〝パパ〟と呼んでいるだけなのか？　それとも何かのプレイか？

「アンジェの話す通り、わたしたちの事務所、まぁ、普ふ通つうの賭博を生業にしている普通の酒場だったのですが、それが白鯨の血長耳の襲しゆう撃げきを受け焼しよう失しつしてしまったのです」

　闇ギルド同士も忙いそがしいこった。

「それはお気の毒に、といった方がいいのか？」

「何よっ、その態度は――」

　青髪アンジェのツンが炸さく裂れつ。この娘むすめは俺の素っ気ない態度が気に入らないらしい。

「アンジェ、良いいから静かに」

「あ、うん……」

〝パパ〟に対して偉えらく従順だな。そんなことより闇ギルド同士の争いでも聞くか。

「で、攻こう撃げきを受けたお前たちは反撃をしなかったのか？」

「勿もち論ろん、すぐに反撃をしました。切きっ掛かけを作った不思議なドワーフと共に我らを襲おそってきた血長耳のメンバーを殺し、幾いくつかの拠きよ点てんを襲撃しました。しかし、こっちは少人数。相手は巨きよ大だい組織。強いドワーフが居たとしても、やはり幹部の数と質が顕けん著ちよに出た形で、おのずと結果は明らかでした。多数の仲間が死ぬことになり、逆に追おい詰つめられてしまいまして……その際に一いつ緒しよに戦っていたドワーフと別れてから、わたしたちは昔の知り合いを通じ都市を移ることに……今は、その知り合いが所属する闇ギルド【月の残ざん骸がい】に加勢するという形で、この迷めい宮きゆう都市ペルネーテにある宿に住まわせてもらっています」

　そういうこと、納なつ得とく。月の残骸へと加わったのか。

　しかし、切っ掛けを作った不思議なドワーフの存在が気になる。

「……切っ掛けを作ったというドワーフとは？」

「えぇ、確か名前は〝ハンカイ〟と名乗っていました」

　な、なんだと!?

「そもそも、そのドワーフが血だらけの格好で、わたしたちの酒場へ逃げ込んできたことから、大規模な争いが始まったんですよ」

　ハンカイ……。

「そのドワーフの追っ手が血長耳でして、ソイツらがわたしたちの酒場へ問答無用に魔法を撃うち込んできたのです。あっという間に蜂はちの巣をつついたような騒さわぎに……そこからはもう……派手に争いが発展。酒場は完全に破は壊かいされて焼失してしまったというわけで」

　まさかね……。

「そのドワーフの特とく徴ちようを、もう少し教えてくれないか？」

「えぇ、良いですよ。彼は血長耳に対するというより、エルフに対して恨うらみを持っている感じでした。闇ギルドのことは詳くわしくないようでしたね。〝俺が知っている奴やつらにあった〟と強きよう烈れつな笑みを浮かべて語っていました。〝また、エルフ相手に戦争ができる〟とも、嬉しそうに吠えていましたよ。兎とに角かく、威い勢せいが良かったです。それに、威勢や吠えるだけでなく、実際にめちゃくちゃ強かった。手て斧おのを投げたと思ったら手て甲こうがパッと黄色く光り、その投げた手斧も黄色く閃せん光こうを発して、掌に戻ってくるというマジックアイテムの特とく殊しゆ手斧を彼は持っていました。斧の扱いも素晴らしく、手て練だれの血長耳の構成員を一人で何人も屠ほふっていたのです」

　そうか……それはもう確実に、俺が助けたハンカイドワーフだ。

「なるほど……」

「そのドワーフを知っているのですか？」

　ポルセンは興味ありげに聞いてきた。

　知っている。まぁ、ここは素直に話しておくか。

「うん。知り合いだと思う」

「へぇ、渋しぶいけど、あの〝玉たま葱ねぎ〟頭を知っているんだ？」

　青髪アンジェは冷たい口調でぞんざいに特徴を語る。

　確かにハンカイは玉葱頭だった。

「……ドワーフが〝その〟特とく徴ちよう的てきな頭だったのなら、確実に俺が知っている奴だ」

「そうですか。どうりで、強いわけです。まさか知り合いだったとは」

　確かに、世界は広いようで狭せまい。

「だが、そこまで深くは知らないぞ？　お前たち闇ギルドと出会った時には、もう奴ドワーフとは離はなれていたしな」

「ふ～ん、どうだか。わたしたちをハメるため、どっかのギルドと繋つながっていたりして？」

　ツンな青髪アンジェは眉まゆを細めて、腹立たしげにそう語る。

「憧あこがれはあるが、そんな細かい権けん謀ぼう術じゆつをめぐらすようなことはしねぇよ……俺は肉体派なんでね」

　孫そん武ぶ、黒くろ田だ官かん兵べ衛え、真さな田だ昌まさ幸ゆき、ウェゲティウス、マキャベリなど、前世で好きだった有名な知将、軍事思想家たちのことが脳のう裏りを過よぎった。ここの世界にもそんな知将たちのような存在が君主に仕え、または、自らの野心を持ち、覇はを競きそうように、他の勢力たちと戦っているのだろうか。

「……確かに、そういうタイプには見えませんね」

　ポルさんは、俺の顔をじっくりと見ては……淡たん白ぱくに答えてくれた。

　褒ほめられているのか貶けなされているのか、どっちだろう。

「パパ、こいつのことを信じるの？」

「そうだ。アンジェ。お前はまだ未熟故ゆえ、解わからないと思うが、お前よりはシュウヤさんの方が、〝血〟を知っているはず」

　血か。もしかして、俺の種族がヴァンパイア系だと知っている？

　吸血のことを指しているのか。それとも、殺しが得意とかの隠いん語ごか。

「え、パパ、それはパパの一族と？」

　アンジェは驚いたようだ。予断を許さずといったように、ポルセンと俺の顔を見比べるように視線を動かす。ポルセンの姓はヴァルマスクと名乗っていた。

「……いや、わたしの一族ではない。だからこそ、シュウヤさんが、どうして〝血の匂い〟を持っているのか。その理由を知りたいと思っていたのだよ」

　ポルセンはアンジェだけでなく俺に問いかけてくる……思い出した。

　あの美人なヴァンパイアハンターの言葉を……名前なんだっけ、兎に角、ヴァンパイアハンターが追っていたのがヴァルマスク家とかのはずだ。

　その、ハンターの名前は……ノーラ。ノーラ・エーグバインだ。

　青髪のアンジェと同じ、エーグバイン姓。

　ということは……この青髪娘とたまたま姓が同じ？

　だが、アンジェとノーラは髪の色が違う。いや、やっぱり偶ぐう然ぜんにもほどがある。

　ノーラは妹のことをいっていた。もしかして、ノーラの妹がアンジェ？

　だからあの時、近くにいたのか？

　……周囲を見み渡わたし、さりげなく掌しよう握あく察さつを行う。周りはいたって普通。

　ここで、あのヴァンパイアハンターのノーラが飛び出してくるとか？

　そんなドラマのような……熱い展開はないようだ。

　食事を取り、楽しく談だん笑しようを繰り返している客ばかり。ここで火に油を注ぐように〈分泌吸の匂手フエロモンズタツチ〉を行うか？　それは止めとこう。

　今は彼らの話を聞いておく。

『閣下――この二人は全身に魔ま力りよくを纏まとい魔力量も豊富です。女の方はいつでも戦せん闘とうができる態勢かと、気を付けてください』

　ヘルメが視界の片かた隅すみで躍おどりながら解説してくれた。

『分かってるよ。ヘルメ、いつもありがと』

『はい。ありがとうございます』

　ヘルメは視界から消える。改めて、ポルセンを見た。

　彼は、俺が長らく沈ちん黙もくを続け間を空けても、冷静な態度を崩くずさない。

　青髪のアンジェと違い彼は俺と敵対関係に成りたくないようだ。

「……血の匂い？」

　間を空け過ぎたから、わざと惚とぼけながら聞いてみた。

「シュウヤさん。あまり、〝我々を舐なめないで貰いたい〟」

　うへ、前言撤てつ回かい。ポルセンのそんな挑ちよう発はつめいた言葉と共に、宿の気配も変わった……。

　研とぎ澄すまされた殺気が、目の前の二人以外から、一人、二人、いや、もっとか……。

　はは、やるねぇ……周囲に闇ギルドの面々が隠かくれていたらしい。

　楽しそうに飯を食っている客の合間に、ちらほらと殺気を漂ただよわせている奴やつ等らが交ざってやがる。ひょっとして、こいつらが【月の残骸】か。

　宿には他の一いつ般ぱん客きやくが大勢いるのに……だが、そっちが殺やる気があるなら受けて立つ。

「……別に舐めてねぇよ。そっちが殺る気なら、――俺は構わんぞ？」

　そんな殺気を込めた言葉と一緒に殺気や掌握察とは違うワザと大きな魔力を周囲に放つ。

　だが、今は黒猫ロロは、散歩中だ。

　相棒は居ない。俺から仕掛けるとしても一人で殺らなきゃな……。

　初手に、鎖くさり、魔ま法ほう、光槍、導どう想そう魔ま手しゆ、魔ま槍そう杖づえ、投とう擲てきと、いつでも、使えるように心構えをした。

「な、何だと？」

「――きゃ、パパ、こいつ殺る気よ！」

　魔力を直に感じたアンジェは身を反らしながらいってくる。

　ポルセンも驚いていた。何の変へん哲てつもない魔力のはずだが？

　余よ裕ゆうを感じさせたポルセンだったが、表情に焦あせりが出ている。

　ポーカー勝負は彼には向かないかもな。

　それすらもフェイクかもしれないが。

　彼らの様子を窺うかがいながら口を動かし、

「いや？　ただ――座っているだけだが？」

　両りよう腕うでを上げてのバンザイポーズ。

　すると、アンジェは俺のさり気ない腕うでを上げるポーズを見て、

「――クッ」

　と、声を漏もらしながら、過か敏びんに反応し、席から飛ぶように離れた。

「先に殺気を放って来たのは、ソッチ側だろう？」

　腕を下ろしながら、鷹おう揚ように語る。

　ポルセンはひきつった表情を浮うかべているが、まだ座った状態だ。

「それで、旧友ごっこはお仕し舞まいか？」

「……済まない。こちらの手て違ちがいだ。我々は争いたくはない」

　ポルセンのさっきの態度はフェイクだったらしい。だが、

「――そこの娘は違うようだけど？」

　アンジェは腰こしに差していた青い長剣を抜ぬき、構えている。

　前にも見たことがある、抜き放たれた特殊な長剣、青い刀身が揺ゆれて、キィィーン、と気持ちの良い高音を響ひびかせていた。

「アンジェ、武器を仕舞いなさい」

「パパ、こいつは危険よ。さっきの魔力を感じたでしょ？」

　そこに激げき怒どしたヘルメが視界に登場。

『閣下、この、こうるさい青あお蠅はえを水の底に埋うめますか？』

　沈めるじゃなくて、埋めるか。怖い言葉を……ヘルメが怒った。

『い、いや、放っておけ』

『分かりました……』

　残念そうに消えるヘルメ。

　だが、今、さっき、一いつ瞬しゆん見せたヘルメの目がヤバカッタ……。

　黝あおぐろい瞳ひとみがギロギロといった風に動くさまは吸きゆう血けつ鬼きを感じた。

　そして、双眸は血が流れるほどに血走っていた。正直、背筋が凍こおった。

「……良いから、仕舞えといっている」

「あ、はい……」

　アンジェはポルセンの厳しめな言葉に従い、武器を鞘さやに収めた。

　さて、答えは想像できるが、本人に言わせるか。

「それで、血の匂いとかの意味を〝ハッキリ〟と言ってくれるかな？」

「……えぇ、では、シュウヤさんは〝ヴァンパイア〟ですね？」

　随ずい分ぶんなストレートパンチ。周りの視線は気にならんのか？

　冒険者には討とう伐ばつ対象だろうに……と、周りを見渡すが、こっちを見ている客や聞き耳を立てている客はいないようだった。

　客と思っているが、実は全員が闇ギルド関係者か？

　しかし、俺の種族は光魔ルシヴァル。正確にはヴァンパイアでは無いんだけど。

　まぁ、その体ていに乗っかり話を進めていきますか……。

「……何故、そう思った？」

「わたしが始祖の流れを汲くむ高祖十二氏族ヴアンパイアロードの一つ〝ヴァルマスク家〟から直接に枝分かれした〝分家の一族〟だからですよ。ですから、血の匂いはすぐに分かるのです。シュウヤさんが〝血入り〟の何かをいつも持ち歩いているのは〝ずっと前〟から知っていました。それに、あの都市で何回、何十回、何百回と〈分泌吸の匂手フエロモンズタツチ〉を使っていたでしょう？」

　うひょ、やっぱりヴァンパイアかよ。

　ヴァルマスク家、ヴァンパイアの総本山のようなところか。

　スキル〈分泌吸の匂手フエロモンズタツチ〉を知っているし……。

「そこまで知っていたか。俺は確かにそのスキルは使っていたよ」

「えぇ、あのスキルは謂いわば、吸血鬼の縄なわ張ばりを示すマーキング。他の血を吸う種族たちへと、自らの力を誇こ示じするのと同じことですから……」

　あちゃぁぁ、そうだったのか。

　だが、そんなヴァンパイアのルールなんて分かるわけがない。

「ですから、シュウヤさん。貴方の、本当の名前を教えて頂きたい。今、この南マハハイム地方でヴァルマスク本家や分家以外にヴァンパイアを産み出すことなどできるはずがないのですから」

　ポルセンの目からは冷れい淡たんさを感じさせているが、行ぎよう儀ぎよく紳しん士しらしい真ま面じ目めな口調だ。

　彼かれはポーカーフェイス。あまり表情に感情を出さないタイプか。

　そんな彼に俺の種族のことを話しても、信じないだろう。適当に誤ご魔ま化かす。

「俺の名は昔から変わらない。そして、正直、何々家とかまったく知らない。天敵のヴァンパイアハンターに襲われた時、そのヴァンパイアハンターからヴァルマスク家の名前なら聞いたことがあるだけだ」

「ヴァルマスク家を知るヴァンパイアハンター……」

　ポルセンは恐怖を滲にじませるように呟つぶやく。

「……よく、生きて帰ってこれたわね？」

　青髪アンジェは喉をごくっと鳴らし動どう揺ようを示す。

　ん？　冒険者と同様にヴァンパイアハンターは腐くさるほどいるはずだ。

　ということは、専門的なヴァンパイアハンターはポルセンに恐怖を覚えさせるほど厄やつ介かいな存在で、普通の専門外の冒険者はあまりたいしたことないのか。

　俺を間違えて攻撃してきたノーラ・エーグバインはヴァンパイアハンターとしては一流処どころだったのかもしれない。

「……上手うまく往いなしたのさ、それで、家系の話だが、そもそも、父や母は、俺が幼い時に死んでしまったからな。歴史など知らんよ。もしかしたら、あんたのいう通り、俺は違う地方の出なのかも知れない」

　だいたいは、でっちあげの架か空くう話。だが、俺の両親が亡なくなっているのは本当の話。

　だから、父と母が死んでいないことは、あまり間違っちゃいない。

「……そうですか。なら、ヴァルマスク家の遠い分家、または、それ以外の家系なのでしょう。ですと……本家ではなく、遥はるか南の大国セブンフォリアの高祖パイロン家ぐらいしか思おもい浮かびませんが……パイロン家が移動してきたことも考えられますが……」

　南の大国セブンフォリア？　初耳だ。かなり遠方の国なんだろうか。

　そんなことより、ツンな青髪アンジェに関する、ささいな疑問を聞いておく。

「さぁな？　家系がなんたらと講こう釈しやくたれても、俺には分からないよ。それより、アンジェはポルセンの〈従者〉なんだよな」

「そうだけど、何、気軽に呼び捨てで呼んでいるのよ」

　アンジェは小さな声で文句を漏らす。

「――その通りです。アンジェは、わたしの血を分けた、ただ一人の〈従者〉」

　紳士な態度のポルセンが冷静な口調で語ると、アンジェは今までの態度とは打って変わり、双眸を光を宿したようにキラキラと無む邪じや気きに喜ぶ。

　初めて愛を甘かん受じゆしたかのように満面の笑えみを作って渋顔ポルセンを見つめていた。

　悔くやしいが、可愛かわいい。

「……〈従者〉は一人だけ？」

「可笑おかしなことを聞きますね。当たり前ですよ」

　あれ、俺と違う。俺の〈眷けん族ぞくの宗そう主しゆ〉は三人の〈従者〉を作れるのに。

　同じヴァンパイア系統でも違うようだ。やはり、ルシヴァル種は特殊か。

「済まないな。身近に親しいヴァンパイアが居なかったもんで……」

　何気ない言葉のつもりだったが、俺の言葉を聞いたポルセンは、急に哀あわれみの視線で見つめてきた。母親の、いや、父親か、変な視線だ。

「……なるほど、貴方はヴァンパイアとしての教えを受けていないと……〝血魔力〟の血魔法ブラツドマジツクの本質をスキルとして〝理解〟していないのですね？」

　血魔力はスキルとして覚えてはいるが、確かに、まだちゃんと理解していない。

「――ちょっと待って、その話は本当なの？」

　アンジェの声ではない。声が聞こえたところへ視線を向ける。

　そこには、あれ、お手伝いのイリー？

「ヴェ、い、いや、イリーさん、ここでの接せつ触しよくはわたしに任せてくれるはずでは？」

　ポルセンは彼かの女じよを見て珍めずらしく動揺。名前を間違えそうになっていた。

「ごめんなさいね。だけど、わたし、彼にすっごく、興味があるの……」

　イリーが舌舐めずりしながら、そう喋しやべると、俺に近寄ってくる。

「イリー、止まりなさい。ここでは駄だ目めと言ったでしょう？」

　少女イリーを止めたのは女将おかみのメルだった。

　メルは少女の背後へ素す早ばやく移動し、その少女の肩を掴つかみ、動きを止めている。

　スラリとした悩なやましい足に濃のう密みつな魔力を纏っていた。動きが速い理由か。

「――シュウヤさん、こんばんは。そして、ポルセン、アンジェ、悪いんだけど、ここからは【月の残骸】が本格介かい入にゆうするわ。それと、ここじゃ都合が悪いから、三人共、奥おくに来てくれるかしら？」

　女将のメルは冷静な口調で話す。

　彼女は顔を背そむけて、流し目な視線で、食堂の右奥にある扉とびらを見ている。

　その意味は、『あの扉の向こうに行きましょう』と意思が込められていた。

「わたしも～？」

　イリーは子供らしい表現を行い、メルに聞いている。

「当たり前でしょうが、さ、ついてきなさい」

「は～い。うふ」

　イリーは俺おれを見て嗤わらうと、扉へ歩いていく。

　子供だが、その熱で人を焦こげさせるような視線は少し怖かった。

　宿の女将メルと少女イリーは月の残骸のメンバーということか。

　あぁ、だから、俺がこの宿に決めた時、イリーは意味深なことを告げてきたんだな。

『閣下、ついていくのですか？』

『そのつもりだ。戦いになったら、隙すきを見て目から飛び出していいぞ』

『はい、お任せください』

　ヘルメと念話を行いながら、女将メルに誘ゆう導どうされ、ついていく。

　食堂の奥にあった扉を開けると、下へ下りる螺ら旋せん階段が出で迎むかえた。

　ポルセンとアンジェは先にその階段を下りていく。

「この下へ行くのか？」

「そうよ。何もするつもりはないから、さ、入って」

　宿の女将メルはそう語るが……ま、進むか。階段を下りていく。

　下りた先には狭い通路があり、大きな扉が待ち受ける。

　ポルセンとアンジェはそこで待っていた。

　メルとイリーは、その扉前まで進むと、二つの月の形をしたオブジェを、カチャカチャと時計を回すように弄いじくり出す。ダイヤル鍵かぎなのか。

　最後に二つの月オブジェの内、大きな月オブジェだった物が崩れて、残骸となった欠けた月のオブジェへと変化した瞬しゆん間かん、ガチャンと鍵が外れる音を立てる。

　銀行の金庫扉のような大きな扉が重じゆう厚こうな音を立て、自然と開く。
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　その先には地下空間が広がっていた。

「さぁ、中へ入って」

　メルの言葉が広間に木霊こだまする。俺は頷うなずきながら、扉を潜くぐり地下空間に入った。

　風はなく、乾かわいた空気。そして、広くもなく狭くもない。

　中央の床ゆかは僅わずかに窪んでいるのか傾けい斜しやしていた。そこに会議が行えそうな円えん卓たくと椅い子すが置かれてある。そんな机と地下空間を照らす光源は、勿もち論ろん天てん井じようだ。

　天井は、奥おく行ゆきがある。そして、白猫を象った像の光源があった。

　シャンデリアではない。肉球の片足が包む形の丸い形をした魔法の光源だ。

　可愛らしい、というか欲しい。光源が、地下部屋を明るく肉球色に染めていた。

　そして、窪んだ中央エリアを囲うように階段を備えた左の岩がん壁ぺきに沿って、岩の棚たなもある。

　棚には、鍛冶かじと錬金の道具があった。薬草、薬やく瓶びんも嵩かさ張ばる形で積まれている。

　大きな棚もずらりと壁かべに沿って並ぶ。奥の岩壁には彫ちよう刻こくがあった。

　岩を削けずったのか。キリストのような茨いばらの冠かんむりをかぶった女め神がみ像ぞうが造形されていた。

　二つの月の形をした石を両手で、天に掲かかげている姿だ。

　雲の間から光が一瞬差したような幻げん影えいが見えたような気がした。

　女神像の左右は地下へと続く暗くら闇やみの穴がある。

　右の外がい縁えん部ぶにも、岩棚が付ふ随ずいした階段が備わっていた。

　見晴らしのよさそうな出っ張りの空間へと続く。

　あの先も、まだまだ地下の通路がありそうに見えた。

　しかし、宿屋の地下にこんな秘密基地みたいな場所が存在するとは……。

「……座すわってくれるかしら」

　ポルセンとアンジェはメルの言葉に従い、中央のテーブル横にある椅子に座る。

　俺も指示に従い、緑のテーブルクロスが綺き麗れいな机に近寄る。

　木き彫ぼりされた背もたれ付きの椅子に腰かけた。メルやイリーの他ほかにも闇ギルドのメンバーと見られる怪しげな人物たちがそれぞれ出口が違う個か所しよから現れた。豹ひようの頭部を持つ大おお柄がらなコック姿の者。

　ローブ姿で頭ず巾きんが似合う顔に垂れている布の陰かげから鱗うろこの皮ひ膚ふ顔を覗かせている者。

　特殊そうな魔力を備えた弓を持つ金きん髪ぱつ耳長の女軽戦士。

　そして、遅おくれて白しろ猫ねこが現れた。あれ？　黒猫も？

　というか「ロロ？」俺がそう発言すると黒猫ロロは、

「ンン、にゃお」

　と、鳴いては、空を飛ぶように岩棚の階段の上から華か麗れいに跳ちよう躍やく。

　円の形をした会議ができる机の上に着地した。

　とことこと歩きながら俺の目の前に来る。

　紅色の虹こう彩さいと黒色の瞳で俺を見つめてきた。

『肩かたに乗っていいかにゃ？』と視線で語ってくるような感じだ。

　可愛い面だ。『いいぞ』と気持ちを込めて頷く。

　すると、すぐに黒猫ロロは俺に抱だき着つくように跳躍してきた。

　俺の肩へ戻もどってくる。その黒猫ロロに、

「ロロ、お前もここに来ていたのか」

　黒猫ロロはそうだぞ？　というように足でポンッと肩を一回、叩たたく。

「マギット、こっちにいらっしゃい」

　イリーにそう呼ばれた白猫。

　気品ある猫のようだ。優ゆう雅がに歩きながらイリーの下もとへと近寄っていく。

　あの白猫は黒猫ロロの新しい友達かな？　白猫は飼かい猫のようだ。

　猫の首に丸い緑色の宝石らしき物が付いた首輪があった。

『閣下、あの首輪にある緑宝石から膨ぼう大だいな魔力を感じます』

　視界に現れたヘルメがいち早く感づいて指し摘てきしてくれた。

『本当だ、猫の可愛さで気付かなかった。偉いぞヘルメ』

『お役に立てて嬉うれしいです！　わたしの新しい喜びポーズをご覧になりますか？』

　俺にポーズを見てくれと伝えているが……。

　既すでにプリプリッとした小さいお尻しりさんをアピールしている。

　独特のポーズ新ヘルメ立ちを見せている。ツッコミは入れない。

『……いや、それはまた今度』

『ふふ、はい』

　ヘルメと変なやり取りをしていると、

「……マギット、あの黒猫ちゃんと知り合ったの？」

　イリーは白猫をマギットと呼ぶ。

　マギットの両りよう脇わきを抱かかえるように持ち上げたイリー。

　ブスッとした表情を持つマギットに話しかけていた。

　白猫のマギットの方は「……」と沈黙。機き嫌げんが悪い訳じゃないと思うが、天然の睨み顔を持つ。だが、それが、また可愛い。そして、持ち上げられるのを嫌いやがったのか、イリーから頭部を逸そらすマギット。彼女の両の手から猫らしく柔やわらかな機動で身をくねらせながらイリーの手を後あと脚あしで蹴けって机の上に跳躍した――足裏を机に突つけて着地。

　またもや優雅さを魅みせつけるように、とことこと華麗に歩く。

　白猫のマギットは黒猫ロロへ視線を送りながら離れていった。

「もうっ、マギットのバカ」

　すると、そんなイリーと白猫マギツトの戯たわむれを無視するかのように、

「――総長。俺らが呼び出された理由は？」

　エプロン姿の豹の頭部を持つ人物の言葉だ。メルに向けて質問していた。

　しかし、メルが総長？

　それじゃ彼女は宿の女将でもあり月の残骸のリーダーでもあるのか。

　メルはリーダーらしく皆みなを見み据すえて、綺麗な口紅が目立つ唇くちびるを動かした。

「カズン、仕事中にごめんなさいね。皆を呼び出した理由は、この方を紹しよう介かいしようと思って――」

　メルは悩ましい仕草でそう喋りながら物もの腰ごし柔やわらかくゆったりと腕を伸のばす。

　その微笑ほほえみは、正直、凄すごく魅み力りよく的てきだ。

「この方は少し前に闇社会で噂うわさになっていた、あの〝槍やり使い〟シュウヤさんです」

　槍使いを強調した喋り方かた。その瞬間、メンバー全員から俺に対しての視線が集まった。

　闇社会で噂か。鱗の皮膚を持つ者がギロリと、俺を見つめ、

「ほぅ……」

　と、短く呟く。

　あの頭巾の下から来る視線は不気味。値ね踏ぶみでもするかのような視線だ。

「こいつが……」

　豹の頭部を持つコックも短く呟きながら、俺を観察している。

　何だかな……自然と変な集団に紹介されたけど、コイツらは何が目的なんだろう。

　月の残骸とやらに勧かん誘ゆう？

「それで、君たちは俺に何か用があるのかな？」

　と、発言。

「わたしは皆に紹介したかっただけよ。ただ、ヴェロニカがね……」

　ヴェロニカ？　メルは窺うように少女イリーを見た。

　このお手伝いさん、イリーという名前ではなくヴェロニカが本名なのか。

「うん、わたしが貴方あなたに用があるの。初めはポルセンたちに任せていたのだけど……陰かげで貴方たちの会話を聞いてたら、貴方に、凄く凄く興味が湧わいたの！　だから、もっと、お話をしたいなぁって、メルに止められたんだけど衝しよう動どうが抑おさえられなくて――」

　突とつ然ぜん、ヴェロニカから血が溢あふれた。

　そのヴェロニカは隙もなく、いきなり変身。

　薔薇ばらの髪かみ飾かざりが特徴的な髪かみ型がたへ変化。早はや業わざの変身劇か。

　新しい衣服といい種族としての血を扱あつかう能力なのかな。

　給きゆう仕じ服ふくのクラシカルロリータだった姿から、ゴシック風のベルベット製のような黒ミニドレスを纏う姿へとチェンジしていた。睫まつ毛げも長く成長。頬ほおは赤みが増した。

　潤うるおったルージュが綺麗な小さい唇。妖よう艶えんさを醸かもし出だしていた。

　真っ赤なヒール靴ぐつも似合う。少女は机の上に立ち恍こう惚こつそうな表情を浮かべている。

　胸むな元もとのリボンも少女の持つ可愛らしさを強調している。

　小さい手を左右に揺らしながら机を歩きコツコツと靴くつ底ぞこを響かせながら近寄ってきた。

『……閣下、攻撃しますか？』

　ヘルメは相変わらずだ。

『殺気はない。大だい丈じよう夫ぶだろう。様子見だ』
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『はい』

　周りの面子メンツも黙だまって見守っている。

　ヴェロニカは俺の目の前まで来ると、キスを求めるように小顔を突き出す。

　そのまま小さい鼻穴をくんくんと動かし、俺の匂においを嗅かぎ出す。

　その時、夜気に漂うような魅み了りようの火花を熾おこすような魔力を持った花の香かおりが漂った。

「ふぃぃ、濃ぃわ……たまんなぁぃ……雄おすの血。しかも高祖より、濃こい。始祖系ピユアな。良い匂い……うふ」

　濃い……変態気味だな。とりあえず、名前でも聞いておこう。

「君の名前はイリーではないのか？　さっきヴェロニカと呼ばれていたが」

「うん。わたしの本当の名はヴェロニカ。イリーは宿のお手伝いさんとしての名前なの。改めて、よろしくね、シュウヤ」

　ヴェロニカはそう名乗ると、俺から少し離れ、ニコッと少女らしい笑え顔がおを見せる。

　そのまま、机の上で黒ドレスの端はしを手で摘つまみ、淑しゆく女じよらしい丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをしてきた。

　無難に挨あい拶さつしとくか。

「あぁ、よろしく」

「ふふ、それでね、さっき血魔力を知らない。と、話していたけど、本当なの？」

　何だか、馬ば鹿かにした感じだな。

「そうだよ」

「本当なんだぁ、それじゃそれじゃ、わたしが〝血魔力〟を教えてあげるから、その代わり、わたしたちの闇やみギルド月の残骸に入らない～？」

　教えてあげる？　この子もヴァンパイアなのか。

　さっきの衣服を変える魔法といい、やはり、そうなのだろう。

　確かに血魔力を教えてもらえば俺はもっと強くなれると思う。

　しかし、闇ギルドに入り行動を制限されたくはないな。

　だから、入るか入らないかの、是か非かは、まだ保留だ。

　ポルセンに話でも振ふっておこう。

「ポルセンもその予定で俺と話していたのかな？」

「いや、わたしは勧誘というより協力をお願いしようとして、会話をしていたつもりだったのだが……」

　カールしている口くち髭ひげを微び妙みように動かしながらポルセンは語り、女将であり総長のメルの顔を気まずそうに見つめていた。

　メルはポルセンの視線に気付き、心情を察したのか、苦笑いしながら口を開く。

「そうね。ポルセンとアンジェは面識があったようなので、特別に交こう渉しようのお願いをしていました」

「わたしは勧誘どころか、協力を要よう請せいすることすら反対していたのだけどね」

　アンジェは目を細めて俺を見ている。

　その目の色には、はっきりと怒いかりの意思が込められているのを感じとれた。

「ちょっとぉ？　今は、わたしが直接交渉してるの！」

　机の上でヴェロニカは少女らしく、地じ団だん駄だを踏ふむ。

　しかし、この幼げな少女が血魔力を本当に教えられるのか？

「そもそも血魔力とは、教えられるもんなのか？」

　と、俺が聞くと、ヴァロニカは、鼻で笑う。

「ふふ～ん。そんなことも知らないのね。シュウヤは良い匂いだから特別に教えてあげる。血魔力は昔からヴァンパイアの親族たちが教えるのが基本なのよ？　第一関門、第二関門、第三関門、の血流操作から、独自のスキル化までの面めん倒どうを見るのがね。因ちなみに第一関門は略した言い方だから、血道・なんたらとかで覚えるのが普ふ通つう。ま、個人差があるけど」

　血流操作か。へぇ、なるほど。

　やはり、この子はヴァンパイアのようだ。

「あ、その目、疑ってる？　だめよぉ？　わたしを見た目で侮あなどっては、だぁめ。これでも、わたしはポルセンより古いヴァルマスクの分家の出だからね？　あんまり歳としはいいたくないけど……吸血鬼として三百年以上経たっているんだから！　高祖と同等と思っていいわ」

　うひゃ、驚おどろき、ロリババアか。それにしてはコミカルな演技だ。

　しかも、いいたくないといっておきながら、自分から歳を話してるじゃないですか。とは、いえないから、

「……そうだったのか、驚いた」

「そうでしょう？　でも、他の人たちにはいわないでね。内ない緒しよよ？」

　ヴェロニカはウィンクしている。

「……分かった」

　ヴェロニカは俺の言葉を受けて、頷く。

　机の上で小さく跳躍しながら細い足を交差させタップダンスを踊おどり、

「――フフッ、それでっそれで」

　小さい肢し体たいをしなやかに動かす。

　仰のけ反ぞった腰の曲線を見せびらかすようなポーズを取った。

　そんな悩ましい特とく徴ちようある姿勢から、小顔を俺へ向け、

「――わたしたちの月の残ざん骸がいに、入るぅ？」

　甘あまい口調で聞いてきた。

「正直いえば血魔力は教わりたい。だが、俺は冒ぼう険けん者しや。闇のギルドには入りたくはないな。ポルセンが語る協力なら考えてもいいが」

　俺の言葉を聞くと、ヴェロニカは、ピタッと踊りを止やめる。そのまま、腕を組み、

「ふ～ん」

　と、表情を不満気に頬を膨ふくらませて、俺を見据えていた。

「わたしは賛成です。ヴェロニカ、構わないわね？　誘さそう機会はこれから幾いくらでも有るでしょう？」

　メルはヴェロニカを優やさしく諭さとし、母のような表情を浮かべた。

「うん。メルがいうなら、そうする」

　ヴェロニカは素す直なおに了りよう承しようしていた。

　見た目は少女なヴェロニカだが、メルとは親子関係なのか？

　ヴェロニカは三百歳……すると、メルもヴァンパイア？　それともただの知り合いか。

　敬けい慕ぼの気持ちは抱いていると分かるが、歳は離はなれているし……メルが指示を出しているようにも見える。しかし、ヴェロニカの方が発言権が上のようにも感じる時もあった。

　ま、歳は関係なく互たがいを尊重していると判断しよう。

「……ヴェロニカは良い子ね。では、シュウヤさん。月の残骸のわたしたちに協力してくれると判断して良いのですね？」

　考えるといったつもりだったんだが、

「待った。〝協力〟といっても、君らに指図されるのは御ご免めん被こうむりたい。俺の噂を知っていると思うが梟ふくろうの牙きばとは因いん縁ねんがある。彼らとはこれからも争うことになるだろう。だから、俺と因縁のある相手が、月の残骸にとっての〝協力〟という形になるのであれば、での話だ」

　メルは俺の言葉を聞いて、神しん妙みように頷く。

「なるほど、勿もち論ろん、わたしたちは指図なんてしない。貴方とポルセンが話をした〝協力〟という形で構わないわ。ギブアンドテイクといいたいけど、むしろ、わたしたちは貴方の因縁も手伝いたいぐらいなんですから」

「手伝うか」

「はい。梟の牙とは食味街を巡めぐり常に争いが起きています。そして、他の都市でも争いのある相手ですから、港の物件なんて、とくに……」

　メルは確信めいた言葉と笑顔でそう語る。縄張り争いか。

「分かった。それじゃこれからも普通に、ここの宿を使わせて貰もらうよ」

「そんなこと当たり前ですよ。シュウヤさんからはお金を頂いていますからね。そして、闇ギルドではあるけれど、ここは宿屋ですよ？　ふふ。あ、それから、ここのメンバーを紹介しますわね。そこの大柄な豹人セバーカがうちの料理人よ。名はカズン。一流の戦士であり、料理の腕も一流」

　メルから自じ慢まん気げに紹介された。この大柄な豹人、セバーカという種族らしい。

　カズンという名の獣じゆう豹ひよう人じんは立ち上がり獣けもの口ぐちを開く。

「客人。よろしく頼たのむ、俺は厨ちゆう房ぼうにいる。何か用があったら厨房に来い。暇ひまだったら相手をしてやる」

　この厳いかつい獣人が料理人か。料理は美味うまかった。無難に挨拶しとこう。

「その際にはよろしくお願いします」

「次は、隣となりのローブを着ているのが、鱗人カラムニアンの錬れん金きん術じゆつ師しであり、蠱むし使い。名前はゼッタ」

　メルが次に紹介したのは、鱗の方。カラムニアンという種族らしい。

　蜥蜴とかげ人じんとかのリザードマンではないようだ。

「どうも、ご紹介に与あずかりました。ゼッタでございます。いつも、この本部地下の一室にて、蠱を飼い、ヴェロニカさんの骨子飼を利用させて頂き、薬やく剤ざい実験を繰くり返かえしています。ポーション系をご利用ならお安くお売りしますよ」

　ゼッタは蠱使いというだけあって、蝉せみらしきものがローブの肩に留まっていた。

「ゼッタさん、ですね。わかりました」

「その向こうに座るのが、エルフで盗とう賊ぞく、軽戦士。〝影弓〟の二つ名持ち。主に斥せつ候こう担当で名前はべネット」

「変なの。新入りってわけじゃないんでしょ？　挨拶すんの？」

　ベネットと呼ばれたエルフ女性は横おう柄へいな態度を取る。めんどくさそうに対応してきた。

「べネット？」

　メルは怒ったように半眼でベネットを見る。

「分かったわよ。あたいは総長がいった通り、軽戦士系。隠おん密みつや斥候、弓に鍵開けや罠わな発見は得意。それから、軽度な物もの鑑かん定ていもできる」

　へぇ、弓が使える軽戦士系か、名前はべネットね。ぼさぼさな髪型で、ボーイッシュなブロンド。鷲わし鼻ばなで傾斜ぎみの目、顔は四角くエラがあるけど、まぁまぁ整った顔だな。

　身軽そうな格好で投げナイフを装備したジャケットを着ている。器用そうな女性。

　一応、紳士にお辞儀して挨拶しておこう。

「べネットさん、よろしくです。器用な女性なのですね」

「ブフッ、べネット〝さん〟だって……」

　ヴェロニカがべネットを指差して笑っていた。

「ヴェロッ子？　あたいの名が可笑しいってのかい？」

「ううん、ごめんねぇ。ただ、べネ姉ぇが、そんな呼ばれ方したの初めて見たからさ、何か可笑しくなっちゃって」

「ふん、あたいだって、びっくりだ。あたいみたいな女に貴族女みたいな応対して……馬鹿みたいだ……それじゃ紹介も終わったし〝外の糞ふん〟掃そう除じを兼かねて、あたいは帰るぞ」

　彼女は何故なぜか怒ってしまい、素早い立ち居振ふる舞まいで、その場から居なくなってしまった。

「すみませんね。べネットはいつもあの調子なので……」

　メルはそんな言葉通りに困こん惑わくした顔を浮かべていた。

　さて、これ以上困らせるのも何だし、俺も部屋に帰らせてもらうかな。

「いえいえ、気にしてませんから、俺もそろそろ戻りたいですし」

「そうですか？　それじゃ、入ってきたとこから、戻れますので」

　あっさりと許可してくれた。もう戻って良いいらしい。

　んじゃお言葉に甘えて、お先に失礼しますかな。

「はい。お先に」

　皆へ向け頭を下げて、挨拶をしてから踵きびすを返す。部屋を後にした。

　黒猫ロロを肩に乗せて短い通路を進む。

　螺旋階段を上がって、宿の食堂へ戻ってきた。食堂の客は少ない。静かだ。

　カードゲームに興じている客がまばらに居るだけだ。

　そのカードの手札を覗のぞきながら食堂を通り、玄げん関かん口ぐち近くの階段を上って部屋まで急いだ。

　部屋に戻るなり、黒猫ロロが寝しん台だいへと跳躍――。

　いつものように真上にジャンプを繰り返して遊んでいた。

　お前も相変わらず跳とぶことが好きだな。

　と、必死に可愛く跳び跳はねている黒猫ロロの姿を見つめる。

　そして、外がい套とうを脱ぬぎ防具も外していった。

　結局、流れで……月の残骸と協力関係を結んでしまったが……。

　はたしてこれで良かったのだろうか……ま、なるようになるか。

　革の服に着き替がえを終えた。そのまま寝台へ寝ね転ころがる。

　能力でも見て、休もっと――一いつ緒しよに寝転がるロロディーヌの背中を撫なでていく。




　ステータス。




　名前：シュウヤ・カガリ

　年ねん齢れい：22

　称しよう号ごう：水神ノ超仗者

　種族：光こう魔まルシヴァル

　戦せん闘とう職業：魔ま槍そう闇やみ士し：鎖くさり使い

　筋力20.8→21.1敏びん捷しよう21.9→22.1体力19.9→20.1魔ま力りよく25.4→25.9器用19.9→20.0精神26.2→26.9運11.2

　状態：平へい穏おん

　運を抜ぬかせば、二十を超こえた。そのまま黒猫ロロの肉球を触さわり目を瞑つぶる。

　……寝ね入いり端ばなに、魔素の気配で起こされた。掌しよう握あく察さつの反応は、扉の外だ。

　すると、扉が動く。そっと開けている？

「おぃ、誰だれだ？」

「あ、バレちゃった？　へへ～」

　わざとらしい。ヴェロニカだ。

「何か用か？」

　と、聞くと、部屋に入ってくる。

「――うん。さっきはどうして勧誘を断ったの？」

　はぁ、コイツ、知っている癖くせにわざと聞いているな？

　あ、扉、閉めやがった。まったく、変なのに絡からまれた……。

「……さっきも言ったが、聞こえてなかったのか？　指図されるのは嫌なんだよ。イ・ヤ・な・の。Do you understand理解したか？」

　しつこいから、思わず英語で強調。

「ふふ、何か変な言葉を喋っているけど、そんなイライラしないでよぉ。でもね、わたしの真意をちゃんと解わかって欲ほしいなぁ……ま、これはポルセンの事もいえるのだけど……」

　ヴェロニカは思わせぶりに語りながら、近寄ってくる。

「ん？　どういうことだ？」

　寝台から起き上がる。

「吸きゆう血けつ鬼きとして血魔力を教えるということは、家族、親愛、友情、愛、そういった意味合いもあるの。ポルセンの従者、アンジェが主にイライラした理由よ」

　あ、そういう……嫉しつ妬とか。だから、アンジェはイライラとしていたのか。

　でも、男からの愛は要いらないな。美人な女限定だ。

「それは知らなかった。愛以外の感情なら素直に嬉しいし、ありがたいけど、君の場合、闇ギルドに入れ？　とかの条件を述べていたからな」

「さっきはそう話をしたけど、もういいわ。今はわたしたち〝ふたり〟だけ。月の残骸は関係なく個人として、お話がしたいの」

　あらま、改まっちゃって。別に構わないけどさ。

「それなら、一向に構わないさ。それで、何を話すんだ？」

「うん。疑問なんだけど、どうして吸血鬼のシュウヤが冒険者なんてしているの？　迷めい宮きゆう都市で聞くのも何だけど、わたしたちからすれば吸血鬼ハンターと同じ天敵の相手よね？」

　確かに冒険者の依い頼らいには、そういう依頼もある。だが、俺、ヴァンパイアじゃないんだよね。と、本当のことをいっても信じてくれるかな……ま、説明をするか。

「……そうだな。話しにくいんだが、俺、正確にいえば、ヴァンパイアじゃないんだ」

「な、なんですって？」

　それを聞くと、ヴェロニカの双そう眸ぼうが赤く充じゆう血けつし、目め尻じりに血管が浮うき出でていた。

　口から牙が生えている。ヴァンパイアらしい表情だが動揺も感じ取れる。

「嘘うそ、嘘よっ、騙だまされないわ。この濃い匂い、始祖系の純血種を思い起こさせる、この匂いが吸血鬼じゃないなんて、絶対にありえない！」

　ヴェロニカは俺の言葉を強く否定。

「いや、そんなこといってもな」

「だってこの匂いは！　わたし、わたしの〝スロトお父さん〟と似ている匂いなんだもん」

　そのお父さんと混同しているのか？

「……本当に俺はヴァンパイアじゃない。ただ、ヴェロニカたちと同じように血は定期的に摂せつ取しゆしているがな？　ヴァンパイアハーフといえば分かりやすいか？」

「そう……ダンピールなのね？」

　いや、本当は違ちがう。種族はルシヴァルと告白をするか。

「正確にいうと違う。種族は光魔ルシヴァルだ」

「ふ～ん。なにそれ、種族が違うとか、信じられない」

　そりゃそうだろうよ。

「信用しないなら、ここまでだな。出ていってくれ」

「待って、その濃い血、シュウヤの血を飲ませてくれたら……そしたら信じる」

　うへ、ヴァンパイアだけにそうくるか。飲ませても良いが、俺、光属性もあるんだよな。

　闇のヴァンパイアに血を飲ませたら大変なことになるんじゃ……相手は闇ギルドの幹部。

　怪我けがでもされちゃこの闇ギルド全員と戦うことになっちゃうかも？

　それに俺のアドバンテージである光属性を持つことを明かすことにもなるんだよな。

　ということで、

「駄目だ」

「何でよっ、別に良いじゃない――」

　ヴェロニカは、このやり取りを楽しむように、俺の腕うでへ掴み掛かかってきやがった。

　俺は急ぎ、寝台上でブレイクダンスをするように両足を回転、回かい避ひする。

「――待て待て、怪我をしたいのか？」

「怪我？　わたし、吸血鬼よ？　そこまで嫌がるなんて不思議ぃ、何を隠かくしてるの？」

　はぁ、しょうがない……。
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　その頃ころ、同じ宿の地下室にて。

　仕事を終えたエルフのべネットが、ぬっと闇から現れる。

　同時に、机に置かれてある燭しよく台だいのマジックキャンドルが揺ゆれ輝かがやく。

【月の残骸】の総長メルの前まえ髪がみが仄ほのかに揺れた。

　メルの美しい顔をキャンドルの灯ひが彩いろどると、彼かの女じよの悩なやましい唇が動いた。

「べネット、おかえり。それで、彼かれは何処どこの組織クソにつけられていたの？」

　べネットは血濡ぬれた短たん剣けんを皮布で拭ぬぐいながら、

「……珍めずらしい連中だったよ。〝狐きつねの白仮面〟をかぶっていた。奴やつらが、あたいらの縄なわ張ばりに侵しん入にゆうするのは初めてじゃないかな？」

　と、メルに向けて答えていた。

「狐の白仮面というと、アシュラー教団の配下にいる〝戦せん狐こ〟たちかしら？」

　メルの発した言葉に頷くべネット。

　彼女は胸ベルトにナイフを仕し舞まいながら机の上にひょいっと身軽に腰こしを乗せる。

　そして、自身の細い腰を捻ひねりながらメルに四角い顎あごを向けた。

「――そうなるね。周知の通り【八頭輝き】の護衛集団たちだ。普ふ段だんはこんな争いに介かい入にゆうしないグループであり、仲ちゆう裁さいする側だ……」

　ベネットはそのタイミングで、片かた眉まゆを上げながら、

「メル、ちょっとキナ臭くさくなってきたよ？」

　その問いを聞いたメルは細い腕を胸元に組む。

　左の人差し指で自身の右みぎ腕うでの二にの腕辺りをトントンと数回、叩きながら、ベネットを思案げに見つめて、間を空けてから、小さい唇を動かした。

「……そうね。【アシュラー教団】の占うらない師しカザネ。その背後にいるのが八頭輝の一人である【星の集つどい】を率いるアドリアンヌ。でも、手て練だれとはいえ一いつ介かいの冒険者である〝彼〟に手を出すのは分からないわね。アドリアンヌの闇ギルド星の集いは、西の帝てい国こく領りよう【象神都市レジーピック】が本ほん拠きよ地ち。いくら八頭輝の名目といえど、所しよ詮せんは地下オークション絡がらみな二日のみの称号組織でしかない。まさか、本格的に、アドリアンヌたちの星の集いが、この迷宮都市ペルネーテに進出？　縄張りでも新たに作るつもりなのかしら……」

　メルは勘かん所どころを押おさえるような口調でベネットに分かりやすく述べながら、自らも、闇ギルドを率いる総長らしく思考する。

　背後で糸を引く組織の力関係から、その行動原理を探さぐろうとしていた。

「どうだろうね。それと、戦狐の他に槍使いを追っていたと推測できる追つい跡せき者しやたちを、ちらほらと見かけたからね？　梟の牙、盗賊ギルドの手練れそうな諜ちよう報ほう員いん。幽ゆう魔まの門とか、この辺りの組織だと思うけど。盗賊ギルドのメンバーたちは、あたいたちの縄張りに侵入はしなかったけどさ……」

　メルはべネットの報告を受けて、頷く。

　スラリと伸びた悩ましい長足を組み直して、踵かかとから生える黒こく翼よくを調整する。

「打だ撃げきを受けてガタガタな梟の牙は当たり前として、幽魔の門も気になるんでしょうね。彼らも大手の盗賊ギルドなのだから〝彼〟の情報を得ようと必死なのでしょう」

「メル。その彼、ううん、〝槍使いと黒猫〟を本当にあたいらの仲間へ加えるつもりなの？」

　総長メルはべネットの問いに意外ね？　という風に眉を僅かに動かす。

「そうよ。べネットは反対なの？」

「いや、強い奴は大だい歓かん迎げいさ、だけど、個人の冒険者の癖に敵を作りすぎている。梟の牙だけじゃなくアシュラー教団と星の集いまで関係しているなんて。ひょっとすると他にも敵がたくさん存在するのかもしれない。あの〝槍使い〟には深い闇があるのかもしれないよ」

　べネットは四角い顎を強調するように、顎を突き出していた。

「承知しているわ。槍使いがこのペルネーテに一石を投じたことは確か。でも、闇といっても、ね？　その本人がヴェロニカが惚ほれ込む程ほどの深い闇の住人でしょう？　ふふ」

　メルは組んでいた腕を離し、口くちの端はしを吊つり上あげて、にこやかに笑う。

「メルッ、あたいは冗じよう談だんでいったんじゃないんだよ？」

　べネットの目は怒っていた。首に力が入ったのか筋ができている。

「うん。でもね、たとえ、わたしの思おも惑わくが外れて、梟の牙、星の集いのアシュラー教団。他の闇ギルド、その全部が敵になったとしても月の残骸のあたしたちには〝鮮せん血けつの死神〟といわれたヴェロニカと、特別な奥おくの手てマギットがいるからね。大丈夫よ」

「メルが予防線も張れずに相手の思おもう壺つぼといったような一方的な展開に発展する。なんてことは、ハッキリいって、あたいには想像ができないね」

「ふふ、嬉しいことを」

「しかし、マギットはともかくヴェロっ子か。あの子は確かに無敵に近いけど、弱点があるからねぇ。そこは、あたいの目の前にいる〝閃せん脚きやくのメル〟も含ふくめるべきだろう？」

「〝影弓のべネット〟もね？」

　メルの言葉に、べネットは照れるような仕草をして、視線を逸らす。

「あ、あたいはっ、そんなたいそうなもんじゃないよ。それじゃ、外回りしてくる――」

　べネットは一いつ瞬しゆんで消える。

「あ――もうッ素す早ばやいんだから……閃脚の二つ名はべネットの方でしょうに」







第九十四章「血魔力覚醒」







　血が気になっているヴェロニカは目の前だ。

「俺おれの光魔ルシヴァルの血を摂取して、傷を負っても知らないからな？」

　彼女に、そう警告を発して睨にらみを利きかせながら魔ま剣けんビートゥを左手に召しよう喚かんした。

　ヴェロニカは突然武器が手に出現しても驚かない。

　俺はその抜き身みの赤黒い刃やいばが光る魔剣の鋒ほこさきを右腕に当てる。

　痛いと思うが我が慢まんだ……ゴクッと唾つばを飲み込みながらスッと手首近くまで深く腕ごと骨を裂さくように鋒を侵入させる。自身の腕を切きり裂いていった。痛すぎる。

　切り口から血が滲にじむと一気にドバッとした勢いで血が迸ほとばしった――。

　流れた血は腕を伝いポタポタと滴したたり落おちて、寝台の上に血けつ痕こんが付いていく。

　血の流れは止まらないが……俺もヴァンパイア系。光魔ルシヴァルという種族だ。

　今、自らつけた傷は、再生をしていく。だが、魔剣は強力だ。

　俺の血を欲ほつするような微かすかな音を響ひびかせる。

「にゃぉ、にゃ～ぉ」

　そんな音と、俺の腕から滴る血を見て、黒猫ロロが心配そうに鳴いてくれた。

　魔剣を左の手の内から消失させる。そして、笑顔を意識しながら、

「――はは、ロロ。大丈夫だから、そこで寝ねとけ」

　心配顔で見つめる可愛かわいい黒猫ロロの頭部を、左の掌てのひらで撫でてやった。

「ヴェロニカ。これがお望みの血だ。最初は〝指〟で触ってからにした方がいいだろう」

　俺は一転して厳しい表情を作りながら、さっきと同じく警告を発する。

　血の滴る前ぜん腕わんをヴェロニカへ差し出した。早く触ってくれないと傷が完全に塞ふさがる。

「ふふ、そんな怖こわい顔をしてぇ、寝台が汚よごれちゃうじゃない――それじゃさっそく～」

　ヴェロニカは余よ裕ゆう顔。色白の細い腕を伸ばす。

　俺の血へと彼女の指先が触ふれた瞬しゆん間かん――。

　その指先からジュワッとした蒸発音――ヴェロニカは俄にわかに腕を上げて、

「ヒュアァァッ――痛いぃぃ」

　と、痛みの声を上げる。彼女は指先が爛ただれ火傷やけどを負ってしまっていた。

　やはり俺の血は光属性も混ざった状態。聖水の効果でもあるのか？

　ヴァンパイアに対して強きよう烈れつな劇薬となるようだ。ヴェロニカは慌あわてふためく。
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　バタバタと手を振り回まわし後退した。俺は急いで生活魔ま法ほうの水を自身の右手付近から出す。

　そのヴェロニカの火傷を負った細い指に向けて生活魔法の水を掛けてあげた。

「これで分かっただろう？　俺はヴァンパイア系だが、君たちの天敵にもなりえる存在なんだ。因みに、この件を知っている奴は誰もいない。本来ならば隠したい情報だ。ヴェロニカのような綺き麗れいな子が、親愛や友情といった意思を示したお返しと思って欲しい」

　俺の言葉を聞いたヴェロニカは、眉み間けんに皺しわを寄せる。

　そして、ヴァンパイアらしい充血した赤目で睨むように見つめてきた。

「痛ッ、とんだお返しだこと……」

　そんなことをいってもな、そっちが血を求めた結果だろう。だが、謝あやまっておくか。

「済まん。まだ痛いか？」

「そりゃ痛いわよッ、痛いけど、正直……驚きよう愕がくだわ……」

　そう喋しやべるヴェロニカは微妙に感情の綾あやが表情に表れている。

　怒りと悲ひ哀あいも混じっているようにも感じられた。

　俺が水を掛けた彼女の指先は火傷の痕あとのように赤く腫はれている。

　ヴァンパイアだから傷の再生は速いはずだが、俺の血は強力らしい。

「あぁ、一応、警告したつもりだった」

「うん。まさか、本当に聖水を超える血とは……想像もしなかった。でも、その血にわたしが触る前にちゃんと忠告をしてくれてありがとう。もう少しで飲むとこだった……」

　ヴェロニカは火傷を負ったような指に向けてフーフー息を吹ふき掛けながら、俺を見て感謝を述べてきた。確かに飲んでいたら、死ぬか大おお怪け我がを負っていたかもしれない。

「大丈夫だよ。ヴェロニカが俺の血へと、その口を近付けていたら、手を離していた」

「そう？　でも、わたしの〈血解〉スキルが間ま違ちがえたことも驚きよ。シュウヤの血の匂いがスロトお父さんの匂いにそっくりだったから、混同しちゃったのかも」

　ヴェロニカの父と混合か。彼女はヴァンパイアだ。その彼女が間違えるぐらいに、俺の血はヴァンパイアのスロト父とやらに似ているのだろう。

　新種族だが、ヴァンパイア系でもある。勘かん違ちがいするのも頷うなずける。

「……あぁ、それでさ、こんな状態だけど、俺に血魔力とやらは教えてくれるのか？」

「うん。教えてあげる。貴方あなたとは絶対に敵対したくないし」

　彼女の双眸は相変わらず血で染まっていたが、眉間の皺は消えている。

　どこか怯おびえた表情だ。

「俺もだよ。ということで、早さつ速そく、教えてくれ」

　俺は向上心に燃える気持ちで小こ柄がらな彼女を見る。

「良いけど、血魔力のすべてをいきなりは覚えられないと思うわよ？　血道第一・開門。略して〝第一関門〟は経験者がアドバイスすれば覚えられると思うけど……」

　間が空いた。

「思うけど？」

「……ダンピールだと〝第二関門〟も〝第三関門〟を覚えられないかもしれない」

　ヴァンパイアハーフだと覚えられない可能性もあるのか。

　そして、俺のルシヴァルも、その可能性があると……。

「構わんさ」

「分かった。それじゃ……これを嵌はめて」

　ヴェロニカは腰にぶら下げていた、二の腕に嵌められるぐらいの大きさがある特とく殊しゆそうな腕うで輪わを渡わたしてきた。腕輪の内側に刃がある。

「これ、内側に刃？」

「うん、表側に引くスイッチがあるでしょ、そのスイッチを動かすと、輪の内側から仕込まれた多重刃が飛び出す仕し掛かけになっているの」

　表面にあるスイッチを下に引っ張ると刃が戻もどった。

　上に戻すと、刃が飛び出す。意外に構造は複雑のようだ。

　細かく飛び出した内刃は大小合わせて複雑に絡み合あう。

　それぞれが巻まき爪づめ状に枝分かれている。刺ささったらかなり食い込みそうだ……。

　これを腕に巻いて、傷をつけろか。

「出血を促うながすとして、これ、どんな名前の道具なんだ？」

「その道具は〝血魔力〟を常に意識する事を目的とする訓練道具。名前は初めてのヴァンパイアたちが使う道具だから〝処女刃〟というの」

　もっともらしい名だ。アイアンメイデンを想像する。

　だが、ドＭ訓練機という名前がぴったりだ。

「その腕輪を装着して訓練を続けていけば基本の血流操作〝第一関門〟を自由自在に使いこなせるようになるはずよ」

　連続で痛い思いを体感しなきゃいけないのか。

　いやだなぁ、と思いながら、俺はすぐに素すっ裸ぱだかになり右手に腕輪を装着。

「そんな嫌いやな顔しないでよ。昔は酷ひどかったんだから」

「へぇ、昔は違う道具だったりしたのか？」

「そそ、全身を貫つらぬく鉄人形とかだったのよ。それに比べたら楽でしょ」

　うへ、まさにアイアンメイデンじゃないか。

「あ、待って、ここだと床ゆかが血で汚れちゃうわよ？」

「そうだな、桶おけの上でやるよ」

　腕に処女刃を巻いて装着した状態で、出窓側にあるベランダ側へと向かった。

　板いた床ゆかには風ふ呂ろ用の桶が置かれてあったから、早速、入る。

「あら、立派な一イチ物モツに、良いお尻しりちゃんね。キュートだわ～」

「コラッ、ふざけるな。それで、この腕輪を使い腕から出血させれば良いんだな？」

『閣下のお尻を褒ほめるとは、中々に見所があるヴァンパイアのロリババアです』

　ヘルメが褒めていた。

「ふふ、そうよ」

　そのロリババアは、俺の股こ間かんと尻を見て、笑っているし……。

　エロい視線が少し気になるが〝処女刃〟の腕輪を触りスイッチを上に押す。

　腕輪から刃が伸のび腕の皮ひ膚ふを貫く。一瞬で深く食い込んだ――痛ッ。

　傷は見えないが、腕輪の周囲から血が一気に噴ふん出しゆつした。すぐに腕輪を血に染める。

　だが、俺は不死系のヴァンパイアに部類する光魔ルシヴァルの種族。

　即そく座ざにその喰くい込んだ腕輪の刃を押し出だして、傷を塞ごうと回復しようとする俺の腕。

　だが、腕輪から伸びた刃は、腕の内部に深々と食い込んでいる。刃は押されて戻るが、どういうわけか、さらに腕輪の締しまりが強まった。その分、痛みが増していく。

「その状態で血の道、血魔力を意識するの。痛いでしょうけど我慢よ。徐じよ々じよに傷口から出血していく感覚を得られるはず。その感覚をどんどんと強めていってね」

　ヴェロニカの笑えみが皮肉顔に見えてくる。

「分かった」

　しかし、不死系の力を感じるように、腕輪の刃を押し戻す。

　傷は回復するが、その度たびに、何回も何回も腕輪のスイッチを押していくことになる。

　また、すぐに傷口が再生。スイッチを押す。

　……また、腕の中へ喰い込んでいる刃が押し戻された。

　腕輪の内側へと刃が自動的に戻ってしまう。

　その度に、数百回、腕輪のスイッチを入れては、を繰り返す。

　刃を肉に食い込ませ続けているから……出血量が凄すさまじいことになっている。

　傷口から流れ落ちた血が……桶の中に溜たまっていた。

　痛いのは嫌すぎる、だが、我慢だ……。

「……うん。その調子。刃は細かく鋭するどいから深く刺さるけど、結局はすぐに身体からだが回復しちゃうから、最初は誰もが嫌がるわね……」

　痛みで感覚なんて得られそうもないが……。

「そんな顔しないで、残念ながら感覚を得るまで、繰り返し痛みを味わうことになるわ」

「しょうがない……」

　そんなこんなで、ドＭ訓練機のスイッチを押し続けて……数時間後。

　朝方にやっとこさ、血の意識を得ることに成功した――。

　※〈血道第一・開門〉※恒こう久きゆうスキル獲かく得とく。

　※〈血道第二・開門〉※恒久スキル獲得。

　恒久スキルを得ることができた。

　スキルを得て血道を意識した途と端たんにスキル〈血魔力〉のことが解る。

　さらに俺自身のことが解った。これは凄すごい……。

　確かに、この〝処女刃〟の腕輪を使った痛い思いを連続で味わう訓練をしなきゃ微び妙みような血に関する〈血魔力〉の完全習得は無理だった。その痛い訓練のお陰かげで、全身を巡る血液の流れが解る。心臓に繋つながった動脈たちがリアルタイムで把は握あくできた。

　血管がまるで小さな弓のようにカーブして捻れていること。

　血管内部の細かな流線が血液の流れを助長していること。

　それらが自然とエニアグラム的に〝理解〟できた。不思議だ。

　全身を流れる血流が自然に栄養や酸素を全身へと運び身体を循じゆん環かんしていることが分かる。

　血に含まれたあらゆるモノも普ふ通つうではないと感覚で理解できた。

　血が生きている。これが不死。血が濃のう密みつ？　この辺が人間、人族と完全に違うところか。

　俺の中身が新種族だということがよく分かる。

　特別な血が全すべてを凌りよう駕がしているんだな。

　哲てつ学がく者しやじゃないが、血はまさに特別なジュース。

　幹かん細さい胞ぼう、白血球、赤血球が普通と違うんだろう。顕けん微び鏡きようでじっくりと調べたい気分だ。

　ナチュラルキラー細さい胞ぼうをもっと進化させたナノマシンを超えたヴァンパイアナチュラルキラー細胞のようなモノが発見できるかも知れない。俺はこの特別な血を操作できる。

　意識すれば、全身のあらゆる箇か所しよから〝血の放出＆吸収〟が可能。

　これが〝第一関門〟の肝きも。血道の基本。血の放出と回収が自由自在だ。

「成功だ」

「え、もう……成功したの？」

　ヴェロニカが驚おどろいた顔を見せる。

「そのようだ……」

　俺は風ふ呂ろ桶おけにたっぷりと溜まった真っ赤な自分の血を見ながら呟つぶやく。

　そして、両足からその血を直接的に吸収、回収していく。

　足の皮膚から直接、血を吸い上げていった。

「……信じられないけど、本当のようね。〝第二関門〟もすぐかしら」

　桶から血がなくなっていく様子を見ていたヴェロニカがそういってきた。

　第二関門も開門しちゃったんだけどね。

「えっと、もう第二関門も覚えた」

　俺は何気なく言うと、彼女は小さい身体を折り曲げるようなリアクションを取る。

　目を見開いて驚いていた。

「――え？　もうなの？　普通は長期間、血を吸い、成長を経てから取得するのに！　あ、もしかして、血魔法ブラツドマジツクの血を使う何かの特異なるスキルを既すでに取得していたという事？　やはり、始祖系のピュアな高祖ヴァンパイアなのでは？　あ、でも、順番があべこべか……解らない……」

　ヴェロニカは驚きながらも、俺のアソコを凝ぎよう視ししてくる。

　というか、俺のアソコにそんなスキルなんてないからな？

　決して、マジカルチンポではないぞ。

　そんな下ネタじゃなく、本当の足元からの、血の吸収は微妙な感覚といえる。

　少し、ムズムズする感じ。

　しかし、この〈血道第一・開門〉を略して第一関門を意識して使う〈血魔力〉は別のスキルである〈魔闘術〉にも通じるところがある。

　血流と血管の細部をコントロール。

　体に流れている血管に魔力を纏まとわせるような感覚に近い。

　ま、それはさておき……大事なことがある。

　俺にとって最大最強火力の〈血鎖の饗きよう宴えん〉が痛い思いをせずとも……。

　いつでも、使えるということ。これはデカイ。フ、フフッ、フッハハハーッ。

　ヴァンパイアらしく、高らかに心の中で嗤わらう。

　速さの〈脳脊魔速〉。破は壊かいの〈血鎖の饗宴〉。

　生身の状態で使える必ひつ殺さつ技わざ系けいが二つになった。

　槍やりのスキルである〈闇あん穿せん・魔壊槍〉を合わせれば三つだ。




　だが、血鎖に見合う強敵に会うまでは、使うのは止よす。

　今まで通り封ふう印いん。まずは師し匠しようから譲ゆずり受うけた槍の技術を伸ばす。

　もっと武の高みへ、武の極きわみへ、天下無む双そうの槍使いへ……。

　だが、覚えた魔法の実験はやるし、偽にせ鎖くさり槍やりの修しゆ行ぎようもやる。

　魔闘術、導どう魔ま術じゆつ、仙せん魔ま術じゆつ……剣けん、手しゆ裏り剣けんとかもあったら使いたいな……。

　まぁ、少し浮うわ気きをするが、何事も修行をしたい。

　俺はラ・ケラーダの精神を思い出すように胸むな元もとに手を当てた。

　ゴルディーバの家族から学んだラ・ケラーダの精神と……。

　アキレス師匠から教わった武術家の偉い大だいな心は決して忘れない。

『閣下、おめでとうございます』

　俺がそう決意を胸に抱いだいていると、デフォルメ状態のヘルメが視界に登場。

　可愛いヘルメと念話を開始する。

『おうよ。ヘルメは、ずっと見ていたのか？』

『はいッ』

『そうか、ご苦労。血の摂取が楽になったぞ』

『はい。さすがは閣下です。ですが、わたしの回収した血もお吸いになってくださいね』

『わかっているさ――』

　俺は機き嫌げんが良いので、ヘルメを掴つかんで魔力を注いでやった。

『ァンッ、か、閣下？』

　姿を消したヘルメは喜びの声と困こん惑わくした声を出した。

『いや、気にするな。ヘルメは誉ほめ上手だからな。褒ほう美びだ』

『はぅぅ』

　必殺技が増えたのは非常に嬉うれしい。つい、テンション高くなっちまった。

　さて、裸はだかも何か嫌なので、革服を着ていく。

「……なんか、ニヤついた顔が変だけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

　革ズボンを穿はいたとこで、ヴェロニカに顔を向ける。

「あぁ、大丈夫だ。問題ない」

　キリッとドヤ顔を浮かべて親指を立てながら答えた。

「まったく、驚いているこっちが馬ば鹿かみたいじゃない。だけど、第一関門と第二関門のマスター、おめでと」

　俺のドヤ顔には一いつ切さい反応せず……ヴェロニカはさっきの血を求める濃のう艶えんな態度とは打って変わり、気だるそうに、素っ気なく答えていた。

「おうよ」

「後、〈分泌吸の匂手フエロモンズタツチ〉の匂においも進化しているはず、今までは分らなかったと思うけど、次からはヴァンパイアの縄張りが分かるからね」

　血の争いとかあるのだろうか。

「縄張りか、ヴェロニカがこの辺を縄張りにしているの？」

「勿もち論ろんよ。連続で使うとその縄張りを貰もらう宣言と同じだから、注意が必要。と、言っても、この都市には高祖十二支族ヴアンパイアロードはいない。ヴァルマスク本家は王都。昔は、もっと分家も存在したのだけど、今は、わたしとポルセンだけ。流れのヴァンパイアが来る時もあるけど、この都市には天敵の教会崩れ狂騎士がいるからね……」

　あいつか、生きているか死んでいるか分からないが。

「そっか、覚えておくよ」

「うん。経験済みでしょうけど、ヴァンパイアハンターに追われるリスクが跳はね上がるし、特殊な魔道具で追つい跡せきされることもある」

　色々と親切に教えてくれる。ヴェロっ子は、ヴァンパイアの先せん輩ぱいだな。

　礼を言っとこ。

「……色々とありがとう。ヴェロニカ先輩」

「ふふっ、どういたしまして、後こう輩はい君」

　ヴェロニカはその場でくるりと横回転しながら踊おどり出す。

「それと、この腕輪、もう二、三個あるか？」

「――ある。欲しいの？」

　踊りを止やめて、疑問顔のヴェロニカ。

「うん、面おも白しろい作りだからね」

「そう……変な趣しゆ味みに目覚めちゃったのかしらァ？」

　少し、馬鹿にした感じに笑っているヴェロニカ先輩。

「違うんだなぁ、俺は攻せめるほうだ」

「ふーん、そのご立派な一イチ物モツさんは、伊達だてじゃないのね……じゅる」

　革かわズボン越こしに透すかすように見てくる、彼女の視線がヤヴァイ。

「いいから、くれよ」

「はいはい、少し待ってね」

　ヴェロニカはネックレスを取り出す。

　そこからにゅるっとアイテムを取り出していた。

　へぇ、あんなタイプのアイテムボックスもあるのか。

「アイテムボックスか」

「そうよ。簡易型といえる安物だけどね、大規模型だと大白金貨モノになっちゃうし。アイテムボックスはこのぐらいでいいのよ」

　なんか色々と種類があるようだ。

　処女刃の腕輪を二つ投げてきたので、受け取り、俺もアイテムボックスへ入れておく。

「シュウヤのそれは小さい腕輪だけど、優ゆう秀しゆうな大規模型タイプのアイテムボックス？」

「いや、どうだろ、これでも容量は限られているよ」

「そうなんだ。それじゃ中型規模ぐらいかしら、大したことないのね」

　そんなこと言われても分からないので適当に頷いてから、

「……それで、次の第三関門は？」

「第三関門は固有な独自スキルの事を指すから、第二関門も獲得した今、もう教えることは無いわぁぁ――。それに、ほら、もう朝だし、わたし、眠ねむい……」

　ヴェロニカは大あくびをしている。

　俺も釣つられて、大あくびをしてしまった。確かに、窓はもう明るい。

　外から一いち番ばん鶏どりの鳴き声だ。蝉せみの音も聞こえる。

　もしかして、ゼッタが飼ってる蝉か？

　そこに、窓から差した朝日の陽光が人形のようなヴェロニカの顔を明るく照らす。

　朝日が照らしているヴェロニカの顔から美しい銀色の粉が発生。

　反射して綺麗だけど、あれ？

「というかさ、朝日の光を浴びても平気なの？」

「あら、ふふ、そんなことも知らないの？　この指輪とわたしが持つ〈スキル〉のお陰よ」

　眠そうな顔付きだったヴェロニカは一転。指に嵌めている赤い宝石が付いた指輪を見せびらかし、自じ慢まんの笑みを浮うかべる。スキルか。

「わたしたちヴアンパイアは歳としを重ねると、成長するの。たぶん、人族よりも成長速度は速いと思う。吸血神ルグナドの恩おん恵けいもあるし、たぶん闇の力の一いつ端たんも関係している。だから、太陽の光なんて百年ぐらい生きたヴァンパイアなら平気よ。消しよう耗もうはそれなりにするでしょうけど」

　なるほど。魔ま道どう具ぐ、スキル、成長も重ねると、完全に太陽の光も効かなくなると……。

「知らなかった。その指輪、高級そうで美しい作りだ」

「うんうん。さすがはお父さんと同じ匂いを持つシュウヤね。見る目がある。これはね、わたしをヴァンパイアにしてくれたスロトお父さんの形見なの」

　形見だったのか……知らなかった。

「そうか、ごめん」

「ううん。気にしないわ。当時、死にかけていたわたしを救ってくれた、スロト父さんの形見だもん、その大切な指輪を褒めてくれて嬉しいわ……だけど、そんな父さんを殺した〝憎にくい相手〟も同時に思い出したけどね」

　一瞬で憎しみが籠こもった双そう眸ぼうに変わった。

　眼めに血の筋が走って、目め尻じりから血管が浮かんだ。

　しかし、殺されたとか、もっと気まずいじゃんか。

「そ、そうか、話を振ふっといてアレだが、話したくなければ話さなくてもいいぞ？」

「ぷぷ、変な顔しちゃってぇ、別に大丈夫よぉ、シュウヤは変に気を使うのね？　ついでだから、教えてあげるわ。父さんを殺した相手はね、ヴァルマスク本家のヴァンパイアロードの一人、ルンス・ラヴァレ・ヴァルマスク。通つう称しよう、血法のルンス。本家【血法院】に所属するルンス卿きようよ」

　本家か。血法院とか、いまいち分からんけど。身内同士でいがみあい？

「ヴァンパイア同士で争いなんてあるの？」

「あるわよ。種として数が少なく敵も多いから馬鹿みたいな話なんだけど、本家の高祖十二氏族ヴアンパイアロードはヴァンパイアとして気高く規律に厳しい。それとは違ちがい、分家は基本、自由だからね。そこに軋あつ轢れきが生まれて、身内同士で争うことがあるの。血法院は特に。それに、わたしは盗ぬすんだし……」

　盗んだ？　そのいい難にくそうな言い方が気になったが……。

　深い理由があるんだろう。まぁ、長い歴史だ。想像はできる。

「あ、そうだ。そのシュウヤの血なら、王都グロムハイムに棲すむ、その本家ヴアルマスクたちを、〝根絶やし〟にできそうっ」

　ヴェロニカは嬉き々きとして語る。

「何いってんだ。種族をデストロイとか、危険すぎる。確かに、仲間のために虐ぎやく殺さつ者しやになることには躊ちゆう躇ちよしないが、現時点で、そんなことをする理由もないし、わざわざそんな危険なことはしないよ……というか、眠いんじゃなかったのか？」

　ヴェロニカは瞼まぶたを重そうにして頷く。

「う、うん。ふあぁぁ、それもそうね。地下で寝んねしてくる……またねぇ」

　また、眠そうに大あくび。俺もまたまた釣られてしまった。

　ヴァンパイアとはいえ眠くなるらしい。その辺りも俺とは違う。

　あ、もしかして、棺かん桶おけとかに寝ているのかな？

「……またな」

　余計なことは聞かずに、ヴェロニカへ言葉を送った。彼かの女じよは、寝ね惚ぼけ眼まなこで頷く。

　ゆったりとした動作で、踵きびすを返し扉とびらを開け、俺の部屋から出ていった。

　ふぅ……ある種、濃密な夜を過ごしたワケだが。

　さっき仕し舞まった〝処女刃〟は、いつか役に立つ時がくるだろう。

　俺に〈筆頭従者長〉が誕生した際に、必要になるはずだ。

　だから、それまでアイテムボックスに封印だな。

　さて、眠くないし、起きているとして、今日……何しようか。

　一、この辺をぶらっと散策。

　二、第一の円えん卓たく通りにある店々を巡めぐるか、市場らしきとこを探して、旨うまい物探し＆珍ちん品ぴん探しのウィンドウショッピング。

　三、当初の目的通り幾いくらするか分からない（家＆土地）のため、シンプルに依い頼らいを受けて、迷めい宮きゆうに挑いどみ金を得る。

　四、闇ギルド梟ふくろうの牙きばの本拠地に乗り込む。エリボル＆幹部を皆みな殺ごろし。又または縄なわ張ばり支部を潰つぶす。

　五、ザガ＆ボンのドワーフ兄弟を捜さがす。ルビアとも会う。名前を変えていると思われるミアを捜す？

　六、ゲート魔法と鏡を使い、ペルネーテ以外の知らない土地を散歩＆冒ぼう険けん。

　七、怠たい惰だに過ごし黒猫ロロと猫ねこじゃらしで遊ぶ。

　三、四、五、七で悩なやむが、ここは基本に忠実。三を選せん択たくしよう。

　迷宮に行くとして、地図はいらないな。迷宮で迷子になっても鏡をここに置いとけば、ゲート魔法でいつでも戻ってこられるだろうし。

　魔造家マジツクハウスもあるが、他ほかの冒ぼう険けん者しやが使っていたら使うか。

　使っていなかったら無難に封ふう印いんしとこ。

　よし、ある程度考えを纏めたところで、ヘルメに意識を向けて念話を開始。

『ヘルメ、迷宮へ向かう』

『分かりました』

　くるくるっと回りながら擬ぎ人じん化かヘルメが視界に登場。

『ヘルメにも俺の目から出て、戦って貰うかも？　ま、俺とロロがいれば大丈夫だと思うが。それに沸ふつ騎き士したちもいるし』

『そ、そんなぁ……』

　漫まん画がなら、ガガーンッと描えがき文字が描かれるように、項うな垂だれるヘルメちゃん。

『だったら最初から外に出ているか？』

『大丈夫です。最近は、ここの方が良いポーズを開発しやすいんです』

　ヘルメはコミカルに腕うでと尻を動かす。

　可愛い反応を示しながら、そんなことをいっていた。

『そっか。だが、ヘルメの精せい霊れいの目は便利だから、その時が来たら力を貸して貰うぞ』

『はい。ご指示をお待ちしています』

『おう』

　ヘルメと簡単な念話を終えると、アイテムボックスから〝パレデスの鏡〟を取りだし、寝しん台だい横のスペースに鏡を置く。

　二十四面体トラペゾヘドロンの一面記号を親指でなぞり、ゲートを発動させた。

　鏡が光るのを確かく認にん。いつか迷宮の中でも使う予定だが一応ここでも確かめよう。

　発動したゲートの中に足を入れ体を突とつ入にゆう、鏡からあっさりと出た。

　そのパレデスの鏡の縁ふちに、ゲートの基もとだった二十四の面を持つ球体が嵌め込まれている。

　そして、いつものように球体が外れた。そのトラペゾヘドロンが頭の周囲を回り出していく。これで迷宮から直接ここに戻ってこられる。

　そう考えながら、キュイスを取り付けて紫むらさきの鎧よろいを身に着けていく。

　うっすらと紫光を放つ灰色外がい套とうを着込み、胸ベルトを装着した。

「――準備完かん了りよう。ロロ、依頼を受けてから迷宮へ行くぞ」

　頭の周りを回る球体を掴んでから黒猫ロロへと話しかけた。

「ン、にゃ」

　視界にチラつく二十四の面がある巨きよ大だいサイコロのような物をキャッチして、胸ベルトにしまう。その際、黒猫ロロが肩かたに乗ってくる。

　黒猫ロロは挨あい拶さつするように鼻息を荒あらくしながら頭部を俺の頬ほおに寄せてきた。

　そのまま俺の頬から顎あご下したへと勢いよく、髭ひげを擦すりつけてくる。

　臭におい付け作業に必死だ。可愛い息がこそばゆい……髭の感かん触しよくも可愛らしい。

　しかし、『これは、わたしのものにゃ～』といった気分なんだろうか。

　そんな可愛い黒猫ロロの小さい頭を撫なでてあげてから、部屋を出る。

　鍵かぎを閉め、宿屋二階の渡り廊ろう下かを歩きながら手て摺すりから下の一階の食堂を覗のぞく。

　食堂には朝飯を食う客が何人かいた。

　テーブルに顔を突つっ伏ぷしている酔よっ払ぱらいもいる。

　俺らも食うか、と思ったが迷宮前の通りは、色々な食事処もあるだろうし、宿の料理は別の日でいいや、と考えながら手摺りを伝い階段を下りる。何事もなく玄げん関かんを開け宿の外へ出た。第一の円卓通りへ続く路地を走っていく。

　走りながら、横を見ると、もう黒猫ロロが馬のような姿に変化していた。

　その馬と獅し子しと豹ひようが合わさったロロディーヌらしい神しん獣じゆうへ走り寄る――。

　軽く地面を蹴けって跳ちよう躍やく――黒い毛が待つ胴どう体たいを跨またいで騎き乗じようした。

　乗った瞬間に一いつ対ついの触しよく手しゆがピタッと俺の首筋に吸い付く。

　同時に首と繋がった二つの触手が手た綱づなとなって目の前に現れる。

　手綱を掴んで、勢い良く路地を駆かけ抜ぬけていった。

「――ロロッ、まずはギルドだぞ？」

「にゃ～」

　神獣ロロディーヌは〝わかってるにゃあ〟的な間延びした声を響かせ進む。

　速度は速い――機動も凄い。

　通りは、人々がそれなりに行いき交かっているのに――その間をスイスイとすり抜けた。

　自動運転なんのその。減速と加速を小刻みに繰くり返かえして誰だれにもぶつからず、器用に移動を続けていくのだから。ブレーキ性能は優秀だ。

　あっという間に路地を駆け抜けて円卓通りに入るとギルドの前に到とう着ちやくした。

　俺おれは鞍あん馬ば競技の終わり間ま際ぎわの動作のような両足を揃そろえた動きで華か麗れいに降りる。

　ロロディーヌは馬のような姿から一気に黒猫の姿に縮小した。

　胸元の獅子のような毛が震えながら小さくなる光景はいつ見ても圧巻だ。

　小さくなった黒猫ロロも愛いとしい。

　黒猫ロロはいつものように俺の肩へとジャンプ。

　右肩の上をトコトコと歩く子こ猫ねこのロロディーヌ。

　背中側へと垂れる頭ず巾きんを格納している襟えり部分と胸ベルトの上部へと、首を乗せる形でゆったりと座すわってきた。俺はそんな黒猫ロロの可愛い体重を感じながら……。

　混雑しているギルドの中へ入りボードの前を巡るように歩いた。

　レベッカの姿を捜した。金きん髪ぱつが映はえる美人さん。小柄だからすぐに分かるはず……。

　と、背が低い女魔ま法ほう使つかいの姿を捜した……が、居ないや。残念。

　彼女の小さい唇くちびるがサウススターを咥くわえて楽しそうに食べていた様子が忘れらない。

　悩ましい唇の動きは魅み力りよく的てきだった。

　俺は魅み了りようを受けてしまったのかもな。挨拶でもしておこうかと思ったが……。

　居ないんじゃしょうがない。残念だな。と、思いながらボード前へ進む。

　ボードに貼はり出されている依頼紙の一覧を見て、迷宮内の依頼を探していく。

　魔石の依頼は当然受けるとして……。

　モンスターの討とう伐ばつ依い頼らいも入念に探していこう――。

　階層別にピックアップだ。まずは、二階層の依頼。





〝蝙蝠こうもり蟻あり〟バットアント。バットアント系の全身素材。

〝樹き魔ま〟トロントの全身素材。

〝甲こう殻かく回虫〟ロールキルギンの全身素材。

〝火ひ狼ろう獣じゆう〟ガルソルの全身素材。

〝大火狼獣〟ビッグ・ガルソルの全身素材。

〝速そく鬼き〟ホブゴブリン。ホブゴブリン系の全身素材。

〝首無し戦士〟デッドマンソルジャーの全身素材。

〝銀牙鬼ヴオルク〟ヴォルク。通称、銀ヴォルクの全身素材。

〝破は壊かい槌づちの男〟レビオダ・マン。通称、破壊マニア、鎧素材と武器。

〝フムクリの狂きよう信しん者しや〟ローブ素材。

〝灯ひの肉戦士〟通称、肉団子の全身素材。






　次は三階層の依頼だ。気になる依頼があるが、まだまだ多い。





〝化け大茸〟ビッグマッシュルームの全身素材

〝大蟇〟ジャイアントトードの全身素材

〝樹魔〟トロントの全身素材。

〝甲殻回虫〟ロールキルギンの全身素材。

〝首無し戦士〟デッドマンソルジャーの全身素材。

〝腐肉騎士〟ゾンビナイトの全身素材。

〝銀牙鬼〟ヴォルク。通称、銀ヴォルクの全身素材。

〝黒種百足〟ブラックムカデの全身素材。

〝金糸恐竜〟ゴールドタイラントの全身素材。

〝南瓜頭〟パンプキンヘッドの全身素材。

〝黒飴水蛇〟シュガースネークの前進素材。

〝青蜜胃無〟スライムの全身素材。

〝黒苔虎〟ラーバープッコタイガーの全身素材。

〝緑黒鋼虎〟ゼラードタイガーの全身素材。

〝共鳴兎〟ラビットレザナンスの全身素材。

〝斧太鼓足〟アックスレッグの全身素材。

〝禁暗の魔導師〟ダークソーサラー討とう伐ばつ。






　複数の階層に跨がって出現するモンスターも多いようだ。

　続いて、気になる四階層の依頼。





〝大蟇〟ジャイアントトードの全身素材

〝蟷螂かまきり鋼獣〟マンティスゴルガンの全身素材。

〝巨蛇〟ジャイアントスネークの全身素材。

〝毒矢頭巾〟ヴィゾームの全身素材。

〝剣黒鰐〟ブラッククロコダイルソードの全身素材。

〝酸骨剣士〟クラッシュソードマンの全身素材。

〝黒苔虎〟ラーバープッコタイガーの全身素材。

〝猛牛蜘蛛〟タイタンスパイダーの全身素材。

〝虚影沼手〟シャドーハンド全身素材。

〝沼蜥蜴獣〟グルゾングの全身素材。

〝弦雷雀〟ラジハルの全身素材。

〝獣蹴墨蛙〟ソルジャートードインクの全身素材。






　と、いった具合に階層別に様々な依頼がある。

　気になる依頼はたくさんだ。ピックアップしていないモンスター類の依頼も多い。

　五階層目もある。しかし、今回はさすがにそこまで潜もぐることはないだろう。

　さらに、注意書きでボス級の名前を発見。

　レベッカがちょくちょく名前を出していた奴やつだ。

　名前は〝バルバロイの使者〟。
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　バルバロイの使者。二階層以降、ランダムに出現。特とく殊しゆ守護者級・ユニークモンスター。

　見た目は腐肉騎士ゾンビナイトに近いリッチ系モンスターである。

　現れる時は必ず、おどろおどろしい低音の鐘かね音おとがなり、床に冷たい水の流れが発生することで有名だ。これら現象を確認したら逃にげることをお奨すすめする。

　特定の出現エリアは無く、迷宮内を幽ゆう鬼きのように彷徨さまよっている。百年間に討伐報告なし、百年前に一度討伐され、極大スタチュ型が魔石を確認されているが、その数日後に復活が確認されている。
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　と、書かれてあった。ＢＧＭ付き。

　俺も出会ったら逃げるか。だが、戦ってみたい気もする。

　倒たおしても報ほう酬しゆうがないようだし魔石ぐらいなのかな？

　このバルバロイのことは覚えておく。さっき見つけた依頼の中から選ぶとして……。

　どの依頼の紙も階層が書いてあるだけで詳くわしい出現場所などは書いていない。

　二階層に出現するモンスターから適当に選び、受けておくか。





　依い頼らい主ぬし：サービエント商会

　依頼内容：Ｃランク蝙蝠蟻バツトアントの全身素材。

　応おう募ぼ期間：無期限

　討とう伐ばつ対象：〝蝙蝠蟻〟

　生息地域：迷宮二階層

　報酬：五体、金貨一枚。

　討とう伐ばつ証しよう拠こ：全身素材。魔石は除外。傷が多いほどマイナス査定。

　注意事じ項こう：二階層の一帯に多数出現報告あり。

　備考：蝙蝠蟻には複数種確認されている。






　この依頼木札を五枚。





　依頼主：ゴテツ＆ローズ武具店

　依頼内容：Ｂランク速鬼ホブゴブリンの全身素材。

　応募期間：無期限

　討伐対象：〝速鬼〟

　生息地域：迷宮二階層

　報酬：一体、金貨十五枚。

　討伐証拠：全身素材。魔石は除外。傷が多いほどマイナス査定。

　注意事項：二階層鉱山地帯で出現報告あり。武具を使った素す早ばやい攻こう撃げきに注意。

　備考：二階層の中での強さはトップクラス。






　この依頼木札一枚。合計、六枚の依頼木札を持つ。速鬼の狩かりは、金貨十五枚と高い。

　魔石の依頼は一つしか受けられない。

　小魔石の依頼よりも報酬の多い、この中魔石の依頼にしよう。





　依頼主：プリミエル大商会

　依頼内容：Ｂランク中魔石。品質問わず〝十個〟

　応募期間：無期限

　討伐対象：問わず

　生息地域：迷宮第一層～

　報酬：銀貨五十枚。

　討伐証拠：魔石

　注意事項：各種、モンスター。

　備考：主に第二階層から出現するモンスターが持っている。






　この魔石の依頼を受けることにする。

　討伐六つ魔石の依頼木札を持ち、受うけ付つけ嬢じように持っていく。

　混こんでいたから並ぶ。列の最さい後こう尾びだ……やっと俺の番になり、

「この依頼を受けたい」

　と、受付嬢に木札と冒険者カードを提出した。

「はい。えっと……お仲間は？」

「個人で受けたいのだが」

「……大平原ならいざ知らず、個人で迷宮の二階層、しかも、この量の依頼をこなすんですか？　死にますよ」

「ンン、にゃお、にゃおんにゃ」

　俺の代わりに黒猫ロロが受付嬢へ文句をいうように宙へ猫パンチを打っている。

　しかし、警告してくれた人族の受付嬢は真しん剣けんな表情だ。

「……大丈夫ですよ。自信がありますから」

「ふふ、カワイイ猫ちゃんですっ、肉球が見えちゃってますよ！」

「ごほんッ」

　わざと喉のどを詰つまらせるようにセキをした。

「……あ、はい、称しよう号ごう持ちな方なので、自信はあるのでしょうが……」

　受付嬢は仕事に戻もどり、冒険者カードを見て、心配気に俺を見てくる。

　心配してくれるのは嬉しいが、早く許可してくれないかな。

「まだ、ですか？」

　少し目を細めて、アルカイックスマイルを発動。

「う、わ、わかりました」

　効果音でも、鳴ったかのように笑え顔がおの交こう渉しようが成功。

　俺の冷えた笑顔も武器になったか？

　水すい晶しように手を置き、依頼は受理された。冒険者カードを返して貰う。





　称号：竜りゆうの殲せん滅めつ者たち

　種族：人族

　職業：冒険者Ｃランク

　所属：なし

　戦せん闘とう職業：槍武奏：鎖くさり使い

　達成依頼：十七→十九






　名前と年ねん齢れいを省き、適当に流し目で見たカードを胸ベルトに仕舞いながら踵を返す。

　そのままギルドを出た。都市の中心地帯である第一の円卓通りを進む。

　今度は相棒と俺だけの迷めい宮きゆう探たん索さくだ。

　どんなことになるのか。楽しみだ――と腕を伸のばす。

「にゃお～」

　俺が腕を上げたことに反応した黒猫ロロ。片足を上げ、肉球を見せびらかしている。

「空に肉球ハンコでも押おすか？」

「ンン、にゃ？」

　黒猫ロロは頭部を傾かしげて俺の頬に片足を当てた。

「肉球ハンコを俺に押すか」

「にゃ、にゃ～にゃッ」

　俺の声に肉球で応こたえるように、俺の頬へと肉球を押し込む黒猫ロロさん。

　少し伸びた髭が気になったのか……ぽんぽんと、頬を叩たたいてくる。はは、可愛かわいい。

　そんな黒猫ロロの小さい頭を撫でてから迷宮に向けて歩き出した。







あとがき







　こんばんは、健康です。

　最新刊の７巻を買って頂きありがとうございます。

　ロロディーヌも嬉しいと鳴いているはずです。

　皆さんにロロディーヌの触手から、愛のある感謝の気持ちが伝わりますように。

　これからも「槍使いと、黒猫。」をがんばりたいと思います。

そして今巻のあとがきでは、なんと！　コミカライズを担当していただいている、たくま先生から色紙風のイラストを頂きました。大感謝です！　「コミックファイア」にて好評連載中ですので、こちらの漫画版もよろしくお願いします。

　あともう一つ、このあとがきの後に「槍猫」世界年表を掲載してもらっております。この世界の過去のことは、ｗｅｂ版にも公表していない部分が多々あります。だからこそ、槍猫世界が好きな方は、眺めているだけでもきっと楽しめると思います。

　とくに「白鯨の血長耳」の転戦話なんかは、小説にしたら凄く面白くなりそうな予感がありますね。今巻冒頭の「ペルネーテの地図」にも迷宮、宿屋、闘技場の位置など記してありますので、年表と合わせて、空想の翼を自由に広げていただければ幸いです。

　ちなみに「槍猫」本文の物語は当分の間、このペルネーテを舞台に進行する予定です。地図はＷｅｂにも載せられたらいいな、と思いまして、現在、担当様と相談中です。

　さて、次に好きな映画のことを。

『ザ・プレデター』と『ヴェノム』を最近、観ました。ヴェノムは中々面白かったです。

　アクションシーンも豊富で楽しかった。ありきたりな感想かもですが、主人公の「悪だけど、悪ではない」みたいな演出が印象的で。わたしは勝手ながら、なんとなくシュウヤに通じているところがあると見てて思いました。『ザ・プレデター』はコメディとして面白かった。下品な囚人たちが団結して戦う、いいですね！　『ファンタスティック・ビーストと黒い魔法使いの誕生』と『機動戦士ガンダムＮＴ』は観るか考え中です。映画は他にも色々と見てますが、あとがきの頁が足らなくなるので、次はゲームの話を少し。

　ｗｅｂの感想の返事にも書きましたが、『コナンアウトキャスト』と『fallout76』、『奪われし玉座：ウィッチャーテイルズ』が気になってます……ですが迷った末、結局ＰＳ４の『レッド・デッド・リデンプション２』を買いました。少しずつアウトロー生活を進めていきたいと思います。熊に殺されましたが……暇を見て西部劇風世界を満喫しようかと。しかしながらウィッチャーシリーズは『The ElderScrollsV:Skyrim』と同様に、私の創作活動上で、かなり影響を受けているゲーム。なので、ウィッチャーのプレイを優先するかもしれない、と強気に宣言。ですが、ゲームはほどほどに、槍猫ｗｅｂ版の更新をがんばります。

　白色の貴婦人との対決が近いですしね。さて、どんな戦いにしようか……。

　それでは最後に、編集様、市丸先生、関係者各位、今回もお世話になりました。いつも感謝しています。読者の皆様にも、さらに大きな感謝を。感想待ってます。

　では、皆様良いお年を！　来年も「槍猫」の応援をよろしくお願いします！


２０１８年　12月　健康
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